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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　風ふ呂ろから上がって自室に戻ると、中から不ふ審しんな物音が聞こえてきた。襖ふすまに手を伸ばした姿勢で、ぴたり、と春はる亮あきは動きを止める。

「うちの記き憶おくが確たしかなら、多た分ぶんこの辺あたりじゃったよ……」

「うむ……今のうちに……」

　どうやら泥どろ棒ぼうは二人ふたり組らしい。どちらも聞き覚えのある声だった。

（何やってんだ、あいつらは……？）

　襖の隙すき間まからそっと中を覗のぞき込む──窃せつ盗とう犯はんを捕まえるには現行犯逮捕が一番だ。

　そこに見えたのは二つの人ひと影かげだった。特徴的な銀髪を揺らす背の低い少女──フィアと、それよりさらに背の低い黒髪幼女、つまり黒くろ絵え。共ともに爪つま先さき立だちになり、タンスの最上段を開いてごそごそと中をまさぐっている。あそこには下着やら靴下やらが入っているだけのはずだが。

「見つかったらいけんよ。使うのは夜だけね……？」

「わかっておるとも」

「お、ふぃっちー。これなんかどうじゃろ」

「ふむ……悪くない。想像してしまうな……おっきなの……入るだろうか……」

　さらにぼそぼそとした声が聞こえてくる。春亮はごくりと唾つばを飲み込んだ。わけがわからない。二人は何を話している？　自分の下着を盗んで何をしようというのか？

（見つかってはいけない……夜に使う……で、おっきなのが入るかどうかを……そ、想像、してしまう……!?）

　もう一度、ごくり。やはり理解できない。というか理解してはいけない気がする。その混乱が指に伝わったか、襖が小さく揺れた。刹せつ那な、黒絵がばっとこちらを振り返ってきて、

「むっ──くせもの！」

「そ、そりゃお前らのことだっ！」

　戸と惑まどったのは一いつ瞬しゆん。バレてしまっては仕方がない、と中に踏み込む。

「何してんだよお前ら？　俺おれのタンスなんて漁あさっても、なんも面おも白しろいものは……」

「何しちょると言われても……ねえ？」

「うむ。こ、これはお前が悪いのだぞ！」

　二人は悪びれた様よう子すもなく視し線せんを交わす。それどころかフィアは不ふ機き嫌げんそうに胸を張り、

「ひどいではないか、今の今まで黙だまっておるなんて……前からわかっておればちゃんと準備もできておったのに！　こうなればお前の大きな奴やつを借りるしかなかろう！」

「いや、待て、わけがわからんのだが。何の話だ？」

　眉まゆを寄せて聞き返すと、フィアはさらに頰ほおを膨ふくらませ──片手に握っていた戦利品、つまりは春はる亮あきの靴下をぶんぶん振り回しながら言った。

「この期ごに及んでまだシラを切るか！　決まっておるだろう、もうすぐ来るというあのステキイベント──クリスマスの話だ！　クロエからちゃんと聞いたのだぞ！」

　クリスマス。靴下。何やらさっきとは一味違う嫌いやな予感がする。

　春亮は半はん眼がんになり、呻うめくように、

「何……聞いた……？」

「勿もち論ろん、クリスマスがいかに素す晴ばらしいかだ──なんでも、さんたくろーす、なる男がプレゼントをくれる日らしいではないか！　そいつは枕まくら元もとに置いた靴下にコッソリとプレゼントを入れるらしく、まぁいささか変態的だと思いはするがそれなら靴下は大きいほうが何にせよオトクであり、私のよりはとりあえずお前の靴下のほうが大きかろうと……こら聞いておるか？」

　途中から完全に聞いてなかった。ギギギ、と春亮はぎこちなく首を回し──また面めん倒どう臭くさい情報をフィアに吹き込んだ犯人に目を向ける。

　黒くろ絵えはにこにこと笑いながら、わかっちょるね？　というような、何か含むところのある視し線せんでこちらを見返してきた。




　これはアレか。世のお父とうさんお母かあさん達が悩むという……《いつ子供にサンタの正体を明らかにするか》という難なん問もんが自分にも出題されたということなのか。どうでもいいことのはずなのに、なぜこんなに悩まなければならないのだろう。

　居間に移動した春亮は、嘆たん息そくしてからずずりと湯のみのお茶を啜すする。フィアはコタツに潜もぐり込み、鼻歌を歌いながらテレビのチャンネルをリモコンでぽちぽち変えていた。結局、靴下はあのままフィアの部へ屋やに連行されていった──それを止める気になれなかったのも、サンタの正体について悩む理由と同じ。

（うーん。こんなワクワク感を振りまかれると、さすがになー……）

　面倒な状況にしてくれたな、と恨うらめしく黒絵を見るが、当然ながら彼女は平然とした顔で湯のみを傾けているだけだった。

　そんなとき、おさげで眼鏡めがねの少女──このはが居間に入ってくる。お茶を淹いれたときに呼びに行ったのだが『ち、ちょっとキリが悪いので後で行きますー！』という返事で今まで部屋に籠こもっていたのだ。

「ふぅー……あ、まだお茶余ってますかね？」

「おう、勿論。さっきキリが悪いって言ってたけど、宿題でもやってたのか？」

　なんとなく聞いてみると、このははなぜか不自然な愛あい想そ笑わらいを浮かべ、

「え？　あ、あはは。そ、そんなところですかね？」

「まだ終業式も終わってないってのに、もう冬休みの宿題やってんのか。さすがだな……っと。このは、袖そでに毛糸がついてるぞ」

「!?　と、とぉおおうーっ！」

「い、いきなり凄すさまじい気合!?　なぜに!?」

　彼女の袖についていたゴミを指差した瞬しゆん間かん、ひゅばばばっ！　と残像すら残る速度でこのはが動いた。その毛糸を摑つかみ取り握にぎり潰つぶし手中でさらに刀パワーを使って細切れにし、そして流れるような動きでゴミ箱ばこへダンクシュート。それから再び正座でコタツに戻り、ん？　今何かありました？　みたいな仕し草ぐさで首を傾かしげて楚そ々そと微笑ほほえんでくる。

「……」

「どうかしました？　わたしはどうもしませんよ？　いやー、宿題は早めにやっておかないとダメですよね何せ宿題ですから。毛糸なんて全然関係ないですしたまたまついてただけですし毛糸を使う何かをやってたなんてことは百パーセントないので気にしないでください春はる亮あきくんは気にしませんよねそういうわけで話を変えましょう。さっき部へ屋やのほうが騒さわがしかったですけど何かあったんですか？　靴下がどうのって声が聞こえてきたような気もするんですけど」

「ふふん、ウシチチめ。愚おろかな！　その口ぶりからすると、貴様はこの時期における靴下の重要性に気付いてはおらんようだな。大きなプレゼントには大きな靴下が必要……おおっと、敵に塩を送るところであった。フフン、貴様はせいぜい生肉一切れくらいが靴下に入っているのが関の山よ……！」

「プ、プレゼント、ですか？　あなた、まさかとは思いますけど、サンタが本当に──」

　まずい、と思う。そしてそう思ったのは春亮だけではなかった。

「ほあちょー！」

「きゃあ、なんですか黒くろ絵えさん!?　いきなり……むぐむぐ」

　謎なぞの怪け鳥ちよう音おんと共ともに黒絵がダイブし、このはを押し倒す。その手でこのはの口を押さえつつ、

「このさん、待って。ちょーっと待って。ええと、うち、寒いんよ。コタツでは耐えきれないくらい寒いんよ。なので久しぶりにそのドリーミーな身体からだで温めてほしかったりするー。抱いて抱いて。挟はさまり挟まり」

「……ぷは！　ちょ、それとわたしの口を塞ふさぐことにどんな因果関係が……！　って、んっく、顔を押しつけてぐりぐりしないでくださいー！」

「ええからええから。とにかく話はそこまでで。でないと、さっきのこのさんの毛糸の謎、明後日あさつてくらいまで隠かくしておきたいヒミツについて、うちの推すい論ろんが今ここでポロッと口をついて出てしまうかも……」

「!?　ひ、卑ひ怯きような……あんっ……わ、わかりました！　わかりましたから！」

　はあはあと息を荒げつつ、なんとかこのはが黒絵のセクハラ攻こう撃げきから脱出。よくわからないが、どうやらこのはもサンタの正体をフィアに告げないことになったらしい。引ひき攣つった笑えみを浮かべて、ひどく投げやりに、

「おほん。そうですね、クリスマスですからね。はいはい靴下靴下、と」

「ふん、ウシチチも気付いてしまったか。まぁよい……どちらが素す晴ばらしいプレゼントをゲットするか、勝負は当日になってみんとわからん」

「いつから勝負になったんですか……」

　このはの言葉を無視し、ぽちり、とフィアがまたチャンネルを変える。ニュース番組が画面に映し出された。そこでふとフィアの瞳ひとみが陰り、

「とはいえ……なあ、春はる亮あきよ。一つだけ、不安というか……気になることが、あるのだが」

「何だよ？」

　ニュースに視し線せんを固定したまま、春亮には目を向けないまま。彼女は、小さな声で──

「人間ではない、私のところにも……本当に、サンタは、来るのかな……？」

　答えは決まっていた。春亮はフィアの横顔からテレビの画面へと視線を動かし、軽く言う。

「来るんじゃねえの？」

「ほ、本当か？」

「おう。ほれ見ろ、クマにも来てるんだぞ。当然来るよ」

　ニュースで流れていたのは、とある動物園の映像。三角帽子を被かぶったクマが豪ごう勢せいな野菜ケーキにかぶりつく姿だった。『ツヨシくんには一足早いクリスマスプレゼントが来たようです』などというナレーションも流れている。

「ほ、ほほぅ……なるほど……！」

　愛らしいクマの姿のせいか、それとも春亮の言葉に信しん憑ぴよう性せいを感じたせいか。フィアは瞳に力を取り戻し、前のめりになってテレビを覗のぞき込んでいた。それから一同の視線が自分に集まっていることにはっと気付き、

「そ、そうか……まあ、そうだな、当然だ！　来るに決まっておる……しかし、そうだ、お前には来ないかも、だぞ！　サンタはいい子のところにしか来ないのだろ？　お前はとにかくハレンチ小僧だからな！」

「はは、そうかも。別にハレンチじゃねえけど、多た分ぶん来ないな」

　あのクソ親おや父じがそんな気の利いたことをするはずがない。今まで貰もらったことがないとは言わないが、どこにいるかもわからない現状ではプレゼントなど期待するほうがおかしいだろう。

（生活費の振り込みに色がついてる、程度でも俺おれとしては大喜びなんだけど……ま、ないよなー。つーか今は俺がこの家の主あるじなわけだし、こいつらには世話になってるような気もするし……プレゼント、用意すべきかな……非常用のへそくり、どんくらい残ってたっけ……？）

　などとぼんやり考えていたとき、ふと気付く。

「……」

　フィアが、しまった、というように眉まゆを寄せて俯うつむいていた。まさか、さっき『多た分ぶんサンタは来ない』とか言ったのを気にしているのだろうか。プレゼントがないのはいつものことだから別に気にするな、と慌あわててフォローしようとすると──

　そこでフィアは、何かを思いついたような表情でぱっと顔を上げる。

「む、むぅ、そうか。まぁ……希望は捨てるな。何かのマチガイというかサンタの慈じ悲ひで、お前にもプレゼントがあったりなかったりすることもあるであろう、からな！　むふ！」

「むふ、って何だよ。お前、何か企たくらんでないか？」

「な、何も企んでなどおらんわい。気にするな！　さて……となると、仕方ないな。問題は……やはり、カネか……？」

　と、フィアはニュースの後に始まった動物番組を見ながらぶつぶつと何かを呟つぶやいていた。

「そうじゃね。サンタさんは結構慈悲深いんかもよー。ハルにプレゼントが来ないと決めつけるのは早計。ね、このさん？」

「え……！　そ、そうですね？　わたしには、その、わかりませんけど！　ホントに、全然！」

　含み笑いの黒くろ絵えに、やはり引ひき攣つった愛あい想そ笑わらいのこのは。何やら挙きよ動どう不ふ審しんではあったが、春はる亮あきはへそくり預金の残高を思い出すのに忙しかった。とりあえず気にしないことにする。

　そんなとき、居間に奇怪な音が鳴なり響ひびいた。テレビの動物番組のＢＧＭではない。聞こえたままを言うなら、『グフォォ……！』『我わが野望が、こんなところでェッ……！』『おのれ、光の戦士達めぇぇっ！』『害悪たる人間達よ、貴様達こそが滅びの元げん凶きようギャァァァ！』などという謎なぞの台詞せりふの数々。何だコレ。

「あ、ごめん。うちの電話」

「どういう着信音だよ!?」

「古こ今こん東とう西ざい・魔ま王おうの断末魔ボイス集。電話がかかってくるたびに、ロープレをクリアした瞬しゆん間かんの達成感が思い出せるんよー。ええじゃろ？」

　シュールすぎる。ノーコメントにさせてもらおう。

　そして黒絵は懐ふところから携けい帯たいを取り出して首を傾かしげ、

「知らん番号じゃね。誰だれじゃろ……もしもしー。えと、ヤマダ、さん……？　ああ、ケーキ屋さんか。どもー」

　黒絵はふんふんと頷うなずいて話を聞いていたが、ややあって、その首が再びかくりと傾く。不ふ思し議ぎそうな声で聞き返した。

「……バイト？」

　何かを考えながらテレビを見ていたフィアの耳が、ぴくり、と動いたような気がした。
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「あー、だりぃ。ったく……なんでこんな山奥に家なんて建てたんスかね？」

　工務店のツナギに身を包んだ金髪の若者が、山道を走破してきたトラックから資材を下ろしつつぼやいた。同じツナギを着た年配の職しよく人にんがそれを窘たしなめる。

「バカ、クライアントに聞こえたらどうすんだ。この不景気の中、仕事があるってだけでありがたく思え。久しぶりに数週間がかりの大口客だしな」

「……そりゃそうスけど」

　トラックから下ろした煉れん瓦がを適当に積み重ねながら、若者は今回の仕事場である家をちらりと見やった。見れば見るほど変だと思う。この純和風の山の雰囲気とはどう見てもそぐわない、古ぼけた平ひら屋やの洋よう館かんだ。あまりに不釣り合いすぎて、まるで、たまたまここにあった空き地にぽんとその家だけが後付けで置かれたような印象すら受ける。

　仕事内容も変だった。依頼は家の修復。廃はい屋おくを住めるようにする、というのとは少し違う。ダメージを受けている部分と受けていない部分に差がありすぎるのだ。割れた窓、砕くだけた外がい壁へきの煉瓦、軒のき先さきの太い柱は数本が失われている──その一方で、その他ほかの壁かべや窓はほぼ無傷だったりする。どんな使い方をすればこうなるのか。そして、

「あ、いらっしゃいませです。すみませんが、今日きようもよろしくお願ねがいいたしますですー」

「ウス、おはようございます！　今日も誠心誠意頑がん張ばらせていただくんで、何か要望やら質問があったら遠えん慮りよなく言ってやってくださいや！」

　到着したトラックの音に気付いたのだろう、家の中からクライアントが出てきた。責任者である年配の男と挨あい拶さつを交わし、おどおどぺこりと頭を下げてまた家の中に戻っていく。この依頼主も変だった。セーラー服を着た少女で、しかも両手に真新しいギプスを嵌めている。これを変と言わずに何と言えばよいのか。山奥の中、こんな奇怪な家に、たった一人ひとり。どんな事情で、どんな理由があってここにいるのか……

「おいコラ、ボーっとすんじゃねえ！　手を動かせ手を！」

「……ウス」

　考えても無意味なのは確たしかだった。元々さしたる興きよう味みがあったわけではなく、ただの現実逃とう避ひだ。男の叱しつ咤たに、金髪の若者はペッと足元に唾つばを吐いてのろのろと自分の仕事を始めた。

　それからしばらくして、彼は一人の来客の姿を見る。ノックもせず家に入っていく女の後ろ姿に、変な人間のところには変な人間が来るもんだな、と彼は思った。

「……すげぇファッションセンス。まるでサンタじゃねえか」




　ギプスを嵌はめた手で使えるのは指先だけだった。けれど穏おん天てん崎ざき切せつ子この生活に支障はない。

　湯が沸き、コンロの摘つまみが勝手に回って火を止める。戸棚が自動的に開く。新品のカップとソーサーがふよふよと宙を漂ってテーブルに載る──他人がいれば悲鳴をあげるような心しん霊れい現象を見ても、切せつ子こは平然としていた。紅茶のパックをカップの中に収め、宙を漂うヤカンがとぽとぽ湯を注ぐのを見守っているだけだ。

　そんなとき、ふと切子が首を傾かしげる。まだ半分も湯が入っていないのに、ヤカンの動きがぴたりと止まったのだ。そして──どこからともなく、焦あせった囁ささやき声ごえが聞こえてくる。

「切子……切子！」

「どーしましたですか、フォーティーン？」

　虚こ空くうからの声に聞き返す。宙に浮いたヤカンがぷるぷると震ふるえていた。

「金髪の男だ……外にいる人間。あいつを殺せ。無理ならオレが片付ける。殺していいか」

「な、なに言ってるんですかー？　せっかく補修とかしてくれてる人達なのに……何かあったんですか？」

「あったどころではない。あの男……！　唾を吐いた！　オレの中に！」

「……あうー。それはいけませんねぇ。でも、職しよく人にんさんを殺してしまうと復帰がますます遅れちゃいますよぅ。後で文句は言っておきますから、ここは一つ我が慢まんして、ですね……」

「む……」

　唸うなり声ごえを漏らし、さらにヤカンが震える。が、突とつ如じよとしてその動きが止まった。次の瞬しゆん間かん、テーブルにあったカップやらスプーンやらが一斉に浮かび上がり、

「わ、わー！　ダメですってば、我慢我慢！」

「違う！　切子──侵入者だ！　気をつけろ！」

　その言葉と同時、リビングの扉とびらが乱らん暴ぼうに開かれる。そこから入ってきたのは──

「よぅブオンジョールノ！　久しぶりだな、切子。誰だれかを殺す相そう談だんかい？　あたしがやったろか？」

「ココロせんぱい!?」

　ほぼ単一色の服に身を包んだ美少女が、その可か憐れんさにそぐわない豪ごう快かいな口く調ちようと態度でのしのしと近付いてくる。そしていきなり情じよう熱ねつ的てきに抱きすくめられた。

「おーおー、相変わらずちっこいなー、お前は。怪け我がしたって聞いたけど……かは、まあ腕がまだくっついてるんなら上出来だわな。早く治せ治せ」

「は、はあ。せんぱいも、お元気そうで……」

　実際のところは、けっして彼女も背が高いほうではない。切子と比べて数センチ上なだけだったが──いつものことだ。切子は笑ってハグを受け入れる。

「おう、そういや負けたせいで《竜階ブレイズ》が七位から九位に落ちちまったんだったか？　惜おしいなー、《部位刻みハイ・シングル》になれるまではもうすぐだったってのに。ま、二ふた桁けたに落ちてねぇだけ、師団長もお前のことは買ってるってわけだ。あんまり凹へこまねえで、ま、頑がん張ばれ」

「は、はい……ヨワヨワな切子ごときがどこまで頑張れるのかは、わかりませんけど……」

「かは、相変わらずだな！　なーに、お前にゃ頼りになる相棒アミーコがいるだろ……って、悪いな、挨あい拶さつを忘れてた！　フォーティーンも元気か？」

「……どうも。《竜階ブレイズ》四位、ペンタンジェリ殿どの」

　ぼそり、と虚こ空くうの声。ココロは切せつ子このハグを解きつつ、大おお袈げ裟さに肩を竦すくめた。

「相変わらず愛あい想そがねーのな。前から思ってたが、あたしのことが苦にが手てなのか？　かは、悲しいな！　も少しフレンドリーに挨拶できねーのかい。嫌いやならあたしのほうからやってやるぜ」

　と、彼女は近場のカーテンを唐とう突とつに開いた。さらにその窓まど枠わくに抱きついて頰ほおをスリスリ。

「ひ──ひゃあ!?　そ、そんな、丸見えな、ところに、んっ……や、やめて、そんな、恥ずかしい……っ」

「あたしは別に恥ずかしくねーぞ？　さ・ら・に……どうしよっかな、舐なめちまおっかなー」

「やんっ……わ、わかりました、わかりましたから！　い、いらっしゃいませ、ココロさん……！」

「初めからそう言っときゃいいのよ。あ、わりーけど切子、あたしにも茶くれるかい？　さすがにここまで走ってきて疲れた」

「あ、はい、勿もち論ろんです！　どぞどぞ、座って待っててくださいです～」

　フォーティーンに頼み、カップを一つ増やしてもらう。フォーティーンの操あやつるポルターガイストがお茶の作業を再開し、ほどなくしてテーブルには二人ふたり分の紅茶が用意された。ココロはやはり豪ごう快かいな立たて膝ひざで椅い子すに座る。下着が見えていたが、注意しても無む駄だなのはわかっていたので、とりあえず気にしないことにして切子もその向かいに腰を下ろした。

「で……せんぱいは、どうしてこんなところに？」

「いや、特に用事はねーんだ。せっかく日本ジヤツポーネに来たから挨拶でも、と思って。あと、あれだ、一応お前が前任者ってことになるから、手合わせした感想とか聞くのも面おも白しれぇかなって」

「えっと……てことは。せんぱいも、フィアさん達と戦うために来たって感じなのですか？」

　かはは、とココロは愉ゆ快かいそうに肩を震ふるわせた。

「箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ、な。おう、そいつに手を出す許可は出てる。今回の目的はそれだけじゃねーけど。実はな、そいつらよりもっと楽しみな奴やつがいるんだ。この街に来るって情報があってさ……で、楽しみすぎて早めに来ちまったよ。これからいろいろ準備して待っとくつもり」

「へぇ。せんぱいがそんなに言うなんて、よっぽどだと思うのです。どんな禍具ワースを持ってるのですか？　それとも人化した禍具そのものですかー？」

「いや、生身の人間。うちの戦力分析班が言うには、生身で《部位刻みハイ・シングル》相当の力がある、最強レベルの腕利きだとさ……聞くだけで楽しそうだろ？」

　カップの紅茶を飲み干してから、ココロは思い出したように言葉を付け加えて笑った。

「──ま、腕利きって言葉には語ご弊へいがあるらしいんだけどな？　かは！」

「はぁ……」

　強いというのならそれは腕利きということではないのだろうか。よくわからない。

　その台詞せりふの意味と彼女の笑いどころが理解できず、切せつ子こは曖あい昧まいな声を発してぼんやりと首を傾けるだけだった。







　第一章 「飛行する彼は墜落するか」/ "Santa Claus is coming to town"







　　　　[image: ]

　十二月二十二日──終業式の数時間後。

　イブまであと二日ということもあり、商店街のムードはクリスマス一色だ。セールの幟のぼりが無数に立てられ、華はなやかな飾りがあちこちで煌きらめいている。眼前の洋菓子店も勿もち論ろん例外ではなく、店の前に小さなテントと長机を出して完全なクリスマス用の臨りん戦せん態たい勢せいを取っていた。足りないものは何もない。目を惹ひく飾り、ツリーのミニチュア、ジングルベルを奏かなでるＣＤデッキ、山と積つまれた主役のケーキ、そして──

「ぬおお、思ったより足が寒い！　このスカート、短すぎるのではないか？」

「わたしは肩が剝むき出だしなのが気になります……これ、ちょっと、えっちすぎるんでは……」

「はん、肩？　肩などどうでもよいわい、貴様が気にすべきはそのウシチチだ。上半分が出ているようなものではないか！　おお、奇き怪かいで醜しゆう悪あくで邪じや魔まっけなそのブヨヨン肉にく塊かいを周囲にアピールして平然としておるなど、とても信じられん！　恥知らずすぎて逆に尊敬の念が湧わいてくるな……私ならきっと羞しゆう恥ちで今すぐ舌を嚙かんで死んでおるであろうに。スゴイなお前」

「へ、平然となんてしてません！　わたしだって止やめられるなら止めたいですが、これしかないのなら仕方ないじゃないですか！」

　──そして、サンタの売り子。

　言うまでもなく、フィアとこのはだ。先端に白いフワフワのついた赤い帽子に、赤い服に、赤いブーツ。このはが騒さわいでいる通り、彼女だけ肩が剝き出しになっているワンピースタイプだったりフィアのブーツは太ふと股ももまであるロングブーツだったりといくつかの差異はあるが、とにかくサンタ姿なのは間違いがない。

　こんなところでいつもの騒ぎは勘かん弁べんしてほしいなあ、と洋菓子店のエプロンを着けた春はる亮あきがその様よう子すをジト目で眺めていると、二人ふたりの視し線せんがふとこちらを向いた。無言のまま、じー、と何かを問いかけるような目。春亮は一いつ瞬しゆんビクリとしてから返答を考え、

「えーと、その……に、似合ってる、な？　二人とも……」

「ふ、ふふん。当然だ。存在を知ったばかりではあるが、私はサンタクロースという献けん身しんに満ちた男を誰だれよりも理解し尊敬しておる。そんな私に似合わないはずがない！」

「えへへ……そうですか？　だったら、ちょっと恥ずかしいけど、いいのかな……まあ、アルバイト、ですしね？　文句ばかり言ってても仕方ないので、頑がん張ばります！」

　どうやら返答は正解だったらしい。ほっと胸を撫なで下ろしていると、菓子店の中から第三のサンタがぴょこんと飛び出してきて、

「ハル、うちはー？」

「お、おう。お前も似合ってはいるけど……待て、お前は俺おれ達の案内と顔見せだけって言ってたろ。自分の店があるんじゃないのか？」

「勿もち論ろん。じゃからこの格好で《壇だんノの浦うら》に行くんよ。美人美容師・クリスマスバージョンじゃねー。クリーニング屋さんがせっかく三人分用意してくれたんじゃから、うちも頑がん張ばらんと」

　小学校の学芸会のような似合いっぷりで（しかもヒゲまでつけている）美人美容師とか名乗るのはどうなんだ、と思いはするが、もう慣なれっこだ。ツッコミは放棄しておく。

「まぁいいや。で、フィア。仕事内容はわかってるな？」

「ふん、舐なめるな。客を呼ぶ。ケーキを買わせる。以上だ。文化祭のときにやっていたこととほとんど変わらん。楽勝すぎる！」

「楽勝、かなあ……俺はまだ不安なんだけど。とにかくレジ打ちとかは俺がやるから、お前はお客さんの相手だけしてればいい。ケーキの補充とか厨ちゆう房ぼうの手伝いとかで俺が店の中に引っ込むこともあると思うけど、そんときにはこのはがレジ打ちしてくれるから」

「任せてください。フィアさんはひたすら愛あい想そを振りまくっていうお仕事だけしてるのが安全だと思いますよ」

「なにおう、なんだその置物的扱いは！　呪のろうぞ！」

「そうじゃねー。コツを教えちょくと、置いてあるケーキの種類とか値段とか覚えちょくとええと思うよ。『どれが美お味いしい？』とかお客さんに聞かれることもあると思うから」

「ふむ。さすがクロエ、ナイスアドバイスだ……ふむ、このノボリに書いてあるやつだな」

　フィアが長机の上にあった卓上ノボリを引き抜いてしげしげ眺め始める。ややあって、よし覚えた、と頷うなずいたフィアは──それをごく自然な動作でズボリとこのはの胸に差し込んだ。

「きゃー!?　いきなり何するんですかあなたはっ!?」

「む、すまん。あまりに意味不明な谷間すぎて、ノボリを差し込むための台と間違えた」

　やはり不安すぎる。春はる亮あきが溜ため息いきをついたとき、二人ふたりのやりとりを楽しそうに眺めていた黒くろ絵えが軽く手を上げて言った。

「それじゃ、うちはそろそろお店のほうに戻るよ。ふぁいとー」

　その言葉に、フィアもこのはとの睨にらみ合いを止やめ、

「おう、お前も頑張れ！　それと……そっちも気をつけるのだぞ、《サンタ狩り》には！」

「ふふ。それは、もし出会ったら逃がさんように、という意味での《気をつけろ》じゃね？」

「当然だ！　この商店街の命運がかかっておるのだからな、そんな犯罪者は一刻も早く見つけなくてはならん！」

「りょうかいー。ではでは」

　黒くろ絵えはもう一度手を振り、てこてこと自分の店に向けて歩いていった。その姿が見えなくなると、このははレジを開けてお釣り用の小こ銭ぜにの確かく認にんを始め、フィアは、こっちのほうがよいか、いやこっちか、と無意味にケーキの陳列の調ちよう整せいを始める。フィアのは単にこのはに対抗しているだけに違いない。

　春はる亮あきはもう一度嘆たん息そくし、頭上の曇どん天てんを見上げた。

　確たしかに、クリスマス商戦には商店街の命運がかかっているのだろう。例年に比べて気合いの入った装そう飾しよくやら何やらがそこかしこに見えることからも、その本気っぷりは窺うかがえる。とはいえ、（本気なのはわかるけど、こいつらを頼りにするなんてなあ……よっぽどピンチなんだな。悪いのは、不景気と──サンタ狩り、か）

　その名を初めて聞いたのは、昨夜、黒絵にかかってきた電話を通してのこと。電話の主ぬしは商店街のケーキ屋さんで、クリスマス用のケーキ売りのバイトを頼めないだろうかという話だった。二日前の今になって頼んできたわけは、元々バイトする予定になっていた子達が急にキャンセルしてしまったから。その理由こそが、数日前から街で噂うわさになっていたという事件──《サンタ狩り》だ。

　曰いわく、サンタ服でバイトしていた人達が襲おそわれて服を剝はぎ取られるという事件が何件か起きている。全員が背後から昏こん倒とうさせられているため手掛かりがなく、警けい察さつも今のところパトロール強化程度の対抗策しか講こうじられていない。一方で一部の学校などでは噂が広がり「犯人は変態に違いない」「次の被害者はもっとひどいことをされるかも」と、バイトの求人が埋まらなかったりキャンセルが起こったりという影えい響きようが出ている──そこで困ったケーキ屋の店主が黒絵に頼んできたのだ。元々のヘルプ要因は、本屋のバイト中に万引き犯を投げ飛ばしたということが商店街の武勇伝として語り継がれている（つまりは見かけによらず腕の立つ女として有名な）このはだったのだが、なぜか「渡りに船！」とばかりに私もやるぜひやるべきだ人のタメになることをするぞとフィアが強硬に主張し──今に至っている。

（ちゃんとしたバイトは初めてなんすけど大丈夫ですかね、って何度も聞いたんだけどなあ……まあ人手が多いほうがいいのは確たしかだし、こいつは見た目がアレだから客引きになるって感じなんだろうけど）

　胸中を体現しているかのような曇くもり空ぞらから視し線せんを離はなす。そろそろ仕事の時間だ。

「何にしても……こうなっちまったらやるしかないか。フィア、ちゃんとこのはを手本にするんだぞ。お客さんに失礼のないようにな」

「む、むぅ。このウシチチを手本にするなど気に食わんが……」

「そんなこと言ってる場合ですか。いいですか、よく見ててくださいよ」

　すう、とこのはが息を吸い、露ろ出しゆつ度ど高めのサンタ服の胸を張る。それだけで道行く人々（主おもに男）の視線が集まってきたような気がした。そして彼女は一いち分ぶの隙すきもない営業スマイルで、

「いらっしゃいませ～。クリスマスに美お味いしいケーキはいかがですか？」

　効果は抜群。すぐに一人ひとりの男性が近付いてきて、「今買ってもイブの日まで保もつよね？　どれにしようかな……」と品定めを始める。春はる亮あきは、ぬぬぅ、と眉まゆを寄せてその光景を睨にらんでいたフィアを肘ひじでつついた。

「ほれ、お前も。わかったろ、笑え顔がおと大きな声がコツだぞ」

「わ、わかっておるわい。見ておれ……」

　すうはあと大きな深呼吸。必要以上に胸を張ってふんぞり返り、ギギギ、とぎこちなく唇の端を吊つり上げる。その引ひき攣つった笑顔のまま、

「イ、イラッシャイマセ。ク、クリスマスハ……！　オイシイ……！」

「硬かてぇ!?」

「……お、おほん。そんなことはない。フツーだった。こ、こんな感じだな」

「どこがフツーだよ。文化祭と同じだから楽勝とか言っときながらそれか」

「う、うるさいな、呪のろうぞ！　あれは客が勝手に店に入ってくるシステムだったが、こうやって客を呼び止めるというのは、その、少しばかり勝手が違ってだな」

「それはわからんでもないけど……あれだよ、黒くろ絵えが帰ってきたばかりのころにビラ配りしたろ？　あんな感じでいいんだよ。必要以上に緊きん張ちようするこたない」

「む……わ、わかった。やってやるわい」

　フィアばかりに気を取られているわけにもいかない。先刻の男性が選んだケーキの代金を受け取り、レジを打つ。このはの呼び込みの効果か、それからもぽつぽつと客がケーキを買っていくようになった。

　フィアは徐々に呼び込みにも慣なれてきた様よう子すではあるが、相変わらず「い、いらっしゃい、ませ。ケーキはどうだ……ですか!?」とぎこちない接客だ。とはいえ、いかんせんその外見は人目を惹ひく。売り上げに貢こう献けんしていないということはないだろう。

「えー、ケーキ、美味しいぞ、です……ん？　おお！　春亮、客だ客！」

「こら《お客さん》って言えよフィア！」

「ふふふ、いいわよいいわよ。外人さんでしょ？　日本語上う手まいわねぇ」

　などとやりつつ、それなりに忙しい時間が過ぎていく。が、可愛かわいいサンタ達の頑がん張ばりは客以外のものも呼び寄せていた。

「ねえねえ、キミ、サンタ服似合ってるね。どこの学校？　今日きようは何時までバイト？」

「へ？　えと、ごめんなさい、そういうのはちょっと……」

　このはに声をかけてきたのは若い男だった。彼女が頰ほおをピクピクさせているのにも気付かず、剝むき出だしになった肩や大きく開いた胸をチラチラと見ている……何やら春亮も嫌いやな気分になった。放っておいてもこのはが笑顔で男を投げ飛ばすのだろうが、一言くらい注意しておくべきか。そう思ったとき、のしのしと銀髪サンタが男の背後に接近。

「おい」

「おっ、勿もち論ろんキミも一いつ緒しよでいいよ？　ダチ呼ぶからさ、バイト終わったら四人でお茶でも」

「怪あやしい。さては、お前が、アレか……？」

　ああ、男はなぜフィアの剣けん吞のんな視し線せんに気付かないのか。平和ボケした日本人だからか。

「まあいい、バイトが終わるのを待つまでもない。来い。うむ、あそこの路ろ地じ裏うらがよいな……」

「うわ、積せつ極きよく的てき……いいよ、引っ張らなくても行くよ？」

　ヘラヘラした男の袖そでを摑つかみ、グイグイと引っ張っていくフィア。片方の手にはルービックキューブを持っていた。春はる亮あきも追いかけようとしたが、間の悪いことに丁ちよう度ど主婦の一団がケーキの品定めを始める。春亮もこのはも動けない。

　そのうちに、路地のほうから悲鳴のようなものが聞こえてきた。不満げに頰ほおを膨ふくらませたフィアが大おお股またで帰ってきて、

「むぅ……残念ながら違ったようだ。そう簡かん単たんには見つけられんな、サンタ狩り」

「勘かん違ちがいでもいいです。今だけは『よくやりました』と言っておきますよ……この人叩たたき込んでも大丈夫なポリバケツとか近くにないかな、と探していたところでした」

　このはは真ま面じ目めな顔でうんうんと頷うなずいていた。どうやら投げ飛ばすのとは一段上のレベルで苛いらついていたらしい。恐ろしい。

（うう、すみませんナンパ男さん。恨うらむならこんなときに近付いてきた自分の運の悪さを恨んでください……！）

　それからしばらくして、店内から洋菓子店の店主とその奥さんが出てきた。チョビ髭ひげを生やした店主が「調ちよう子しはどう？」と売り上げ表を覗のぞき込み、奥さんと顔を見合せて笑う。

「本番は明後日あさつてなのに、いいペースだね……やっぱり黒くろ絵えちゃんに頼んで正解だったよ、ありがとう！　ずっと立ちっぱなしで疲れたろ？　ここは僕達がやっとくから、三十分くらい店の中で休きゆう憩けいしてきてよ。賄まかないのケーキも用意してあるからね、遠えん慮りよせずに食べて」

　お言葉に甘えて休憩を貰もらうことにする。店のバックヤードに入ると、テーブルにポットのお茶と人数分のショートケーキが用意されていた。

「わー、美お味いしそうですね」

「ぬぬぬ、これは──初めて食べるケーキだ！　イチゴが丸ごと載っておるとは、ゼータクだな！　もとは王族の食い物に違いない！」

「あれ、そうか？　わりと典型的なショートケーキだと思うけど……何回か黒絵がケーキ買って帰ったりしてたろ。食ったことなかったっけ？」

「食っておらんぞ。チョコ塗まみれのやつやら栗くり味あじのグルグルやらは食ったが」

「そっか、典型的すぎて逆に盲点になってたのかもな。とにかくこれが日本のスタンダード・ケーキだぞ。『ケーキの絵を描かけ！』と言われたらまず間違いなくみんなこれを描く」

「そ、それほどまでに……さぞ美う味まいのであろうな……！」

　ごくり、と唾つばを飲み込むフィア。このはが淹いれてくれたお茶の用意も整い、椅い子すに座ってしばしの休息を味わう。立ちっぱなしの足と腰には疲労感が満載だ。ケーキを口に運ぶと、その甘さが疲れた身体に染み込んでくる。

　さて反応はどうだろうかと視し線せんを動かしてみると、真顔でむしゃむしゃケーキを咀そ嚼しやくしていたフィアが突然に目を丸くするのが見えた。

「こ、これは……クリームは甘く、下のはふわっとしておって、なんというかこう……美味い！　おせんべにはギリギリ敵かなわんが、むう、これは、なかなか……！」

「そりゃ何よりだ。後で店長さんにも言ってあげるといいぞ、きっと喜ぶ……苺いちごも食ってみろよ、それがショートケーキの本体って言う人もいるくらいだ。兄弟がいる家じゃそれを巡めぐって骨こつ肉にくの争いが繰くり広げられていたりいなかったり」

「なんと。ではイチゴを……おお！　イチゴがただでさえ甘いのに、クリームに塗まみれたことでさらなる深みが……！　これを考えついた人間は天才か!?」

　自分達にとってはありふれたショートケーキでも、フィアにとっては初めて味わう夢の食べ物なのだ。同じようなものはまだたくさんあるのだろう。そしてそれを口にするたびに、フィアは同じようにころころと表情を変えて驚おどろくのだろう。

　春はる亮あきは苦笑しつつ熱あついお茶を啜すすり、このはも呆あきれ混じりの微笑でケーキを口に運ぶ。
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　そのとき──フィアの目が、ぎらーん。

「この美う味まさなら納得だ。骨こつ肉にくの争い。力なきものは、力あるものにイチゴを奪うばわれても文句は言えない、ということだな……」

「むぐむぐ……え？」

「隙すきアリ！　よこせー！」

　きょとんとした顔のこのはに、フォークを振りかざしたフィアが野や獣じゆうのように躍おどりかかる。丁ちよう度どこのはは自分のフォークにイチゴを突き刺して口に運ぼうとしていたところだった。自然、フォーク同士の鍔つば迫ぜり合いのようなものが発生し、

「な、なんという……行ぎよう儀ぎが悪い！　止やめなさい、フィアさん！」

「止めん！　なぜならこのイチゴこそがショートケーキの本体！　恨うらむならその情報を教えた春はる亮あきを恨むのだな！」

「俺おれは軽い気持ちで言っただけなのにっ!?」

　止める間もなかった。激はげしいせめぎ合いの結果、このはのフォークに刺さっていたイチゴがそこからつるりと抜け──しかしフィアのフォークがそれを奪だつ取しゆすることもなく──最終的に、ポトリ、と落下する。

　このはの胸の谷間に。

「──そこかーっ！」

　だがイチゴを狙う獣けものは止まらない。もはやそれを一刻も早く口に入れることこそが勝利の証あかしだと見たか、フィアはぽいとフォークを投げ捨て、

　そこに直接自分の顔を突っ込んだ。

「むご……どこだ、貴様のクリームに塗まみれたイチゴは!?　ここか!?　ここか!?」

「ひぃえっ!?　こら、止め、止めなさ、欲しいんならもうあげますから、あんっ……やだ、ちょっと……そんなトコ、舐なめるなんて、よしなさいっ……」

「えー、おほん。ケーキも食ったし、俺はそろそろ外に戻っておこうかな、っと……」

　何やらこの場にいること自体がいたたまれなくなり、春亮は逃げるようにバックヤードを脱出した。

　店を出て、やれやれ、と腰を伸ばす。頭上は相変わらず、胸中の不安感を体現しているかのような曇くもり空ぞらだった。

　そう、まだフィアのバイトに不安はある。しかしこれも社会勉強だ。多少のゴタゴタがあるのはもう仕方がないにしても、フィアには頑がん張ばって無事にやりとげてもらいたい……さっきのイチゴ戦争のようなドタバタはできれば勘かん弁べんしてほしいが。

　今日きようのバイトが終わるまでは、あと数時間。

　雨が降らなきゃいいけどな、と春亮は思った。




　　　　[image: ]




　彼女は混乱していた。わからない。

　自分はこんなに弱かったか。どうして身体からだがこうも動かないのか。

　ビルからビルへ飛び移りながら、迫り来る影かげに刃やいばを繰くり出す。幾度となくその動作を繰り返す。そのたびに硬質な金属音が響ひびいた。

　音の間に、ぽつり、と空から落ちてきた水滴が割り込んでくる。それでも動きは止められない。動きを止めた瞬しゆん間かん──狩られる。それだけは理解していた。

　次のビルに飛び移ろうとした瞬間に攻こう撃げきを受けた。辛かろうじて防ぼう御ぎよしたものの、バランスが崩れる。落下の感覚。窮きゆう鼠その本能が勝手に反撃を行うが、狩しゆ猟りよう者しやたる敵の身体には届かない。引き戻された相手の武器と衝しよう突とつし、何かが軋きしむような異音が響く。敵は舌打ちしながらも、半ば落下しつつあったこの身体にさらに蹴けりを入れて眼下に叩たたき落とす──

　死んだかもしれない、と思った。次の瞬間には衝しよう撃げきを感じていた。それを感じられたということは、まだ自分は生きている。おそらく。本当に？

　頭が重い。身体が重い。目の前が暗い。寒い。強まってきた雨のせいか。他ほかの何かのせいか。わからない。

　緩かん慢まんに、彼女は倒れていた身を持ち上げる。曖あい昧まいな視界の中、小さな箱はこが転がっていた。無む意い識しきで手を伸ばし、摑つかむ。これは何だったか。

　ずん、と震しん動どうを感じる。ここが信号待ちしていたトラックの荷台の上で、身体の下にあるのが何か柔らかい荷物を覆おおっているビニールシートであることをようやく理解した。今の震動が、自分を追って敵が同じ荷台に飛び降りてきたせいで生まれたものだということも。

　こちらの手中にあるものを見、敵はにやりと笑って言った。

　それは『誰だれかを──らせること』ができる箱。

　つまりは、人が抱く一番の願いを叶える箱だと。

　願ねがい。願い。願い。自分の願いは何だろう、と思った。

　この敵に打ち勝つこと？　違う。

　自分の願いは、自分のすべきことは、ただ一つ。

　だから彼女は行動した。逃げるために。

　同じトラックの荷台に立つ敵に攻めかかる──と見せかけ、横に跳とぶ。

　浮ふ遊ゆう感かん。そしてすぐに彼女の身体は、冷たい雨よりもさらに冷たい水の流れに包まれた。




　狩猟者は水音を聞く。

　それは降りしきる雨のせいではなく、道路の横手に流れていた川からの音だ。夜よ闇やみのせいで今までその存在に気付かなかった。急いで自分もトラックから飛び降りるが、流されたか排はい水すい溝こうにでも潜もぐり込んだか、もうその川に獲え物ものの姿は見えない。

　乱らん暴ぼうに頭を搔かきつつ、再度の舌打ちをして。

「ち……あれが全力かい？　だとしたら、とんだ期待外はずれだ。どうしたもんかね……」

　ココロ・ペンタンジェリは、苛いら立だたしげにそう呟つぶやいた。
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　日が暮れるころにぽつぽつと降り始めた雨は、バイトが終わったときには既すでに完全な本降りになっていた。

「うお、さすがに冷えるな……折おり畳たたみ傘がさ持ってきといてよかったよ。ほれ、お前の」

　コートの襟えりを搔き合わせつつ、春はる亮あきは鞄かばんに入れていた傘をフィアに渡す。基本手ぶらのフィアとは違い、このははちゃんと自分のぶんの傘を持ってきていた。着替えて帰ろうとした間ま際ぎわには「しまった！　忘れていれば……二人ふたりで……相あい合あい傘が……！」などとよくわからないことを愕がく然ぜんとした表情で呟いていたりしたが。

　ケーキ屋の軒のき先さきを借りて少し待っていると、せっかくなので一いつ緒しよに帰ろう、と約束していた黒くろ絵えが水みず溜たまりをぱちゃぱちゃ踏みながら現れる。

「おまたー」

「おう。お前もお疲れ……って、サンタ服はどうした？」

「あれはイブの日まで借りることになっちょるから、《壇だんノの浦うら》に置いてきたよ。それにしても今日きようは寒いねえ」

「まったくだ！　お前も気付いただろうが、あのサンタ服……モコモコがついておるわりには防寒効果が薄うすいのだ。本物のサンタもきっと苦労しておるぞ、誰だれかなんとかしてやるべきだな。風か邪ぜでも引いてプレゼント配達を休まれてはたまらん！」

　くすくすという黒絵の笑い声を合図に、家いえ路じを辿たどり始める。人ひと気けの少ない夜道。雨は冷たく、冬の夜や気きに背筋が震ふるえ、道の脇わきに見えた灰色の川も普ふ段だんより荒々しく流れている。だがそんな帰り道であっても、そこを歩きながら感じるのはけっして寒々しさばかりではなかった。

　今日きようはあんなことがあってこんなことがあって苦労したが私は完かん璧ぺきにバイトをこなした、とフィアは武勇伝のように胸を張って語り、それに黒絵がいつもの寝ね惚ぼけ眼まなこで、しかし楽しそうに相あい槌づちを打つ。このはが呆あきれ顔がおで訂正を入れる。フィアが頰ほおを膨ふくらませて反はん論ろんする──どこか落ち着く、いつもの光景。

「で、だな……むお、やはり寒い……！　お前のそれは温そうだな」

「あ、しまった。自分だけ防寒アイテムを身に着けちょるなんて、ふぃっちーラバーの名折れ。寄って寄って、ふぃっちー……こうして、こう、と。まきまき」

　黒くろ絵えは一いつ旦たん自分の長いマフラーを外はずしてから、それをフィアの首にくるくると巻きつけた。そうして余った部分を改めて自分の首にも巻く。恋人がよくやるような二人ふたり巻きだ。

「おお、温い！　マフラーも偉大な発明品だな……ふふん、羨うらやましいか、春はる亮あきにウシチチ！」

　マフラーで黒絵と連結されたフィアがくるりと振り返る。「わー」とそれに引っ張られるようにして黒絵もこちらに向き直った。首が絞まらないように注意してもらいたいところだ。

「はいはい、あったかそうで結構なことです。わたしも明日あしたはマフラーしてきましょうかね、と……春亮くんもしてきたらどうですか？　いえ、その……今黒絵さん達がやってるみたいなことができるなら、それはもう拒否する理由はなくむしろ最高でぜひやりたいというか……」

　後半はモジモジしながらの呟つぶやきでよく聞こえなかったが、マフラーが欲しいのは同感だ。

「実は今日きようもしてこようとは思ってたんだけどな。去年どっかに忘れてきたのか、変なとこに仕し舞まったのか知らんけど見つからなくてさ」

「あら、そうなんですか……しまったなぁ、マフラーのほうがよかったかなぁ……」

「ん、何か言ったか？」

「い、いいえ何も！」

　ぶんぶんと首を横に振るこのは。フィアも何やらじーっとこちらを見つめていたが、視し線せんが合ったのに気付くと慌あわてた様よう子すでそっぽを向いた。

　と、そのとき。

　明後日あさつての方向に視線を逃がしていたフィアが、ぴたり、と足を止める。「きゅー」とまた黒絵の首が絞しまったのにも気付かず、じっと一方向を──雨が降りしきる空を見つめていた。

「どした、フィア？」

「今……み、見えた、見えたぞ！　おったのだ！」

「何が？」

　フィアは傘かさをぶんぶんと動かしつつ、興こう奮ふんした面おも持もちでさらに声こわ高だかに言った。

「サンタクロースだ！　何か赤いのが飛んでおったのだ、今！　あそこを！　ビルの上！」

　ジト目を返す春亮とこのは。ただ黒絵だけがいつもの悪ノリで、

「わおー。空を飛ぶ赤いもの、それは間違いなくサンタじゃね！　二日も早いのが気になるけど……はっ、時差、時差のせいかもよ、ふぃっちー!?」

「時差か！　なるほど！」

　納得するな納得させるな！　とツッコミたいところではあったが、それは叶かなわなかった。「あっちに行ったー！」とフィアは濡ぬれるのも構わず走り出していたし、連結された黒絵もそれに引ひき摺ずられていってしまったからだ。連結されてなくてもついていったような気はするが。

　仕方なく春亮達も後を追う。サンタなんかいないとここで真実を告げるべきか、フィアのワクワク感を維持するべく何か別の誤ご魔ま化かし方を考えるか。悩ましいところだ。

　フィアが足を止めたのは、雑居ビルの裏にある目立たない空間だった。サンタの姿を見失った彼女が「どこか近くに隠れられそうなところは……ここかー！」と適当に突入して見つけた、ただひたすらに寂さびしく、何の役目も与えられていない袋ふくろ小こう路じ。

　それはかなりの奇跡だったのだと思う。見つけられない可能性も充分にあった。フィアが何かをサンタと見間違えなければ、それを追いかけようとしなければ、たまたまこの場所に入らねば、確かく実じつに見つからなかった。

　だが見つけてしまったのだ。

　墜つい落らくしたサンタクロース、などではなく──

　春はる亮あき達にとっては、見覚えのある、そして忘れようもないその人物の姿を。




　そこには、褐かつ色しよく肌の人間が。ン・イゾイーという名の少女が──目を閉じて、倒れていた。

　身体からだから流れる赤いものを、無言のまま、冷たい雨と混ぜ合わせながら。
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「ああもう、血が……うえっぷ。とにかく何度も言いますけど、何回だって言わせてもらいますけど！　お人ひと好よしにもほどがありますよ、春亮くんは！」

「う、うん、まあ、こいつがあのいけすかない奴やつの仲間なのはわかってるし、自分でもどうかと思うけどさ……でも、だからってほっとけない、だろ……？　フィアも、こいつらにはいろいろやられたからアレかもしらんが、ここは一つ……」

「ふん、こいつら──研究室長国のせいで散さん々ざんな目に遭あったのは確たしかだが、いくらなんでもこんな状態の奴にトドメを刺そうとは思わんわい」

　ン・イゾイーを春亮が抱え、人目を避さけつつも急いで一同は家へと帰り着いた。救急車を呼ぶことも一いつ瞬しゆん考えたが、この褐色少女がちゃんとパスポートやら何やらを持っているとは限らなかった。できるだけ公権力とは関かかわりたくない。

　そうして彼女をどたばたと客間に運び込み、

「とりあえずタオルと包帯がいるのだったな。取ってきたぞ」

「おう、ナイスだフィア。で、黒くろ絵え、どうだ……？」

「んー。出血は結構あるけど、傷自体はそんなに深くないっぽい……一応、うちの髪を巻いちょこうかね。そしたらすぐ治るよ」

「そっか、よかった……って言っていいのかな。いや、だったらなんで目を覚まさないんだ？」

「……熱ねつがありますね。こんな薄うす着ぎだしびしょ濡ぬれでしたし、普通に風か邪ぜでも引いたんでしょう。とりあえず身体を拭ふいて、着替えさせて……おほん。春亮くん？」

　ン・イゾイーの額ひたいに手を当てていたこのはを筆ひつ頭とうに、女性陣の視し線せんが集まっていた。しばらく考え、その理由にはっと春亮は気付く。

「お、そ、そうか。んじゃ、俺おれは外にいるから！」

　慌あわてて客間を飛び出し、後ろ手に襖ふすまを閉めて息を吐く。

　とりあえず命に別条ないらしいのはよかったが、謎なぞだらけだ。なぜあんなところにいたのか。なぜ怪け我がをしていたのか。もうフィアには近付かないと約束したはずではないのか。

「フィアさん、白衣のそっち側持っててください。脱がしますよ……よっ、と」

「ぬっ。元からといえばそうだが、この女はやはり敵！　淑しゆく乳にゆう同盟の敵対勢力の一人ひとりだ！　おのれ、これ見よがしにぷるぷるさせおって……どうにかしてヘコませられんだろうか」

「こら、寝てる病人のをつつかない！　何考えてるんですか、そんなことしてる暇ひまがあるならタオルで拭ふく！」

「ウシチチめ、さすが敵対勢力のボスだ。こんなのを拭けなど、さらに私にショックを与えて悦えつに入ろうという魂こん胆たんだな……ふん、呪のろうぞ。ついでにこれに対しても直接呪いを送り込んでやる。へこめ～、縮ちぢめ～」

「モード《サティスファイド頼より盛もり》、っと。じゃあうちは下を着替えさせるね。おお、なんじゃろ、この褌ふんどしみたいな雰囲気のパンツは……何かを思い出すねえ、このさん」

「……わたしは何も思い出しません。ええもうまったく」

「このさんにはどうでもいい思い出じゃったん？　ショックじゃー……じー」

「こら黒くろ絵えさん、どさくさ紛まぎれにしげしげと覗のぞき込んで見ない！」

　部へ屋やの中の声に赤せき面めんしてしまう。見えないぶん、余計な想像力が働いてしまうのが困りものだ。そうしているうちにぼふぼふという布ふ団とんの音が聞こえ、

「えっと……とりあえず寝かせましたよ、春亮くん」

「お、おう。じゃ、入るな」

　想像を振り払いながら客間に戻る。このはの言葉通り、ン・イゾイーは押し入れに入っていたお客さん用の布団に寝かされていた。

「はぁ……ん……は、あっ……」

　紅こう潮ちようした頰ほお、僅わずかに荒い呼吸。布団から覗く肩も小さく揺れている。苦しそうではあるが、今すぐどうこうなるということはなさそうだ。

　布団の横には彼女が今まで着ていた服が適当に放置されていたが、それ以外の持ち物はこのはの膝ひざ元もとに纏まとめて置かれていた。春亮の視し線せんに気付いたか、

「いくらこんな状態でも、さすがにナイフとかゴム弓ゆみとかを持たせたままにはできません。これはわたしが預かっておきます」

「うん、まぁ……仕方ないな、それは」

「あと持ってたのは、この封筒と、それから……この変な箱はこぐらいなんですが」

「なんだそれ？」

「さあ。箱としか言いようがないんですけど」

　大きさは掌てのひらサイズ。材質は金属製で、ところどころが錆さびている。立方体の一面だけがぽっかりと開あいた、言うならば升ますのような箱はこだ。見せてみろウシチチ、とその奇妙な箱を受け取ったフィアが、首を傾かしげながら、

「むぅ……わからんな。何やら親近感が湧わくような湧かないような気もするが」

「ま、部族のシキタリ、とかで《水を飲むときにはこれを使わなくてはならない》とかあってもわたしは驚おどろきません。とりあえず箱仲間のあなたが持ってていいですよ、っと……わたしはパジャマか何かを用意してきます。裸のままずっと寝かせておくのもアレですし」

「そだな。あとは薬を飲ませるくらいか。探してこよう」

「では、私がクロエと一いつ緒しよにこいつの看かん病びよう……見張り……？　をしておくぞ。用心しすぎて困るということはあるまい」

「いい心がけです。では」

　このはと別れ、春はる亮あきは居間へ向かう。医薬品が置いてある棚を探りながら考えた。

　確たしかに、用心しすぎて困ることはない、のかもしれない。研究室長国が──闇やみ曲まがり拍ぱく明あきが演出したあの文化祭の事件を思い返せば、そう思うしかなかった。あの組そ織しきが関かかわっているのなら、自分達には考えも及ばないようなことが裏で進行している可能性もある。

　だから──やっぱり伝えておいたほうがいいかな、と軽い気持ちで思った。ポケットから携けい帯たいを取り出し、

「あ、もしもし？　こんな時間にごめんな。ちょっとややこしいことになってて、一応報告だけしとこうかってことなんだけど。ええと、実は……」

　簡かん単たんに事情を説明する。

　結けつ論ろんから言えば、彼女の返事も簡単だった。焦あせった声で、ただ一言。

「十分待て！　話はそれからだ、切るぞ！」

「へ？　いや、聞きたいのはさ、あの……もしもし？」

　そして言葉通りに、十分後──春亮は夜や知ち家けの玄関先で彼女を迎えていた。

　どれだけ急いできたのか、はあはあと肩で息をしながら。

　肩に提さげていた大きな鞄かばんを、どすんと足元に下ろしながら。

「奴やつらは、その……何を企たくらんでいるか、わからない。お前達の注目をン・イゾイーに集めておいて、また私に何かしようとしている可能性も、なくは、ないだろう……だから、だ。奴をこの家に泊めて看病するというのなら、自分の身の安全を確かく保ほするために私ができることは、これしかないと思う。ああ、勿もち論ろん、突然すぎるのはわかっている。悪いとも思っている。それでも一つ、無ぶ遠えん慮りよな頼みを言わせてもらえるなら──」

　上うえ野の錐きり霞かは、さらに事態を混迷させる言葉を告げた。




「──私も、今夜はここに泊めさせてもらいたい。どうだろうか、夜知」




《頼み》という言葉とは裏うら腹はらに。

　既すでにお泊まりセットがぱんぱんに詰まっているらしき鞄かばんを見る限り──どう考えても、自分に拒否権はなさそうだった。
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　ン・イゾイーが眠る客間。フィアが腕組みで呻うめいた。

「なるほど。こいつがここにいること自体が囮おとりで、その隙すきに奴やつらがまたキリカにちょっかいを出す、か……ありそうな話に思えるぞ。問題は、これが演技とはとても思えんところだが」

「演技である必要はない。ン・イゾイー本人は何も知らなくていいんだ。結果としてそういうふうに事態を動かせればいい……あの男ならそれくらいのことはやる」

　正座した錐きり霞かが真ま面じ目めな顔で言い、それもそうか、とフィアは顔を顰しかめて首しゆ肯こうした。

「仲間すら騙だまして策を練る、ということだな……さすがキリカだ。よし、そういうことなら歓かん迎げいだ！　そういうことでなくても歓迎するがな！」

「うんうん、きりりんならいくらでもうちに泊まってくれておっけーよ。むしろ初めてなのがうちには驚おどろきじゃけど」

　錐霞はその不ふ思し議ぎな愛称に苦にが笑わらいする。そのときこのはが春はる亮あきの耳に口を寄せてきて、

「えと……ホントに、上うえ野のさんにも泊まってもらうんですか？」

「いんちょーさんの不安ももっともだろ。あっちのやり口が一番よくわかってるのは、間違いなくいんちょーさんなんだからな……ん、ひょっとしてこのは的には何か問題があったか？」

「い、いえ。そのぅ、問題というか、そういうのではないんですけど……」

　もごもごと口くち籠ごもり、このはは何やら複雑な表情で自分のおさげを弄いじり始めた。溜ため息いきのようなものを吐きつつ「うう。強敵が、ついに攻めに……？　いや、そんな深い意味はなくて、本当に状況的なものが理由かもしれないですし……ええ、深読みなんかしないほうが、精神衛えい生せい上いいに決まってるのですそうするのです頑がん張ばれわたし……！」などとぶつぶつ呟つぶやいてから、

「おほん。そうですね、全然問題なんてないですよ？　よく考えればこの家に女の子が泊まるのなんてしょっちゅうですし、気にしても仕方ないですね。こないだは潰かい道どう先生やらあまつさえ敵の女の子まで泊めてたんですから。わたしはいつものように、ふしだらなイベントが起こらないように目を光らせておくだけです」

「一応言っとくけど、俺おれ、そんなイベント意い識しきして起こしたことなんてないからな……？」

　そのとき錐霞がこちらに向き直ってきて、また気き真ま面じ目めに軽く頭を下げる。

「このはくんにも世話になる。言うまでもないことだが、私もこの男がふしだらに馬ば鹿かげたことをしでかすのは看かん過かできない。頼りにしている」

「はい、その辺は任せておいてください。もう学校も休みですし、心持ちキツめに折せつ檻かんしちゃっても大丈夫だと思うので……手加減なしにビシバシやらせてもらいます！」

　などとこのははその力強い発言で春はる亮あきにさらなる不安を与えた。勘かん弁べんしてもらいたい。

「それにしても……本当に、どうしてこの人はあんなところで倒れてたんでしょう」

「うむ。あの男は、もう私には手出しをしないと言ったはずだが……それを反ほ故ごにする気か、はたまた私とは関係ない理由か。わからんな」

「今はただの風か邪ぜで寝込んでいるようなものなんだろう？　ならば起きてから聞いてみるしかないな。実際ここにいるこの女についてはもう仕方ないにしても、正直、私はあの組そ織しきとは二度と関かかわりたくないと思っている。無理すればコンタクトを取れなくもないが、わざわざそうする気にはなれない」

「当たり前だ。お前が嫌いやなことを無理にさせるつもりなどないわい。薬も飲ませたし怪け我がもクロエがどうにかしたし、すぐに回復するだろう──しかし、こいつは人間にしては異常なほどの手て練だれだったはずだぞ。誰だれがこんな手傷を負わせたのだろうな」

「わたし達の同類が関わっているとしか思えませんね。まあ呪のろわれた道具の力を借りたから楽勝だったぜ、みたいな単純な話でもないような気がしますが。ともあれ、武器を奪うばっているからと言って油断はできません。起きてすぐ暴あばれられたら困ります」

　このはの言葉には一理ある。とりあえず今夜は目を離はなさず、常に誰かがこの部へ屋やにいるようにして監かん視しと看かん病びようを続けることになった。

　夜が更ふけるにつれて会話も少なくなり、そうして襲おそってくるのは当然の眠気だ。春亮が首を振って睡すい魔まを追い払っていると、

「あ、春亮くん達は休んでください。上うえ野のさんはもう一つの客間に寝てもらう感じで」

「いや、気にしないでくれ。お前らに見張らせといて一人ひとりだけぐーぐーってのは、さすがにちょっと悪すぎる」

「そうだぞ、このはくん。私のことも気にしないでくれ」

「ダメですってば。そっちこそ気にしないでください、というか……監視が必要なのは確たしかですが、さすがに五人全員で眺めてても時間の無む駄だです。適材適所ってやつですよ。わたし達は一日二日眠らなくても大丈夫ですが、人間はそうじゃないでしょう？」

「今ばかりはウシチチが正しいな。ま、私達も交こう替たいで休みながらテキトーにやっておるわい」

　そう言われてもな、と春亮は錐きり霞かと顔を見合わせる。やはり、みんなが起きているのに自分達だけぬくぬく寝ているのは気が引ける。

「あ、じゃあこうしよう。毛布持ってくるから、ここでごろ寝させてくれよ。交替要員に俺おれらも加えてもらう感じで」

「そうだな。気分的な問題だが、そんなところで納得してくれると助かる」

　春亮のアイデアに錐霞も同意してくれた。このはは軽く肩を竦すくめ、

「仕方ありませんね……じゃあそういうことで。でも二人ふたりが最初に休んでくださいね」

　お言葉に甘え、錐きり霞かと共ともに客間を出る。休む前にシャワーでも浴びさせてもらうか、と着替えを手にして脱衣所へ向かうと、歯を磨みがいていた錐霞とばったり再合流した。

「……あ。ふ、風ふ呂ろに入るのか、夜や知ち。悪い、もうすぐ終わる」

「いや、急がなくていいけど──そういやいんちょーさんはシャワーとか大丈夫？」

「ああ。家で済ませてきたというか、お前の電話を受けたのが丁ちよう度ど風呂上がりだった、から」

「そ、そう……」

　新しん鮮せんだった。就しゆう寝しんスタイルか、錐霞は髪を解いている。それだけなら何度か見たことはあるが、加えて今は可愛かわいらしいパジャマに身を包んでいた。これはさすがに見たことがない。

「な、何を興きよう味み深ぶかそうに見ているのだ、馬ば鹿かげている……！」

　しゃこしゃこしゃこー！　と自や棄けになったような速度で歯磨きを終わらせ、僅わずかに頰ほおを染めた錐霞が洗面所を出ていこうとする。そりゃそうだ、女の子のパジャマ姿をじろじろ見るなんて失礼だったな、と自じ戒かいしながら、春はる亮あきはその後ろ姿に言う。

「おやすみ、いんちょーさん」

　錐霞は一いつ瞬しゆんだけ足を止めた。それから横顔をちらりと見せて、

「そ、そうだな……おやすみ、だ」

　そして今度こそ脱衣所を出ていく。やはり新鮮だった。錐霞と交わす、おやすみの挨あい拶さつ。同じ家で眠るということ。同じ部へ屋やで同じ朝を迎えるということ。何かドキドキしてきた。

「いやいや、別に意い識しきするようなことじゃないよな……新鮮なのは確たしかだけど。俺おれもさっさとシャワー浴びて戻ろうっと」

　春亮は頭を搔かきながらそう呟つぶやき、もぞもぞと服を脱ぎ始めた。




　客室で毛布にくるまり、目を閉じ続けることしばらく。

　ふと、春亮は浅い眠りから目覚めた。夢うつつのまま薄うす目めを開けると、暗い部屋の中で丸まっている銀色が視界に入った。すぴすぴという小さな寝息も聞こえる──

「……わたし達が睡眠不足に強いのは確かですが、眠くならないわけじゃないんですよね……ま、気合入れてればそうは寝オチなんてしないですとも、と例外を見ながら言ってみます」

「仕方ないよ、今日きようはふぃっちーもバイトで疲れちょったんじゃろうし。このさんは大丈夫？」

「眠くはありますが、大丈夫ですよ」

「眠いんなら軽くシャワーとか浴びてきたら？　ここはうちが見ちょくから、心配せんで」

「うーん……じゃあそうさせてもらいましょうかね。手早く済ませてきますので」

　襖ふすまを滑すべらせ、このはが部屋を出ていく。それからしばらく静せい寂じやくが続いたが、やがて自分のものではない毛布の擦こすれる音が聞こえた。

「ん………」

「ありゃ、起こした？　一時間くらいしか経たっちょらんから、まだ寝ちょってええよ」

「ん、む……そうか、なら……いや、その前に、トイレに……ふわぁ……」

「うい、行ってらっしゃい。フラフラしちょるけど、大丈夫？」

「だいじょう、ぶ……」

　眠たげな錐きり霞かの声に続き、もう一度部へ屋やの襖ふすまが開閉される音。一時間くらいしか経っていないのなら、もう少し寝かせてもらっても大丈夫だろうか。春はる亮あきはやはり夢うつつでそう判断し、柔らかな毛布を頭から被かぶり直す。

（それにしても、いんちょーさん、眠そうだったなあ……やっぱり、いんちょーさんでも寝起きはあんな感じになるんだ。なんだか……新しん鮮せん……ぐぅ……）

　再び夢の世界へ。だが今度のそれは長くは続かなかった。

　ぼふふんっ、と大きな毛布の音が耳元で聞こえ、はっと春亮は覚かく醒せいする。

　目を開いた瞬しゆん間かん、眠気が吹っ飛んだ。

　すぐそこに錐霞の顔があったからだ。

「ん……すぅ……」

（な、なんでっ……!?）

　錐霞が同じ毛布の中に入っていた。薄うす暗ぐらい部屋の中、次第にその暗さに慣なれてきた目が至し近きんにある彼女の顔を網もう膜まくに焼きつけようとする。鼻同士がくっつきそうになるほどの距きよ離り。穏おだやかな寝息が肌をくすぐる。滑なめらかに流れる髪の感触も指先に感じた。甘い女の子の匂においが毛布の中で逃げ場を失い、春亮の鼻に雪な崩だれ込んでくる。さらに目が慣なれてきて見えるのは、パジャマの襟えり元もとに覗のぞく、汗の浮いた鎖さ骨こつ。

「う、ん……」

　どこか艶なまめかしい声と共ともに、錐霞の指がパジャマの第一ボタンを外はずした。暑さを感じての無む意い識しき行動だろう。開いた胸元には、確たしかな存在感を持った、黒い革に包まれたもの。その谷間から視し線せんを逸そらすと、今度は彼女の唇に視線が吸いついた。柔らかそうな、女の子の唇。近すぎる吐と息いき。彼女が身じろぎして、パジャマの膝ひざがこつんと春亮の身体からだにぶつかる。彼女が《そこにいる》ということを全身で感じた。まずい。何にしても、これは、まずい……！
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「ふう。ただいま帰りましたー」

「わっ」

　驚おどろきの声を上げたのは、春亮ではなかった。

「黒くろ絵えさん？　どうして今、カメラを持って春亮くんの毛布ににじり寄ってたんです？」

「えーと、その。黙もく秘ひ権けんを行使します」

「──同じことを二度は言いませんよ、黒絵さん？」

　底冷えのする声。身の危険を感じたか、速攻で黒絵は黙秘権を放棄した。

「寝ね惚ぼけたきりりんが毛布を間違えるという面おも白しろイベントがあったのですせっかくなので激げき写しやしようとしたのですゴメンナサイ。すぐ起こして教えるつもりじゃったよ、ホントよ？」

「な──！　すると、その毛布の膨ふくらみは、まさかっ……！」

　がばり、と毛布が剝はぎ取られる。まずい、と慌あわてて目を閉じたが、遅すぎた。むしろそれはさらにこのはの何かに火を点つける行為だった。

　優やさしい、不気味なほどに優しい笑い声が聞こえる。

「ウフフフ……？　目を閉じたの、見えちゃいましたよ、春亮くん……寝たふりですか。それはつまり、気付いてたのにあえて抜け出そうとしなかったということですよね。同じ毛布でキツキツになってクンクンしてムラムラしていたわけですね……？」

「ち、違うんだ。俺おれもさっき、さっき気付いたばかりで、混乱してて、だな」

　もう誤ご魔ま化かしは利かない。恐る恐る目を開けて反はん論ろんしようとするが、それは有う無むを言わせぬこのはの言葉であっさりと遮さえぎられる。

「覚えてますか、春亮くん？　さっき話してたこと」

「な、何でしょう……？」

　にっこり、とこのはは笑っていた。

　その完かん璧ぺきに穏おだやかな笑え顔がおが、気が遠くなるほどに恐ろしいのはどうしてだろう。




「──今日きようの折せつ檻かんは、キツめでオッケー。でしたよね？」
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　翌日の朝、春はる亮あきは客間で目覚めた。毛布を跳はね上げ、勢いよく身を起こす。

「はっ！　……なんだろう、何か凄すさまじい悪夢を見ていたような気が……いや、気のせいか、そ、そうだよな……？」

　寝起きで記き憶おくが判然としない。額ひたいの汗を拭ぬぐいつつ、ぼんやりした頭で部へ屋やを見回す。夜や知ち家けにいる人間が全員、この客間に集まっていた。

　フィアはまだすぴすぴと寝息を立てて丸まっている。黒くろ絵えは「うう、このさんにグリグリされたこめかみが割れるよーに痛い……さすがにうちも無傷とはいかんかったか」などと呟つぶやきながら自分の頭を撫なでていた。錐きり霞かも今まさに起きたところで、「仮眠のつもりが、朝まで寝てしまったか……起こしてくれればよかったのに。しかし、おかしいな、寝たときと位置が違うような……？」と半開きの目で怪け訝げんに首を傾かしげている。そしてこのはは、

「おはようございます、春亮くん？」

　正座したまま、にこり。普通の笑え顔がおなのに、なぜか冷や汗が滲にじみ出てきた。

「お、おはよう……」

「どうしたんですか、悪い夢でも見たような顔しちゃって。夢判断してみると、それはきっと大事な教訓を教えてくれるものですよ？　春亮くんはいい子ですから、今後は教訓が生かされるに違いないですねー」

　にこにこ、とこのはは頷うなずく。かくかく、と春亮も頷いた。

　そのときだった。

　このはの笑顔が消える。まだ許してくれないのか、やはり今一度平へい身しん低てい頭とう謝あやまるべきか、と春亮が焦あせったのは一いつ瞬しゆん。このはの視し線せんを追い、笑顔の消えた原因が自分ではないことに気付く。

　そう、この部屋には──まだもう一人ひとり、人間が残っていたのだ。

「我わが疑問・状況が理解できません。が」

　灰色髪の少女が上半身を起こし、春亮達を見つめていた。以前見たときよりも少しだけ不ふ揃ぞろいに伸びている髪、パジャマの襟えり元もとから覗のぞく褐かつ色しよくの鎖さ骨こつ、無感動な瞳ひとみ。

「それでも、まずは目覚めの挨あい拶さつで挨拶しておくべきと考えます。おはようございます、と」

　平へい坦たんな口く調ちようで言いながら、ぺこり、と彼女は布ふ団とんの上で頭を下げた。







　第二章 「彼に届ける願いという未知」/ "Jingle Bell Rock"
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「米が炊たけたぞ。炊すい飯はん器きごと向こうに持っていけばいいんだな？」

「うん、ありがと、いんちょーさん」

　今日きようは十二月二十三日。祝日なので、いつもと違って登校時間に追われながら食事を用意する必要はなかった。錐きり霞かの手伝いを得て作った朝食の分量は、いつもより二人ふたり分多い。錐霞に加え、目覚めた彼女のぶんだ。

「何にしても、起きてくれてよかったな……これでようやく話を聞けるよ」

「ああ。しかし油断するなよ。言うことが全すべて真実とは限らない」

　そんなことを小声で話しつつ、お盆を持って居間に入る。だがそこにいたのは黒くろ絵えとフィアだけだった。このはとン・イゾイーの姿は見えない。

「二人はトイレに行っちょりますー」

「そう言えば、奴やつはかなりのイナカモノらしいな。水洗トイレの使い方はわかるのであろうか……ふふん、もし使えなければ、ここに来たばかりの状態でもきちんと使えた私より格下であることが証明される、というわけだ！」

「や、別に昨日きのう今日アフリカのほうから出てきたってわけじゃないだろ……」

　春はる亮あきが呻うめいたとき、話題のトイレのほうから、

「ち、ちょっと！　ストップストップ！」

「何か問題があるのでしょうか、という問いを問います」

「あるに決まって……こら待ちなさいー！」

　足音が居間に帰ってくる。春亮は茶ちや碗わんを取り落としそうになった。

　ン・イゾイーの姿がさっき見たときとは変わっていたからだ。パジャマは第二ボタンが留とめられているだけで、臍へそが出ているうえに膨ふくらみがかなり危あやうげなことになっている。いや、危うげと言うならば、それ以前に下半身が完全にアウトだった。

　下着しか穿はいていなかった。

「っ……！」

　ずどどど、とこのはが数すう瞬しゆん遅れて居間に突入。ン・イゾイーが脱ぎ捨てたものだろう、パジャマのズボンを持ったままその前に立たち塞ふさがり、褐かつ色しよくの太ふと股ももを必死に隠いん蔽ぺいする。

「あなた、どういう、つもり、なんですか……！」

「我わが結けつ論ろん・文化的見解の相違。臍は隠すべきではなく。ズボンも拘こう束そくされているようで落ち着かないと説明します」

　どうしてこの人はこんなに怒っているのだろう、とでも言いたげなぼんやり顔で、ン・イゾイーが軽く小首を傾かしげる。「ああもう、一つふしだらが終わったかと思えばまた新たなふしだら要因が……！」と、このははぷるぷると震ふるえていた。

　とりあえずの妥だ協きよう点てんとして、彼女には腰にシーツを巻いてもらうことになった。あの民族衣い装しよう的てきなスカートと似た雰囲気にはなったものの、立たて膝ひざで座っているのでいろいろ危険な感じがする。行ぎよう儀ぎが悪いと言えば悪いが、それも文化的見解の相違というものだろう。

　朝食の開始。箸はしは使えないようだったのでフォークとスプーンを用意してやる。その使い方も上う手まいとは言えず、どこかぎこちないものだった。

　フィア達はン・イゾイーをたまに睨にらむように見ながら、黙だまって食事を口に運んでいた。最も警けい戒かいの視し線せんが強かったのは錐きり霞かで、最も弱かったのはいつも通りに眠たげな瞳ひとみの黒くろ絵えだ。

　そして無言のまま、緊きん張ちよう感かんのある食事が終わって。

「さて……食った。お前も食ったな」

　フィアがじろりとン・イゾイーを睨むと、

「我わが肯定・食事を食事しました。美お味いしかったと結けつ論ろんづけます」

「ハレンチ小僧の唯ゆい一いつの取とり柄えだ。で、タダでメシを食べられるとは思っておらんだろうな？　腹ごしらえが済んだところで本題に入ろう……貴様には聞きたいことがいろいろある」

「答えられることでしたら答えます、と答えます」

「ふん。まずは──なぜあんなところで倒れていたのだ？　何があった？」

　逡しゆん巡じゆんもなく、ン・イゾイーは短く答えた。

「《竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズ》に襲おそわれました」

「なんだと……!?」

　息を吞のむ。《竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズ》。つい半月ほど前に関かかわることになった、《最強》を求めているという組そ織しき。自然、そのときに出会った一人ひとりの少女のことが頭に浮かんでくる。

「相手はどんな奴やつだった……？　ほら、こいつらみたいにすげーちっこかったとか、顔にカーテンみたいなのしてたとか」

「……？　否いな、と否定します。敵は一人の剣士でした」

「別の人ですか。あの子の持ってた武器は壊こわしましたし、潰かい道どう先生のアレで両手は骨折くらいしてるはずですし、当然と言えば当然ですね。とにかく、あなたは竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズに襲われたと。理由は──まあ、なんとなく予想はつきますが」

「我が返答・正せい確かくには不明。ただ襲われたと説明します」

「ふん。貴様は奇き怪かいで特徴的な足あし技わざを使うし、目立つ見た目をしておる。あの竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの奴らが貴様の存在を知れば……腕試しとして襲ってくるということもありうるであろうな。は、いい気味だ。私と同じ苦労を味わうがよい」

「強い敵を倒せばそれだけ経けい験けん値ちが貰もらえるはず、みたいな考えなんじゃろうね。ＲＰＧの世界に住んじょるとしか思えん。剣士ってのも実にそれっぽいしー」

「だが、奴やつらがお前の次に私を倒して経験値を得ようとする可能性も否定できない。その剣士とやらの特徴をもっと教えろ」

　ン・イゾイーは素直すなおに首を縦たてに振った。

「我わが返答・赤一色の服を着た女だったと説明」

「赤い服……それだけか。はん、まるでサンタのような女だ。だから見間違えたのだろうが」

「サンタ？」

　顔を傾けるン・イゾイーに、フィアが胸を張って言う。

「ふふん、知らんのか。ならば教えてやろう……サンタクロースとはよい子にプレゼントを配り歩く謎なぞのボランティア老人！　なんでも赤い服に身を包み、トナカイなる下げ僕ぼくが操そう作さするソリで空を飛ぶそうな！」

「ソリで空を。その驚きよう愕がくに驚愕します。いかなる技術でしょう」

「む。詳しい理屈はよくわからん、なにせ謎のボランティア老人だからな。なんだったか……な、ＮＡＳＡが開発した反重力制せい御ぎよシステム？　ではないか、とかそこのクロエは言っておったが。そしてサンタは年に一回のクリスマスにしか出現しない。なぜならクリスマスとは願ねがいが叶かなう特別な日らしくて、だな……」

　さらに調ちよう子しに乗ってフィアがサンタとクリスマスについて説明する。勿もち論ろんかなりのウソが入っていたが、春はる亮あきは生温かくそれを眺めるだけにしておいた。ツッコむとフィアにサンタの真実を知らせることになりかねなかったので。

　一通りフィアの説明が終わると、興きよう味み深ぶかそうに話を聞いていたン・イゾイーが頷うなずき、

「なるほど。新たな未知が既知になりました」

「感かん謝しやするがいいぞ、イナカ女。しかし……サンタっぽい女が敵だ、というのは気になるな。むしろ狙ねらわれる立場なのだろうが、何か《サンタ狩り》と関係があるのだろうか……？」

「我わが疑問・サンタ狩りとはまた未知の言葉」

「ここ数日、街でサンタに扮ふん装そうしておる人間の服が剝はぎ取られる事件が起きておるのだ。まさかお前ではあるまいな？　何か関係があるなら今のうちに白状したほうが身のためだぞ！」

「否いな。昨日きのうこの街へ到着した自分には不可能だと不可能性を語ります」

　しかしン・イゾイーはそこで何かを思い出すように視し線せんを上げ、

「ただ──竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズは袋を背負っていました。相手の襲しゆう撃げき時、そこから別の赤い服のようなものがはみ出ていたのが見えていたような気がします」

「待ってくれ。そいつが赤い服を着ててサンタっぽかったのとは別に──袋に赤い服が入ってた？　てことは、つまり──」

「誰だれか他ほかの人間から奪うばったものかもしれん。ならばその竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズこそが《サンタ狩り》ということになるな！　偶ぐう然ぜんとはとても思えん……何な故ぜサンタを襲おそって服を奪うばうのかは知らんが、ついにシッポを捕まえたぞ！」

　興こう奮ふん気味に喋しやべるフィアとは対照的に、大真ま面じ目めな顔でン・イゾイーは言った。

「我わが補足・尻しつ尾ぽは生えていませんでしたと説明」

　無言と静せい寂じやくが居間を包む。はてさて、どうツッコんだものか。そんな空気で春はる亮あき達が動きを止めていたとき、その無言の間を利用するかのように、

「それで？」

　誰だれよりも冷え冷えとした声で錐きり霞かが言った。褐かつ色しよくの少女を睨にらみつつ、

「フィアくんが捜している《サンタ狩り》とやらの情報が増えたのは喜ばしいことだ。だがそれより先に聞かねばならないことがある──次は私の疑問に答えてもらおう。お前はなぜこの街にいる？　お前は闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの護ご衛えいのような役割であるはずだ。あの男はどこだ、奴やつもここに来ているのか？　何が目的だ。私やフィアくんへはもう手出ししないという取引を行ったはずだろう。それを反ほ故ごにする気か!?　どうなんだ、答えろ！」

　声を荒らげる錐霞に対し、ン・イゾイーは静かに目を細めて答えた。

「否いな、と否定します。取引は有効で、我が来訪の理由はそちらとは無関係。室長は来ていません。この街にいるのは自分だけです」

「……どうだかな。ではなぜ、護衛を放り出してお前だけがここに来た。何のためだ」

「指令です」

　短い一言。それはまた自分達に何かちょっかいをかけようということなのか、というフィア達の剣けん吞のんな視し線せんに気付いたのだろう、灰色髪が横に揺れる。

「それも、貴女あなた方とは直接は関係がありません。まったく関係がないわけではありませんが」

「どういうことだよ？　関係があるのかないのかはっきりしてくれ」

「その通りです。今いま更さらぼやかすのは止やめてください。あなたの目的は何なんですか？」

　ふ、とン・イゾイーは無表情に息を吐き、

「指令の内容は──世界橋ガブリエルという男へ書状を手渡すことです」

　春はる亮あきは眉まゆを顰ひそめる。その酔すい狂きような名前は、自分達が通う学校の理事長のものだ。ガスマスクを被かぶっている変人。父親の古い友人。

「書状……このさん、さっき何か見つけちょらんかった？」

「ええ。これのことですかね」

　と、このはが懐ふところから一通の封筒を取り出した。昨夜、ン・イゾイーを着替えさせる際に回収していたものだ。ン・イゾイーはそれをじっと見つめて頷うなずく。

「むぅ……研究室長国があのヘンタイに何の用があるのだ。どういう内容の書状だ？」

「我が返答・未知。知らされていません。封を開けることも許されていません。我が目的は、その封筒をかの男に手渡すことです。補足するなら、それ以外にもなくはありませんが」

「どういうことだ？」

「我わが記き憶おく・室長は言いました。『君にはまだ知らねばならないことがある』と。その研究命題シームはどうやらこの指令を果たす間に知ることができるものらしく、つまりはそれが副目的です。が──やはり、主目的は一つ。その書状の配達です」

　だから、と彼女は背筋を伸ばした。このはをまっすぐ見つめながら、

「我が要求・その書状の返へん還かんを要求します」

「悪いですが、軽々には答えかねますね……上うえ野のさんはどう思いますか」

「主目的が本当に書状を届けることだけなら、さっさと仕事を済ませて消えてもらいたいところだが……そのせいで理事長の身に危険が及ぶようなことがあってはならない。心底どうでもいい研究命題シームの話についても同様だ。夜や知ち、お前の考えは？」

「え。お、俺おれに回されても……そうだなぁ。書状を渡すくらいなら別にいいんじゃないかって気はするけど。ほら、もしあの人に何か悪いことする気ならわざわざ書状とか用意する必要ないだろ。あのときみたいに爆ばく弾だんとかが仕掛けられてるってわけでもないだろうし」

「そうですね。手触りからしても、中に入ってるのは紙の書状だけです。どういう内容が書いてあるかがわかれば、これを返していいものかどうかの判断もできるんですけど」

「不許可です。室長は開封を許可していませんでした」

「わたし達にそれを聞く義理がありますかね？」

　このはの言葉に、ン・イゾイーの目がすっと細められた。瞬しゆん間かん、春はる亮あきはテーブルの上に褐かつ色しよくのものが伸びたのを見る。腕ではなかった。足だ。ン・イゾイーは立たて膝ひざにしていた足を動かして食卓のフォークを摑つかみ、そして腰を浮かせたところで、

「まあまあ、落ち着いて。このさんも、他人宛あての手紙を見るのはマナー違反よー」

　黒くろ絵えの髪がしゅるりと伸び、その足首を摑む。が──結局のところ、彼女がそうするまでもなかった。髪が触れるよりも早く、ン・イゾイーは勝手に身体からだをよろめかせていたからだ。

「ちょ、危ねえっ……」

　まだ完全に体力が回復してはいないのだろう、彼女はそのままバランスを崩して倒れていく。春亮は反射的に手を伸ばして彼女を抱だき留とめた。ぽすん、と予想以上に軽い手て応ごたえ。

「こら春亮、不用意に近付くなっ！」

「そ、そんなこと言ってる場合じゃねえだろっ？」

　ルービックキューブを取り出していたフィアに言い返しながら、春亮はン・イゾイーの顔を見やった。閉じかけの瞼まぶた、ぼんやりした瞳ひとみ。その唇が微かすかに動いている。

「っ……は……室長の、指令を……果たさねば……我が、役目……」

　誰だれに向けられたものでもない、うわ言のような囁ささやき声ごえが小さく聞こえた。だからこそ春亮は理解する。そこにあるのは、噓うそや誤ご魔ま化かしのない、ひたすらに真しん摯しな意志だけだ──

（こんなフラフラになってまで……真ま面じ目めすぎるだろ）

　彼女達にもそのうわ言は聞こえたのだろう、フィアやこのはは口をへの字にしてン・イゾイーの様よう子すを眺めている。だが、それはそれ、これはこれ、という雰囲気で、次の瞬しゆん間かんに春はる亮あきの襟えり首くびはフィア達に引ひっ摑つかまれていた。強引にン・イゾイーから引ひき剝はがされる。

　ほどなくして、ン・イゾイーが一度大きく瞬まばたきした。そこで明めい瞭りような意い識しきを取り戻したようだったが、もう暴あばれるつもりはないらしい。はぁ、と荒い息をついているだけだ……そんな彼女は拘こう束そくするまでもないと判断したか、黒くろ絵えが髪を動かして彼女を元通りの位置へ座らせた。

　ほとんど臨りん戦せん態たい勢せいのフィア達を軽く見やってから、黒絵がン・イゾイーに問いかける。

「……落ち着いた？　無理に動くと身体からだに悪いよ」

「動く必要があれば、動かざるを得ません……」

　声を絞り出すように、ン・イゾイーがぽつりと呟つぶやく。

「聞きたいんじゃけど、どうやってあの理事長に書状を渡すつもりじゃったの？　居場所はわかっちょるのかしらん。あの人、家がいくつもあるって聞いたことがあるよ」

「……否いな、と答えます。学校へ行けばいる可能性がある、というだけです」

「学校にも、いつもいるわけじゃないんだけどな……特に今は冬休み中だし」

　春亮は頭を搔かく。フィア達が警けい戒かいするのも充分に理解はできた──けれど、思い出してしまう。先刻のうわ言に感じた、ただひたすらな真しん摯しさを。

「あのさ……とりあえず、俺おれのアイデアを言っていいかな？　こいつはまぁ研究室長国の奴やつでいろいろやられたけど、今はこんな感じでヘロヘロだろ。ここで放り出すのもなんとなく気分が悪いし、その、前提としてしばらく泊めて看かん病びようしてやる方向性で考えたいんだけど」

　フィア達が一斉に「またか」という呆あきれの気け配はいを身に纏まとう。それを心苦しく感じつつも、

「で、理事長に渡すものがあるってのが気になるんなら……なんていうかな、ついでに理事長にそれを渡すのを手て伝つだってやる、みたいな感じでどうだろ。俺達の目の前で渡すんなら何か危険なことが起こる可能性も低くなるし、こいつが理事長を見つけるには俺達が連絡取ったり何だりしないと時間かかるような気がするし、さ……」

「我わが確認……手伝う、と言いましたか？」

「そう。それから、悪いけどこの封筒は理事長のとこに行くまで俺らが預かっとくことにさせてもらいたいな。なんでかっつーと、これを渡すとお前は一人ひとりで勝手に理事長を捜しに行きそうだから。理事長と連絡が取れて、あの人のところに一いつ緒しよに行くときに返すよ」

　しばらく何かを考えていたン・イゾイーが、ややあって静かに顔を上げる。

「我が判断・そうすれば、世せ界かい橋ばしガブリエルへ確かく実じつに書状を渡すことができるというのなら──いたしかたないことだと、考えます」

「うん。その……いいかな、いんちょーさん？　いろいろ気に食わないことがあるかもしれないけど、俺としてはこれが一番、みんなが安全で平へい穏おん無事に終わるような方法かなって思う」

「馬ば鹿かげている。ああ、馬鹿げている。その《みんな》の中にこの女を含める必要などないではないか──だが、まぁ。お前はそういう奴やつだ。それを前提条件として考えるなら、確たしかにそれが最適な妥だ協きよう点てんではあるのかもしれない……」

　目を閉じ、ふぅぅ、と錐きり霞かは息を吐く。このはもほとんど同じ仕し草ぐさで、

「いつものお人ひと好よしがここでも出ますか……どうなっても知りませんよ、わたしは」

「同感だ、私も呆あきれておる。が、ここは仕方あるまい。それに私としても、今この家から出て行かれては困る──カンチガイするな、身体からだが治っていないから、とかいう甘い理由ではないぞ。こいつには別の役割がある」

「どういうことだ、フィア？」

　フィアは先刻取り出していたルービックキューブをかちかちと回しつつ、

「先さき程ほどの《サンタ狩り》の話だ。こいつを襲おそった竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズが犯人なのだろう。そして、その竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズがまだこいつを諦あきらめたとは限らん。再戦を挑んでくることもありうる……ならばそのときこそが犯人を捕まえる最大のチャンスではないか。こいつはエサに使える」

「エサって言い方はどうかと思うけど……まあ確かに、そいつが諦めてないかもしれない、ってことは考えとかなきゃいけないな」

「仕方ありませんね。結局のところ、しばらくはこの人を看かん病びようしつつ家に留とどめておくということですか。その間にすることは、理事長に書状を渡す手て伝つだいと、《サンタ狩り》の可能性がある竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの再さい襲しゆう撃げきを警けい戒かいする、と」

　油断のない目をン・イゾイーに向け、このはは続けた。

「まあ何にしても、この家にいる間はあなたの監かん視しを続けさせてもらいますよ。手伝うとか言っても勘かん違ちがいはしないように。わたし達はあなたに気を許したわけではありません」

「理解します……っ、は」

　軽く頷うなずいたン・イゾイーは、そのままフラフラと頭を前後に揺らし始めた。また体たい調ちよう不良がぶり返したのだろう。こんな状態で暴あばれようとするなど、無む茶ちやにも程ほどがある。

「お、おい、大丈夫か？　すぐに理事長と連絡が取れるってわけでもないし、お前がそんな状態だと動きようがないしさ。部へ屋やに帰って寝てろよ、後で薬持ってくから」

「受じゆ諾だく……」

「まったく。途中で倒れられても困りますし、わたしもついていきます──黒くろ絵えさんも来てもらえますか？　汗搔かいてるみたいなので、また身体拭ふいたり着替えさせたりしないと」

「ういういー。また褐かつ色しよくボディのヒミツを探る仕事が始まるよ、と」

　このはの肩を借りてン・イゾイーが立ち上がり、何やら楽しそうに黒絵がその後を追う。そのとき、フィアが何かを思い出した様よう子すでン・イゾイーの背中に声をかけた。

「待て。どうでもいいことだが、もう一つ聞いておくぞ。貴様が持っていたこれは何だ？」

　そう言って取り出したのは、あの四角い金属の箱はこ。このはが持っている書状と同じく、昨夜彼女の持ち物から発見したものだ。

　その存在を今思い出したのはン・イゾイーも同じだったらしい。ちらりと振り返り、特に興きよう味みもなさそうな表情で、

「我わが想起・昨夜の《竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズ》からたまたま奪だつ取しゆしたものかと。はっきりとした経けい緯いの記き憶おくは記憶していません」

「ふん……で、何に使うものなのだ、これは。微妙な親近感があるのは私と同じ形をしておるものだからと思っておったが……一晩おいてじっくり見てみると、別の理由もあるような気がする。なんとなく、呪いの気配があるような気がするのだ。呪のろわれた道具か？」

「……おそらく。それがどういうものなのか、という問いに明めい確かくな解はありません。ただ、昨夜の敵が言っていたような気がします──それは、人が抱く一番の願いを叶えるもの。具体的に言えば、そう」

　記憶を探るように、目を細めながら。

　彼女は静かに言った。




「──死者を生き返らせることのできる箱だと」
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　肌寒い縁えん側がわに、フィアは膝ひざを抱えて座っていた。

　手中には箱はこがある。自分と同じ形の、しかし自分とは対照的な性質を持っているらしき箱。それを顔の前で翳かざすようにすると、その背景に庭の倉庫が見えた。

　思い出していた。楯たて岡おか藍あい子このことを。気弱で内気な、自分の同類。同じような罪に苛さいなまれ、同じようにその呪いを解きたいと願ねがった少女。彼女は全すべての忘却という救いを選んだが故ゆえに家族会に与くみし、しかし最後には──

　ぎゅ、と箱を握にぎり締しめる。そのとき背後から足音が聞こえてきて、

「フィア、寒くないか？」

「……別に。ゼノン達への電話は終わったのか？」

　顔を動かさずに聞いてみる。春はる亮あきも縁側に座ってきた。

「おう、終わったよ。相変わらず理事長は捕まんなかったけど、漸音ぜのんさんに事情は伝えといたから。後で来てくれるってさ」

「そうか。ケーキ屋のほうはどうだ？」

　バイトの約束は昨日きのうだけではなく、クリスマスまでの三日間だった。本当なら今日きようの午後もバイトだったのだが、ン・イゾイーをこの家に残してはいけない。とはいえ完全にバイトをドタキャンするのも不義理にすぎたので、

「そっちも電話して謝あやまっといた。ま、代わりに黒くろ絵えが一人ひとりでお手伝いする感じでいいですか、って伝えたら『それはそれで！』みたいな返事だったんだけど。さすが商店街のアイドルだ」

「うむ。クロエ一人に押しつけてしまうようで悪いが、それならよかった。明日あしたはどうするかな……今日きよう中に全すべてが片付けばいいのだが」

　軽く首しゆ肯こうしながら呟つぶやく。春はる亮あきの視し線せんが自分のほうへ、手中の箱はこへ向けられるのを感じた。何かを迷うような間があり、

「なあ……本当だと思うか？」

「さてな。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズが言ったことを研究室長国の人間から聞く、など猛烈に信用ならない伝言ゲームだ。たとえ本当だとしても、使い方がわからない。それに」

「……それに？」

「呪のろいの気け配はいを感じると言っただろう。これが呪われた道具であるとすれば、使ったところでどうせろくでもないことが起こるに決まっておる！　呪われた道具を使ってどうこうする気など端はなからないわい！」

「そりゃまあ、そうだな」

　強くなっていた語ご調ちようを、フィアは意い識しき的てきに弱める。そして囁ささやくように、

「それ以前に……こんなもの、私には関係ない。関係ないのだ。だって、藍あい子こは、まだ……死んでおらん、のだから」

　もう一度、そうだな、と小さく春亮が呟いた。

　自分達の《生命》という概がい念ねんは自分達にすら未知数だ。壊こわされたモノ。意識はあるのか。モノとしての自動再生は働いているのか。モノとしての正しい形に再生したとして、再び意識を取り戻すことはあるのか。再び人の姿を取れるようになるのか──状況そのものが、わからない。だが、だからこそ。わからないからこそ──藍子は、死んでいない。

　絶対に。

「……人の一番の願ねがいを叶かなえる、か」

　箱はこを見つめているうちに、ふと苦笑が漏れた。春亮の怪け訝げんな視線を感じながら、

「まったく、よくわからんことになってしまったな。年に一度しかない、しかも私にとっては初めてのクリスマスだ。最高に頑がん張ばって、最高に楽しんでやろうと思っておったのだが……なかなか上う手まくはいかんものだ。サンタを見つけたと思ったら別の厄やつ介かい事ごとを見つけてしまって、敵なのかどうかわからん敵の看かん病びようやら手伝いやらをすることになってしまって、《サンタ狩り》はまだ全然捕まえられなくて。それだけでなく……気付いてしまったのだ」

「何を、だ？」

　フィアは縁えん側がわにごろりと寝転ぶ。昨日きのうとは一転して、冷たくも爽そう快かいな青空が見えた。

「さっきン・イゾイーに説明した通りだ。クリスマスとは、サンタがプレゼントの形で願ねがいを叶かなえてくれる奇跡の日なのだろ。でも、私の一番の願いはサンタにも叶えられない。そんなプレゼントは望むだけ無む駄だであろうな」

　ふふ、と笑って、

「それに……私は、一番の願い、が二つあると気付いてしまったのだ。そんな欲張りな私に、そもそもサンタは来ないかもしれん……」

「……んなこたねぇよ」

　春はる亮あきは短く言い、指で軽くこちらの頭をぐりぐりしてきた。

　聞き返さなかったところをみると、その願いが何なのかは春亮にもわかっているのだろう。

　願いはある。数百年前から望み続けてきた願いは、呪のろいを解くこと。過去を贖しよく罪ざいすること。

　そしてもう一つの願いは、ほんの数ヵ月前に生まれたもの──同類たる彼女に、もう一度。

　会いたいということ。

　人を殺し続けてきた箱モノの指で、人を生き返らせることができるという箱モノの表面を撫なでる。相変わらず、どう使うものなのかはさっぱりわからなかった。

「結局のところ、これは──使い方がわからず、使いたくもなく、使う必要もない呪われた道具だ。私にとっては何の関係も興きよう味みもないものだな。だから今はできることからやっていくしかない。あのイナカ女を看かん病びようして回復を待って、理事長に手紙を渡させる、と」
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「ま、その通りだな。よくわからん道具のことをあれこれ考えても仕方ねぇし……よし、お茶でも淹いれてくるか」

　わざとらしく伸びをしながら、春はる亮あきが軽い口く調ちようで言う。フィアは寝転んだまま、春亮を追い払うように手を振った。

「さっさと行ってこい。リクエストはあっつーいのだぞ、そして勿もち論ろんおせんべも必要だ！　キリカもいるのだ、当然普ふ段だんより量は多めでしかるべき！」

　はいはい、と苦笑で立ち去る春亮を見送ってから、フィアは再度あの箱はこに視し線せんを向けた。

　本当に、こんなものは必要ないのだと思う。呪のろわれた道具は必ず悲ひ劇げきと不幸を引き起こす。だから使わない。楯たて岡おか藍あい子こは眠っているだけで死んでいない。だから使う必要はない。ただそれだけのことだ。

　しかし、それなら。

　なぜ自分は今もこの箱を握り締めているのだろう。壊したり捨てたりしていないのだろう。

　そうすることもできるはずだった。これは敵が持っていたもの。自分達には必要ないもの。ただ在あるだけで不ふ吉きつな道具。壊こわしても、捨てても、誰だれも文句は言わない。なのに、なぜ──

「……決まっておる。これは敵の手がかりだから、だ。ひょっとしたらこれを敵が取り戻しに来るかもしれん。イナカ女と同じ、敵を誘おびき出すエサになるというわけだな……」

　呟つぶやきながら、フィアはその箱を無む造ぞう作さにポケットに突っ込んだ。別に声に出す必要はなかったな、と遅れて思う。周囲に誰もいないのはわかっていたのだ。

　そう。これでは、まるで──

　まるで、その台詞せりふを自分に言い聞かせたかったみたいではないか。
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　交こう替たいでン・イゾイーの看かん病びようをしているうちに時間が過ぎる。春亮の携けい帯たいが鳴ったのは、正午を数時間過ぎたころ──バイトの代役をしてくれる黒くろ絵えを送り出した直後のことだった。

　通話を終え、ふむ、と一つ頷うなずいてから春亮は客間へ向かう。暇ひまそうに本を読んでいたこのはと錐きり霞かの視線を感じながら、枕まくら元もとに膝ひざをついてン・イゾイーの顔を覗のぞき込んだ。

「あー……調ちよう子し、どうだ？」

「大分楽になりました、という返答を返答します。もう大丈夫です」

「病人の『大丈夫』ほど当てにならないものはないんだが……まぁ、後で客が来るんだけど、ちょっとくらい起きても平気だったりするか？」

「……客？」

「手紙、理事長に渡すんだろ？」

　疑問形を返すと、無感動な瞳ひとみがぱちぱちと瞬またたいた。それから彼女はほっと息を吐き、

「……感かん謝しやします」

　微笑がその口元に浮かんでいた。彼女は本当に、闇やみ曲まがり拍ぱく明あきに与えられた指令を果たせることに安あん堵どしている。その顔にあるのはただそれだけだった。今け朝さの囁ささやき声ごえに感じた真しん摯しさを補強する、ひどく自然な表情。

　そこでン・イゾイーがもぞもぞと布ふ団とんから抜け出そうとし始める。慌あわてて押おし留とどめた。

「待て待て、もうちょっとかかるらしいからまだ寝てていいぞ。来たら教えるから」

「我わが眠り・眠りすぎて眠れません……」

「正直わけわからんが、言いたいことはわかる」

「我が要望・暫しばしの時間潰つぶし。少し質問してもよろしいでしょうか」

　俺おれが知ってることならな、と答えると、

「──世せ界かい橋ばしガブリエルとはどういう人物なのですか」

「そりゃ難むずかしい質問だな。一言で言うと……変人、なんだが。他ほかには、いつもガスマスクつけてて、世界中を飛び回ってて」

「何な故ぜ？　と疑問します」

　そんなこと聞かれても。このは達に視し線せんで助けを求めてみる。

「ふん……いつもの《未知》への欲求か。馬ば鹿かげている」

「ガスマスクはしょっちゅう説明が変わるんですよね……外国に行く理由も同じですけど。お仕事で行ってるとは言いますが、聞くたびに木材の買い付けだとか不動産の買収だとかいろいろやってることが違うんです。本業は何なんでしょうね」

「多角経営者って奴やつなのかな。あんだけ留守にしてるんだ、学校経営がメインじゃないだろうけど。あとは……趣しゆ味みは呪のろわれた道具っぽいもの集め、かな。まぁぶっちゃけハズレ集めだ」

「ハズレ集めとはどういうことですか」

「見る目がゼロだから、結果としてハズレばっかり集めてるってことだよ」

「もしホンモノを見つけちゃったら危ないんで、あんまり感心しません、とはいつも言ってるんですけどね……」

「金持ちの道楽とスリルは相あい性しようがいいのだろう。まだ意味不明な抽象画を買い集めるほうが趣味がいいと思えるな。馬鹿げている」

　このはと錐きり霞かも暇ひまだったのだろう、適当に話に乗ってくる。まだ心を許すことはできないという意志の表れか、それは主おもに春はる亮あきに対して言葉をかけるような感じだったが。

　ぼんやり顔で、しかし興きよう味み深ぶかそうに頷うなずきながらその会話を聞いていたン・イゾイーが、ふと何かに気付いたように動きを止めた。春亮がそれに首を傾かしげたとき、

「我が依頼・メモ帳と鉛筆を借りたいと要望。できれば紐ひもも」

「え？　まあいいけど……シャーペンでいいか？」

「我が願がん望ぼう・できれば鉛筆のほうが。あれは芯しんが折れません」

　居間に行き、戸棚の中からちびた鉛筆と小さなメモ帳を探し出して戻ってくる。ン・イゾイーは受け取ったメモ帳の金具に紐ひもを通し、ペンダントのようにして首に引っ掛けた。それは誰だれかと同じような姿で、だから当然、錐きり霞かは嫌いやそうに顔を顰しかめていた。

　ン・イゾイーは鉛筆を幼稚園児のように拳こぶしで握り、ぐいぐいとメモ帳に何かを書きつけていく。軽く覗のぞいてみると、そこにはやたら筆圧の強い角ばった文字が並んでいる。《がすますく》《がいこくいく》《はずれ》……どこかで見たなこんな字、と思ってよく考えれば、アレだった。誘ゆう拐かい犯はんの出す脅きよう迫はく状じようとか怪盗の犯行予告状。あまりに下へ手たすぎて凄すさまじくブキミな文字になってしまっている。どうやら日本語の喋しやべりだけでなく書き文字もまだ練習中らしい。

「ええと……それは？」

「我わが予想・これではないかと思います。室長が言った《知るべきこと》は」

　そう言えば彼女はそんなことも話していた。書状を渡す指令とは別に、拍ぱく明あきから「お前には知るべきことがある」という研究命題シームを与えられたのだと。

「なぜなら話を聞く限り、世せ界かい橋ばしガブリエルには未知の点多々あり。指令がかの者に関するものであることを考えれば、この推測が正しい可能性も充分にあると推測します」

　無感情なぼんやり顔で、しかしどこか満足げに呟つぶやく。それからまたじっとこちらの顔を見つめられたので、

「そんな縋すがるような目で見られても困るんだが……俺おれ達が知ってるのはそんぐらいだし」

「馬ば鹿かげているな。そんな情報をわざわざ貴様に調しらべさせる必然性はどこにもない。それに適した、隠おん密みつ行動の得意な研究員が他ほかにいくらでもいるだろう」

「とは、限りません。室長の深しん遠えんな意図は深遠なのです」

　不ふ機き嫌げんさを隠そうともせず、ち、と錐霞が舌打ちを返した。

「あなたが何を調しらべようが、あの人達に危害を加えたりしない限りはどうでもいいですよ。逆に言えば──危害を加えたりすれば、わたし達は全力であなたを止めなければなりませんが」

「我が否定・そんなつもりは皆かい無む。危害を加えれば書状を受け取ってもらえない可能性が生じるという懸け念ねんを懸念します」

「だといいですけどね」

　瞳ひとみを細めてこのはが言ったとき、家のチャイムが鳴った。

　瞬しゆん間かん、ばさり、とン・イゾイーが布ふ団とんを捲めくって立ち上がる。指令を果たすときがついに来ました、というような決意の瞳。

　布団の中で脱いでいたらしく、下半身はまたパンツ一枚だけだったが。
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　これで面めん倒どう事ごとの一つが終わる、と思いきや。

　ン・イゾイーの発した言葉は予想外なものだった。

「渡せません」

「何ィ!?」

　春はる亮あきの声にも彼女は動じない。居間のテーブルについたまま、向かいにいる二人ふたり──理事長の秘書たる北ほう条じよう漸音ぜのんと、なぜかその隣となりにいる保健医・北条銃音がのんの姿を見つめている。今まで漸音は学校で仕事をしていて、その帰りに夜や知ち家けへ寄ってくれたのだ。同じく学校にいた銃音もオマケでついてきたらしい。

「はぁ……それは、どういうことでしょうか。理事長への書状がある、と伺ったのですが」

　美人秘書がいつもの冷静さで言うと、

「代理人には渡せない、という主張を主張します」

　キッパリ、と単純明快な説明。

「我わが記き憶おく・室長は言いました。世せ界かい橋ばしガブリエルに手渡すように、と」

「しかし……夜知様にはお伝えしたのですが、理事長とは現在、私達も連絡が取れない状況にあります。外国で仕事をしているはずですので、帰国を待つしかありません……私に預けていただくのが一番確かく実じつな方法ではあると思います」

「理解しました。けれど不可です」

　しまった。理事長のことなら彼女に頼んでおけばバッチリ、と考えたのだが──それがン・イゾイーにとってどうなのか、ということまで頭が回っていなかった。

「ゼノンよ、リジチョーがいつ帰ってくるかはわからんのか？」

「申もうし訳わけありませんが、正確には」

「にゃはは、いつものことやからな～。そら気長に待ってもらうしかないで。ま、さすがに年内には帰るんと違うかな」

　ぴしりとした正座の漸音とは対照的に、だらしなく足を伸ばして座っていた銃音がいつもの適当さで言った。「にしても、畳の感触ってええなぁ。なんか眠くなるわ……休日出勤してダルいし～」などと一人ひとり気楽にぽやぽやしている。二人揃そろっているのを見るたびに思うが、どうしてこの姉妹はこうも似ていないのだろう。

「……マジで手渡しじゃないと駄だ目めなのか？」

「我が返答・マジで手渡しでなくてはなりません。ところでマジとは何ですか」

　ふう、と春亮は嘆たん息そくして、

「じゃあ仕方ないな。もう何日か待ってみればいいよ。その間に帰ってくればよし、帰ってこなかったらまたそんとき考えるってことで」

「また春亮くんは……今から渡すって言うから書状をこの人に返したんですよ？」

「うむ。気にしすぎかもしれんが、それは人質的なものが一つなくなったということだぞ」

「我が宣言・そちらに手は出しません。繰くり返しますが、そんな指令は受けていない、という発言を繰くり返します」

「ふん……どうだか。馬ば鹿かげている」

　ぎゅっと書状を抱き抱えるようにして言うン・イゾイーに、相変わらずの錐きり霞か。そんな二人ふたりの様よう子すを怪け訝げんそうに見てから、漸音ぜのんが軽く頭を下げた。

「ともあれ、お力になれずに申もうし訳わけありません。どうしても理事長の帰りを待たれるというのならば、私どもがその選せん択たくに口を挟はさむことはできませんので……帰国の時期がわかり次第連絡はいたしましょう。夜や知ち様に連絡するということでよろしいのでしょうか？」

「お前、携けい帯たいとか持ってたりは……しないんだろうなあ」

　ン・イゾイーに目を向ける。予想通り、彼女はぷるぷると首を横に振った。

「じゃあ、すみませんけど、漸音さん。とりあえずはそういうことでお願ねがいします」

「最初は怪け我がが治るまでと思ってたのに、なんだかなし崩し的にどんどんこの人の保ほ護ご期間が延びていくような……結局、理事長が帰ってくるまで気苦労の日々が続くわけですか」

「そ、そんなに心配しなくても大丈夫だとは思うんだけど……でも、迷めい惑わくかけてごめんな、このは。いっつも頼りっぱなしだ」

「いえ、謝あやまられるほどのことでもないんですけどね？　頼られるのは、嬉うれしいですし……」

「心配と迷惑かけてんのはいんちょーさんもか。いんちょーさん的には、さっさと追い出せ、って感じかもしれんけど……悪い」

「迷惑をかけているのはこっちだ。その、いきなり押しかけてきて、泊まってしまって」

「それは全然いいよ。学校も休みだし、いくらでも泊まってくれてオッケーだぞ」

「そ、そうか。いくらでもと言われても、いろいろ困るが……」

　錐霞は視し線せんを逸そらし、どこかもじもじとそう呟つぶやいた。春はる亮あきは居間の時計とけいを見上げ、

「さて、っと。ちょうど三時だし、午後のおやつタイムにするか。漸音さんと銃音がのんさん、わざわざ来てもらったのにすみません……お茶くらい飲んでいってください」

「では──御ご馳ち走そうになります。あとお姉ねえ様、行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

「よろしゅう～。家に上がらせてもらって茶まで出るとは、これはあれやな、家庭訪問みたいやな。保健室の先生にはそんなんあらへんから、なんか新しん鮮せんや。うち、ことによるとこの仕事始めてから今が一番先生らしいかもしれんでー」

　ぐでーっと畳に寝っ転がりながら言われても。というかその発言は「自分の普ふ段だんの仕事っぷりは他ほかの先生の家庭訪問以下です」と自ら認めているようにしか聞こえないのだが。

　まあ銃音さんだからな、と適当に納得して春亮は台所に向かった。しかしお茶の準備を始めてすぐ、背後に二人分の足音。

「あれ、どうしました？」

「職しよく業ぎよう病びようでしょうか。お茶を淹いれる、というシーンに自分が動いていないことが気になって仕方がないのです。何か手伝わせてください」

　お客様は座っててくださいよ、と言いたいところだったが、そのむず痒がゆさは春はる亮あきにも理解できることだった。そちらのほうが逆にリラックスできるというのならあまり強くも言えない。

「じゃあ……お願ねがいします。で、もしや銃音がのんさんも……？」

「いんやいんや。悪いけど、うちにはそういう細かくてダルーなことは苦にが手てなんよ。うちは単に、暇ひまやから家の中探検してきてもええかな、って聞きに来ただけ。どない？」

「はあ……別に見て面おも白しろいものはないと思いますけど。あ、何か変なアイテムがあっても触れないようにというか、変なものが置いてある部へ屋やとかにはあんまり入らないでいただけると」

「ほいほい、了解。単に畳とか襖ふすまとかが懐なつかしいだけやからな。ああ、こんな家で一日中グータラしときたいわ～」

　ふらふらと銃音は台所を出ていった。春亮達はお茶の準備を再開する。とりあえず煎せん餅べいを用意するのは確かく定ていだが、お茶受けがそれだけでは寂さびしい。久しぶりにホットケーキでも焼いてみることにした。漸音ぜのんに一応エプロンを渡し、手分けして作業を進める。

「……」

　自分の横で、エプロン姿の漸音が落ち着いた表情で静かに手を動かしている。自分の家でこんな姿を見るなんて、なんだか新しん鮮せんだ。妙にドキドキしてしまう。そもそも年上の女性とこんなことをする機き会かい自体があまりないのだし。

　そんな落ち着いた時間はそう長くは続かなかった。視し線せんを感じて首を回すと、

「……（じろー）」

「うおっ。ン・イゾイー、どうした……？」

「我わが意・手伝いを行いたいという希望」

　ちら、と漸音の様よう子すを窺うかがいながら言う。そんな家庭的なアクションが似合うキャラだとは思えないのだが……なぜいきなりそんなことを。疑問に思ってよく見ると、彼女の手には鉛筆があり、それは首から提さげたメモ帳に向けて準備されていた。

「もしかして……《知るべきは理事長のことかもしれない》っていうアレ、か？　そりゃ俺おれ達よりは漸音さん達のほうが詳しいのかもしらんけど、お客さんに根掘り葉掘り聞くのは……」

「我が疑問・何のことでしょうという平静な聞き返し。その理解できない発言は理解できません。なのでまったく何も意に介することなく手伝いで手伝います」

　今気付いたが、その背後にはこのはも立っており、

「この人から目は離はなせませんし、元々お手伝いしようと思っていたので。いいですか？」

「そんなに人数いらないと思うんだけど……ま、いいよ」

「ちょっと待ったー！　手伝いというなら私もまぜろ！　こんなぽっと出のイナカ女よりは日々手伝いスキルを磨みがいてきた私のほうが役に立つと証明せねば！　負けられん！」

　続いてまた変な対抗心を燃もやすフィアも台所に現れる。さらには、

「夜や知ち。お前の料理スキルを盗むチャンスは逃のがせない。私も手伝う」

「いんちょーさんまで!?　明らかに人数オーバー！」

　どういうわけか誰だれも聞く耳持たなかった。ただのホットケーキ作りが一気にカオス化する。

「我わが要よう請せい・すべきことを教えてください」

「じゃあ……これから使う皿でも洗っといてくれるか。そこの棚にある平皿な」

「受じゆ諾だく」

「って、足で取るな洗い始めるな!?」

　またズボンを適当に腰に巻いた姿にはなっているのだが、流しの上に皿を摑つかんだ足を伸ばしてなんやかやしているのはさすがにデンジャラスすぎる。

「我が断定・足は汚くありません。それに結局水で洗うので問題はなく」

「別に汚いからどうこうじゃなくてだな、つーかもしやそのメモ帳を使うために……？」

「何のことですか、という問いを問います。これからするのは家事の最中にする世間話以外の何物でもありません──ところで世せ界かい橋ばしガブリエルの年ねん齢れいを教えてください」

「は……？」

「どこが世間話だよ、ストレートすぎるだろ！」

　カオスは止まらない。フィアが対抗して足で皿を洗おうとし始める。慌あわてて止める。ン・イゾイーの行動が気になってチラチラ見ていれば、このはが「へえ。足をガン見ですか。教訓を忘れてはいませんかね……？」と両手をワキワキさせ始める──そんな混こん沌とんの中で人数分のホットケーキを作り終えられたのは、まさに奇跡的だったと言ってもいいだろう。

「これがホットケーキ……我が感想・素す晴ばらしい丸さだという感心。美味に違いないです」

「……丸さが関係あるのか？」

「丸いものは美お味いしいものです。丸くて美味しくないものなど見たことがありません」

「そ、そうなの……か」

　もうツッコむのも疲れてきた。溜ため息いきをつきながら無人の居間に戻ったところで、ふと胸中に違和感。そう言えば銃音がのんのことを忘れていた。

「まだ散歩してんのかな……ちょっと捜してくるよ」

　と家の中を歩くが見つからない。どこに行ったんだ、と首を捻ひねったとき、なぜか自分の部へ屋やから物音が聞こえた。中を覗のぞいてみると、

「むー……あか～ん、もう食べられへんでー……」

　そこに見えたのは、散歩に疲れたらしき銃音が春はる亮あきの布ふ団とんに潜もぐり込んでベタな寝言を漏らしている姿。理由のない疲労感にがっくりと肩を落としつつ、この人みたいな傍ぼう若じやく無ぶ人じんなマイペースっぷりが自分にもあればいいのになぁ、と春亮は心から思った。
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　漸音ぜのん達が帰り、夜になった。昼間の快晴を引き継いだ夜空には曇くもりのない月と星が輝かがやいている。夕食も風ふ呂ろも済み、けれど眠るにはまだ早い、手て持もち無ぶ沙さ汰たな一ひと時とき。進しん捗ちよくのなかった一日の終わりを待つだけの時間。

　縁えん側がわに座り、錐きり霞かはぼんやりと考えていた。自分の望みは「早くン・イゾイーに立ち去ってもらいたい」という一言に尽きる。だが状況にほとんど変化はない。目覚めたまではよかったが、書状の手渡しにあの女が固こ執しつしたせいで漸音達の来訪は無む駄だになった。馬ば鹿かげている。

（理事長はいずれ帰き還かんするのだろうし、時間が解決する、ということかもしれないが……）

　しかし、フィアにはさらに求めているものがある──《サンタ狩り》の事件を解決することだ。同じく今日きよう一日では何の進捗もなかったが、人のためになることをしたい、最高のクリスマスを迎えたい、というその気持ちは充分に理解できる。協力することに異存はなかった。

（フィアくんの求めているもの、か）

　それは他ほかにもあるような気がした。あるいは意図的に表に出さないようにしているのかもしれない──一つの願ねがい。あの《箱はこ》のことを思い出しながら、錐霞は視し線せんを動かす。

　フィアと春はる亮あきの姿は庭の倉庫の中にあった。二人ふたりで何事かを話しながら、大事そうに抱えた壷つぼをタオルで拭ぬぐっている……と思いきや、

「ハレンチ小僧め、そんな割れ目に小指を突っ込んでグリグリとは何を考えている!?」

「埃ほこりが溜たまってたから取ろうと思っただけだよ!?」

　などとぎゃあぎゃあ騒さわぎ始めた。

　ふ、と錐霞は頰ほおの力を抜く。事情は知っていた。彼らが何を信じているか。信じているからこそ、彼らはあの《箱》について深く考えないようにしているのだろう──今は。

「まったく、しょうがないですね。あの二人は……」

　縁側の隣となりに座っているこのはも、同じく苦笑してそれを見つめていた。ただ、その壷に注がれる視線だけがひどく複雑な感情を湛えている。彼女のさらに隣には褐かつ色しよく肌の女がいて、こちらは普ふ段だん通りに感情の読みにくいぼんやりとした瞳ひとみを空に向けていた。

「我わが要よう請せい・庭を少し歩きたいという希望」

「おかしなことをしないのならばお好きにどうぞ」

　裸足はだしのン・イゾイーが広い庭の真ん中に歩いていく。月を見上げたまま、冷たい風を受け止めるように腕を広げて足を止めた。

　ふと、衝しよう動どうが生まれた。一いつ瞬しゆん迷ってから、錐霞は縁側の下にあったサンダルを借りて彼女の背中に近付く。

「……清浄な気け配はいがします。大地の気と空の気。心地ここち好よい場所です」

　背後の気配に気付いたか、ン・イゾイーがそんな囁ささやきを漏らした。それは、この場所が呪のろいを解くのに適した場所であるということに何か関係しているのだろうか。そんなことが頭に浮かびはしたが、本当に聞きたいのはそんなことではなかった。

「お前は──どうしてあんな組そ織しきにいる」

　ン・イゾイーは、こちらを振り返ることなく、

「我わが記き憶おく・部族にあの方が来ました。何らかの交渉があり、長おさは部族に古くより伝わる杖つえを譲ゆずり渡す約束をしました。その杖は危険なジャングルの洞どう窟くつに封印されており、自分はあの方をそこまで案内し護ご衛えいする任を与えられました」

「……」

「その道中、あの方は色いろ々いろな話をしてくれました。ただ戦士として生きてきて、そして戦士として死ぬのだと何の疑問も持っていなかったこの自分に。空が青い理由。雲がどうして作られるか。星と月の話。見たこともない場所の、聞いたこともない人々の生活。そこで知ったのです。自分は何も知らなかったのだということを知ってしまったのです。そうして知ってしまえば──世界はもはやかつての世界ではありませんでした。欲求を抑おさえることはできませんでした、という回想を回想します」

「だからそのまま、あの男と行動を共ともにすることにしたというわけか。馬ば鹿かげている──なぜ気付かない！　あの男は、あの組織は異常だ。狂っている。あれは何かを知るためなら人をも殺す、ただ知りたいがために殺す！　そんな場所だ！」

　自然、声が荒くなってしまう。このはにはきっと聞こえているだろう。倉庫にいる二人ふたりにも聞こえているかもしれない。だがどうでもよかった。

「我われ々われはただ生きるために、獲え物ものを取り合って他ほかの部族を殺すこともありました。それとどこが違うのですか、という疑問を問います」

「大違いだ！　馬鹿げている！」

「否いな。自分はあの方と会って変わったのです。周囲の世界に《未知》が満ちていることに、そこに正しき解があることに気付いてしまいました。それはとても恐ろしいことでした。ただそういうものだとして世界を見ていた自分にとっては、それは死に値するほど恐ろしいものでした。知らねば耐えられなくなってしまったのです。生きられなくなってしまったのです。《知ること》は、今の自分にとって食しよく糧りようで、二つの部族の狭はざ間まで見つかった野牛ンニマハです」

「だから、それを得るためならば、誰だれかを傷つけてもいいというのか!?」

「無む論ろん、避さけられるなら避けるべきこと。けれど、そうせねば生きるに必要なものが手に入らないというのなら──待っているのは死です。そんな人間が集まっているというだけです」

「理解できない。ああ、理解できない！　したくもない！　知ることがそんなに大事か!?」

　ン・イゾイーがふ、と息を吐くのが聞こえ──そこでようやく、彼女がこちらを振り返った。灰色髪が揺れ、無感動な瞳ひとみが月明を受けて微かすかに煌きらめく。

　そして彼女は、知ることは食糧と同じだ、という自らの言葉を証明するかのように。

　この瞬しゆん間かんに新たに生まれた《未知》に対して、ただ真しん摯しにその答えを求めた。

「知ることは大事で、素す晴ばらしいものです。我が疑問……知らなくていいこと、というのはこの世に存在するのですか？」

「っ……」

　相あい容いれない、と思った。この女は悪人ではないのだろう。だが、それでも──相容れない。

　錐きり霞かは拳こぶしを握にぎり締しめた。踵きびすを返しながら、

「もういい──だが忘れるな。お前達は私の敵だ。関かかわるな。近寄るな。もし、また私や他ほかの誰だれかにちょっかいをかけようとするなら覚悟することだな。私は何度でもお前を呪う。この前と同じように、気が狂うほどに、お前の手に死の感触を味わわせてやる！」

　子供じみた捨すて台詞ぜりふだと、自分でも思った。こんな言葉には何の意味もない。

　けれど、立ち去る最後の一いつ瞬しゆんに見えたのは。

「あ……」

　ぴくり、と肩を震ふるわせて。

　どこか弱々しささえ感じる表情で、まるで怯おびえた子供のように顔を俯うつむかせるン・イゾイーの姿だった。
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　深夜。壁かべに背を預けて目を閉じていたこのはの瞼まぶたが動く。

　暗い客室には、今は純然たる監かん視し役やくとしてこのは一人ひとりがいるだけだ。後で黒くろ絵えとフィアの組に交代することになっていたが、まだその時間にはなっていない。昨日きのうの毛布潜もぐり込み事件もあるし、看かん病びようではなく監視なら本当に春はる亮あき達がいても危険性が増すばかりだし、ということで春亮と錐霞には別室で休んでもらっていた。

　明かりのない部へ屋やの中、寝ていたン・イゾイーがむっくりと身を起こすのが見える。

「我わが疑問・この家では猫パルキでも飼っているのですか」

「その単語自体はわかりませんが、何を言いたいかはわかりますよ。人にしては鋭するどいことで」

　呟つぶやき声ごえで答えた次の瞬間、このはは跳ちよう躍やくする。頭上に向けて手刀を一いつ閃せんし、

「こそこそしないで……下りてきなさい！」

「っ！」

　天てん井じようの板を切断する。すると──その板に乗るような姿で、黒装束を着込んだ人影が落下してきた。何が起こったか瞬時に理解したのだろう、人ひと影かげはバランスを保ちつつ膝ひざを撓たわめて落下の衝しよう撃げきを吸収。なかなかの体術だ。

「何者ですか。名乗りなさい。ついでにその酔すい狂きような面を取りなさい」

　正せい確かくに言えば、人影の頭を覆おおっているのは面ではなかった。それは工業用の溶接マスクだ。怪あやしすぎる。

　問いには答えず、謎なぞの侵入者は唐とう突とつに間合いを詰めてくる──瞬間、この人物は侵入者から襲しゆう撃げき者しやへランクアップした。

　だが狙ねらわれたのはこのはではない。布ふ団とんを跳はね除のけて立ち上がったばかりのン・イゾイーだ。あれだけ言ったのにまた下半身は下着だけになっている。

　襲撃者は一いつ直ちよく線せんに彼女へ突進していく。ン・イゾイーは目を細め、褐かつ色しよくの足で回まわし蹴げりを繰くり出そうとして──突とつ如じよ、バランスを崩した。襲撃者が何かをしたわけではない。ただ彼女が勝手に身体からだをよろめかせたのだ。

（ああもう、何をやって……まだ熱ねつでもあるんですか！）

　本来の動きをどこかに置き忘れてきたかのように、ン・イゾイーは襲撃者のタックルをくらって無ぶ様ざまに押し倒される──仕方がない。

　このはは一気に踏み込み、襲撃者の後頭部に手刀を繰り出した。そのふざけた溶接マスクくらいは破は壊かいして顔を拝みたい。が、その攻撃に気付いた襲撃者は素早すばやく懐ふところから短剣を取り出してこのはの手刀を受け止める。間違いない。手刀をわざわざ短剣で受けたこと。ン・イゾイーを狙っていること。導みちびき出される結けつ論ろんは一つだ。

「竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズ、ですか……！」

　襲撃者はこちらの手刀の勢いを利用するかのように自ら後転した。襖ふすまを身体で破って廊下に飛び出し、さらにはガラス戸の鍵かぎを素早く開けて庭に脱出。そのとき、

「な、何だ、何が起こった？」

「大丈夫か、このはくん！」

「敵だな!?　いつものことながらこの家に忍び込むとはいい度胸だ、二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》──禍動curse/calling！」

「むー……折せつ角かくじゃからふぃっちーと同どう衾きんしちょったのにー。この憩いこいの一ひと時ときを邪じや魔まするとは、許すまじ」

　騒さわぎに気付いた一同も起き出してきた。まずフィアが怪あやしい溶接マスクの影かげを見るなり外に飛び出す。巨大な鉈なたの峰を叩たたきつけるが、

「ぬおっ……？」

　襲撃者の短剣に軽くいなされてよろける。横よこ薙なぎに再度攻撃を繰り出しても結果は同じ。

　襲撃者はふらふらと揺らいでいるように見えた。短剣は握るというよりも指に引っ掛けているというような力の抜き具合で、それを持つ手自体もだらりと身体の脇わきに垂れている。

「うーむ。酔すい拳けんみたいじゃね、なんか」

「そうですね。力で打ち合うことよりも、機きを外はずすことを重視した──柔の剣、といったところでしょうか」

　黒くろ絵えに答えながら、フィアを追って庭に下りる。そこでふとこのはは眉まゆを顰ひそめた。

　フィアが動きを止めていたのだ。

　ただ、何かを問いかけようとするかのような瞳ひとみで、眼前の襲撃者を睨にらんだまま。




　まったくいい度胸をしている、とフィアは思った。この家に忍び込むなど愚おろかすぎる。叩たたきのめしてやらねば。問答は無用だ。

「ふん。聞いておった話と違って、今日きようは赤くないのだな。一応、聞いておこう……お前は何が目的だ。強くなるためにあのイナカ女を倒すことか？　それとも」

　おかしい。問答無用で叩きのめそうと思っているはずなのに、どうして口が動いているのだろう。どうして手と足を止めてしまっているのだろう。

「それとも……この《箱はこ》が目的か」

　手が勝手に動いて、ポケットからあの硬い箱を取り出す。そんな話をしている場合ではない、と思うのと同時に、これくらいならよい、と思う自分もいた。そうだ、これを聞くくらいなら大丈夫だ。相手の目的を確たしかめるだけなのだ。当然だ。

　手中の箱を突きつけると、無言を貫つらぬいていた襲しゆう撃げき者しやの肩がぴくりと揺れた。

　やはりだ、と思う。ならば当然──知っているのだろう。

　そう考えた瞬しゆん間かん、何かに突き動かされるように口が動いていた。

「……やはり、これはお前のものか。別に、知りたくはないが、聞かせろ──これは何だ!?　どうやって使う!?　どうやって──誰だれかを生き返らせる!?」

　聞いてしまった。自分の行動に驚おどろく。

　これは聞く必要のないことだ。使いたくもなく、使う必要もない道具だから、使い道など聞く必要はなかったのだ。なのになぜ自分は聞いた？

　どくん、と心しん臓ぞうが疼うずく。

　形のない不安が、ぞわりと鎌かま首くびをもたげてくる。

　ああ、ひょっとして。自分が気付いていなかっただけで。そう思い込んでいただけで。

　自分は、藍子の生存を信じ切れてなどいなかったのか？

　全てが終わっている可能性を、心のどこかで考えてしまっていたのか？

（そんな、ことは……！）

　自分自身の胸中に混乱する。認めるわけにはいかない思考に困こん惑わくする。

「……」

　襲撃者は何も答えない。その返答を求めているのか求めていないのかも、今のフィアにはわからなかった。

　そして──数瞬の後のち、敵は一つの行動を見せる。それは問いに答えるのでも、問いに答えないまま襲おそいかかってくるのでもない、第三の選せん択たく肢し。

　単純に、襲撃者は。

　踵きびすを返して逃げ出したのだ。




　勿もち論ろん、このはの耳にもフィアの言葉は届いていた。矛む盾じゆんしている、と思う。知りたくないのなら聞く必要はない。けれど彼女がその矛盾を言葉にした理由は、自分にも理解できた。

　藍あい子こが死んでいないと信じていても、心の底から信じていても。もしもそうではなかったら、という不安はずっと蟠わだかまっていた。それは、いくら押し殺しても、いくら考えないようにしていても、確たしかに心の奥底に刺さっていた──棘とげのような、呪のろいだ。

　しかし自分とフィアでは、その不安を自覚していたレベルが違う。だからだろうか、と自らの発言に愕がく然ぜんとした様よう子すのフィアを見ながらこのはは思った。それを僅わずかなりとも自覚していたか、それとも無む意い識しき下に押し込めていたかの違い。そう考えている自分がいる、ということに今初めて気付いてしまったのならば、確たしかにショックを受けるのも当然だろう。

　だが今はそんなことを考えている場合ではない。フィアの突然の行動に驚おどろき、一いつ瞬しゆんだけ動きを止めてしまっていた。その隙すきをついて、襲しゆう撃げき者しやが無言のまま塀へいへと後退し始める。

「に……逃げるぞ！　どうする!?」

「このまま逃がしても何もならないだろう。捕らえて尋じん問もんする──《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

「そう、ですね……！　何かを聞き出すのは捕まえた後で！　わたしが注意を惹ひきますから、黒くろ絵えさんもあの捕ほ獲かく用ようの技わざを──」

　と、再度足を踏み出したときだった。

「……！　モード《クッショニング宗むね盛もり》！」

　黒絵が動かした髪は捕ほ縛ばく用のものではなく、飛び道具を防ぐためのもの。瞬時に広がった髪のカーテンが春はる亮あきと錐きり霞かの前に展開され、このはは足を止める。闇やみの中から飛来してきた数本の投げナイフが、今まさに足を踏み出そうとしていたその場所に刺さった。

「もう一人ひとり!?」

　よほど上う手まく気け配はいを殺しているのか、ナイフを投げてきた人間の位置はすぐにはわからない。踏み込みを止とめたせいで全すべてが一手遅れた。溶接マスクの敵が塀へいの上に飛び上がり、それを阻はばもうとしたフィアにもナイフが投とう擲てきされ、その隙に敵は難なんなく闇やみ夜よの中へ消えていく──追いたいところだったが、新あら手ての位置がわからないのが致命的だ。構かまえを解いた瞬間に春亮が狙ねらわれるのだけは避さけなければならない。それからしばらく慎重に周囲の気配を探り、

「……もういないようですね。やれやれ、逃げられましたか」

　ふ、とこのはは肩の力を抜く。フィアは《箱はこ》を握にぎり締しめたまま、敵が消えた塀の上を見つめていた。その瞳ひとみはひどく複雑に揺らいでおり、そこにどんな感情があるのかはこのはにも読み取れなかった。自分自身に対する困こん惑わくか、答えが得られなかったことを残念がっているのか、あるいは安あん堵どしているのか──

「フィア……」

「む──い、いや、違うぞ。本当に、別に、こんな箱のことなどどうでもよかったのだ。ただ思いつきで聞いてみただけだったのだ。相手の目的がわからんままではキモチワルイからな、ふん。それだけだぞ！」

　春はる亮あきの声に、フィアは何かを誤ご魔ま化かすように表情を不ふ機き嫌げんなものにして振り返った。何を誤魔化したのか、それはこの場にいるほとんどが理解しているはずだったが──誰だれも、何も言わなかった。

　フィアは鉈なたを振り回しつつ、今度は誤魔化しではない不機嫌さで言葉を続ける。

「それにしても、むかつく動きの敵だった！　ヘナヘナしおって、やりにくいにも程ほどがある。別の拷ごう問もん具ぐにしておればよかったのかもしれんが──ううむ、それもまた逃げ出す隙すきを与えてしまいそうだったしな。えいくそ、《サンタ狩り》を捕まえられるチャンスだったのに！」

　だがそのとき、ン・イゾイーがいつもの無感動さで言った。

「違います」

「……なに？」

「我わが発言・違いますという繰くり返し。あれは以前に自分を襲撃した人物ではありません」

　驚きよう愕がくする春亮達を、彼女はぼんやりとした視し線せんで眺めて。

　さらに、かく、と首を傾かしげながら聞いてきた。

「で、あれは一体何者だったのでしょうか」

　……それを聞きたいのはこっちなんですけど。







　第三章 「彼と子供達の人数問題」/ "Kokoro the Red-Weared hunter"
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　翌朝。顔を洗うべく、錐きり霞かは洗面所に足を踏み入れた。昨夜の騒そう動どうのせいで多少寝不足だが、ここは彼の家だ。おかしな寝ね惚ぼけ顔がおなど見せられない。正直、一昨日おととい同じ部へ屋やで寝ることになったときにはどうしようかと思った。変な寝言を言ったりしていなければいいのだが。

　もう一度、ここは彼の家なのだ、と清せい潔けつな洗面所を見回して思う。この状況がとても貴重なものであるように感じ、さらになんとなく視し線せんを巡めぐらせていると、ふと洗面台が目に留とまった。鏡かがみの前には歯は磨みがき粉こなどが整然と並んでいる。そこに立っている歯ブラシの数は四本。

（フィアくんと、このはくんと、黒くろ絵えくんと──あいつ、の）

　彼の生活の痕こん跡せきを発見するたびに、どきりとした。心地ここち好よく、どきりとした。

　そこで壁かべのバスタオル掛けに気付く。長いステンレスの棒に、何枚かのバスタオルが掛かっている。それぞれのタオルの上の壁へき面めんには名前を書いたシールが貼はられていた。

　そのうちの一枚。彼の名前を見た瞬しゆん間かん、血液の温度が急に上がったような気がして。

　カチリ──と、自分の中にある何かのスイッチがＯＮになってしまったのがわかった。

　ふと気付くと、錐霞はそのシールの前にしゃがみ込んでいる。

　つまりは、一枚のタオルの前に。

（待て。ちょっと待て）

　頭の中に僅わずかに残った理性がそう囁ささやく。何をしようとしている、私？

（馬ば鹿かげている。馬鹿げている。馬鹿げている──）

　でも。でも──そう。

　誰だれも見ていないし。

　誰に迷めい惑わくをかけるわけでもないし。

　ちょっとくらいなら。ちょっとくらいなら──

「……」

　躊躇ためらうように、手を伸ばす。タオルの柔らかい毛が指に触れる。タオル掛けには引っ掛けたまま、ゆっくりとそれを引っ張る。同時に、ゆっくりと自分の顔を近付けていく。

　自分の中にある気持ちは既すでに認めている。もうそこを誤ご魔ま化かすつもりはない。けれど、それが難むずかしいことであるのもわかっていた。いや、正せい確かくに言うなら──ほとんど不可能な話で、きっと無理なことで、おそらく願ねがうことすら身の程ほど知らずであることも、だ。そうに決まっている。正直、深く考えると頭がどうにかなりそうだった。
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　だからこそ、たまにはちょっとした精神安定剤が必要だ。それがこれなのだ。たいしたことではない。匂においを嗅かぐ、なんて変態的な行為をするつもりはない。

　ただ、頰ほおに。そう、頰に押し当てて、その柔らかさを肌で感じて。

　彼と触れ合っているような気分を、味わいたいだけ──

　それだけ、だから──




「おはよ、いんちょーさん。どうかした？」

「ひぅっ──!?」

　顔を洗おうとして洗面所に向かうと、そこには先客がいた。声をかけると、なぜか壁かべに掛かっていたタオルを摘つまんでじーっと見つめていた錐きり霞かが素すっ頓とん狂きような声と共ともに身を捩よじる。残像が残る速度でズババッとタオルを手放して飛とび離はなれ、真まっ赤かな顔で壁に張りついた。そんなに驚おどろかせたつもりはないのだが。

「や、夜や知ち。これは、その」

「それ、俺おれがいつも使ってるタオルなんだけど……あ、そっか、言い忘れてたっけ。お客さん用のタオルならそこの棚に入ってるから」

「い、いや、違う。タオルは持ってきている。今から顔を洗うところだ。それ以外には何もしていない。本当だ。まったくもって間違いない。ええと、今のは、そう……そ、素材が。そう！　このタオルが妙にフカフカしてるような気がしたので、何か特別な素材のタオルなのかと気になって仕方なくなり……！」

「普通にお中元か何かでもらったタオルだったはずだけど……柔軟剤のせいかな？　洗せん濯たく機きの横にあるそれ使ってるよ」

「そ、そうか。うむ……なるほど、学習した。謎なぞは全すべて解けた。さあ顔を洗うぞ！」

　ばしゃばしゃー、と乱らん暴ぼうな仕し草ぐさで錐きり霞かが冷水を顔にぶつける。さすがいんちょーさんだ、一日の始まりは快適な目覚めから。顔を洗うのにも気合いが入っているなあ、と春はる亮あきは感心した。

　錐霞が顔を洗い終え、入れ替わりに春亮が洗面台に顔を突っ込む。だが顔を拭ぬぐっていた錐霞の気け配はいはまだ背後にあった。それを怪け訝げんに思ったとき、

「結局……昨日きのうの奴やつらは何だったと思う？」

「んー。わかんねーよな……竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの味方、ってセンが一番だろうけど」

「ああ。あの切せつ子ことフォーティーンのように、あるいは騎き士し領りようのように、チームで動いているという可能性はある。だが腑ふに落ちない気もするんだ」

　視し線せんを上げ、鏡かがみ越しに錐霞を見やる。彼女は難むずかしい顔で目を細めていた。

「竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズは《強さ》を求める組そ織しきだ。それにしては、昨日の襲しゆう撃げき者しやの態度が納得いかないというか──あまりにも逃げ足が速すぎたような気はしないか。強さを求める、つまりはン・イゾイーと戦ってレベルアップすることが狙ねらいならば、もう少し積せつ極きよく的てきに戦ってもいいはずだ。しかし昨日の奴らにはそれがなかった」

「何か他ほかに狙いがあった、ってこと……？」

「考えられることだ。やはり、あの《箱はこ》を取り戻すことこそが目的だったのかもしれない。が……その場合でも、態勢が悪いと見るや即座に逃げ出す、というのは少し不自然に思える」

「うーん……そう言われたらそんな気もするけど。でも他にあいつが狙われる理由なんてないだろ。ほら、フォーティーンだって『逃げるのも強さのうち』みたいなこと言ってたし──そういうことじゃないか？」

「ふむ。それが一番自然な答えなのかもしれないな。私の考えすぎか」

　ふ、と錐霞が息を吐いた。春亮は顔を洗い終え、自分のタオルでぐしぐしと顔を拭う。むう、やはり何の変へん哲てつもないタオルだ。そんなにフカフカしているようにも思えないのだが。

「何にしても──事態の解決には竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズを打破することが必要だ。逆に言えば、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズを打破すれば全ての問題は解決する。あの女は心おきなく理事長の帰りを待てるだろうし、《サンタ狩り》の解決にも繫つながるだろうし……他に知りたい情報がもしあれば、それも聞き出せるはずだ」

　知りたい情報とはあの箱のことだろう。確たしかに気にはなっている──が、もしその使い方を知ったなら、自分はどうするのか。

　その疑問を頭に浮かべてしまったとき、ふと胸に重苦しい感覚が満ちた。

　気になっている？　それはなぜだ。なんのためだ？

　普ふ段だんは考えないようにしている不安が、ぞわりと鎌かま首くびをもたげてくる。それはあの体育祭の日から、ふとしたときに何度も胸中に浮かび上がってくる不安だった。そしてそのたびに考えないようにして心の奥底に封じ込めてきた不安だった。

　もしも藍あい子こが、本当に。もう二度と目覚めないのだとしたら──

　止やめろ考えるな、と今まで繰くり返してきたように思考を止めようとする。けれど今だけはさらに考えてしまった。今だからこそ考えてしまった。

　本当に藍子が死んでしまっているのなら。もう一度彼女に会うには、彼女を生き返らせるしかない。つまりは、あの《箱はこ》に頼るしかないのでは──

（……違う。そんなこと……呪のろわれた道具なんか使う気はないし、いや、だから、藍子はきっと死んでなくて）

　必死にその不安を考えないようにする。同時に、自分とフィアは同じなのだろう、と思った。呪われた道具を使う気はない。フィアもそう言っていた。しかしあの箱のことは気になっていて、それなのに、もし使い方を知ったならどうするかという疑問の答えは持っていない。わからない。自分と同じに、きっとフィアもわかっていない──昨夜の問いは彼女が意図したものではなく、勝手に口から滑すべり出てしまったものだろうから。でなければ、あんな《自分がその問いを発したことが信じられない》というような困こん惑わくの表情を見せるはずがない。

　けれど、あれ以降のフィアはいつも通りだった。箱のことなど、問いを発したことなど忘れてしまったかのように振ふる舞まっている。春はる亮あきも彼女に倣ならって、答えの出ないあの箱についてはとりあえずおいておくことにした。今はもっと全体的な方策を考えるべきだ。

「……夜や知ち。大丈夫か？」

　錐きり霞かが心配そうな目でこちらを見つめていた。春亮は意い識しき的てきに頰ほおを緩ゆるめて、

「いや……なんでもないよ。結局、またあいつらが来るのを待つしかないってことかな」

「どうだろうな。単に待っているだけで済めばいいが……まあ、これからのことはここで話していても仕方がない。後でみんなと話し合おう」

「そうだな。とりあえずメシとか食いながら話すか」

「ああ。手伝うから、朝食を準備するときには呼んでくれ」

　言いながら、錐霞は洗面所を出て行こうとする。だがその途中でぴたりと足が止まり、

「忘れていた。挨あい拶さつは大事だ。だから言っておこう。おはよう、夜知。それから──」

　どこか恥ずかしそうに、こちらに視し線せんを向けないまま、錐霞は言った。

「こんな状況で言うのは馬ば鹿かげている。が、一応……メリークリスマス、だな」

　洗面所を出て行く錐霞の姿を見ながら、そう言えばそうだった、と春亮は思い出す。

　今日きようの日付は、十二月二十四日。

　クリスマスイブだった。
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　このはは錐きり霞かと一いつ緒しよに朝食の準備をしていた。春はる亮あきの作った料理をテーブルに並べながら、

「遅いですねえ、春亮くん……ちょっと様よう子すを見てきてもいいですかね？」

「ああ、頼む。残りは私がやっておくよ」

　食事の配はい膳ぜんを錐霞に任せ、客間へ向かう。フィアと黒くろ絵えが監かん視し役やくをしているから、そこで何か異常事態が起こっているとも思えないが……朝食を告げに行っただけにしては、春亮の帰りが遅すぎる。何かあったのだろうか。

　そうして廊下を歩いていたとき、客間のほうから声が聞こえてくる。前ぜん言げん撤てつ回かいせざるを得ない。それは異常事態を知らせる声だった。

「おお、う、おっ……こ、これは……」

「気持ちいいですか、という問いを問います」

「き、気持ち……いい……」

　心しん臓ぞうが大きく跳はねた。ン・イゾイーと春亮の声だ。何だ。客間で何が起こっているのだ。どうして彼はあんなにも上ずった──言葉通りに、気持ちよさそうな声を出しているのか。

　歩ほ調ちようが速まる。というか知らない間に全力疾しつ走そうしていた。その間にも声は続いており、

「もっと強くしたほうがいいですか」

「う、うん……おっ!?　そ、それはちょっと、強すぎ」

「──我わが謝しや罪ざい・失礼しました。では、こんな、感じで──」

「う、ああ。う、上う手まいな、お前……しかも、足で、なんて」

　足で!?　そ、それは一体、なんという、ハイレベルな、ふしだら行為なのか！　許せない！　監視役の二人ふたりは何をしているのか、と憤ふん慨がいしつつ部へ屋やの前に到達したとき、

「ぬ、ぬぅ……ハレンチ小僧め、なんというだらしのない顔だ……！」

「そうだ、ふぃっちー。暇ひまならふぃっちーも一いつ緒しよにしてあげればよいかもよ？」

「フフフ。そうか。それも少しばかり楽しそうだな。では私も、足で……お前のここを、こうしたり……こうしてやったり……！」

「ちょ、待て。お前にされるのは、まずい……！」

「どうだ、このグリグリが、気持ちよいのか？　ふん、まったく、お前という奴やつは……」

「お、お、おうっ？　ま、待てフィア、乱らん暴ぼうすぎ！」

　一緒にいるのに見み逃のがしている、いや、参加しているとは。あの二人は何を考えているのか。

「そ、そこまでーっ！　それ以上の狼ろう藉ぜきは許しませんよ！」

　力任せに襖ふすまを開く。見えたのはまず、楽しそうにその光景を眺めている黒くろ絵えと──

「ん？」

「つ、潰つぶれる……中身、出る……」

　うつ伏せになってピクピクしている春はる亮あきと、ニーソックスを履はいた足でその背中をやたら楽しそうに踏みつけているフィア。そして、

「──新たなお礼の相手でしょうか。勿もち論ろんやらせてもらいます」

　彼の腕をぐにぐにと足踏みマッサージしながら、ン・イゾイーが平然と言った。




　朝食が用意された居間。春亮の視し線せんの先では、このはがこめかみを押さえて呻うめいていた。

「警けい戒かい心しんというものがないんですか、あなた達は……」

「だって武器はないし、ふいっちーかうちのどっちかがフリーならさすがにおかしなこともできんじゃろ。で、お礼したいって言うんなら何かやらせてあげたほうがいいんかなーと」

「ああもう……どうしてもって言うんなら、また足で皿洗いでもなんでもやらせておけばいいんですよ。まったく」

　何も悪いことはしていないはずだが、口を尖とがらせて不満を呟つぶやいている今のこのはに反はん論ろんするのは憚はばかられた。春亮は愛あい想そ笑わらいでやりすごすことにする。

　事の発ほつ端たんは、目覚めたン・イゾイーが、監かん視しをしていたフィアと黒くろ絵えに「お礼をしたい。そう言えばマッサージを褒ほめられたことがある」と言い出したことらしい。まず面おも白しろがった黒絵がそのマッサージを受け、あまりに気持ちよさそうだったためにフィアも続き──そこで朝食に呼びに行った自分が、ちょっとだけなら、と雰囲気に流されてしまって巻き込まれたのだ。まあ「警戒心がない」と言われればその通りかもしれない。

　ともあれ、このはは大きな溜ため息いきを合図にその話題を終わらせた。ほっとしながら、春亮は食卓に座っているン・イゾイーに視線を向ける。

　彼女はもうパジャマ姿ではなかった。ボタンを留とめず、臍へそを出した白衣。民族衣い装しようのような深いスリットつきのスカート。それらは彼女の普ふ段だん着ぎだ。

「我わが挨あい拶さつ・おはようございますと発言。体たい調ちようはもう万全ですという報告を報告します」

　ぺこ、とン・イゾイーは頭を下げる。フィアがふんと鼻を鳴らし、

「よかったな、とは言わんぞ。これでお前は好きに動けるようになったというわけだな。面めん倒どう臭くさいことはまだまだ続きそうだ」

　ン・イゾイーはそのフィアの顔をしばらく眺めていた。なんだやる気か、と眉まゆを寄せるフィアから目を離はなし、次は錐きり霞かへ。そしてこのはへ、黒絵へ、春亮へ。

「朝食の前に、提案があります」

「提案？」

　聞き返すと、はい、とン・イゾイーは頷うなずいた。

「我が希望・この家を出ようと思います」

　いきなりの発言に、一同は無言で顔を見合わせる。

「理由は昨夜のことだと理由を言います。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズは自分を狙ねらっているのであり、この家にいることは無用な緊きん張ちよう感かんを発生させます。我わが本心・治ち療りようと看かん病びようへの感かん謝しや。故ゆえにです」

　相変わらず日本語が変なので理解しにくいが……狙ねらわれてるのは自分だ。看病には感謝している。だから迷めい惑わくをかけたくないので出て行く、ということだろうか。

「いや、待てよ。お前、理事長に手紙か何か渡すんだろ？　出て行ったら連絡が──」

「我が主張・問題はありません。毎日学校で待ちます」

「待ちます、って言われてもな……いつ帰ってくるかも相変わらずわかんないんだし。つーかお前、ここ出て行って泊まるアテなんか他ほかにあるのか？」

「この国には宿泊施設が多々あります。路ろ銀ぎんも多少は与えられています。我が要よう請せい・財さい布ふの返へん還かんを求めます」

　おや？　と春はる亮あきはこのはを見やる。だが彼女は驚おどろいた表情でぷるぷる首を横に振っていた。

「いや、あの……わたし、ナイフとかは預かりましたけど。お財布なんて知らないですよ？」

　だと思った。春亮もそんなものを見た覚えはない。とすると、

「戦ってる最中に落としたりしたんかもね。最初は派は手でにやっちょったんじゃろ？」

　黒くろ絵えの言葉が正解だろう。最初にフィアが「サンタが飛んでた」とか言い出したのが全すべての始まりだし、ビルを飛び回って戦っていたのならばその可能性は充分にある。

　噓うそをついていないのは雰囲気でわかったのだろう、ン・イゾイーは無感動な表情でしばらく固まっていた。だがややあって、

「……受じゆ諾だく。我が主張・問題はありませんと再度の発言。戦士は数日に亘わたって狩りをすることもあります。野宿には慣なれています」

「いや、問題は大アリだろ……金がないってことは、メシも食べられないってことで」

「我が主張・問題はありませんと再々度の発言。なぜなら」

　ぴし、と背筋を伸ばしたまま。

　どこか誇らしささえ感じる口く調ちようで、自信満々に彼女は言った。

「──この国の鼠ピセには野生が足りないと判断します。動きが鈍にぶいのですぐに捕まえられます」

「おおいっ！　言葉の意味はよくわからんが、何か不ふ穏おんな発言を聞いたよーな気がするぞっ!?」

「自分こそ、そちらの発言の意味が理解できません。どこが不穏なのでしょう──焼くとそれなりに美お味いしいのですが」

「それ！　まさにそういうところが不穏！」

　きょとん、と首を傾かしげるン・イゾイー。異文化交流とはかくも難むずかしいものなのか。

「と、とにかく本題に戻ろうぜ。とりあえず、俺おれの意見は……無一文の奴やつを放り出すなんてできない、ってのに一票な」

「うちも一票かな。野良犬の変死体が見つかりました、とかがニュースになると困るしね」

「我が訂正・鼠ピセは犬イツクルではないという説明。思い出しました。日本語で言えば、確たしかネズ──」

「き、聞きたくねえー！」

　その言葉を耳から追い出しつつ、このはを見やる。彼女は肩を竦すくめてお茶を啜すすっていた。

「同じことを何度も言うつもりはありませんよ……ふぅ。わりと諦あきらめモードです。中立票で」

「このはくんと同じく、中立に一票だ。一刻も早くこの女に出て行ってもらいたいというのが本ほん音ねだが、私はこの家の人間ではない。反対票を入れられる立場でもないだろう」

　賛成二に、中立二。多数決ならばもう結けつ論ろんは出ているような気もするが、残ったフィアの意見もやはり聞かねばなるまい。目を向けると、彼女はむっつり顔で、

「ふん……賛成も反対もないわい。お前が何を食おうが食うまいがどうでもよい。リジチョーが帰ってくるときには、結局連絡を受けた私達も学校に行くことになるから、どこで待とうが好きにしろ、とも言いたいところだ。が──貴様の事情とは関係なく、こちらの事情で貴様の提案は拒否する。少なくとも今日きようはまだ貴様にいてもらわねばならん」

「なぜですか、という疑問を問います」

「昨日きのうのでまだお前が狙ねらわれておることはわかったし、送り込んだ仲間が貴様を襲おそうのに失敗してすごすご逃げ帰ったのだから、次こそは本人が来る可能性もある。《サンタ狩り》を誘おびき出す囮おとりの役目はまだ果たしてもらわねばならんのだ……サンタ服を盗んでどうしようというのかは知らんが、あれを解決せねばスッキリせんし、最高のクリスマスを楽しむことなどできん。できれば夜までにやってきてもらいたいところだ」

「再度の疑問を問います。では、今日一日が何事もなく過ぎればどうなるのですか」

　む？　とフィアが腕組みをして首を傾かしげる。春はる亮あきも考えた。《サンタ狩り》はその名の通り、サンタ服を強ごう奪だつする強盗だ。だがサンタ服というのは一年中あるものではない。クリスマスシーズンを過ぎればその姿は見えなくなるだろう。では──？

「そう言えば、クリスマスの時期が終われば狩る対象がいなくなるのだな。もし今日も明日あしたも敵が来なければ、それ以降はどうなるのであろうか……むむ。わからん」

「私はまだ奴やつらの逃げ足の速さが多少気になっている。確たしかに、次こそは《サンタ狩り》本人が来るかもしれないが……逆に奴らがもう来ないという可能性もなくはないと思うぞ」

　錐きり霞かの言葉に、フィアは天てん井じようを見上げた。どこか力なく、呟つぶやく。

「クリスマスが過ぎれば犯行が起こらなくなると考えれば、それはそれでよいこと、かもしれんが……ハンザイシャをみすみす取とり逃にがすのは気分が悪い。やはりきちんと決着をつけたいところだ。それに……ああそうだ、無意味で無価値でどうでもよいものすぎて忘れていたが、私はもう一つ囮になるものを──奴らが欲しがっておるのかもしれない《箱はこ》を持っておった。たとえクリスマスが過ぎようとも、これを諦めたという確かく証しようが得られない以上、ずっと奴らの襲しゆう撃げきを警けい戒かいしながら今後を過ごすことになってしまうぞ」

　フィアの片手はポケットに突っ込まれていた。おそらく、そこではルービックキューブではない、別の立方体が握られているのだろう。

　春はる亮あきはそのフィアの態度に僅わずかな違和感を覚える。藍あい子こに関する不安感がまた胸中で微妙に脈動を始めたが、それを押し殺して思った。彼女は正しい。呪のろわれた道具など使う気はないのだから、藍子は死んでいないのだから、その箱はこはどうでもいいものだ。だが、それでも──今のフィアには、その言葉を必要以上に自分に言い聞かせているような印象があった。

　やはり、昨夜その使い方の問いを発してしまったことが関係しているのだろうか。もし自分が箱を持っていれば、と考えた。今け朝さ方がた考えた通り、フィアと自分は同じなのだ。あるいは同じ問いを発してしまったかもしれない。そして問いを発してしまったことにショックを受けるかもしれない。だからやはり、昨夜のことをまだ引ひき摺ずっているのが原因だとも思えたし──どこか、それだけではないような気もした。

「……こら春亮、聞いておるのか？」

　フィアの目がこちらを向き、慌あわてて春亮は思考を引き戻す。フィアの態度も多少気になるが、今は今後の方針を考えなくては。

「そう、だな。クリスマスが終わっても正月やら何やらが待ってるし。できたらさっさと片を付けたいんだけど、その方法がな……」

　そのとき、唐とう突とつに黒くろ絵えの携けい帯たいが鳴った。あ、ちょっとごめん、と断ってから、相変わらずの『忘れるな、私は何度でも転てん生せいし……！』などという魔ま王おうの断だん末まつ魔まボイスを止めて黒絵が通話に出る。ふんふんと何事かを頷うなずいて聞いていた彼女だったが──ややあって、彼女は通話口を手で押さえてこちらに視し線せんを向けてきた。なぜか微妙な困り顔になっている。

「えー、どうやらケーキ屋さんの奥さんが風か邪ぜで倒れたらしいです。で、今日きようのイブこそが年に一度しかない最大の稼かせぎ時どき。事情があるのは聞いたけど、どうにかふぃっちーやこのさんにまたバイトしてもらうわけにはいかんじゃろか、って……あと、人手は多ければ多いほうがいいから他ほかにも女の子が誘えるならぜひ、とか半泣きで言われちょる次第」

　一度『事情があるので無理です』とはっきり断ったのを、それでもまた言ってきたということは──ケーキ屋さんも余よ程ほど切せつ羽ぱ詰つまっているのだろう。今日も黒絵に行ってもらうことにはなっていたのだが、奥さんが倒れた以上、さすがにそれではとても足りないということか。

「バイトか……手伝えるなら手伝ってやりたいが、今はさすがに、なぁ……」

　そのフィアの言葉に、ン・イゾイーが軽く首を傾かしげて言った。

「バイトとは何でしょう、という問いを問います」

「金を貰もらえる仕事だ、仕事。サンタ服を着てケーキを売るのだ。今いま更さら言っても仕方がないが、お前のせいなのだぞ。本当なら今日もする予定だったのだが、お前をこの家に残して好き勝手させるわけにはいかんから、だな！」

　ン・イゾイーはしばらく何かを考えていた。なぜか嫌いやな予感を覚える。

　そして──すっ、と褐かつ色しよくの手が挙がり、

「提案があります」

「提案？」

「是ぜ。我わが思考・事態の打開策。自分がこの家に残るせいでそちらが仕事できないというのならば、共ともに行けば問題は解決するはずです」

「は……？」

　いきなり何を言い出すのか。目を丸くする春はる亮あき達の前、彼女は真ま面じ目めな表情で、

「聞くところによると、問題解決には竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズとの接触が必要。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの正せい確かくな目的は未知ですが、今までの行動から、この自分と、サンタ服を含めた赤い服と、そしてそちらの持つ《箱はこ》──この三点に固こ執しつしていることに間違いはありません」

「まあ……そうだな」

「ならばその三つを纏まとめて用意すれば、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズがこちらに再接触を持とうとする確かく率りつは多少なりとも上がるのではないでしょうか。つまり──この自分が赤いサンタ服を着て、《箱》を持つそちらと共に仕事をするという行動を取れば」

「……」

「マッサージだけでは看かん病びようと宿泊の礼として不充分だと思い提案しました。誇りある戦士は受けた恩を返さねばなりません。我が願がん望ぼう・ご一考を」

　春亮達は顔を見合わせた。まず意見を述べたのはフィアで、

「こいつの発案だというのは気に食わんが。家に籠こもっておっても、また竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズと接触を持てるかどうかはわからんのだ。何でもやってみるべきかもしれんな。バイト中に警けい戒かいしておれば、新たに誰だれかが服が強ごう奪だつされたりするのを防げる可能性もある」

「わたし達が街に出ていることによるパトロール効果が、どれだけあるかはわかりませんけど──やらないよりはマシ、かもしれませんね。もし相手がそれを目め障ざわりに感じてくれれば、排除のためにまた現れる可能性もなくはないでしょうし。人込みの中で襲おそってくるとは思えませんが……少しだけ踏み込んだ囮おとり作戦、ってところですか」

「やれやれ、人手は多ければ多いほうがいい、か。サンタ服など着るつもりはないが、これは私も手伝わざるを得ない流れだな」

「それは、多た分ぶんケーキ屋さんも助かると思うけど。いいのか、いんちょーさん？」

　錐きり霞かは肩を竦すくめ、

「その店主はかなり切せつ羽ぱ詰つまっているんだろう？《サンタ狩り》の噂うわさがある以上、そう簡かん単たんにバイトが見つかるとは思えないが──もし私達がバイトをしなければ、店主が法外な時給を出して代わりの人員を集めないとも限らない。集めるのを止やめろとも言えない。そうして集められた一般人のバイトが、仮に新たな被害者となってしまってはやりきれないぞ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じだが、錐霞もバイトすることを決めたようだった。

「我が本心・恩返しの機き会かいが与えられて幸いです。努力します」

　ン・イゾイーが満足げに頷うなずく。そして結けつ論ろんの出た会かい議ぎの場を一通り眺めてから、黒くろ絵えは再び携けい帯たいを耳に押し当てて言った。

「もしもし？　うちが頑がん張ばって説得したのでオッケーが出たよー。ピチピチの新人さんも二人ふたりゲットです……で、うちのこの頑張りを評価した時給上乗せとかはあるんかしらん？」
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　一言で言うなら。

　そこにはヘソ出し褐かつ色しよくサンタがいた。

「我わが客引き・聖なるクリスマスイブにはケーキという供く物もつが必ひつ須すだという断言。強き父へ優やさしき母へ、血族の絆きずなを深めるための宴うたげで子を飢うえさせることなきよう、眠る野の兎うさぎを見つけたかのように迷うことなく貪どん欲よくにこのケーキを買うべきではないかという提案を提案します」

　いつもの無感動な瞳ひとみで、しかしすっくと背筋を伸ばしたン・イゾイーが大真ま面じ目めにそんなことを言う。勿もち論ろんのこと、猛烈に目立っていた。

　灰色髪の上にちょこんと乗ったサンタ帽。「動きやすいのでこれがいいです」と自ら選んだ超ミニスカからは褐色の生足がにょっきりと伸びている。同様に彼女は上半身もボタンで留とめる前合わせタイプのサンタ服を選んでいた。例の如ごとく何やら部族的な理由でそのボタンは中途半端にしか留められていない。結果として現れているのは、この寒いのに剝むき出だしになったヘソと、危あやうげに秘ひされた膨ふくらみ。子供の教育にはあまりよろしくない無防備感だ。

「ぬうう……あんなイナカ女には負けられん！　ケーキ！　美う味まい！　買え！」

「なんで命令形なんですか、接客態度の根本が間違ってますよ!?」

「はい。これを二つ……ありがとおございます。ハル、こちらのお客さん、お買い上げ～」

　当然、フィア達もサンタ姿だった。声を出して客を呼び、その元気な働きっぷりがまた人の足を止め、さらなる忙しさへと繫つながる──商売的には喜ばしい無限ループだ。

「つっても、うおお、さすがに忙しすぎる……！」

「我が報告・売買契約の成立。獲え物ものを逃のがさぬ優ゆう秀しゆうな狩人の如き客だと判断します」

「夜や知ち、袋に入れるのは私がやる。お前はレジに専念しろ」

「ありがと、いんちょーさん！」

　錐きり霞かは春はる亮あきと同じくケーキ屋のエプロンに身を包んでいた。ちらりと周囲を見やって、

「しかし……不景気というが、この活気は見事なものだな。予想外だ」

「普ふ段だんはもっと人少ないんだけど。さすがクリスマスイブ、ってところかなー」

　レジを打ち終え、春亮も顔を上げる。夕方の商店街の人通りは今まで見たこともないほどの賑にぎわいだった。それを受け入れるかのように、商店街自体もこの前以上に煌きらびやかな装そう飾しよくに包まれている。ところ狭しと巻かれている銀と緑のモール、ショーウィンドウに描かれたサンタのイラスト、門かど松まつ風味に店の前に出されているツリーのミニチュア──
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「このあたりだけ局所的に人が多くなっていると言われても驚おどろかないぞ。あの女についての言及は避さけるが、フィアくん達のサンタは素す晴ばらしく可愛かわいらしいからな」

　元気に働いているフィア達の姿を見つつ、錐きり霞かが苦笑気味に頰ほおを緩ゆるめた。

「なんつーか、多た分ぶんいんちょーさんも似合うと思うぞ。さすがにこのはが着てるのみたいな露ろ出しゆつ度ど高めの奴やつはまずそうだけど」

「な。ば、馬ば鹿かげている！　別にそういう意味ではなくて、だな……！」

　一気に頰を赤らめて言い返してきた。フツーにそう思っただけなのになー、と春はる亮あきも苦笑を返す。ちなみに、フィア達が着ている服は商店街のクリーニング屋さんが用意してきたものだ。突然バイトすることになったン・イゾイーのぶんは辛かろうじて追加で用立ててもらうことができたのだが、さすがにそれ以上の数は揃そろわなかった。

（無理させたのかもしれないし、今度クリーニング屋さんにもお礼言っとかないとな）

　と春亮が思っていたとき、まさにそのクリーニング屋の若わか旦だん那なが紙袋を手に現れた。

「やあやあ、やってるね」

「あ、クリーニング屋さん……なんか無理言っちゃってすみません。すげー助かってます」

「いいよいいよ、可愛い女の子が可愛い服を着るのは素晴らしい。それがこの世の真理だからね！　ああ、こんなにも可愛い女の子サンタが……眼がん福ぷくだぁ……！」

　若旦那はうっとりとフィア達の姿を眺める。「何やら変態っぽい男だ……」とジト目を向けていた錐きり霞かの視し線せんに気付いたか、おっと、と顔を戻して、

「あ、そう言えば君達もなかなかいい感じだよ？　そうやってお揃そろいのエプロンとかつけてると、なんというか──若夫婦みたいで」

「わ……わか、ふ、う……っ!?」

　ずぎゅーん、と銃弾で胸を撃うち抜かれたかのように、錐霞がふらりと身体からだをよろめかせる。「ば、ばばば馬ば鹿かげている。馬鹿げて、馬鹿げている……う、ふふ、ふふふっ……」などと呟つぶやきながら、後ろを向いてぷるぷると震ふるえていた。表情が見えないからよくわからないが──言葉通り、あまりにおかしなことを言われたので苛いら々いらして、でも面と向かって文句を言えないから我が慢まんしている、という感じなのだろう。きっと。

「へ、変なこと言わないでくださいよ」

「あはは、ごめんごめん。で、その若夫婦っぷりがひょっとしたらキャンセルされることになっちゃうかもしれないんだけど……一応ね。はい」

　と、持ってきた紙袋を手渡してくる。何だろう。

「可愛かわいい女の子がまだいるのに衣い装しようが用意できないなんて勿もつ体たいなさすぎるからね。急いでコスプレ撮さつ影えい仲間……おほん！　じゃなくて、知り合いのツテで集めてきたんだ。三着あるよ」

「まさか、追加のサンタ衣装ですか……？　というか、なぜ三着も」

「あれ、あの子達は？　《壇だんノの浦うら》の再オープンのときに手伝ってた……メイドの子と、ものすっごく美人な子。てっきり後で来るんだと思ってたんだけど」

「いえ、今回は……」

　一応電話してみたのだが、『へえ、人手が足りないの。それで？《二人ふたりきりの素敵すてきなクリスマス実行計画》を三週間前から立てていた私に対して何を言うつもりなのかしら、人間？』と底冷えのする声で返されてはどうしようもできなかった。無理に呼べば、多た分ぶん彼女は包丁を片手にここに現れる。

「そうなのかー。美人の子は勿もち論ろん最高の素材だし、メイドちゃんはコスプレ道……もとい、女の子は可愛い服を着るべきだ理論に理解がありそうだったのに。ま、だったら仕方ないね。余るかもしれないけど、活用してよ」

　一方的に言い、彼は軽い足取りで立ち去っていった。その去さり際ぎわに、フィア達に「記念にどう？　はいありがとー！」と声をかけて写真を撮とるのを忘れてはいなかったが。

　むすり、と錐霞は春はる亮あきの持つ紙袋を睨にらんでいた。その目がちらりと春亮の顔に移動し──

「本当に……似合うと、思うか……？」

「え？　お、おう。勿論だよ」

「そ、そうか──いや！　似合うか似合わないかなどはどうでもいいのだ、馬鹿げている。ただ私は……そう、やはり一番忙しそうなフィアくん達を手伝えるなら手伝うべきだ、と思うのだ。レジ打ちが回らなくなればまた私が雑務に戻ってもいいわけだし、その」

「……」

「ええい、なんだその目は！　いいか、私が着れるようなものがあったらの話だぞ！　貸せ！　まったく……馬ば鹿かげている……！」

　なぜかぷんすかと怒りながら、錐きり霞かが春はる亮あきの手から紙袋を奪うばい取る。

　数分後には、サンタ服を着た女の子の数が一人ひとり増えていた。




　日が暮れる間ま際ぎわになって、休きゆう憩けいを取ることになった。今日きようはさすがにケーキ屋さんも賄まかないを用意する余裕がないらしく、春亮が近くのコンビニに行ってジュースや軽く摘つまめるものを買ってくる。暖房の効いたバックヤードで、ほっと一息。

「ふひー……さすがに疲れた。だが仕事はまだ半分だ。元気を回復するに必要なあのエネルギー源、勿もち論ろん買ってきたのであろうな！　忘れたなどと言ったら呪のろいまくるぞ！」

「はいはい、煎せん餅べいなら買ってきてあるって。店長さんがお金出してくれたんだから、後でちゃんとお礼言うんだぞ」

「お礼と言えば、あんなに泣きながら手を握られてお礼を言われるとは思ってませんでしたよ。やっぱり、よっぽどピンチだったんですね」

「んむ。じゃけどこの美女サンタ五人衆にかかればお茶の子サイサイ。きりりんも途中で加入してくれて助かったよー」

「そ、そうか。私はただ、わざわざクリーニング店の人が持ってきてくれたのだから、使わないのもどうかと思ったりしただけで……戦力としては気休めのようなものだ」

　と、錐霞が恥ずかしそうにきゅっとスカートを押さえながら言う。運良くというか何というか、クリーニング屋さんが持ってきたあの袋にはスタンダードなサンタ服が入っていたのである。元気さや目立ちっぷりでは正直フィアやこのはに及ばないとはいえ、売り上げの貢こう献けん度どではそれほど差があるとは思えなかった。もじもじと恥ずかしそうな気け配はいを振りまくサンタ、というのもそれはそれで新しん鮮せんだったのだろう、かなりの視し線せんが錐霞にも集まっていたのだ。

　しかし、視線を集めた、と言えば彼女を忘れるわけにはいかない。隅すみっこの椅い子すで一人ぼーっと身体からだを休めていたン・イゾイーに歩み寄り、

「お前も、まあ、お疲れさん。肉まんでも食えよ」

「我わが疑問・肉まんとは何ですかという問い」

「あー……ま、食えばわかる。美う味まいぞ」

　ほい、とコンビニで買ってきた肉まんを手渡す。それを受け取った瞬しゆん間かん、ン・イゾイーが小さく手を震ふるわせ、ハッと息を吞のんだ。

「これは……」

「あ、言うの忘れた！　熱あついから気をつけ──」

「──丸いです。完かん璧ぺきな丸さで丸みを帯びています！」

「そっちかよ！」

　心配して損した。どこにハッとしているのか。

　まあ丸いものは美う味まいものだとか言ってたからな、と春はる亮あきはそれ以上ツッコむのを止やめる。子供のように両手で肉まんを持ち、しげしげとその丸さを眺めていたン・イゾイーが、やがて意を決したようにぱくりとそれにかぶりついた。しばらく動きを止めてから、

「この、食物は──我わが感動・美お味いしいです。美味しいこれはこの世で一番美味しいです」

　もっきゅもっきゅ、と彼女はどこかリスのような仕し草ぐさで両手摑づかみの肉まんを口に運んでいく。その仕草は真剣すぎる表情とは対照的で、逆に可愛かわいらしく思えた。

「ふん……肉まんが美味いのは認めるが、この世で一番美味いのはおせんべに決まっておる。丸いしな！」

　ばりばりと煎せん餅べいを嚙かみ砕くだいていたフィアが鼻を鳴らして言う。ン・イゾイーの「その不完全な丸さは不完全です」という言葉に頰ほおを膨ふくらませたが、ン・イゾイーのほうはそれを意に介することなく一心不乱に肉まんを食べていた。よほど気に入ったのだろう。

「ま、喜んでくれたようで何よりだ……食べたことなかったのか」

「肯定ですと肯定します。これは、本当に……あるいは、我が部族でも数年に一度しか食しよくせないヴーラチハより美味しいかもしれません」

「何それ？　どういう食い物？」

「滅多めつたに捕まえられない生き物です。日本語での名は未知です。特徴は、まず足が六本あり」

「……いや待て。その時点で先は聞かないほうがいい気がしてきた。忘れてくれ」

「受じゆ諾だく」

　あっさり頷うなずき、彼女はもっきゅもっきゅを再開。

「まったく、そんな夢中になって食べるほどのものか。よほど故郷では貧しい食生活を送ってきたのではあろうな」

「その発言は看かん過かできません。この国のような多種多様な食物はありませんでしたが、美味しいものは多々ありましたと答えます。たとえば酒に漬つけたスクニハをレッリの葉で包んでゴーヌツと共ともに蒸し上げたものは、舌の上で果肉がとろけると同時に甘味が口一杯に広がり──」

「む、むぅ。よくわからんが、そう聞くと何やら美味そうな気がしてくるのが不ふ思し議ぎだ……甘いということはデザート的な何かであろうか。ごくり」

「よい機き会かいなのでこの国の他ほかの食物について知りたく思います。何か美味しいものはあるのでしょうか」

「ふふん、私に教えを乞こいたいというわけか。教えてやる義理はないが、まぁいいだろう。おせんべは言うまでもないとして、いろいろあるぞ！　そうだな、私がこの国に来ておせんべの次に感動したのはかれーという食い物で、それから……」

　自慢げに、自分が口にしたことのある食べ物の美味しさを語るフィア。ン・イゾイーはふんふんと頷うなずきながらそれを聞いている。未知の食べ物の味を想像しているのか、ひたすらに興きよう味み深ぶかそうな瞳ひとみだった。相変わらず肉まんを両手で口に運びながらの、純じゆん朴ぼくな子供のような姿。

　このはも黒くろ絵えも、錐きり霞かすらも。そのときばかりは、視し線せんに敵意を込めてはいなかった。呆あきれたように。苦にが笑わらいで。微笑ほほえんで。肩を竦すくめて。ただ、その光景を見ていた。

　ああ。彼女は認められない組そ織しきの人間だ。相あい容いれない立場なのかもしれない。

　けれど──彼女本人が悪というわけではないような、そんな気がする。特に理由もなく、ただ、そんな気がする。

　彼女達も同じことを考えていてくれてるといいな、と、春はる亮あきはなんとなく思った。




「しかし……来んな、《サンタ狩り》は」

「元々、確かく証しようがあったわけではないですからね。ひょっとしたら誘おびき出せるかもしれない、というだけのことですし。でも油断はできません。殺気や敵意はわたしが注意しておきますが、あなたも変な人ひと影かげがないか警けい戒かいしておいてくださいよ」

「わかっておるわい。イナカ女の言うことを信じれば──《サンタ狩り》は赤一色の服装なのだろ。そんな偽にせサンタを見み逃のがすはずがない。赤い服に異常な執着を示して襲おそったり何だりしているのなら、今日きようも同じ服装をしておる可能性は充分にあるからな」

　休きゆう憩けいを終え、目的を再さい確かく認にんする言葉を交わしながら春亮達はまた臨りん戦せん態たい勢せいを取る。そして後半戦が始まってすぐ、見み慣なれた二人ふたりがケーキ屋の前を通りがかった。漸音ぜのんと銃音がのんだ。

「おや……夜や知ち様。こんばんは」

「バイトかいな？　ええことや。クリスマスやからってチチクリ合っとる性少年達に見せてやりたいで……ごめんウソ。真ま面じ目めに教育者っぽいことすんのが、何よりもダルい……」

　いつものスーツを着た漸音と、彼女の後ろを相変わらずダルそうな足取りで歩いていた銃音が近付いてくる。漸音が軽く頭を下げ、

「そうでした。申もうし訳わけありませんが、理事長からの連絡はまだございません」

「あ、そうですか……了解です」

　答えながら、春亮は視界の端でスススと動き出す褐かつ色しよくと赤の影を見る。胸元から例のメモ帳を取り出しつつ、バレバレに耳をそばだてて（本人的にはさりげないつもりなのだろう）春亮と漸音の近くに寄ってきた。まだ理事長の情報集めを諦あきらめていないのか。

「ぬっ、ゼノンにガノン！　よく来たな、ケーキ買わんか、ケーキ！」

「こんばんは、フィア様……っ！」

　振り向いた瞬しゆん間かん、漸音が固まった。サンタ服を着たフィアの姿を凝ぎよう視しし、目を見開き、拳こぶしを握り、唇を嚙かみ締しめ、肩を震ふるわせている──

「丁ちよう度どええんちゃう？　別のところに買いに行くんもダルいし、ここでケーキを買うんも……おや？　おーい、妹よー……あかん。こらスイッチ入ってしもうとるで」

　漸音ぜのんの顔の前で掌てのひらをヒラヒラ動かしていた銃音がのんが、やがて諦あきらめたように肩を竦すくめる。漸音はその邪じや魔まな掌をぐーいと押おし退のけつつも、まだフィアに視し線せんを固定したままだ──ようやくその目が他ほかのところに動いたかと思えば、その視線の先にいるのはサンタ服のこのは、黒くろ絵え、錐きり霞か。そして自分のすぐ近くにいるン・イゾイー。

　そうだった。たまに忘れてしまうが、漸音にはこういう癖くせがあるのだった。自分では隠しているつもりなのだろうが──《可愛かわいいものに目がない》という癖が。

　そこで春はる亮あきはふと思いつき、

「あのー、漸音さん。もしよかったら、サンタ服とか着てみます？　二着ほど余ってるんですけど……ていうか人手が足りないから使えるものは親でも使え、って言われてるんで、お暇ひまなら手伝ってもらうのも……ってさすがにムリですかね、あはは」

　そう、それは単なる思いつきで、九割九分が冗じよう談だんだった。本当に冗談だったのだ。当然だろう。まさか──

　まさか受け入れてくれるとは、思わないではないか。

「お手伝いが、必要なのですか？」

　ぎらーん、という眼光。ビクリとしてしまった。

「あ、あの……漸音、さん……？」

「手伝いが必要だというなら断るわけにはいきません。理事長のスケジュールを把は握あくしていないせいで夜や知ち様にはご迷めい惑わくをおかけしているのです。その埋め合わせをせねばならないのです。秘書とは言わば手伝いをする役割なのであって、これはそのスキルアップ及び実力の把握のためにも有用な行為であるに違いありません着替える場所はどこですか」

　いつだか黒絵にメイド服を着せたときのことを思い出すような、久しぶりの暴ぼう走そうモードだった。さらに漸音は「え～、ダルいわ～。ケーキ買って帰らへん～？」とぶちぶち言っていた銃音の首根っこを摑つかみ、またきっと春亮を見つめて、

「そう言えば……二着余っていると、仰おつしやいましたね？」

「げ。ホンマかいな～。ああ、でも……抵抗すんのも、ダルいわ……」

　猫背の銃音が、それに相応ふさわしく猫のように襟えり首くびを摑まれたままふひゅーと息を吐く。

　そこは抵抗してもいいところじゃないですかね!?　と春亮は思ったが、漸音の眼光が怖かったので口には出せなかった。




「一万円お預かりします……お釣りは七千七百円になります。ありがとうございました」

　オニのような速度でレジを打ち、漸音がお釣りを客に手渡す。お辞じ儀ぎをするとサンタ帽のフワフワがひょこんと揺れた。完かん璧ぺきな接客というには笑え顔がおが足りなかったが、それが自分でもわかっているからこそ、彼女は春亮と同じくレジ近辺の作業に勤いそしむことにしたのだろう。働くフィア達の姿を包括的に眺めていたいという欲望もあったのかもしれないが。

（うーむ。俺おれは今、最高にレアなものを見てるのかもしれん……）

　漸音ぜのんに無む理り矢や理り付き合わされた銃音がのんも、いつもの保健室の白衣からは想像もつかないサンタ服姿になっていた。しかしこちらは単に服を着ているだけで、働いてはいない。春はる亮あき達のさらに後ろ、テントの隅すみに置かれた椅い子すに座ってダルそうにぐでーっとしている。その普ふ段だん以上のダルダルっぷりには理由があり、それは──

「……ぷは～、っと。ふひ、たまには外で飲む酒もええもんやな～」

「いやー、いい飲みっぷりだな、ねーちゃん！　もう一杯いこう、もう一杯！」

「あーん？　んなダルいこと言わんと……二杯でも三杯でもどんとこいや！　ふはははー！」

　そこはプチ宴えん会かい場じようと化していた。銃音を囲んでいるのは数人の店主達。酒屋さんの差し入れの中に、なぜかジュースに混じってビールが入っていたのが元げん凶きようだ。

　酔いどれサンタと赤ら顔の店主達との組み合わせは、ン・イゾイーとは別の意味であまり子供には見せられない姿だ。しかし陽気な笑い声や一気飲みへの喝かつ采さいはひたすらに楽しそうな気け配はいを周囲に振りまいている。それなりの客寄せにはなっているのかもしれなかった。

　そんなとき、母親と一いつ緒しよに歩いていた女の子がテントの近くですてんと転ぶ。膝ひざ小こ僧ぞうを擦すりむいたらしく、わんわんと泣きだした。ぞんざいに缶を傾けていた銃音が顔を上げ、

「おっと、さすがにこれはダルいとは言えへんな～……へい、おじょーちゃん。サンタさんがいいものあげるで～」

　千鳥足で近付いていき、缶ビール片手に目め線せんを合わせてしゃがみ込む。ごそごそと懐ふところを探って絆ばん創そう膏こうを取り出し、手て慣なれた仕し草ぐさで女の子の膝にペタリと貼はりつけた。

「ほい、と。あとは魔ま法ほうでもかけとこかね。ぬぬ、痛いの痛いの……あー、ダルくなったので呪じゆ文もんは以下略。ぽわぽわ～。ん、どないや？」

　その膝に手をかざしながら適当に言う。女の子はきょとんとした表情で顔を上げ、

「いたく、なくなった！　ありがとう、おばち──」

「おねーさん」

「……おねーさん。まほう、すごいね！」

　空気の読める幼児が言い直し、ぴょんと跳はねる。それに銃音は笑って、

「サンタさんに不可能はないんやで。これからは気ぃつけや～」

　女の子は母親の許もとに駆かけ戻り、母親は銃音に頭を下げながらその場を離はなれる──と思いきや、途中で戻ってきてケーキを一個買っていった。銃音が捕まえた客の、記念すべき第一号だ。

　それにも気付かずプチ宴会に戻っていた銃音を見やってから、春亮はもう一度、周囲で繰くり広げられている光景を眺めた。

　忙せわしないフィア、危あやうい露ろ出しゆつ度どのこのは、ちんまり可愛かわいらしい黒くろ絵え。制服のイメージが強い錐きり霞かもサンタだ。ン・イゾイーもどういうわけか一いつ緒しよになって働いている。さらに有能秘書ではなく有能サンタと化した漸音がいて、飲んだくれサンタの銃音がいて──

　普通ならありえない光景だ。けれどそれは今、確たしかにここにある。春はる亮あきは奇妙にふわふわとした感覚を覚えた。悪い気分ではないことだけは確かな、不ふ思し議ぎに曖あい昧まいな高こう揚よう感かん。

　これはきっと、このクリスマスイブという特別な日だからこそ許されているものなのだ。

　以前にフィアが言っていたことを思い出した。クリスマスは、ただサンタがプレゼントをくれる日というだけではない──願ねがいが叶かなう、奇跡の日なのだと。

（俺おれの願いねえ……いろいろあるんだけどさ。ま、悪い気分じゃない、なんて思うってことは──こういうのも、その一つではある、のかな）

　ぼんやりと思う。でも、こんなこと考えてるからじじむさいとか枯れてるとか言われるんだよな、と春亮は胸中でひっそり苦笑した。

　続けて、みんなは何を願うのだろう、と思った。

　フィアは、このはは、黒くろ絵えは、錐きり霞かは、漸音ぜのんは、銃音がのんは、ン・イゾイーは。

　そして──まだ見ぬ、敵は。

　いったい、何を、願っているのだろう。
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　日が暮れ、バイトが終わる間ま際ぎわになって、本日何度目かの修しゆ羅ら場ばがやってきた。フィア達が声をかけるたびに客が増えていくような状況なので、次第にレジ回りがきつくなってくる。頼りの漸音は少し前、交こう替たいで一人ひとりずつ取っている小休きゆう憩けいタイムに入ってしまっていた。帰りを待ってもよかったが、ここは唯一暇ひまそうにしている人間を使うべきだと判断する。

「す、すみません銃音さん、漸音さん呼んできてもらえませんか!?　そろそろ時間なんで！」

「え～、ダルいわ～。でもここにおると、うちも手伝わされそうでよりダルいことになりそうやな。しゃあない、行ってくる～」

　宴えん会かいは既すでに終わっていた。酒が残っているのか素すなのか、フラフラした足取りの銃音を送り出してまた春亮はレジ打ちに戻る。手加減なく客を呼び続けるフィア達を少しばかり恨うらみながら、ひたすら仕事に励んだ。漸音はまだ帰ってこない。ならば自分が頑がん張ばるしかない……！

　無む我が夢む中ちゆうで働き続けることしばらく。並んでいた客の列がふと消えていることに気付く。店の中から満面の笑えみを浮かべたケーキ屋の店主が出てきて、

「やあやあ、お疲れ様！　お陰かげ様で完売だよ！」

「お……終わっ、た……？」

「うん、今日きようのために仕入れた材料も全部使っちゃったからね。もうケーキの補充もできないし、終わり！　やっぱり君達に頼んで正解だったよ！」

　ばしばしと肩を叩たたいて言ってくる。「店を畳むかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだよぉ」とバイトを始めるときには半泣きだった人物とはまるで別人だ。

「終わったか。結局《サンタ狩り》が現れなかったというのは不満だが……とりあえずそれについてはまた後で考えよう。今は無事にバイトが終えられたのを喜んでおくことにするかな」

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、フィアがほっとしたように言う。他ほかのメンバーも集まってきた。完売と聞いて、誰だれもが達成感を顔に浮かべている──ン・イゾイーだけは「森の獲え物ものを狩りつくしたようなものだと判断します」とこくこく無感動に頷うなずいていたが。

「寒かったでしょ、後片付けは僕に任せて中に入っててよ。バイト代はイロをつけてすぐに渡すからね。あ、勿もち論ろん君達のぶんのケーキは取ってあるから、それもお楽しみに！」

「おお！　またあのイチゴが食えるのであろうか……おせんべと共ともに食らえば夢のような一ひと時ときが過ごせそうだな！」

「その食い合わせはどうかと思うぞ、フィア。じゃあ中に……」

　と移動しようとしたときだった。

「こんにちは。ちょっといいですか？」

　コートを着込んだ中年の男が一同に話しかけてくる。店長が見事な営業スマイルを浮かべ、

「あ、申もうし訳わけありませんお客様。ケーキのほうは全部売り切れになってしまいまして……」

「商売繁はん盛じよう、結構なことですな。でもケーキを買いに来たわけではないんですよ。ケーキを買って家族サービスしたいところではあるんですが、私は商売繁盛してはいけないほうの仕事をしてましてね……つまり、こういうものです」

　そう言いながら男が懐ふところから取り出したのは、黒い革の手帳──警けい察さつ手帳だった。

「警察の方が、一体どんな御用で……？　《サンタ狩り》のことですか？」

「サンタ狩り……？　ああ、そう言えばそんな話も聞きましたな。いや、それと関係があるかどうかは署しよのほうでも検討中なんですが、とりあえず別の話です。一週間くらい前から、四人ほど行方ゆくえ不明者の届け出が出てましてね。で、何か心当たりや目もく撃げき証言はないかな、とこの商店街にも聞き込みに回らせてもらったわけですわ」

　行方不明者とは穏おだやかではない。しかし一週間くらい前ということは、時期的には《サンタ狩り》が発生する以前の出来事だ。自分達に関係はない、と思いたいが──

　刑事はポケットから何枚かの写真を取り出した。続けられた言葉に、春はる亮あきの背筋が震ふるえる。

「ああ、ちなみに共通点は──失踪時にみんな赤い服を着ていたらしい、という感じで。目立つ服装だったと思いますんで、何か心当たりがあれば。どんな些さ細さいな情報でも結構ですよ」

　動揺が刑事に気付かれなかったのは奇跡的だったと思う。春亮達は目配せをしつつ、適当に机の片付けを行うふりをしていた。

　写真を見た店主が首を横に振ると、刑事は「ご協力感かん謝しやします」とあっさり写真を仕し舞まう。今は虱しらみ潰つぶしに聞き込みをしているだけなのだろう。刑事は踵きびすを返しながらちらりとフィアとン・イゾイーを見たが、そのまま雑踏の中に消えていった。身分の怪あやしい外国人が堂どう々どうとサンタバイトをしているはずがない、とでも思ってくれたか。微妙に助かった。

　話していた通り、春はる亮あき達は店内に戻る。勿もち論ろん、その瞬しゆん間かんに厳きびしい顔を見合せて囁ささやき合った。

「どう思う？」

「赤い服の失しつ踪そう者しや……そしてその後に起こった、服を剝はぎ取る《サンタ狩り》……無関係ではないような気がするな。どうして犯行のレベルが下がっておるのかはわからんが」

「仮に同一犯の仕し業わざだったとすれば、それは由ゆ々ゆしき事態ですよ。今日きようほどじゃないですが、明日あしたになってもサンタの一人ひとりくらいはいるでしょう。服が剝ぎ取られるだけじゃなく、今度はまた誰だれかが行方ゆくえ不明になるかもしれません。理由のわからないまま犯行レベルが下がったのなら、理由のわからないまま上がる可能性だってあります」

「やはり許しがたい悪だな、《サンタ狩り》！　クリスマスシーズンが過ぎれば犯行が止まるかも、とか言っておる場合ではなくなったではないか！　既すでに行方不明の奴やつらが出ているのなら、その行方は《サンタ狩り》だけが知っておるということだ──捕まえて聞き出さなければ！」

「ああ。しかしどうする？　今日は姿を現さなかった。明日同じようなことをするのだとしても、効果があるとは限らないぞ。別の手を考えるべきなのかもしれないが……」

　難むずかしい顔で話しながら、とりあえずバックヤードに入る。そこでふと気付いた。

「つーか、ちょい待て。話は変わるけど、漸音ぜのんさんと銃音がのんさんは？」

「二人ふたりがお店の中に入っていくのは見たんですけど……いませんね」

　バックヤードにはお茶が用意されていた。だがそこに二人の姿はない。

「出てくるところを見た奴はいないんだろ？　どこ行ったのかな……あ、こっちの裏口からは出られるのか」

「そこの路ろ地じに自じ販はん機きとかあったから、そっち行っちょるのかもよ。それかコンビニ」

「どちらにしろ、そう遠くに行っておることはないだろ。目立つ格好をしておるし、な……？」

　そこではっとフィアの顔色が変わる。同時に春亮もその危険性に気付いた。

「まずいぞ……奴らは、赤いサンタ服を着たままどこかに行っておるのか。服を奪うばわれるだけならまだしも、行方不明者まで出ておるという情報を聞いたばかりだというのに……！」

「か、考えすぎかもしんないけど……なんか、怖いな。捜しに行こう！」

　返事はなかった。

　一同はただ顔を見合わせて頷うなずき合い、そしてやはり無言のまま裏口を飛び出した。




　──近くの路地裏で、二人の姿はすぐに見つかる。

　だがそこにいたのは二人だけではなかった。その姿はもはやサンタ服ではなかった。

　なので、結果的に。

　そこに存在する三人目の人物こそが、その場で最もサンタ的だった。

「な……！」

　絶句する。人ひと気けのない路ろ地じ裏うらに見えたのは、目に鮮あざやかな赤い服を着た一人ひとりの少女。

　彼女は地面にしゃがみ込んでいて。

　その足元に倒れ伏した二人の身体から、強引にサンタ服を剝ぎ取っていた。

「ん？　ああ、来たのかい」

　少女は振り返り、金髪を揺らして立ち上がる。その動作に合わせてもまたサンタ服の袖そでが引ひき千ち切ぎられ、その拍子に、持ち上げられていた銃音がのんの腕が人形のように地面に落ちた。

　ン・イゾイーがぴくりと身体からだを震ふるわせる。眼前の赤い少女を睨にらんだまま、

「──我わが報告・あれこそが、最初に襲おそってきた人物だという注意喚かん起き」

「言われんでもわかるわ！　貴様が、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズ！　そして──《サンタ狩り》だな！」

　フィアがルービックキューブを取り出しながら怒ど声せいを叩たたきつける。

「かは！　なんだい、その《サンタ狩り》って？　言いたいことはわかんなくもないけどさ、そんなおかしな名前で呼ばれたくはないさね。あたしはココロ・ペンタンジェリ……竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの《顎あご》！　こう言ってもわからんかな？　じゃあわかりやすく言おう」

　女は面おも白しろそうに肩を震わせつつ、自信に満ちた態度で胸を張った。

「竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズには強さの序列がある。その上位数名にのみ刻むことが許される、竜の《部位》の竜創ウーンズ──それをあたしは持ってる。《竜階ブレイズ》は四位だ。ちなみにてめーらがこないだ相手したっていう切せつ子ことフォーティーンは七位、いや、今は九位だったか。まあ、つまり何が言いたいかってーと……わかるか？」
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　にやりと笑って、彼女は続ける。

「あたしは竜島／竜頭師団の中で四番目に強い。切子達より遥かに強い。だから、本気出さねえと──死んじゃうぜ？」







　第四章 「彼の姿はどこにも見えない」/ "When The Liars Go Marchin' In"
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　その尊大で野や卑ひな態度とは不釣り合いに、小こ柄がらで可か憐れんな容よう姿しをした少女だった。

　長いさらさらの金髪に、目鼻立ちの整った顔。ドレスを着せてバイオリンでも持たせれば、それだけで非の打ちどころのない深しん窓そうの令れい嬢じようが一人ひとり出来上がるに違いない。だが今彼女が着ているのはドレスなどではなく、

「ち……聞いておった通りの赤い女だ。やはり偽にせサンタと言わざるを得ん」

　少女はひたすらに長く赤いマフラーと、同じく赤い服を着ていた。勿もち論ろん全すべてが単一の赤というわけではないが、ほぼ全てが赤系統の色で統一されている。スカートと上着はどこか学生服のような印象があるもので、本人の可憐さと相あい俟まって微妙にコスプレっぽく見えた。

　そして、さらには──その背中にあるものも赤い。ン・イゾイーが最初に言っていた通り、彼女は袋を背負っていた。厳げん密みつに言えば袋ではなく、赤い布で作られた適当な風ふ呂ろ敷しき包づつみのようなものだったが、それが彼女のサンタっぽさを増しているのは間違いがない。

「ま、とりあえずちっと待ちなよ。せっかく獲とったんだから、さ」

　言いながら彼女は背中に腕を回し、漸音ぜのんと銃音がのんから奪うばったサンタ服をその布袋に押し込んだ。

　なぜサンタ服を奪っているのかは理解できないが、今はそれを気にしている場合ではない。一番の問題は、サンタ服を奪われた被害者──彼女の足元に目を閉じて倒れている、半裸になった漸音と銃音だ。

「ふ──二人ふたりを、どうしたんだ！　お前、何をした!?」

「かは。少年ラガツツオ、そんなに焦あせらなくても大丈夫さ。ちっと殴って気絶させただけさね」

「ちっとも大丈夫じゃありませんよ！　覚悟しなさい！」

　このはが手刀を構かまえる。錐きり霞かはサンタ服の袖そでから黒の革ベルトを伸長させ始めた。

「お前には聞きたいことが山ほどある……狙ねらいは何だ。このン・イゾイーを倒すことか、それともフィアくんか。なぜ二人を襲おそった。いや、なぜサンタ服を奪っている？　赤い服を着ていた人間の失しつ踪そう事件にも関かかわっているのか？」

「こっちにも事情があってね。それは全部、一応やっといた準備、っていうだけだ。これから必要になるかどうかもわからん……とりあえず気にしないでもいいんじゃねーかな」

　不敵に笑う彼女に、ルービックキューブを手にしたフィアが油断なく足を踏み出した。

「何を言っておるのかわからんが……まあいい、事情なら後でゆっくり聞かせてもらう。《サンタ狩り》よ、貴様がすべきは説明ではなく、口を閉じて今すぐそこにぶっ倒れることだ！」

「だから《サンタ狩り》じゃなくてココロだっつーのに。ああ、よく見た目のせいか間違えられるけどロココじゃねーからな。あたしは日本人ジヤツポネーゼとイタリア人イタリアーノのハーフなんだ。ココロは日本語の心でイタリア語の心クオーレ……かは、そんなのどうでもいいっつー顔だな。いいぜ。正直、あたしも早く始めたい」

　そうしてココロが撫なでたのは、彼女の腰に装着されている奇妙な物体だった。

　装着されている場所、そして柄つかのようなものがあることからして、剣が収められている鞘さやなのだろう。が、その形自体が奇妙だった。通常の鞘のように薄うすくはなく、ひたすらに厚い。いや、厚いとか太いとかいうレベルではなく、それはほとんど直方体だった。縦たてに長い箱はこのような、どう考えても腰に吊つり下げるには向かない形状の鞘。

　その鉄製らしき鞘と、足に履はいている編あみ上げのグラディエーターブーツだけが彼女の赤さから外はずれていた。その寒そうだが動きやすそうなブーツの足で、彼女も一歩を踏み出す。

　そして──抜剣。

　彼女の手に握られた剣を見るなり、このはが不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せる。

「同じ刀剣として言わせてもらいますが、機き能のう美びのカケラもありませんね……勝ち誇る気分にもなりません。むしろ憐れん憫びんのようなものを覚えますよ」

　その剣はひどく、剣らしくなかった。

　装そう飾しよくが多すぎた。柄、鍔つば、それだけでなく刀身の半ばほどまでにも、よくわからないものがゴテゴテとくっついている。螺ね子じ、鉄の板、回路のようなもの、ぶらぶら揺れるチューブ。それらの機械的な装飾は混こん沌とんとした実じつ験けん室しつのような様よう相そうを呈ていしている。一方で、その間に見える乳白色のものは──もしや、骨だろうか。鍔には小さな頭ず蓋がい骨こつのようなものが嵌はまっているのも見えた。猿さるか何かか、あるいは嬰えい児じのものか。想像もしたくない。有機的な死の臭においがする装飾と、無機的な機械的部品の装飾。その二つが混然一体となって融ゆう合ごうし、剣はひどく歪いびつなフォルムを見せている。これでは確たしかに、あの直方体の鞘でなくてはまともに収納できまい。

「見た目だけでもわかるが……不ふ吉きつな気け配はいがする。呪のろわれた剣か」

「そリスのポス通タ・エりザツタ」

「剣としては三流もいいところです。そんな邪じや魔まなものを刀身につけてるなんて」

「腕でカバーできるからいいのさ。さて、始めようか。まずは──もう一度、確かく認にんさせてもらおうかね！」

　確認？　何を？　という春はる亮あきの疑問は追いつかない。そのときには、既すでにココロは剣を片手に間合いを詰めていた。狙ねらわれたのは──

「っ……！」

「かは、似合ってるじゃねえかよ、それ！」

　ン・イゾイーがサンタ帽をふわりと宙に浮かせて身を屈かがめる。褐かつ色しよくの足を伸び上がらせて、足を使ったアッパーカット──ココロは素早すばやく横に動いてそれを回かい避ひし、手にした剣で彼女の頭を狙ねらう。ン・イゾイーは手を支えにしてもう片方の足を振り上げ、剣を握るココロの腕を蹴けった。それをつっかい棒のようにして斬ざん撃げきを止め、その隙すきに引き戻していた初撃の足でさらに蹴りを繰くり出す──が、そのときふらりと彼女の身体からだのバランスが崩れた。逆さか立だち状態でその身体を支えていた腕が折れ曲がり、無ぶ様ざまに転倒。ココロが眉まゆを顰ひそめながら繰り出した再度の剣を、地面を転がって必死に避よけた。

　おかしい、と春はる亮あきは思う。ナイフはこのはが預かっているので、当然ながら今の彼女は素す手ででの戦いを余よ儀ぎなくされている。だがそれにしても、彼女の動きにはキレがなさすぎた。

「ちっ……やっぱこんなもんか。失望だ。なんだそりゃ、単体で《部位刻みハイ・シングル》に匹敵する戦せん闘とう力りよく、てのはドコ行った？　こりゃ帰ったら戦力分析班の奴やつに文句を──」

「十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》、禍動curse/calling！」

　ココロは長いマフラーを翻ひるがえしながら身を捻ひねり、フィアが突き出した長大な螺ら旋せん槍そうをその剣で受け止めた。かは、と嬉うれしそうに唇を曲げて、

「いいねえブオーノ！　元気がいい！　次はお前を確たしかめさせてもらうぜ、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ」

「この戦闘狂め！　セツコと同じように返り討ちにしてやる！」

「お前、話聞いてたか？　あたしは切せつ子こ達より強つえぇんだぞ？　おっ、と！　そうそう、全員で力合わせてやっていいぜ、あいつらにもそれでやっと勝ったんだろ？」

　フィアの相手をしつつ、ココロはその不格好な剣を一いつ閃せん。死角から伸びていた《黒くろ河かわ可か憐れん》と黒くろ絵えの髪、その両方を同時に断ち切った。

「ち……」

「切られたか。避けてくれれば、そのまま漸音ぜのんさん達をゲットするつもりじゃったんじゃけど……さすがに、そう簡かん単たんにはいかせてくれんね」

　二人ふたりの声を聞きながら、春亮はこのはに視し線せんを向ける。

「なあ、このは。悪いけど」

「わかってます……あの人の動きは達人クラスですが、久しぶりにわかりやすい戦い方をする敵です──明めい確かくな武器を持っている。いくら強かろうとも、わたしがあれに交こう叉さを一撃加えられれば終わりです」

「頼む」

　ぽん、とこのはのサンタ服が弾はじけた。次の瞬しゆん間かん、春亮の手には黒くろ鞘ざやに包まれた日本刀──このはの本来の姿が握られる。丁ちよう度ど、その先端部分にはサンタ帽子が引っ掛かっていた。少し前までは忙せわしくも楽しいクリスマスイブだったのにな、と思いながらそれを外はずし、

「行きます。気をつけてくださいね」

「おっけー……フィア、俺おれ達も行く！　無理するな！」

　このはの補助を受けて軽くなった身体で、春亮はココロに向けて走り出す。ン・イゾイーがふらつくような動作で立ち上がるのが視界に入った。問題はない。自分とこのはに任せておけばすぐ終わるぞ、と心の中で言っておく。

　相手の武器のみを一ひと太た刀ちで破は壊かいする《剣殺交こう叉さ》を使うためには、このはの持てる最大限の集中力で相手の動きを読み、最善の《機き》を察知する必要がある。つまりある程度は接近戦を行い、敵の攻こう撃げきの癖くせを探らねばならない。その間はこのはの身体操そう作さ力りよくが低下するため、春はる亮あきにとっては危険度が増すのだが──フィアがいればフォローはしてくれるだろう。

　ドリルと剣を打ち合わせていたフィアがちらりと視し線せんを向けてきて、

「気をつけろ、こいつ、強いぞ！」

「無理はしねえよ！」

　言いながら戦せん闘とう圏けん内に飛び込み、日本刀をココロに叩たたきつけようとしたとき──

「おっと。そいつは……」

　予想外にも、ココロはフィアと打ち合うのを止やめて大きく後退した。間合いを外はずされたこのはが困こん惑わくと警けい戒かいを見せ、春亮の足も止まる。ココロはその不格好な剣をとんとんと自分の肩で弾ませながら、ウインクをするように片目を細める。

「少年ラガツツオとカタナの組み合わせとくりゃ……あれだな、《剣殺交叉》って必殺技わざがあるんだろ？　どんなもんか見てみてー気もすんが、さすがにこれを壊こわされたら困る」

　知られていたのか、と春亮は目を見開く。このはの声は驚おどろきよりも不ふ審しんが強く、

「切せつ子こさん達には見せていないはずですけれどね……」

「かは、こりゃ別ルートで仕入れた情報さ。確たしかにあいつらはあたしが一番目をかけてる後こう輩はいだけどよ、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの団員は他ほかにもいっぱいいんぜ？」

「そうですか。まあいいです。その剣を壊されたくないというならば鞘さやに納めるのもいいでしょう。わたしが折るものが剣からあなたの骨に変わるだけです。素す手でになったからと言って手加減はしませんので」

「殺すって言わねーところが甘いよなぁ……まあいいか。つーか別に素手でやる気はねーぞ」

　言いながら、ココロは顔を動かす。視線の先にあったのは、あまり利用者もいないと思われる自販機だった。これでいいか、と軽く頷うなずきながら近付き──

　けたたましい音。彼女が手中の剣を振るい、その自販機を破壊したのだ。一いつ瞬しゆんだけ電気の火花が散るのが見え、春亮の足元にジュースの缶と小こ銭ぜにが転がってくる。

「な、何を……？」

「かは──決まってるだろ。壊れてもいい剣を作ろうと思ってさ」

　ココロが自販機の残ざん骸がいにその剣の先端を差し込む。剣の機械的な装そう飾しよくが駆く動どう音おんを立てたような気がした。剣の有機的な装飾が死者の苦く悶もんを発したような気がした。そして、

「……《メアリに捧ささげる儀ぎ礼れいの為ための無インオ機ーガニ系ツクト実験ライアル／第四二三五号》！」

　その呟つぶやきと同時、がちゃがちゃと残骸が独りでに動き始めた。自販機の中にあった部品が、機構が、見えざる手により持ち上げられ強引に組み直される。その複雑で奇怪な再さい構こう築ちくの様は、どこかフィアが立方体を変形させるときに見えるものに似ているような気がした。

　無む機き質しつな機械部品が集つどって形作るのは、細長く、先端が尖とがっており、鋭するどさを持った部分が一列に並んでいて、その下部では握りやすい太さの柄つかがあり、柄から滑すべった手を刃やいばから守る鍔つばが備わった──剣だ。

　彼女が元々持っていた剣にも負けるとも劣らない混こん沌とんさと歪いびつさを湛たたえたその残ざん骸がい剣けんは、馬すらも両断できそうなほどに長大だった。ギザギザに無む理り矢や理り組み合わされた刃を見る限り切れ味はよくなさそうだが、鉄色が作り出す質量はそれを補って余りあるように思える。

　ココロは元々の剣を四角い鞘さやに仕し舞まってから、よっ、と両手でその残骸剣を摑つかんだ。

「てな感じだ。さあ、やってみようか。まだお前らの力を測れるほど戦ってねえ」

「呪のろいの力か。よくわからんが、素直すなおに逃げていればよかったと後悔することになるぞ！」

「フィアさん、そんな不用意に……ああもう、仕方ないですね！　わたし達も行きます！」

「わ、わかった！」

　フィアと共ともに間合いを詰め、残骸剣を構かまえたココロに肉にく薄はく。ドリルと残骸剣が激げき突とつした隙すきに日本刀が奔はしるが、見た目とは不釣り合いな速度で引き戻された残骸剣がそれを防ぐ。こんなものを軽く振り回せるとは、いったいどういう筋力をしているのか。ココロは再び伸びてきた錐きり霞かの革ベルトを切断し、黒くろ絵えの髪の槍やりを叩たたき斬きり、暴ぼう風ふう雨うのような圧力で春はる亮あきに連れん撃げきを繰くり出す──そんな攻防が繰り広げられることしばらく。

「ええい……また、そんな、美しさゼロの剣を！　春亮くん、いいですか!?」

「だ、出し惜しみしてる場合じゃねえとは、思うぞっ……！」

「ですね。では──」

　ココロが一撃を繰り出した。だがその予兆は既すでに識しっている。武器の心しん臓ぞうは既に見えている。刹せつ那な、春亮の握る黒鞘から、このはの真実の刃が不殺の決意をもって解き放たれ──

「《剣殺交こう叉さ》！」

「うおっ、と!?」

　どんな理屈で接合されていたのかはわからなかったが、武器の形状を取っている以上、それには《急所》が存在する。このはの刃は狙ねらい違たがわずその一点を破は壊かいした。その破壊力はさらに残骸剣全体へと伝でん播ぱする。自動販売機の部品で組み上げられていた有り合わせの剣が、再び何百かの部品へと弾はじけていく。ぼろぼろと崩れていく。

　その隙をフィアは逃のがさない。春亮の脇わきを擦すり抜けるようにしてさらに距きよ離りを詰め、

「ウシチチめ、やるなら先にやると言っておけ……！　仕方あるまい、このままだ！　急所は外はずしておいてやる、下へ手たに動くと大怪け我がするぞ！」

　手加減しやすい別の拷ごう問もん具ぐに変える暇ひまはない。フィアはそのまま螺ら旋せん槍そうを突き出す。

　予想通りに──いや、予想以上に。

　その螺旋はココロの身体からだを、その太ふと股ももを貫つらぬいた。

「へぇ……本当に一発でぶっ壊こわれたな。なるほど、すげぇ技わざだ。感心感心……ご褒ほう美びに、下手に動いてやったぜ？」

「ば、馬ば鹿か者もの。お前、何を……!?」

　フィアが呻うめいたのも当然。ココロはドリルに対して、一歩前に足を踏み出したのだ。それはつまり、フィアが意図していたよりも深くその螺ら旋せんが突き刺さってしまったということで──

　ココロは顔を顰しかめながらも笑っていた。フィアが震ふるえながらドリルを抜く。それが刺さっていた太ふと股ももには大穴が開いていることだろう。赤いスカートの下から新たに生まれた自然の真しん紅くが、彼女の足を這はって地面へと逃げていった。

「ああん……？　なんだよ、追つい撃げきはないのか。ち、これはまたつまらん予感がするぜ……」

　そんなことを言っている場合ではないだろう、と思った。一体何を考えているのか。止血せねば危険でないのか。それとも既すでに諦あきらめたのか──

　そんなはずはなかった。

　ふと気付けば、ココロの姿に異変が起きている。それは理由のまったくわからない、主おもに女性陣がぴくりと眉まゆを寄せるような異常。

　ココロのスカートが消えていたのだ。

「い……いつ脱ぎました、露ろ出しゆつ狂きようですか!?　うっぷ、というか、血がよく見えるので、ちょっと遠えん慮りよしたいところです……！」

「こらハレンチ小僧め、まじまじと見るな！　目を閉じろ！」

「そうしたいところだけど、そうもいかんだろ!?　だって……」

　何かがおかしい。ココロはスカートを脱ぐ仕し草ぐさなど見せていなかった。ただ──消えたのだ。

　彼女がその手で、スカートの布地を太ふと股ももの傷口に押し当てるようにしただけで。

　唇を曲げたココロは、剝むき出だしになった自分の太股、拷ごう問もん具ぐが突き刺さったあたりをさらに掌てのひらで撫なでた。零こぼれていた血液が拭ぬぐわれ、赤の面めん積せきが広がり、そして──その下から、つるりとした肌が現れる。フィアが作り出した傷口は、もうその足のどこにもなかった。

「な、なにが……？」

　春はる亮あきの呟つぶやきに、下着を隠そうともせずにココロが背筋を伸ばした。

「かは、サービスがよすぎて驚おどろいてるか、少年ラガツツオ！　ま、細かいことは気にするな！　こーいうもんなんだよ、この《血塗られたレジネッタ》は」

　つんつんと自分の服の袖そでを引っ張りながら言う。それに錐きり霞かが眉まゆを顰ひそめ、

「まさか、それも禍具ワース……だと？　呪のろわれた服。そして……傷を治す呪いがある……？」

「正リスポ解スタ・だエザツタ。知ってるぜ、てめーも同じようなの着てるんだろ？　そっちの不死性にはちと及ばねーが、これもちょっとしたもんでね。元々はドレスなんだが、その布地を再さい縫ほう製せいしてこうなってる──ま、今は《呪われた布》みたいになってる感じか。赤いドレスが似合うね、と言われた女がずっとそれを着続けてたんだが、その女はそう言ってきた男に騙だまされていた。でも女はそんなはずはない、自分達は愛し合っている、彼が褒ほめてくれたこの赤い服が証拠だ……とか思い続けて、その妄もう執しゆうで呪のろわれたものさ。で、女を心配した親か友人かがその赤い服を脱がそうとして破った瞬しゆん間かんに女はショックで死んじまったとか」

　わかるかい？　とココロは首を傾かしげ、

「つまりその女にとっては、この赤い服が自分という存在そのものになっていたのさ。これはそういう呪いを持っている。本人と服が二つで一つの生き物になるんだ。感覚を共有しているから、服が完全に消失すれば死ぬし、破られれば痛みを覚える。常人なら裂かれただけでショック死するかもしれねぇな、あたしは鍛きたえてるから平気だけど。で、二つで一つの生き物になっている以上──この服は、所有者の傷を肩代わりすることができる」

　彼女の足に視し線せんを向け、先刻のことを思い出す。傷が塞ふさがり、代わりにスカートが消えた。その現象こそが、彼女の言う《呪い》なのか。

「赤は血と生命力の象徴、とか誰だれか言ってたっけな。だからこの赤い布はあたしの《生命力そのもの》の代わりになって、傷口に押しつけるとそれを治してくれるわけだ。必要とした生命力のぶん……つまり傷のデカさに応じて布の面めん積せき自体が減っちまうんだが」

「なるほど。今は足の傷を治すために、スカート部分の布を生命力に変換した。じゃからスカートが消えた……というわけじゃね。それはそれは、頑がん張ばって戦うたびに露ろ出しゆつ度どが高くなる男のコのユメ的なアイテムじゃー」

「馬ば鹿かげている。自慢などしたくもないが、あえて言おう……性質と形状が似ているとしても、お前のそれは私の禍具ワースよりも低級だ。つまるところ、お前をさらに傷つけ、さらにお前がそれを治ち療りようすればいつかは全すべての布が消失する。有限性のある能力ならばどうということはない」

　黒くろ絵えと錐きり霞かが言うと、ココロはかはと笑った。

「有限ねぇ。一つ聞くが、何度でも繰くり返せる有限は無限とは言わねーのかな？」

　彼女は背中の布袋に手を伸ばし、漸音ぜのんが、あるいは銃音がのんが着ていたサンタ服を引っ張り出す。そしてそれを、適当な仕し草ぐさで自分の下半身に押しつけると──なぜか。

　今度はそのサンタ服が消え、代わりに彼女が今まで穿はいていたスカートが復活していた。

「二つで一つの生き物。だったらこの服が人のように食事してもおかしくねーな？　食しよく糧りようは単純、赤い布ならなんでもいい。そうすりゃこいつは消失した面積を勝手に補って再生する」

「赤い布が、食糧……そうか。わかってきたぞ」

「うちもー。《サンタ狩り》が始まったのは、あっちの褐かつ色しよくさんが襲おそわれるちょっと前から……わかりやすく言えば、赤い布はあの人にとってやくそうとかポーションなんじゃね。バトルの前に一応回復薬を準備しちょいた、と。あの赤いマフラーもそうかしらん」

「な、る、ほど。だが──それなら、だ！　貴様は《サンタ狩り》を始める前に、赤い服を着ていた人間を丸ごと連れ去っているな!?　服だけでいいではないか、なぜそんなことをした!?そいつらはどこにいる！」

「それもまあ保険みたいなもんさね。そこの研究室長国の狩人と接触するまでちと時間があったからよ、暇ひま潰つぶしも兼ねて一応やっといたんだ。相手は誰だれでもよかったんだが、ついでに赤い布も補充しとこうと思って、服の色で選ばせてもらった……ま、結局はその保険も赤い布の補充も必要なかったくせーが」

「必要なかった……？」

　春はる亮あきが聞き返すと、ココロは小さく溜ため息いきをついた。一気に、つまらなさそうな、呆あきれた表情になって、

「決まってんだろ？　怒りで無む理り矢や理り元気出してるみてーだけどよ……駄だ目めだな。いろいろ準備してた自分が恥ずかしくなるくれーにガッカリだ。する必要もねー説明をわざとグダグダしてやったのに、なんでその間に襲おそってこねーんだ？　こっちはいつ来るかと思って楽しみに待ってたんだぞ。つーかカタナはゲロ吐きそうな気け配はいだし、てめーも──さっきそれをブッ刺したときからだな。何ビビってやがる？」

　フィアはぴくりと肩を震ふるわせた。それを誤ご魔ま化かすかのように声を荒らげて、

「び、ビビってなぞおらんわ！」

「そうかい？　ならもっと見ろよ、この血をさ。てめーがやったんだぞ、もっと誇らしく気分良さそうな目でギラギラムラムラと見ろよ？　これからもっとするんだろ？　あたしはてめーらの敵だ、そうして当然だ。傷は治るから遠えん慮りよはいらねーぜ。細かいことは気にすんな、やりたいようにやれよ。何でも突っ込んでいいんだぜ、搔かき回していいんだぜ、最高に気持ちよくなっちゃってもいいんだぜ！」

「う、うるさい、うるさい……！　おかしなことを、言うな……！」

　フィアの手が震えている。その顔が歪ゆがんでいる。彼女が見ているのはココロではなかった。自分の螺ら旋せん槍そうの先端に付着した色で、ココロの白い太ふと股ももにべっとりと張り付いた色だった。

　注視したくない、意い識しきしたくない、赤。

　それを、フィアは見せられている。意識せざるを得ないように、させられている。

　そんなフィアの反応に、ココロは眉まゆを顰ひそめた。やはりお嬢じよう様然とした外見とは不釣り合いな仕し草ぐさでぼりぼりと頭を搔かいて、路ろ地じ裏うらの夜空を見上げて、

「あー、やっぱりだ……つ・ま・ん・ね・えー！」

　一言一言を区切るように、心底苛いら立だったように叫ぶ。不ふ機き嫌げんそうな目でこちらを睨にらみ、

「ったく、拍子抜けだぜ。研究室長国の狩人も、拷ごう問もん処刑の立方体も……わざわざあたしが来てやったんだぜ？　もうちっと楽しませろよ……あーくそ、しょうがねーな。まだるっこしいのは嫌いなんだが、やっぱこうするしかねえか」

　そして彼女はあっさりと踵きびすを返した。その行く手にいるのは──

　未いまだ倒れたままの、漸音ぜのんと銃音がのん。

「行かせるかっ！」「右に同じ、じゃ！」

　息を吞のんだ錐きり霞かと黒くろ絵えがそれぞれの得え物ものを伸長させる。だがココロは四角い鞘さやに納めていたあの不格好な剣を再度引き出してベルトと髪を断ち切った。春はる亮あきも走り出すが──血に耐えるこのはの助力は少ない。間に合わない！

　その身体からだのどこにそんな力があるのか、ココロは漸音ぜのんと銃音がのんの身体を重ねて肩に担かつぐ。

「ま、待てっ……！　二人ふたりを、どうするつもりなのだ！」

「あぁん？　簡かん単たんに言や、人質だよ。人質以外の何物でもない人質だよ。切せつ子こ達からてめーらのことはちっと聞いてんだ。仲間想おもいらしいから、こーすりゃちっとは本気出して強くなってくれるだろ？　そうじゃなきゃ困る。時間は明日あしたの夜……めんどくせーから零時でいいか。場所は──あっちらへんの街外はずれに廃工場みてーなところがあるだろ。そこだ。来なけりゃこいつら殺す。てめーらは一日、しっかり嫌いやな想像をしてあたしを憎んで怒りを溜ためて本気出せるようになっとけ。あたしは何すっかわかんねーぞ……ひょっとしたらレズかも？　姉妹を丼どんぶりにして美お味いしく食っちゃうかも？　とかな」

　最高につまらなさそうに言い、ココロは走り出す。最後の抵抗としてもう一度黒絵と錐霞が攻こう撃げきするが、髪とベルトは先刻と同様に切断された。フィアがふらつきながらも拷ごう問もん車しや輪りんを投げる。それも弾はじき返される。春亮の足は間に合わない。畜ちく生しよう。他ほかに奴やつの足を止める方法は──と春亮が思った瞬しゆん間かん、視界の隅すみで何か褐かつ色しよくのものが動く。

「おっと？」

　剣を仕し舞まっていたココロが半身になって振り返り、飛んできた小さな物体を摑つかみ取る。それは楔くさび形がたになった機き械かいの部品のように見えた。自販機が壊こわされたときに転がってきたらしきそれを、ン・イゾイーが足で摑んで矢のように投とう擲てきしたのだ。

　ココロは一瞬だけ足を止め、その機械片を軽く見やった。にやりと笑いつつ、

「ふぅん……ま、てめーも本気になってくれれば言うこたねえ。そもそも最初の狙ねらいはお前だったんだからな、狩人。期待してるぜ……と、いけねぇ、あまりに弱すぎるのにビックリして忘れてた。箱はこみてーなの持ってるだろ、お前ら？」

　持っている。ン・イゾイーが奪うばい、そしてフィアが預かっている箱。人の一番の願ねがいを叶かなえる──誰だれかを生き返らせることができるという、箱。

「っ……」

「ん、まだ持ってるみてーだな。ならよしだ。お前らにも生き返らせたい奴やつの一人ひとりや二人いるだろ。自分のものにして使いたいところだろうが──」

「ば、馬ば鹿かを言うな！　誰が、あんなもの、使うものか！」

　フィアが唇を嚙かみ、怒ど鳴なる。ココロは首を傾かしげ、

「はぁ？　なんでだ？」

「使い方なぞ知らんが、呪のろわれておるのだろう、どうせろくでもないことになるに決まっておる！　それに、アイコは死んでおらん……絶対に、死んでおらんから……！」

「変な奴やつだな。なんでそんな、そいつが死んでると思うこと自体が許されないみたいな言い方してんだ？　よくわかんねーが、半はん死し半はん生しようの奴でもいんのか。植物人間とかか？　まぁとにかく、そりゃ本当に死んだ奴でも生き返らせることができる大事なもんだから」

「うるさい、黙だまれ……！　とにかく、死んでおらんから、必要ないのだ！」

　フィアが声を荒らげて叫ぶ。ココロの言葉によって抉えぐられた胸を押さえるようにしながら。

　春はる亮あきはそのフィアの気持ちを理解し、同時に疑問に思う。自分だって、箱はこのことは、藍あい子こに関する不安のことは、考えないようにしている。もう目覚めない可能性があるとは思わないようにしている。

　けれどフィアはそれ以上に、一段上のレベルで、絶対にそう思ってはいけない、そう思うくらいなら死んだほうがマシだ、と自らに言い聞かせているような気がした。それはほんの少しの、けれどどこか大きく思える差異。今け朝さ、フィアがあの箱の存在そのものを意い識しき的てきに軽視するような態度を取っていたことも思い出す。これはあのときにも感じた違和感だ。

　勿もち論ろん、藍子には死んでいてほしくないし、箱を使いたくもない。このフィアの態度は、そういう当然の理由だけで説明がつくものなのだろうか──？

　そんな答えのない思考が許されたのは一いつ瞬しゆんだけだった。春亮はただ、つまらなさそうにココロが肩を竦すくめたのを見る。

「ムキになんなよ、わけわかんねぇ。とにかく、それは一応手元に置いときたい程度には貴重なものなんだぜ、ってのを言いたかったんだ。今取り返してもいいんだが、面めん倒どう臭くせぇ。明日あしたにゃそれも忘れずに持ってくるように。以上だ。じゃあなチヤオ」

　ついでのように、彼女は軽くそう言って。

　二人ふたりを抱えたまま、闇やみ夜よに消えた。
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「お、のれ……何が、願ねがいが叶かなう日、だっ……！」

　苦労して稼かせいだバイト代の入った封筒を、フィアがテーブルに叩たたきつけた。その音が、ただ静かな夜や知ち家の居間に響ひびき、消えていく。

　あれから懸けん命めいにココロを追ったが、結局見つけることはできなかった。そのうちに突然消えた自分達を捜していたケーキ屋の店主から連絡が入り──余計な心配をさせるわけにもいかないので、仕方なく一度ケーキ屋に戻ってバイトを終了させたのである。衣い装しようのまま消えた漸音ぜのん達のことは適当に誤ご魔ま化かしておくしかなかった。

「最低の……クリスマス、だ。こんな、ゼノン達が……」

「俺おれの、せいだ。俺が、サンタ服着ますか、なんて言ったから……そうだよ、馬ば鹿かか俺は。《サンタ狩り》を誘おびき出すつもりだったんだから、サンタ服着てたら危険度は上がるだろ……！　なんでそれを考えなかったんだよ、くそっ！」

　春はる亮あきは拳こぶしを握にぎり締しめる。眼前には、とりあえず落ち着きましょう、とこのはが淹いれてくれたお茶があるが──とても手をつける気分にはなれない。自分の愚おろかさが我が慢まんできなかった。

「春亮くん一人ひとりのせいじゃありませんよ。危ないと思っていたらわたしも止めています。一いつ緒しよにバイトしていれば手出しはできないはず、と思って油断していた……わたしにも、責があります」

「誰だれの責任、とかいうのはあんまり建設的じゃないと思うな、うちは……」

「黒くろ絵えくんの言う通りだ。今は他ほかに考えねばならないことがある」

　考えている。いつも冷静で、理事長室に行くたびに優やさしく迎えてくれた彼女のことを。ダルいダルいが口くち癖ぐせで、けれどそう言いながらも怪け我がをしたときには保健室の先生らしい手当てをちゃんとしてくれた彼女のことを。

　あの二人ふたりに──ココロは一体、何をしようとしているのか。

「……考えることなど、ない。私達がすべきは、二人を取り返すことだけだ。決けつ闘とうのようなことがしたいのなら、いいだろう。行ってやろうではないか。行って、今度こそ本気で──あいつを、ぶちのめす……！」

「それしか、ありませんね。そのためにわたし達がしておくべきことは……きっと、テーブルを殴ることなんかではないですよ」

「わかっておる……力を、溜ためておくことだ」

　そう言ってフィアは立ち上がった。何かあれば起こせ、と背中越しに告げてから、居間を出ていく。襖ふすまの閉まる音が聞こえてからしばらく、このはの顔が春亮のほうを向いた。意い識しきしてそうしているのだろう、優しく微笑ほほえむ。

「春亮くんも、今日きようはもう寝たほうがいいですよ」

「でも……寝れねえよ、こんな……」

「寝れなくても、です。お風ふ呂ろに入るなら入って、横になって目を閉じてください。春亮くんの体力がなかったら、たとえわたしがフォローしても動きは鈍にぶります。そんな状態で漸音ぜのんさん達を助けに行くつもりですか？」

　優しい表情だが、そこには有う無むを言わせぬ気け配はいがあった。明めい確かくに正しく、そして厳きびしい言葉。

「わかったよ……俺も、寝る。風呂は、今日は、いいや……」

　何か言いたそうな錐きり霞かの視し線せんを感じたが、言葉をかける余裕はなかった。ぼんやりと何かを考えている黒絵、天てん井じようを無感動に見つめるン・イゾイーの横を通り過ぎ、春亮も居間を出る。

　廊下に出て自室へ向かっていたとき、フィアの部へ屋やからぼふんという音が聞こえた。枕まくらを投げたか、殴ったかしたような音。春亮は部屋の前で一いつ瞬しゆん足を止める。躊躇ためらったが、結局声をかけることはしなかった。

　自分も、部屋に帰ればおそらく同じことをしてしまうだろうから。




　フィアは布ふ団とんに寝転がったまま、暗い天てん井じようを見上げていた。

　眠れない。眠れるはずがなかった。

　けれど体力は回復させなければならない。眠れなくても眠るべきだ。先刻苛いら立だち紛まぎれに投げ捨てた枕まくらを取りに行く気力もなく、適当に寝返りを打った。すると枕元にあるものが目に入る。

　そうだったな、と思い出し──自じ嘲ちよう気味に、笑った。

　数日前から用意している、靴下。だが、

（サンタクロース……来るはずが、ないな）

　奴やつは眠っている人間のところに訪れると聞く。ならば眠らない自分のところには来ないだろう。もし来たところで、きっと自分は捕まえてしまう。そして──どんな素敵すてきなプレゼントを持ってきていようとも、構かまわず文句を言ってしまうだろう。

　今欲しいものは、これではないのだと。

（ああ……本当に、私は。愚おろかで、我わがままで……とても、いい子だとは、言えんな……）

　だから、来るはずがない。面めん倒どうな願ねがいばかりを抱えている自分のところになど。漸音ぜのん達の帰き還かん。呪のろいを解いて人間のようになりたい。藍あい子ことまた会いたい。ほら、面倒だ。どれ一つとして簡かん単たんには叶かなえられない。

　サンタクロースは来ない。誰だれかが願いを叶えてなどくれない。ならば──

　自分で、やるしかない。

　フィアはルービックキューブを握っていた手に力を込め、ひたすらに天井を睨にらみ続けた。

　サンタクロースの降りてこない、天井を。




　日本刀の化け身しんと共ともに客間へ戻る。昨夜の襲しゆう撃げき者しやを撃退したときのまま、天井には穴が開いていた。これも自分のせいなのだろう、とン・イゾイーは思う。

　背後の日本刀が小さく息を吐くのが聞こえた。今はこんなことをしている場合ではないのに、というような感情がその嘆たん息そくから伝わってきた。彼女の立場になって考えるなら、確たしかに、今はこの自分を監かん視しするよりも明日あしたの決戦に備えて休んでおきたいはずだ。

　しかし──それらは全すべて、無意味だ。

　ン・イゾイーは足を止めた。敷しかれたままの布団に潜もぐり込むこともなく、ただ佇たたずむ。

「……どうかしましたか？」

「我が質問・あの少年は寝ましたかと問います」

「部へ屋やで寝ているはずですが……春はる亮あきくんが、何か？」

　話題が彼に関することであるためか、背後の日本刀が声を硬くして聞き返してくる。

「ならばそちらにも懸け念ねんはないと判断します。我わが希望・一つの行為に対する許可。プァマークペヤをさせてください」

「ぷぁま……なんですって？」

「……日本語でどう表現すれば正しいかという知ち識しきは知りません。その概がい念ねんが存在するのかという知識も知りません。しかし、あえて言うなら──そう」

　今からすべき行為を説明する言葉は何なのか。近いものを探す。太陽の光で行う場合の呼び方は知っていた。だからそれを置き換えて、

「月光浴、かと」

「はぁ……日本語としてあるような、ないような……まあいいです、わかりました。少しなら許可しましょう」

「感かん謝しやします」

　軽く頭を下げ、ン・イゾイーは部へ屋やを出る。勿もち論ろん日本刀もついてきた。縁えん側がわのガラス戸を開け、ン・イゾイーはサンダルを履はかずに裸足はだしのまま庭へ下りた。

「ああもう……家に上がる前には足拭ふいてくださいよ。それにしても、どうして月光浴するのに春はる亮あきくんの動向なんか気にして──」

　おかしなことを言う、と思った。自分にも羞恥心くらいはあるのに。

　そうしてン・イゾイーは、庭の中心で、冷たい月明かりが差し込むばかりの空間で。

　服を脱ぎ始めた。

「な、ちょっ……!?」

　日本刀の化け身しんがおろおろとこちらを見たりあの少年の部屋を気にしたりするのを感じながら、ン・イゾイーは全すべての服を脱いで一いつ糸し纏まとわぬ姿になる。生まれ故郷とは比較にならないほど冷たい風が、剝むき出だしの肌を撫なでた。

　頭上の空を見上げる。月は故郷と同じに輝かがやいている。軽く足を開いて立つ。大地も故郷と同じに悠ゆう然ぜんと在ある。目を閉じて、それら全てを受け入れた。

　風が髪をふわふわと揺らし、大気が胸を抱ほう擁ようする。それらの感覚を臍へそに集結させていく。同様に、足の裏で踏ふみ締しめる大地の感触を味わった。草の息吹いぶきと土の気け配はいが足を伝わって立ち昇ってくる。踝くるぶしを包み、太ふと股ももを這はい、下腹に優やさしく触れ、そして臍に到達する世界の気。

　循じゆん環かんさせて、受け入れる。これが必要だと思えた。

　弱くなってしまった自分には、これに縋すがるより他ほかにないと思えた。

　きっと、これを見ている彼女には、彼女達には、理解できないだろう。実効性のない原始的な儀ぎ式しきとしか思えないだろう。それでもよかった。それは彼女達にとっての未知であるというだけのことだ。

　自分に未知と既知の闘とう争そうを教えてくれた人物のことを、頭に浮かべた。

　彼は部族の掟おきてを、部族の儀式を否定しない。彼は言った。僕の既知が君の未知であるように、君の既知が僕の未知である可能性もあるんだ。興きよう味み深ぶかいね。あるいは本当に力があるのかもしれない。それが証明できない未知である以上、僕は君のスタンスを決して否定しない──
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　それを聞いていたからこそ、こうするのだ。少しでもいい。力を得られるように。

　清浄な月光に向けて、ン・イゾイーは両腕を伸ばす。

　ああ。

　自分は、呪われてしまっている。

　脳のう裏りに刻まれたその瞬しゆん間かんのことを、思い出したくはないが思い出す。自分は戦士として戦い、室長の妹も死力を尽くして戦い、勝利のために彼女はあれを行った。この呪のろいは彼女が与えたものだ。けれど──彼女に対する恨うらみはなかった。戦士は勝利のためならいかなるものも利用して当然。自分の油断を悔くいるしかない。

　自分が呪われていることが、全すべての原因だ。全てがそれで狂っている。今の自分では年老いた兎うさぎ一匹捕らえることはできないだろう。弱い。呪われた自分は、弱い。

　自分が強ければ問題はなかった。その責任を取るためにすべきことは一つだ。強さを取り戻すこと。今からでも、間に合うか。

　違う。間に合わせるのだ。間に合わせなければならない。

　だから。だから──




（ああもう、早く服を着なさい。春はる亮あきくんが起きてきたらどうするんですか……！）

　ハラハラと彼女を見守ることしばらく。ゆっくりと彼女が身体からだを回し、こちらに向き直った。ただ自然体で立っている。褐かつ色しよく肌の何もかもが月光の無ぶ遠えん慮りよな視し線せんに晒さらされている。手で隠すとかなんとかしなさいよ、と思ったとき、このはは気付いた。ン・イゾイーはいつもの無感動な瞳ひとみだった。けれどもそれは、何かを真剣に伝えようとしている瞳であるようにも思えた。

「そちらの危き惧ぐは理解します。けれど、今の状況はそれを気にしている状況ではないと判断します。我わが危険・敵が狙ねらっているという事実。故ゆえに──」

　目を逸そらさず、静かな言葉で、彼女は続けた。

「我が要求・武器の返へん還かんを求めます」

「言いたいことはわかりますよ。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズはあなたも標的にしている。立ち向かうには武器がいる。でも──悪いですが、まだわたしはあなたを信用しきれません」

「武器を手にしてもけっしてそちらを襲おそいはしないという誓いを誓います」

「だから、そう言われてもですね……」

　ふ、とン・イゾイーが息を吐く。続いて聞こえてきた。

　真しん摯しで、そして決意ある声が。

「ならば──どうしても、自分の言葉が信じられないならば。今その刃で切りつけても構いません。見ての通り、現状は無防備の現状。甘んじて受けます」

「な……!?」

「我が判断・あの竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズは強い。次に狙ねらわれれば、無手では確かく実じつに敗北します。いずれ死体になるのならば──今ここで死体になっても、同じこと」

「……本気で言ってるんですか？」

　こく、と灰色髪が縦たてに揺れた。このはは肩を竦すくめながら、呆あきれたように嘆たん息そくする。

「まだ日本語が理解できてないだけと思いたいですね。上うえ野のさんではありませんが、そんな馬ば鹿かげたことを言うなんて理解できませんよ。それよりいつまでも素っ裸でいられるとこっちのほうが恥ずかしくなるので早く服を」

　言いながら、何の予備動作もなく手刀を突き込んだ。

　急所中の急所、心しんの臓ぞうへ。

　ン・イゾイーは避よけなかった。ぴくりとも動かなかった。

　ぎりぎりのところで指を曲げ、このはは貫ぬき手てに胸を抉えぐる役目を果たさせない。褐色の膨ふくらみに、一筋の朱しゆが走った。見たくないので見なかった。代わりに、じっとこちらの目を見つめているン・イゾイーを見返し──再度の、嘆息。

「……わかりましたよ。事情が事情です」

「その受じゆ諾だくに感かん謝しやします」

「ですが下へ手たな動きはしないように。武器が手に入ったところで、わたし達はそう簡かん単たんにはやられません。あと、言うまでもないことと思いますが──春はる亮あきくんに何かをしようとすれば」

　握り込んでいた拳こぶしを、ゆっくりと開く。その指先が、たった今作り出した薄うすい刀傷を軽くなぞった。褐かつ色しよくの曲きよく線せんが小さく震ふるえ、んっ、と彼女が呻うめき声ごえを漏らす。

「殺すぞえ。臓腑を割り開かれた獣の様はよく知っておろう、未開の狩人よ？」

「……受じゆ諾だく」

　やれやれ、とこのはは瞳ひとみの圧力を弱めて身を退ひいた。とりあえず服を着なさい、と言うと、ン・イゾイーは素直すなおに衣服を拾って身に着け始めた……どうでもいいがあの下した穿ばき、あんなにお尻しりに食い込んで苦しくはないのだろうか。彼女が服を着終わったところで、このははポケットに入れて持ち歩いていたナイフとゴム弓ゆみ、そして手て錠じようとその鍵かぎを手渡す。ン・イゾイーはナイフをスカートの下のホルスターに仕し舞まい込み、左足の親指に手て慣なれた様よう子すでゴム弓を巻きつけた。手錠は輪わの片方だけを手に嵌はめる。

「矢はさすがに持ち歩けないのでわたしの部へ屋やに隠してあります。ついてきてください」

「……家の中に入るのは二度手間。諦あきらめることにします」

　二度手間？　とその単語が意味するところを考える。家に入るのが手間。つまり、まだ彼女には外でする用事があるということだ。それは──？

　理解が至ったのは、ン・イゾイーの動きと同時だった。かちり、と彼女はもう片方の手にも手錠を嵌め、つまりは文化祭のときにも見た戦せん闘とう態たい勢せいになり──

「残念ながら、この判断は甘い甘さだと判断します」

　褐色の足が曲がり、スカートの中から何かを抜き取る。

　駆く走そうする硬質な銀光は、同色の月げつ明めいとは混じり合わない。
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　何かが響ひびく音で春はる亮あきは目を覚ました。今までに何度も聞き覚えがある音。鋼はがねと、鋼の性質を具そなえた何かが打ち合わされる音。

　慌あわてて布ふ団とんを跳はね飛ばし、部屋を飛び出る。音の発生源は庭だった。

「な、なんで……!?」

　理解できない。そんな気け配はいは微み塵じんもなかった。彼女がそうする意図を推測もできなかった。けれど、今──眼前にあるのは、足のナイフでこのはと打ち合っている、ン・イゾイーの姿。

「わけがわからんが、本ほん性しようを出しおったか!?　ウシチチめ、なぜ武器を盗とられておるのだ！」

　同じように音を聞きつけたのか、フィアも部屋から飛び出してきていた。一いつ瞬しゆんで状況を悟り、ルービックキューブを鉈なたに変えて庭へ突進する。

「わたしも、迷ったんですよっ……！」

「言いい訳わけなど聞かんぞ、あほーめ！」

　二人ふたりの攻こう撃げきを足ナイフでいなしながらン・イゾイーは少しずつ後退していく。そのとき離はなれの部屋の窓が開き、黒くろ絵えも眉まゆを顰ひそめながら庭に下りてきた。さらには錐きり霞かも姿を現し、

「ン・イゾイー！　やはりかっ！」

　刹せつ那なに表情を険けわしくして、《黒くろ河かわ可か憐れん》を凄すさまじい勢いで伸ばした。踊るようにナイフを振るっていたン・イゾイーはバク転の動作で両手を地面につき、大地を強く押して跳ちよう躍やくする。

　音もなく着地したのは、塀へいの上。距きよ離りの近くなった月光が、その灰色髪と褐かつ色しよくの肌を淡あわく照らし出す。その高みから、彼女は無言でこちらを見下ろしていた。

　錐霞はぎりぎりと音がしそうなほどに奥歯を嚙かみ締しめながら、

「何の……つもりだ！　何を企たくらんでいる！」

「たいした企みは企んでいないと説明します。ただ判断しただけです──自分は研究室長国に帰るべきだ、と。その理由は、ここですべきことがなくなったという理由です」

「すべきことが、なくなった、だと……？　あの竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズはどうする！」

「関係ありません。敵が勝手に自分を狙ねらっているだけであって、付き合う義理はありません。無視します。また追ってきて出会うなら、そのときまた戦うだけです。決けつ闘とうのようなものも、連れ去られた一般人も──我わが意見・関係ありません、という繰くり返し」

「ふざける、な……！　奴やつはお前がおったからこの街に来た！　だからゼノン達が巻き込まれた！　元げん凶きようはお前だ！」

「他ほかの言葉を探すなら、知ったことではありません、という言葉です」

　フィアが鉈なたの柄つかを強く握にぎり締しめる。ふざけるな、と春はる亮あきも思った。それはないだろう。たった数日でも、一いつ緒しよに暮らして。ほんの少しでも、一緒に働いて。何かがわかり合えたような、そんな気がしていたのに。

「理事長のことは、どうすんだよ……渡す書状があるんだろ」

「現状では達成不可能。あの二人ふたりが攫さらわれた以上、帰き還かんの日程を知ることすら不可能です。態勢を立て直すべきだと判断します」

「他ほかにも……何か《知るべきこと》があるとか言ってなかった？　それはどうするんかな」

　黒絵の言葉で気付いたが、塀の上に立つ彼女の胸元にあのメモ帳はないようだった。もう必要ないということなのか。その春亮の考えを、ン・イゾイーの言葉が補強する。

「元々、探すべき研究命題シームが《世せ界かい橋ばしガブリエルに関する情報を知ることである》という判断が正しいという根拠はありません。また、仮にそれが正しいとしても、あの二人が攫われている現状ではこれ以上の情報を得ることは困こん難なん。時間を無む駄だにするよりは、一度帰還し室長に指示を仰あおぐべきだと考えます。単純です。何を知るべきか再度質問すれば問題は解決します」

　その台詞せりふに、なぜか錐霞がぴくりと眉まゆを寄せる。しかしそれを気にすることなく、ン・イゾイーは灰色髪を縦たてに揺らして続けた。

「我が感かん謝しや・看かん病びようと治ち療りよう。ですが、それ以上の面めん倒どう事ごとに首を突っ込むつもりはありません」

「正直、逃げるなら好きにしなさい、と言いたいところですが──今は猫の手も借りたいところ。竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズがあなたを狙ねらうなら、注意を逸そらす囮おとりくらいにはなります。簡かん単たんに許可できることではありませんね」

　このはが一歩を踏み出す。フィアが鉈なたを処刑杭くいに変形させてそれを振りかぶる。黒くろ絵えが髪を蠢うごめかせ始め、錐きり霞かの革ベルトが鎌かま首くびをもたげる。だがそれらを平然とした目で眺め、ン・イゾイーは僅わずかに身を屈かがめた。自分の左足に向けて腕を伸ばし、

「っ……矢は返していない、はずですがっ……！」

「我わが教示・狩りの最中に矢が尽きたならば、こうします。当然のことです」

　足の親指に巻かれたゴム弓ゆみを引く。そこに装そう塡てんされているのは、庭でこのは達と戦っている最中に拾ったのだろう、何の変へん哲てつもない小石だった。だがそれは彼女の筋力と技術で撃うち出されれば恐るべき銃弾と化す。そして今、弓の狙ねらいが向けられているのは──

「春はる亮あきくんっ！」

　飛び込んできたこのはが手刀を振るい、飛んできた礫れき弾だんを叩たたき落とす。だがン・イゾイーはさらなる小石を続けて連射した。

「夜や知ち、伏せろっ！」

「ち──二十三番機き構こう・穴式釘面態《生涯坐しない聖者"maraNa-asana"》禍動curse/calling！」

「モード《クッショニング宗むね盛もり》！」

　不死の身体からだを持つ錐霞が春亮の身体を抱えて押し倒した。フィアは剣山板を盾たてのように掲かかげ、黒絵は防ぼう御ぎよ用ようの髪ネットを張はり巡めぐらせる。彼女達のおかげで、ン・イゾイーの撃ち出した弾丸が春亮の身体を捕らえることはなかった。

「無事か、夜知」

「わ、悪い。いんちょーさんこそ無事か!?」

「ああ。それよりも──」

「逃げられました。あれだけ脅おどしたのに……次に会ったらただでは済ませませんよ……！」

　ぎらぎらした目でこのはは塀へいを睨にらんでいた。言葉通り、そこにン・イゾイーの姿はない。このはだけではなく、誰だれもが人ひと影かげのなくなったその場所を見つめていた。

「なんとなく……最後まで付き合ってくれそうな気は、しちょったんじゃけどね……」

　黒絵がぽつりと呟つぶやき、その髪をいつもの長さに戻す。フィアはルービックキューブを仕し舞まい込みながら、塀の上から視し線せんを逸そらした。俯うつむき加減に、小さな声で言う。

「そんなことは、ない……わかりきっておった。奴やつは味方などではない」

「──そうだ、な」

　錐霞が同意して頷うなずいた。何かを心に押し込めた無表情で。

　自分に言い聞かせているかのような声こわ音ねで、フィアが静かに続ける。

「なにせ、研究室長国の人間だ」

「……しかも、それなりに中ちゆう枢すうにいる」

「学校に爆ばく弾だんをしかけた、などという噓うそをついてまで私のことを知ろうとした奴らだしな」

「噓うそだったのは、たまたまだ。本当にそれをやってもおかしくない奴やつらだ」

「お前を無理に連れ戻そうとしたし」

「ああ。忘れはしない。二度と心を許しはしない」

「本当に、最低な奴らだ……だから、私は驚おどろかん。ン・イゾイーはその仲間で、そういう奴だった。ただそれだけのことだ。そう、ただ、それだけの──」

「その通りだ。奴らは最低だ。けっして認められない。好感など持てるはずがない。理解などできるはずもない……だが」

　なぜか、そこで錐きり霞かの言葉が止まった。

　何かに迷っているかのように。何かに苦悩しているかのように。

　数秒をかけて、拳こぶしが握られる。息が吸い込まれる。そして──

「だが……違う！　ああ、本当に、馬鹿げている！」

　と、錐霞が握り拳で塀へいを叩たたいた。突然の行動に、フィアが肩をびくりと震ふるわせて彼女を見やる。勿もち論ろん、それは春はる亮あき達も同じだ。錐霞は塀に拳を押しつけたまま、苛いら立だったような呼こ気きだけを吐き続けている。

「ど、どうしたんだ、いんちょーさん。違うって、何が……？」

「違う。明らかに違う。あの女は──噓をついていた」

「噓……？」

　そうだ、と錐霞は頷うなずいた。心底嫌いやそうに顔を顰しかめつつ、

「あの教えたがりで知りたがりの拍ぱく明あきが、ン・イゾイーに対して、あえて何を知るべきか言わなかったということは……その《何を知るべきかという未知》こそ自分で見出さねば意味のないものだったからだろう。ならば、再度聞きに行ってもあの男が教えるとは思えない。教えたならばそれは別物の、知るべき価値のないものに成り果ててしまう。ああくそ、馬ば鹿かげている……わかりたくなどないが、わかってしまうのだ。苛いら立だたしい！」

　唇を嚙かんで、彼女は続けた。

「拍明がそういう男だということを、ン・イゾイーが理解していないはずがない。同じ組そ織しきにいた身だからこそ、目を見ればわかる。奴は真実、拍明を信頼し理解していて──そんな人間が、『何を知るべきかもう一度聞きに行く』などと拍明の意図と真逆な行動を取るのは不自然にすぎる。少なくとも、その行動理由は噓だとしか考えられない」

「でも……実際、あの人は逃げちょるよ。危ないから仲間のところに戻った、というのは当たり前のことのような気がするけど」

「だとしても、噓をつく理由がありませんね。なんでそんなことを言ったんでしょう……？」

　このはが小さく首を傾かしげる。春亮も考えた。なぜ。理由。原因。わからない。ならばまずは可能性を考えよう。もしも。そう、もしも、だ。彼女がこの家を逃げ出したのが、研究室長国に戻るためではないのだとしたら──残る可能性は──？

　不ふ吉きつな予感が胃の中に蟠わだかまってきた。まさか。そんなことは。

「むぅ……噓うそをついて……でも、実際にこの家を出ておる……どうしようと……？」

　同じことを考えているらしきフィアが、腕組みをして庭をうろうろと歩き始めた。が、その歩みがふと止まる。何かを踏んづけてしまったらしい。腰を屈かがめてその何かを拾い上げ、

「なんだ……む、これか。なぜこんなところに……？」

　フィアの手元を覗のぞき込む。それはン・イゾイーが今まで首に引っ掛けていたメモ帳だった。

「ああ、月光浴のときに……なんと言いますか、いろいろあったんですよ、いろいろ」

　このはが何かを思い出したように肩を竦すくめる。春はる亮あきは何気なくフィアからそのメモ帳を受け取った。書き置きのようなものがあるとは思えなかったが、一応ページを捲めくってみる。

　使われていたのは最初の数ページだけだった。この前見た通り、理事長についてのどうでもいい情報が下へ手た糞くそな字で書き殴られている。使われていた最後のページはさらに歪ゆがんだ文字で、《ひしょ。れじうち。はやい。あね。よいどれ》などという言葉が並んでいた。サンタバイトしてるときにもそういや何かコソコソ寄ってきてたっけなあ、と思い出す。

　その次のページは白紙だ。やっぱり何もなしか、とメモ帳を閉じようとしたとき──気付く。

　そこにはメモが破り取られたような痕こん跡せきがあった。ページの順序からして、それはバイトをしていた後に使われた部分で──

　そこで春亮はさらに気付く。目を凝こらした。

　白紙だと思っていたページ、つまり千ち切ぎり取られた次のページに、何かがうっすらと見て取れる。慌あわてて居間に戻り、蛍けい光こう灯とうの真下でもう一度そのページを広げた。フィア達も一いつ緒しよになってそれを覗き込む。

　その瞬しゆん間かん、思い出した。

　子供のような持ち方で鉛筆を握っていた彼女。そんな持ち方をしているから筆圧が強くて、筆圧が強いから鉛筆のほうがいいとか言っていて──

　だからこそ、こうなっている。

　下のページにまで、その文字が微かに写り込んでいる。

「最後に、あいつ……ココロに何か、機き械かいの塊かたまりみたいなの投げてたよな」

「矢のような形の部品だった。メモの一枚程度なら、突き刺して矢や文ぶみのようにすることはできただろう……馬ば鹿かげた推理だが」

「で──あの人は受け止めて、それを見ちょった、よね……」

　ならば間違いない。そのときにやったのだ。

　誰だれに知られることもなく。彼女はこれを、伝えていた。

　下のページに写り込んでいたのは、彼女特有の、まるで脅きよう迫はく文ぶんのように歪ゆがんだ文字。




　ようきゅう。２４じかんのまえだおし。ひとりでいく。




　約束の時間は、明日あした。日付が変わるころ。ならばその２４時間前は。

　時計とけいを見上げた。針は今まさに午前０時を指そうとしている。

「あ、の、イナカ女……想像を絶する、あほーだ！」

　フィアがルービックキューブを握にぎり締しめて立ち上がる。勿もち論ろん、春はる亮あき達も同時に立ち上がっていた。その理由はきっと、誰だれもが同じ。

　フィアが言う通りだ。彼女はとんでもない大馬ば鹿か者ものだ。

　だから。

　たとえ、味方ではないのだとしても。

　たとえ、心を許せない研究室長国の人間だとしても。




　叱しかりに行かなければ、ならない。
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　なりふり構かまってはいられなかった。タクシーを拾い、ココロが指示してきた街外はずれの廃工場に急ぐ。運転手に余計な疑問を抱かせないよう、少し手前で車を降り、そこから全力疾しつ走そうした。

　そこはとうの昔に閉へい鎖さされた機き械かい工場だ。遠くの道路に設置されている街灯から申もうし訳わけ程度に届く光、そして月明かりのおかげで視界が全く利かないということはない。

　施せ錠じようされたゲートを乗り越え、春亮達は工場の中に侵入する。その広大な敷しき地ち内ないには今も圧倒的な量のスクラップが遺のこされていた。元々の工場のものではなく後に不法投棄されたものも多いのだろう、統一感が微み塵じんもないゴミの山。タイヤのない自動車のシャーシ、赤茶けた冷れい蔵ぞう庫こ、鉄骨、外装の外はずれたブラウン管テレビ、緑色の水が溜たまった浴よく槽そう。

　そうして目的地に到達した春亮達が、まず耳にしたのは──単純な、悲鳴。

　つまるところ。

　間に合わなかったのだ。




「あ……ああああああああっ！」

「やれやれ──ちったぁマシになった気もするが、まだ駄だ目めだ。お前も同じだな……何ビビってやがる？　おら、もっと元気良くいけよ。ぐい、ぐい、っと」

　仰あお向むけに倒れたン・イゾイー。その肩はココロの足によって踏まれており、手首あたりにはあの装そう飾しよく過か多たな剣が突き立てられている。噴ふき出し零こぼれる、ココロ色の痛つう苦く。褐かつ色しよくの肌を伝ったそれはン・イゾイーの手も汚していた。その手は痙けい攣れんしている。痛みで、そしてそれ以上の理由で、痙けい攣れんしている。

「く、あっ……か……！」

「どこ見てんだ、お前、自分の手がそんなに気になんのか？　ん？　手が血で真まっ赤かになるくらいどうってこたないだろ、なんか嫌な記憶でもあったか？」

　その言葉で、ようやく、春はる亮あき達は気付いた。

　あれだけ強かったン・イゾイーがココロに負傷させられた理由。動きにキレがなかった理由。簡かん単たんにバランスを崩したりしていた理由。思い返せば、最初から彼女の様よう子すはおかしかった。

　それは──全すべて。あの文化祭のとき、彼女に勝利するために錐きり霞かが行わせた禁きん忌きのことを引ひき摺ずっているからだったのか。

「はぁっ、は……くっ……！」

「っ──おお、そうそう、根こん性じよう見せてみろ、ほら……！」

　ン・イゾイーの足は倒れた状態から伸び上がり、足先で摑つかんだナイフをお返しのようにココロの二の腕に突き込んでいた。だらんと垂れた腕の中、肉の感触を味わい続けるナイフが横に動く。傷口が開いた。ぐちゅぐちゅ前後に動く。さらに傷口が開いた。

「くふおおっ……ああ、いいぞ、もっとやってみろ。もピっユとー、もピっユとー、もピっユとーだよ！　細けーことは気にすんな、頑がん張ばれ頑張れ、かははははは！　ほら、もうすぐ切れんぞ、あたしの腕がぶった切れんぞ！　そしたら勝てるかもしれねーぜ、本気出しやがれっ！」

　ぴゅるぴゅると血が暴あばれる。開かれた肉。ちらりと見える骨。腕の自重でその切断面がさらに広がっていく。人間という生き物の内部が露あらわにされる。ココロも単にその肉の凌りよう辱じよくを味わっていたわけではなかった。自分の腕が傷つくたびに、ン・イゾイーの手首に刺していた剣先をぐりぐりと捻ねじ込んでいる。その痛みでン・イゾイーのさらなる闘とう争そう本能を呼び起こそうとするかのように。吐き気がする。

　だが──ココロの腕の結合が半分ほど断たれたところで、ン・イゾイーの足ナイフの動きが鈍どん化かする。彼女の手の痙攣が激はげしくなる。

　ココロは眉まゆを寄せ、心底つまらなさそうに舌打ちした。

「あーあ……やっぱダメか。つまんねーな、おい。なんでそんなザマで一人ひとりで来てんだ？　お前はアホか？」

　噴ふき出していた血液の流れが唐とう突とつに止まった。まず消えたのは彼女の赤い制服の袖そで。続いて肩の部分、さらに胸の部分も消え──同時、千ち切ぎれかけていた腕の傷口が塞ふさがっていく。その治ち療りように呪のろわれた布の面めん積せきが使われた結果、上半身はほとんど下着だけになっていた。そこまで赤で統一することはないと考えているのか、白い──けれども腕の血が伝ってきたせいで結局は僅わずかに赤く染まっている下着。程ほどよく盛り上がった乳房の上部に刺青いれずみがあるのが見えた。切せつ子こがしていたのと同じような印象を受ける、しかし彼女とは違って竜の《顎あご》がモチーフとして刻まれている刺青。

　ココロはン・イゾイーへの興きよう味みを全て失ったかのように、とどめを刺すこともなく剣を引き抜く。そこでようやく──彼女の視し線せんが、春はる亮あき達に届いた。

「よう……こいつといいてめーらといい、せっかちだな。明日あしたっつったんだから明日まで体力回復しとけよ。ま、それだけやる気があるってことならいいんだが」

　言いながら、彼女は背中の布袋からサンタ服を引っ張り出して自分の胸に押し当てた。それを喰くらい、赤い制服が音もなく再生する。

「やる気か。あるぞ……見たいというならいいだろう、見せてやる！　そこを動くなっ！」

　拳こぶしを握って震ふるえていたフィアが、足元のスクラップを蹴けり飛ばしながら疾しつ走そうする。

「──二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》！」

　疾走の勢いそのままに、フィアが巨大な鉈なたを振り下ろす。ココロは軽く後方に跳ちよう躍やくし、背後にあったスクラップの小山に乗ってその攻こう撃げきを回かい避ひした。フィアは足を止めないまま彼女を追ってその小山を駆かけ上がり、鉈を──いや、それはもう鉈ではなく、

「二十二番機構・潰式針球態《星棍"Morgenstern"》、禍動curse/calling！」

「かは！　いろいろバリエーションあるな、おい！」

　ココロが身を捻ひねりつつ剣を盾たてのように掲かかげ、鉄てつ球きゆう棍こんの破は壊かい力りよくを上から下へ受け流す。瞬しゆん間かん、その眉まゆが寄った。妙な手て応ごたえを感じたのだろう。そして一瞬後、受け流された鉄球棍の落下先にあったスクラップが爆ばく発はつしたように弾はじけ飛ぶ──おそらくフィアの狙ねらいは元々ココロの肉体ではなく、彼女の足元にあったそのスクラップだったのだ。

　様さま々ざまな物品が宙を舞まう。壊こわれたビデオデッキ。クーラーのフィルター。自転車のスポーク。そしてそれらが落下するよりも早く、

「二十一番機構・掛式鉤爪態《スペインの蜘蛛"Spanish Spiders"》！」

「おっ……!?」

　弾けた無数の物品が、僅わずかにココロの視界を遮さえぎる。フィアはその一瞬の目くらましを利用した。落下しつつあるスクラップの陰から、鎖くさりに繫つながれた捕ほ縛ばく用ようの鉤かぎ爪づめを数本伸ばす。そのうちの一本がココロの胸元を捉とらえ、ビリビリと布を破く音と共ともにココロの身体からだを引き寄せた。そのベクトルが与えられた直後、フィアは忙せわしなく拷ごう問もん具ぐを再変形させ、

「──《人体穿孔機"Man-Perforator"》！」

「っ、はあっ！」

　自らドリルに飛び込むような形になっていたココロが、腕の力だけで剣を振り抜き、その螺ら旋せんの先端を辛かろうじて弾いた。ち、とフィアが舌打ちする。

「くっ……ふふ、ははは。いいねぇ……」

「何がいいのだ。服が破れただけというのに、随ずい分ぶん苦しそうではないか」

「さっき言ったじゃねーか。この《血塗られたレジネッタ》はもう一人ひとりのあたし。感覚を共有してるんだ。破られたら痛いてぇのさ……それよりも、はは、お前、いいじゃん。さっきよりゃずっといいぜ、素晴らしいぜケ・スプレンデイダ！　やっぱ怒らせるのは効果的だったな！」

「怒らせて、私達を本気にするのが狙ねらいだったのだろう!?　ならばその願ねがいは既すでに叶かなっている！　貴様をぶちのめすまで冷めることはない──だからもうゼノン達は解放しろ！」

「かは。そうだなあ、そうすっか……てめーらが持ってる《箱はこ》と交換ならいいぜ？　安心しな、噓うそはつかねぇ」

　ココロの目的はもう充分すぎるほどにわかっている。強い相手と戦うこと。フィア達が全力を出せるようにすること。漸音ぜのん達そのものには何の価値もないはずだ。

　視し線せんを向けてきたフィアに、春はる亮あきは軽く頷うなずく。このはも、黒くろ絵えも、錐きり霞かも同じだった。あの《箱》は、本当に自分達が藍あい子この生存を信じているのなら必要のないものだ。そして呪のろわれた道具である以上、それを使用すればいかなる悲ひ劇げきが起こるかわからない。たとえ春亮自身は呪われなくとも、その道具の発はつ揮きする力が大きなものであればあるほど、能力の代だい償しようとしての呪いが発生する可能性は高くなる。

　ああ、元々、あの《箱》は必要のないものだった。使い方を知りたいと思う必要すらないものだった。けれど、心の奥底では、知りたいと思っていたのも事実だ。フィアがあの夜、襲しゆう撃げき者に対して無む意い識しきに口を開いてしまったように。それはなぜだろう。信じきれていないから、その箱について知りたいと思ったのか。いや、逆にその箱を持ってしまったからこそ、自分達の信じる気持ちが揺らいでしまって──信じきれていないような気分になってしまったのか。

　後者だと春亮は思った。自分達が信じていることはやっぱり正しくて、藍子は眠っているだけで生きている。自己欺ぎ瞞まんかもしれなかったが、今はそう思っておくしかなかった。

「いかに特殊な力があろうとも、呪のろわれた道具など使いたくはない。それに、死んでおらん。奴やつは、絶対、死んでなど、おらんから……」

「ん？　どうすんだい？」

「……渡す、わい……約束は守れよ！」

　フィアはポケットに入れていたもう一つの立方体を取り出した。金属製の、薄うす汚よごれた《箱》。それをココロに向けて投げる。ココロはにやにやと笑いながらそれを受け取った。

「返したぞ……ゼノン達はどこだ、早く解放しろ！」

「噓はつかねえ、つっただろ。解放はするよ……ま、帰るかどうかは知らねえけどな？」

　彼女は箱を片手に背後を振り返る。

　月明かりと、工場外の道路にある街灯の光が微かすかに届くばかりの空間。そこにスクラップを踏ふみ締しめる音が響ひびいた。

　姿を現したのは、漸音と銃音がのんの二人ふたり。拘こう束そくはされていない。最後に見た下着姿ではなく、適当な服を身に纏まとっている。ただ無表情に、二人は立っていた。

　春亮は怪け訝げんに思う。どうして逃げないのか。どうしてココロは、帰るかどうかわからない、などと言ったのか──

　その答えは、最悪の形で明らかにされる。

　ココロは、彼女達に向けて手中の箱を軽く振りながら言ったのだ。

「よう……ま、作戦通りってやつだな？」

　漸音ぜのんは答えた。「上う手まくいったようで何よりです」と。

　銃音がのんは答えた。「ダルいことした甲か斐いがあったわ」と。

　それぞれ、やはり、無表情に。

　なんだ。何を言っている。二人ふたりは、何を、なぜ、そんな──馬ば鹿かな──

　信じられなかった。信じたくはなかった。けれど漸音は、

「申もうし訳わけございません、夜や知ち様。今まで黙だまっていましたが……」

　いつものように、頭を下げてから。

　そして、自分の服の襟首を軽く引き伸ばしながら──

　はっきりとした声で、言った。




「私達は《竜島／竜頭師団》の団員です」




　その胸元にあったのは、切せつ子こが刻んでいたものとまったく同じ。

　竜の鱗うろこを模もした刺青いれずみだった。







　第五章 「もしも彼が正しくないなら」/ "Still, Happy Xmas(War Is Over)"
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「う……噓うそ、だ……」

　春はる亮あきは呻うめいた。愕がく然ぜんと目を見開いたまま、ただ呻いた。

　今、漸音ぜのんは──何を言った？

「噓も何も、竜創ウーンズがあんだろ。それが竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの証あかしだってことは知ってるはずだよな。てめーらが気付かねえだけで、結構そこらへんにいたりするもんだぜ？」

「そんな、わけが……！」

　ココロは呆あきれたように手をひらひら振って、

「実際いるんだからしょーがねーだろ。こんな辺境の島に何人いるかなんてのはさすがにあたしも知らねーけどな。質はピンキリだろーが、こいつらは見込みがあるほうだと思うぜ……手合わせしてそれなりに動けるのがわかったし、何より《部位刻みハイ・シングル》の戦いを近くで見て勉強したい、なんつー殊しゆ勝しようなところがいい。だから、何日か前にこいつらがあたしんとこ来てから今まで見学料ついでにいろいろ面めん倒どう臭くせぇことをやってもらったわけだ。昨日きのうの夜のは失敗だけどよ。お任せください、つったからこの落とし物をお前らの家に取りに行かせたっつーのに」

　その言葉の意味を考え──すぐに思い至る。ン・イゾイーの部へ屋やに忍び込んできたあの溶接マスクの襲しゆう撃げき者しやのことを。あの正体が、彼女達だったというのか。

　見たこともないほどに顔を歪ゆがめ、フィアが螺ら旋せん槍そうを握にぎり締しめて叫ぶ。

「う、噓だと言え、お前達……！　だったら、こいつに攫さらわれたのは、どうして……!?」

「勿もち論ろん、こちらから四位殿どのに提案いたしました自作自演です」

　だが漸音は冷静な顔で──理事長室で何度も見てきた、あの冷静な顔で──静かに答えた。

「そもそも、私達がアルバイトしたのを不自然に思いませんでしたか？　夜や知ち様に提案されなければ自分達から提案するつもりではありました。目的は、着替え等とうの名目で貴女あなた方の荷物を探り、この箱はこを回収するためです。身に着けておられたようで不発でしたが」

「ダルかったわ……ま、夜中に忍び込んでゲットできひんかったうちらが悪いんやけどな。で、しゃーないから次の作戦を練ったわけや。わざと人質になって、こうして人質交換の形にして取り返そう、てな。ああ、やっぱ説明はダルい……」

「かは。そこまでするこたねー、あたしが襲おそえば済む話だ、つったんだけどよ。てめーらがあまりにも弱よえぇから、ニセ人質作戦に乗ることにしたわけだ。最初はその場で交換するってこいつらが提案してきたんだが……あたしとしてはやっぱり、これを取り返す以上にてめーらに怒りパワーで本気になってもらいたかったからな。ったく、せっかくお膳ぜん立だてしたのになんで一晩くらい待たねぇんだ。それなりに本気になってるみたいだからまぁいいけどよ」

「騙だまされていた、のか。私達は……ずっと……！」

　愕がく然ぜんとしたフィアの呟つぶやきに、漸音ぜのん達は無言を貫つらぬいた。表情も変えなかった。

　ココロのマフラーが愉ゆ快かいそうに震ふるえるのが見える。

「かは。まぁいいじゃねーのよ、毎日死地に飛び込むのが竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズっぽいとは思うけどよ、毎日こっそり鍛たん練れんして少しずつ強くなる方法も否定はしねぇ。そのためには社会に紛まぎれとく必要だってあらあな。ともかく──忘れんじゃねえぞ、こいつらはただのギャラリー、てめーらの相手はあたしだ。やっと楽しくなってきたとこだぜ。補給容器リフユーエルパーツも取り戻せたしな」

「しかし……材料は別のところに保管してあるのでは？　それに、わざわざ使わなくとも、という気がいたします。だからこそ、この場所で戦うことにしたのだと思っていたのですが」

　春はる亮あき達の言葉を無視していた漸音が、ココロの台詞せりふには反応して口を開く。彼女達が本当に、自分達の側ではなく敵の側にいるのだ、と突きつけられたような気がした。

「いや、材料はここにあるぜ。正せい確かくに言やもう処理済みなんだがな。メシとか食わせるのも面めん倒どう臭くせぇから、狩人と接触する前に一応作っといたんだ。二、三日ならほっといても保もつし」

「……そう……ですか」

　漸音は小さく答え、目を細めた。何を考えているのかは、わからない。

「貴様ら……何の話を、しておる……!?」

「かは。そっか、てめーらはこれが何なのか知らねーのか？　知らねーまま持ってたのか？」

「知っておる。貴様が言ったのだろう！　それは人の一番の願ねがいを叶かなえる箱はこ──誰だれかを生き返らせることのできる箱だと！」

「ああ、そりゃその通りなんだが。それだけじゃ説明不足だったな。これは補給容器リフユーエルパーツ──この剣の大事な部品だよ、これ単体だと何の意味もねえ。最初にその狩人と戦ったとき、油断してやってたら外はずれちまってな？」

「なに……？」

　ココロは手に持つ剣の鍔つばあたりにその小さな箱を近付けた。嵌はめ込み、金具で挟はさみ、垂れていたチューブを接続する──狂科学と死の装そう飾しよくが満ちた剣に、新たな機き械かい的てき装飾が加わった。

「これをどう使うのか知りてーかい？　かは、いいだろ。折せつ角かく作ったのにもうすぐ賞味期限が切れちまうし、賑にぎやかしにはなる。それに、こいつはてめーらがさらに怒ってくれる感じの賑やかしだと思うからな。テンション上げて強くなってくれることを期待して──さあ、賑やかに、祭りフエスタみてぇに行こうぜ！」

　むん、と背筋を伸ばしたココロは、次の刹せつ那な──

　自分の真横にあったスクラップの山を、その剣で吹き飛ばした。

　飛び散る瓦が礫れきの下にあったのは、大小様さま々ざまの機械部品で作られた──檻だ。自動販売機から残ざん骸がい剣けんを作り出したのと同じ、その剣の力で作っておいたものだろう。

「この剣の名前は《儀ぎ礼れい剣ネクロマンシー》……狂った科学者が、妻を蘇よみがえらせるために魔ま術じゆつと科学を融ゆう合ごうさせて造り出した生命の魔剣だ。だから当然、呪のろわれて生まれたのは──その科学者の抱いていた願がん望ぼうを、その科学者の考えた方法で叶かなえる能力。つまりは」

　吹き飛んでいたスクラップが、がらがらと落下して。

　その騒そう々ぞうしい音を伴ばん奏そうに、ココロはあっさりと続ける。




「──誰かの命で誰かを蘇らせる忌能ってわけだ」




　春はる亮あき達が見つめる、その檻おりの中では。

　二つの死体が、動いていた。
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　春亮の呼吸が止まる。息をするのを忘れるほどの衝しよう撃げき。

　共ともに下着姿の若い女性だった。瞬まばたきをしない目。身体からだは変色し、胸と腹にそれぞれ大きな傷がある。だがもはや血は流れ出ていない。死んでいる。間違いなく、死んでいる。けれど彼女達は檻の中で立ち、バランスを取るようにゆらゆらと揺れていた。映画の中で見るようなものではない。呻うめき声ごえを発してもいない。それでも、単純な、ありふれて使い古された言葉で言うならば──彼女達は、まるで、ゾンビのようだった。

　そして春亮はさらに気付く。檻の中、その彼女達の足元で、スクラップ床ゆかの中から力なく突き出ているものは、機き械かいとは違う丸みを見せて盛り上がっているものは──

　先刻に倍する吐き気が喉のど元もとにせり上がってきた。四つ。あそこに四人がいる。それは、ケーキ屋に聞き込みに来たあの刑事が口にした、《サンタ狩り》の前に発生していたという行方ゆくえ不明者の数に等しい。自分達は、最初から──間に合っていなかったというのか。

「お、ま、え……お前まえぇぇっ!!　関係ない、人間をッ……こ、殺っ……！」

「言葉が出ないほど怒んなくてもいーじゃねーかよ、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。てめーだって昔は何百人も何千人もヤってきたんだろ？　むしろ必要以上に殺さねえあたしよりはよっぽど経けい験けん豊富だよな、その意味では？」

「う、うるさい、うるさいっ……！　なにが、必要以上だ！　こいつらを殺すことが、必要だったとでも言うのかっ！」

「ん、まあ必要だった……かな？　必ひつ須すってわけじゃなかったけどな。これは暇ひま潰つぶしを兼ねて作っといた保険ってだけだ。あんまり多くしてもつまんねーし、二人ふたりくらいでいいかって感じでその後は赤い布の補充オンリーにしてやったんだぜ。そういやクリスマスシーズンだったかって気付いて、手っ取り早くサンタを狙ねらうことにしたんだが……あんまり事件起こしすぎて目立っちまうと動きにくくなるからな、そこでも殺しは止やめといた。どうだ、人道的だろ？」

　赤い服を着た人間の失しつ踪そう事件があり、その後に《サンタ狩り》が始まった──その流れの理由がようやく理解できた。が、今はそんなことなどどうでもいい。フィアがさらに怒ど鳴なる。

「ふざけるな、何が人道的だ！　それに……二人ふたり、だと？　誤ご魔ま化かすな！　そこにあるのは、そこにいるのは、四人ではないか……！」

「あー、そういうことな。いいだろ、そっちも説明してやんよ。言った通り、この儀ぎ礼れい剣けんの能力は《生命》に関するもんだ。狂った科学者が狂った方法で妻を生き返らせようとしたのと同じ、誰かの生命で誰かを生き返らせることができるんだよ。生命一人ひとり分に対して一人だ」

　春はる亮あきは吐き気を必死に堪こらえていた。だから、か。四人いて、今は二人。二人の命を使って、二人を蘇よみがえらせた。なんという、最悪な、呪のろいなのか。

「かは、だからさ……最近は中ちゆう東とうのほうがゴタゴタしてっからそこで暴あばれてきたんだけどよ、ゲリラも正規軍もあたしのことを《運フイフ試テイ・しのパーセ赤魔ンテージ》とか大おお袈げ裟さに言い出して困ったぜ。ちっと一部隊壊かい滅めつさせて、死体の半分を使って指揮官を襲おそわせただけなのにな。勿もち論ろん、動く死体にならずに、燃ねん料りよう役としてそのまま死んだ奴やつらのほうが幸運な五十％だろうよ？」

「く……そんなことを自慢げに言える神経、理解できませんね……！　こうやってゾンビを作り出すのが、その呪のろわれた剣の能力ですか！」

「別にゾンビ限定じゃねーけどな。いろいろ《蘇り加減》みたいなのを設定できるのさ。頑がん張ばりゃ記き憶おくとか意志とかを維持してほとんど生前と変わらない奴も作れるが、そうすると寿命が短くなる。何時間かごとにまた新しい命を追加しねーといけねー……だからあたしは基本的にこんなゾンビ具合に調ちよう整せいしてんだ。これならしばらくは保もつしな、っと」

　喋しやべりながらココロが剣を振るう。檻おりが壊こわされ、動く死体がのっそりと外に出てきた。

「で、その他人の生命力っつーか血を変換するのに必要なのがこのパーツってわけだ……ここに血を入れてから他ほかの奴の死体を搔かき回してやると、アラ不ふ思し議ぎ、てな感じでな。パーツが外はずれる前にこいつら作っといたから、別に急いで取り戻す必要はなかったんだけどよ。ま、ないよりはあったほうがいい──そんなわけで、賑にぎやかしの役目を果たしてもらおうか。行けアンダーテ」

　緩かん慢まんに死体が近付いてくる。口元を押さえる春亮は、このは達に腕を摑つかまれて後退させられた。だがフィアは動かない。

「うう……くそっ……こんな……」

　ぎゅっと目を瞑つむって、フィアは呻うめく。死体がさらに近付いてくる。

「フィア！　何してる、下がれよ──！」

　春亮の叫びと同時、死体の腕が彼女に伸びた。肩を震ふるわせていたフィアはその瞬しゆん間かんにかっと目を見開き、手中の螺ら旋せん槍そうを鉈なたへと変形させ、

「く……あああああっ！」

　その長大な刃やいばで、伸びてきた死体の腕を肩から断ち切った。血はほとんど流れ出ない。ぽとり、とモノになった死体の腕がその場に落ちる。もう一人ひとりの死体も腕を伸ばしてきた。同じように、切断。フィアは荒い息を吐きながら呟つぶやいた。

「くそっ……哀れ、だ。私はあらゆる死体を見てきた。何百何千の死体を見てきた。それでも、こんな。死んだ後も動かされる死体など、見たことはない！　眠らせて、やるべきだ……！」

「かは。じゃあ首をぶった切ってやれよ。頭をカチ割ってやれよ。なんでそうしねーんだ？」

「そ、それは……それ、はぁっ……うう、ううう、うううううっ……！」

　戻って来い、とココロは呟いた。腕の切れた死体達がのろのろと彼女の近くに戻っていく。そしてココロは顔色の悪いフィアの顔を眺め、

「ふぅん……やっぱビビってんな。あれか、相手が死体でも、人を殺す感触なんか思い出したくない、ってわけか？　ふざけんな、と言いてぇとこだが──ちと考えを変えたぜ。そりゃつまり、その感触を思い出したら昔の自分に戻っちまいそうだから嫌いやだ、ってことだよな。そういうことなら、もっとビビれ。もっと過去に怯おびえて我が慢まんできなくなれ。最初の怒り任せの攻こう撃げきは、てめーの道具の本能が剝むき出だしになってた感じでなかなか楽しかったんだ。人を殺しまくってきた道具としてのお前が完全に戻ってきたら、そりゃ最高に楽しめそうだよな？」

「なっ……！」

　そんなことはさせてはいけない、と思う。絶対に。

　だから春はる亮あきは全力で吐き気を飲み込んだ。嘔おう吐となどしている場合ではない。今はすべきことがある。大事なものを守るために、すべきことがある──

　状況を確かく認にんする。フィアは──かつてビブオーリオに死の感触を味わわされたときのように、全身を震ふるわせて何かに耐えている。ン・イゾイーは手首から血を流して倒れ、荒い息を吐いている。漸音ぜのんと銃音がのんは無表情に事態を傍ぼう観かんしている。手を出してくる気け配はいはない。

　自分と、このはと、黒くろ絵えと、錐きり霞か。自由に動けるのはこの四人だ。

「このは……！」

「呪のろわれた剣……引いん導どうを渡してあげるのも、わたしの役目でしょうか……」

　怒りを押し殺した囁ささやき声ごえと共ともに、このはが日本刀の姿に変じる。心強い刀の重み。

「うちは……あの褐かつ色しよくさんをほっとくわけにもいかんね。治ち療りようしちょかんと」

「よろしくお願ねがいします。あと、一発くらい殴っておいてくれるといいかもしれませんよ」

「元げん凶きようはあの女だからな。私のぶんも頼んでおこう……では私は哀れな死体達を引き受ける。フィアくんにやらせるわけにはいかないし、向こうができるのはせいぜい嚙かみつき攻撃くらいだろう。動きを止めるのは簡かん単たんなはずだ」

　険けわしい顔つきをした錐霞が《黒くろ河かわ可か憐れん》を徐々に伸長させていく。その声が聞こえたか、ココロはわざとらしい仕し草ぐさで両手を広げて呆あきれのポーズを取った。

「そうかい？　思い出すべきじゃねーかな……てめーらも見た力、この剣の持つ副能力を。科学者は思ったのさ。科学者だからこそ思ったのさ。彼にとっては、人を蘇らせることよりも壊れた機械を蘇らせることのほうが簡単だった。逆に言うなら──《人間の生命》が制せい御ぎよできるなら、《機き械かいの生命》だって制御できて当然、とな！　だからこいつは死んだ機械も蘇よみがえらせる。人間の蘇りよりも簡かん単たんだから、勿もち論ろん補給容器リフユーエルパーツで他人の生命を注入する必要もねぇ」

　言いながら、ココロは死体達の足元にあったスクラップを切りつけた。自動販売機から剣を作り出したときのように、剣によって分解された無数の機械が新たな形で蘇る──

「《メアリに捧ささげる儀ぎ礼れいの為ための抱コン合パウン実ドトラ験イアル／第二七九三号》及び《第二七九四号》！」

　がちゃがちゃと不快な音を立てて、それらの機械は集結する。フィアによって断たれた死体の腕の部分で集結する。細長く。歪いびつに。不ふ吉きつに。

　そして現れたのは、廃品で作られた義ぎ腕わん。だがそこに何かを握る拳こぶしはない。何かを摑つかむ指もない。その代わり、腕の先端は鋭するどい機械部品によって作られた槍やりのような形になっている。人間の死と、機械の死の合一。

「あなたは、どこまで、冒ぼう瀆とくすればっ……！」

「細けーことは気にすんなよ。強くなるんだからこいつらだって満足だと思うぜ。かは。死体の蘇そ生せいと機械的処置で怪物が誕たん生じようする、ってわけだ。だからこの剣にゃ別名があるのさ──《人フラン造ケンシ達のユタイン子宮ズハート》てな。さあ、やろうぜ。わかってるとは思うが、あたしはフランケンシュタインの怪物が手下になっちまうくれーの超怪物だぞ！」

　赤いマフラーを揺らしながら、彼女がスクラップの山を駆かけ下りてくる。

　無む論ろん、二匹の怪物達も、その後を追ってきた。
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　──彼女達は、見ていた。ただ、並んで、見ていた。

　赤いマフラーを翻ひるがえしながら儀礼剣を振るう、《竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズ》四位。

　それを必死の形ぎよう相そうで打ち払っている、日本刀を持った少年。

　機械の腕を携たずさえた死体達に向けて革ベルトを伸ばす、少女。

　手首を血だらけにして地面に倒れている、褐かつ色しよくの女。

　その傍かたわらにしゃがみ込み、自分の髪で彼女を治ち療りようしている日本人形。

　そして、拷ごう問もん具ぐを手にしたまま、俯うつむいて荒い息を吐いている銀髪の少女──

「──どちらが、勝つでしょうか」

「わからへんな」

　彼女の姉は短く答えた。そうだ、わからない、と北ほう条じよう漸音ぜのんは思う。自分が拳を握っていることに、姉も同じであることに、今初めて気付きながら思う。わからない。だが、それを考えるのは今必要なことではなかった。ただの無意味な願がん望ぼうにすぎない。

　必要なものは準備だった。機きを逃のがさないことだった。やるべきことを、やるべきときに、できるようにしておくだけだった。

　つまりは、やはり。

　その光景を、見続けること。

　けれど、さらなる無意味な願がん望ぼうが彼女の口を動かす。同じように、隣となりの姉に聞いた。




「彼らは、彼女らは……赦してくれるでしょうか」




　姉が返してきたのも、やはり、

「……わからへんな」

　先刻と同じ言葉だった。
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　大だい胆たん。

　ココロ・ペンタンジェリの戦せん闘とう法ほうはその一言に尽きた。大胆な踏み込み。大胆な突き込み。大胆な斬ざん撃げき。それを春はる亮あきはこのはの助力を得て懸けん命めいにさばいていく。無む論ろん、隙すきあらば攻撃を加えた。黒くろ鞘ざやで覆おおわれているとはいえ、刀は刀だ。力が乗れば打撃以上の裂れつ傷しようを生む。が──

　無む論ろんのこと、ココロの大胆さには理由がある。彼女は些さ細さいな隙など、些細な反撃など意に介さない。身に着けたその赤色の呪のろいが故ゆえ。

　黒鞘が彼女の脇わき腹ばらへ叩たたき込まれる。骨が軋きしむ手て応ごたえ。罅ひびが入ったか、折れたか。その部分に生まれた傷を確たしかめることはできない。それは服の下だからという理由ではなく、むしろ逆だ。

「くっ……嫌いやすぎますね。ダメージを与えるたびに露ろ出しゆつがアップするなんて、激はげしく教育によくありません……！」

「かはっ、細かいことは気にすんな！　頃ころ合あい見て治すからよ！」

　ココロの赤い制服、その一部分が搔かき消えた。傷一つない肌が露あらわになる──今までに何度も見てきた異常な現象。勿もち論ろん、春亮としてはあまり視し線せんを向けないようにはしているのだが。

　それから数度打ち合い、数度の反撃を入れ、新たに数ヵ所彼女の服を消す。僅わずかに間合いを開けていたココロが、やはり大胆に剣を振り下ろし──瞬しゆん間かん。

「剣殺──！」

「おっと！」

　春亮がこのはの指示に応じて抜刀の構えに入ったと同時、ココロが剣の振り下ろしを止めて後退する。見てから剣を引けるタイミングではなかった……動物的な勘かんか、あるいは推測か。どうやらその両方が答えらしかった。ココロは唇を不敵に曲げ、

「そろそろ来るんじゃねーかとは思ってたさ……んじゃ武器を変えようか！」

　儀ぎ礼れい剣けんを足元のスクラップに叩たたきつけ、あの自じ販はん機きと同じように再さい構こう築ちくさせた。機械部品を材料にした残ざん骸がい剣がゴミ山から突き上がり、《ネクロマンシー》を鞘さやに納めたココロがそれを両手で摑つかみ取る。自販機から作り出したものよりもさらに巨大な、人の身の丈たけほどもある大剣だ。切れ味はともかく、あの大きさならまともに受けただけで骨が折れかねない……そもそもそんなものを振り回しているということが納得できないが。

　力任せに振り下ろされた大剣を、このはが辛かろうじて受け流す。船せん舶ぱく用ようスクリューを再利用したらしき剣先が足元に突き刺さり、エンジンのなれの果てを噴ふん水すいのように弾はじき飛ばした。鉄てつ芯しんを蜘く蛛もの脚のように生やした鉄骨を巻き込み、その剣先が斜め下から伸び上がってくる。回かい避ひ。受け流す。回避。受け流す。受け流す。受け流──

「──交こう叉さ！」

　ひっそりとこのはは集中力を高めていた。唐とう突とつに繰くり出した剣殺交叉の一いち撃げきが残骸製の大剣を破は壊かいする。しかしココロは手元に残った柄つかの部分を素早すばやく春はる亮あきに投げつけ、このはがそれを弾いた隙すきに間合いを開けた。お返しの居合いを披ひ露ろうするかのように、腰の儀礼剣を引き抜いて足元のスクラップへ一いつ閃せん。再びそれが鞘さやに仕し舞まわれたとき、スクラップからは二本の残骸剣が新たに生み出されていた。今度はそれなりに扱いやすいサイズの長剣だ。

「次は二刀流かよ……！」

「く……こうなるのを見越して、この場所を選んだということでしょうね。機械の生命すらも操あやつる剣──あれがある以上、無限に代わりの武器が湧わいてきます」

「大元の剣をなんとかしないと、ずっとジリ貧ってことだな……」

　誰だれかの助力があればいいのだが、と思ってしまった。けれどすぐに春はる亮あきは胸中でその考えを否定する。今のフィアに無理はさせられない。黒くろ絵えはン・イゾイーの治ち療りように忙しい。錐きり霞かは死体の相手をしつつその二人ふたりを守っている。他ほかに味方はいない。いない──

「っ……」

　未いまだ無表情に傍ぼう観かんしている姉妹の姿を、視界の端に捉とらえ。

　けれどそれを見ないように、考えないようにしながら、再び春亮はココロに向けて走り出していった。




　死なない人間。生き返る人間。

　それは──自分と同じようなものだな、と錐霞は思った。ゆっくりとした動きで歩み寄る、機械の腕を生やした死体達を見ながら思った。

「だから、お前達の願ねがいはわかる……馬ば鹿かげていることだがな。私はここにいるべき理由を見つけてしまった。それが理由でここにいる。だがお前達は違う。誰かの道具として、いさせられているだけだ……昔の私の、ように」

　ならば、願ねがいも同じはずだ。勝手な想像であることを自覚して、過あやまちである可能性を理解して、それでも自分は彼女達の願いを残ざん酷こくに決定する。

　そう──終わりたい、と。

「もうちょい。こら、動いたらダメじゃって。髪と包帯巻くから待って」

　背後を確かく認にんする。ン・イゾイーは手首から血を流して倒れており、血に塗まみれて痙けい攣れんする自らの手を歪ゆがんだ瞳ひとみで見つめていた。傷が治れば、また立ち上がれるのか。戦えるのか──わからない。わかっているのは、彼女が立ち上がれない理由の一端が自分にあるということだけだ。

（あのときやったことを、後悔はしていない、が……それで結果的に自分達が不利になっているとは。やれやれ、馬ば鹿かげたことだ……）

　息を吐く。とりあえず、今は何かを考えている場合ではなかった。

「《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

　殺人鬼の革ベルトを死体に向けて伸ばす。どうすれば止まるのかなど、やってみなければわからない。とりあえず首に巻きつかせてみる──当然のように、死なない。こきり、と骨が捩ねじれる音を発しつつ、さらに死体は歩を進める。ならばとその足を止めようとした。が、死体は切れ味鋭するどい機き械かい腕で革ベルトを断ち切る。

「ち……！」

「よし、こんなもの、かな……援えん護ごする！　モード《キリングマシン将まさ門かど》！」

　ワイヤーと化した黒くろ絵えの髪が死体達の身体からだを拘こう束そく。それでも死体は止まらない。べきべきと生者には不可能な角度まで強引に身体を曲げ、やはりその腕で髪を切断する。

「黒絵くんの髪でも駄だ目めか」

「あのフォーティーンが取り出したものみたいに、《再さい構こう築ちくされたものの強度は増す》とかあるのかもしれんね……でも諦あきらめるわけにはいかん」

「そうだ。なんとか動きを止めねば……やるぞ！」

　このゾンビ達を一刻も早く片付け、春はる亮あき達の援護をしなくてはならない。錐きり霞かと黒絵は呼吸を合わせ、接近してくる死体に向けて再度それぞれの武器を伸ばした。

　気ばかりが焦あせる。まだか。早く止まれ。早くせねば。今戦っているのは、彼一人ひとりなのだ。日本刀を持っているとはいえ、いつまで耐えられるか──

　けれど、死体を殺す方法はわからない。首が折れても、足が折れても、黒絵の髪の槍やりで身体が貫つらぬかれても、自分に似た二人ふたりの死体は歩みを止めない。まずい。これ以上後退するわけにはいかない。ン・イゾイーは未いまだ倒れたままだし、春亮達と距きよ離りを開けたくはない。

　結局のところ、自分達の武器では破は壊かい力りよく不足なのだ。どうすればいい。どうすればいい。

　そう考えながら、なおも時間稼かせぎのように無意味な攻こう撃げきを繰くり出していたときだった。錐霞は音を聞く。そちらを見やり──心しん臓ぞうが跳はねた。

　ココロと戦っていた春亮が吹き飛ばされ、スクラップの山に突っ込んでいた。




　　　　[image: ]




　大きな音が聞こえる。だがそれは別の世界の出来事であるかのように遠い。何の意味も成なさない雑音としか思えなかった。今、自分にとって意味のある感覚は一つだけだ。

　ただ、手が、熱あつい。

　夜空が見え、そこで自分が地面に倒れていることにン・イゾイーは初めて気付いた。熱い手を持ち上げる。手首が千ち切ぎれそうなほどに痛んでいる。どうでもいい。いつのまにか包帯のように布が巻かれている。どうでもいい。

　見ていたのは、手だ。

　赤い血に汚れた、けっしてこうなることを許されないはずの、手。

　おぞましさに、その禁きん忌きに、震ふるえる。吐き気。全身が弾はじけそうなほどに激はげしい動どう悸き。呼吸ができない。数日前のように、それ以上に、頭の奥が不快に脈打つ。

　再現されているのは、呪のろいだ。

　自分は呪われてしまった。禁忌を犯した。それを想起する。呪いを想起する。だから震える。呪われた自分は自分なのか。不明。だから身体からだが動かない。自分のものではないかもしれない身体は動かない。動いてくれない。

　だから、負ける。

　目を閉じた。だが呪いは解けない。痙けい攣れんする手は別の生き物のようで、ひどくおぞましかった。血に塗まみれて痙攣する肉。それは狩られた獣けものと同じだ。狩られた獣は死に、食われる。

　どうすればここから抜け出せるのか。どうすれば獣から狩人へと戻れるのか。

　それを、自分は、知らない。

　目を開ける気力も、立ち上がる気力もなく、思う。

　ああ。

　世界には──未知が多すぎます、室長。
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　残ざん骸がい剣けんを受け流そうとしたその瞬しゆん間かん、足が不吉に引ひき攣つった。筋肉の疲労が限界を超えたのだ。それを鋭えい敏びんに悟り、このはが強引に春はる亮あきの身体を動かす。下へ手たに受け止めてダメージを負うことを恐れ、自ら踏ん張りを放棄して飛ぶことを選せん択たく。身体全体で吸収した衝しよう撃げきは、春亮の身体を数メートルも吹き飛ばした。スクラップの山に肩口から激げき突とつする。

「は、春亮くん、大丈夫ですかっ!?」

「うお、いてて……だ、大丈夫だ、けど」

　自分の状態を確かく認にんする。擦すり傷きず、打だ撲ぼく、軽い切り傷。たいしたことはない。だが頭の数十センチ横に先の尖とがった鉄パイプが突き出ているのを見てぞっとした。

　そして、それ以上にぞっとしたのは。

　そのとき既すでに、ココロがフィアに肉にく薄はくしていたこと。

「……うう、は、あっ……」

「たエだツいコまミ。どうした、まだゲロ吐きそうか？　怖くて小便漏らしそうか？　いいんだぜ、あたしは細かいことは気にしねー。だからな、ほら……そろそろ来てみろよ！」

　ココロがさらに足を動かす。生み出していた残ざん骸がい剣けんを持ち上げ、フィアの銀髪が揺れ、

「う──ああああっ！」

　生存本能か、フィアががむしゃらに鉈なたを振る。

　ココロは避よけなかった。受け止めもしなかった。

　どぶ、という聞きき慣なれない音を立てて、その刃やいばがココロの肩口に潜もぐり込む。あの深さでは──もう鎖さ骨こつが完全に割れているのではないのか。

「な……」

「くっふ──かは。サービスだよ、もう一押しなんだろ？　ほれ、治すからあたしは死なねえ。安心しろ。だから、いくらでも、味わっていいぜ……？」

　余裕ある表情とは裏うら腹はらに、さすがにそれは彼女にとっても苦痛なのだろう、脂あぶら汗あせを浮かべてココロが言う。その服の面めん積せきがどんどん少なくなっていく。だがそれでも彼女は動かない。それどころか、片方の手を伸ばし──自分の肩に叩たたき込まれている鉈の峰みねを、ぐっと押さえつける。ぐちゅぐちゅと鋸のこぎりのように動かす。

「うわあ、かははは、痛いてぇ！　痛ぇ痛ぇ痛ぇ！　どうだよ、思い出せよ、んであたしをもっと楽しませるくらいに強くなれよ！」

「や、止やめろ、止めろ、止めろぉぉっ！」

「止めねえ！　ほらほら、これが肉！　これが骨！　これが敵の中身だぜ、好きに遊んでいい人間の中身だぜ！　昔はずっとやってきたんだろ、思い出せよ、ほら、さあ！」

　狂っている、と春はる亮あきは思った。かつて、ビブオーリオも同じような最悪のことをした。が、それはフィアが自分を取り戻すことがその幸せだと考えていたからだ。けれど彼女はそれ以上の最悪。これはただひたすらに、自分のためだけの行為だ。フィアが過去のフィアになって強くなれば自分が楽しい、という、ただそれだけの、自分のためだけの──快楽凌りよう辱じよく。

　春亮はフィアを見ていた。身勝手な願ねがいだ。それでも願わずにはいられなかった。負けるな。フィア。頼む、負けるな──！

　フィアも、春亮を見ていた。自分がさせられている傷害行為ではなく、それを為なしているココロでもなく、ただ離はなれたところにいる春亮の顔を見ていた。

　かつて数多あまたの人間を解体していた鉈が大きく震ふるえる。だがそれは歓かん喜きのためではなく、悲鳴を思い出した故ゆえの恐怖が原因に違いなかった。

　かつて血液と悲鳴に笑えんでいた口が僅わずかに開く。だがそれは快楽のためではなく、嘔おう吐とを堪こらえた故の吐と息いきが原因に違いなかった。

　ああ。今のフィアは、かつてのフィアとは違う。誰だれかに使われていた拷ごう問もん処刑の道具としての彼女とも、ここに来たばかりの、過去の記き憶おくに吞のみ込まれて我われを失うこともあった彼女とも違う。はっきりと、違うのだ。

　全すべての気力と体力を注ぎ込み、全身全ぜん霊れいで衝しよう動どうに耐える。それが彼女の戦いだった。

　そしてフィアは、その負けられない戦いに勝利すべく。

　一度、ぎゅっ、と目を瞑つむって──

　手中の拷問具を、ルービックキューブに戻した。

　ココロの肩から、その立方玩がん具ぐが転がり落ちる。そこでようやくフィアはココロの顔を見て、震ふるえる声を発しながら、

　笑った。

「あほーめ……お前は楽しそうだが、私はまったく楽しくない。お前と遊ぶくらいなら──私は、一人ひとりでこれを回しておくことを選ぶぞ」

　わかっていた。フィアはけっして過去には戻らない。だから自分自身を意味する拷問具すら手放した。しかし──それは、身を守るものが何もなくなったことを意味する。彼女は自分の意志を守るために、自らの肉体の守りを放棄したのだ。そうするしかなかったのかもしれない。だがその行為は、ココロに肉にく薄はくされている今の状況では、ただひたすらに危険すぎる──！

　しばらく目を丸くしていたココロが、ち、と不愉快そうに舌打ちする。

「マジかよ……結局、そういうことか。あーあ、クソつまんねえ……なんでこんな辺へん鄙ぴな島まで来たんだ？　同じ島なら竜本部島で適当に遊んどきゃよかったぜ」

　ココロが残ざん骸がい剣けんを持ち上げる。どう考えても、フィアには避さけようのない至し近きん距きよ離り。

　そして、その剣が何の逡しゆん巡じゆんもなくフィアの胸に向けて伸び──




　だが、それがフィアの胸に刺さることはなかった。

　スクラップの山に突っ込んだまま、春はる亮あきは愕がく然ぜんとその光景を見やる。

　ココロの攻こう撃げきを阻はばんだのは、動く死体達のせいでこちらに近付けない錐きり霞かと黒くろ絵えでも、未いまだ地面に倒れて夜空を見上げているン・イゾイーでもない。

　この場所にいた、それ以外の人間だった。
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　飛び込んだ瞬間、北条漸音は過ちを悟る。

　早すぎた。動くのはもっと決定的な瞬しゆん間かんであるべきだった。彼女が破は壊かいされるという絶対的な確かく証しようはなかった。待つべきだった。

　けれど、待てなかった。

　当然だ。

　目的のために騙しはしたが、彼女達はまだ、自分達にとって大切な友人なのだから──

　彼女達を守るために動きながら、怒られますでしょうか、と漸音ぜのんは呟つぶやいて。

　同じタイミングで動き出していた銃音がのんが、さあなー、といつもの調ちよう子しで答えた。




　刹せつ那な。春はる亮あきの視界に映ったのは、身を翻ひるがえしたココロが明後日あさつての方向に残ざん骸がい剣けんを振るう姿。飛んできた数本の投げナイフを弾はじき返した直後、彼女ははっと眉まゆを顰ひそめる。ナイフと同時、腰の鞘に向けて伸びてきていた手をかわし、そちらにも剣けん撃げきを叩たたき込んだ。相手は素早すばやく短剣を太ふと股ももの鞘さやから抜き、不可解に脱力した動きでゆらりとココロの豪ごう剣けんを受け流す──が、続けて繰くり出された前まえ蹴げりは避さけきれなかった。鳩みぞ尾おちにめり込んだ蹴りの衝しよう撃げきで吹き飛ぶ。

「ど、どういう……ことだ……？」

　何が起こったというのか。ナイフを投げたのは漸音で、飛び込んでココロに手を伸ばしたのは銃音だ。そのフラフラした動きには見覚えがあった……昨日きのう家に侵入してきたのは彼女のほうだったのか。ナイフを投げて逃亡を助けていたのが漸音だったのだろう。つまりは、やはり昨夜家に忍び込んできたのは二人ふたりで間違いない。なのになぜ、今は──フィアを助けるようなタイミングで飛び込んだのか。

　事実、二人がココロを襲おそった隙すきにフィアは震ふるえる足を必死に動かして後退していた。とりあえず剣の間合いからは退たい避ひできている。

　ココロが訝いぶかしげな目で二人を見やり、春はる亮あきと同じ問いを発した。

「どういうことだよ？　あたしの邪じや魔まをして……つーか、今のは他ほかにも狙ねらいがある動きだったな。この儀礼剣を掠め取ろうっていう動きだ。なんでそんなことをする？」

「それは──最初から、私達の狙いはそれだからです。ココロ・ペンタンジェリ」

「あかん、ミスったな……でもま、しゃーないか。こうなったら、やれるところまでやるしかないで……ダルいけど」

　漸音達が再びココロに襲いかかる。漸音がナイフを投とう擲てきし、銃音が柔の剣で接近。だがやはり地力が違う。もう一度吹き飛ばされた銃音を漸音が受け止め、二人して地面に転がった。

「……わかってはいましたが、厳きびしいものです」

「ダルいわー。早くポッキー食ってダラダラしたいんやけど」

　心配そうにこちらを見ている──しかし死体の相手をしているせいで動けない錐きり霞かと黒くろ絵えの視し線せんを感じながら、春亮は聞く。

「漸音さん、銃音さん……どういうこと、なんですか」

「私達の狙ねらいは、彼女の持つ儀ぎ礼れい剣けんを手に入れること、ただそれだけです。そのために噓うそをついていました。赦ゆるされるとは思いませんが、謝しや罪ざいさせてください……すみませんでした」

「味方のフリして油断させといて、ここぞってときに隙すきをつく作戦やったんやけど──ここぞ、を読み間違えてしもうたか。ま、しゃーないわ。可愛かわいい教え子が怪け我がしてもうたら、保健室の先生のオシゴトが忙しくなってダルいからな……」

　油断なくココロを睨にらみながら、二人ふたりがそれぞれ静かな口く調ちようで言う。そこに噓はないように思えた。真剣ではあるが、雰囲気が変わっている。あの無む理り矢や理りに無表情を保っていたような気け配はいは微み塵じんもない。それはただ、いつも理事長室にいる、いつも保健室にいる彼女達が、そのまま真剣になっている姿でしかない。

「なぜですか。なぜあの剣を欲するんです？　それに、どこまでが噓だったんですか。刺青いれずみは本物ですか、あなた達は実際に竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズなんですか？　他ほかにも聞きたいことは──」

　少しばかり硬い声で、手中の日本刀が揺れる。まだ二人を信用しきれないのだろう。

「申もうし訳わけありません。もはや隠し事をする気はなく、全すべてを説明したいところですが……残念ながら、今はそんな余裕はないかと。説明は全てが終わった後にさせていただけないでしょうか。騙だましていたことに対する報むくいは──その後で、全て甘んじて受けるつもりです」

「このは……漸音ぜのんさん達は、噓はついてないと思う。何にしてもフィアを助けてくれたんだ。そりゃ俺おれもまだまだ聞きたいことはいっぱいあるけど、今はそんな場合じゃない」

「……ふぅ。仕方ないですね」

　結局のところ──漸音達は、自分達の敵ではない。何かの理由で自分たちを騙してはいたが、彼女達は彼女達なのだ。僅わずかな安あん堵どが胸中に生まれる。だが、

「やれやれ……話は終わったか？」

　そのとき聞こえてきたのは、やはりつまらなさそうなココロの声。彼女は残ざん骸がい剣を足元に突き立て、再び儀礼剣を抜き出していた。

「おかしなこともあるもんだ。てめーらの竜創ウーンズが偽にせ物ものだとは思えねえし、師団の符ふ牒ちようやら何やらも通じた……《ネクロマンシー》を欲しがるのはまあアリだとは思うが、いくら欲しくてもヒラの団員がたった二人で《部位刻みハイ・シングル》のあたしに勝てるなんて夢にでも思うはずはねぇ……おかしすぎんぜ。ま、でも細かいことはどうでもいいか。よくわかんねーが、邪じや魔ますんなら一いつ緒しよにぶっ殺すまでだ。悪いな、つまんねーことばかりで今のあたしは苛いら々いらしてんぜ!?」

　そのまま彼女は手近なスクラップに向けて八つ当たりのような適当さで儀礼剣を振るう。何度も、何十度も。重力が反転したかのように、下から上へ機き械かい部品の雨が降る。そして破は壊かい的てきな雨音が途絶えたとき──彼女の周囲には無数の残骸剣が墓ぼ標ひようのように地面に突き立っていた。死んだ機械を繫つなぎ合わせて作られた、何十本もの怪フランケン物シユタイン。

「弱よえぇ奴やつをいちいち相手すんのも面めん倒どう臭くせぇ、からよ……的まと当てで充分だろ！」

　がっ、とココロの手が適当な残骸剣を摑つかむ。乱らん暴ぼうに、力任せに、けれど正せい確かくな狙ねらいを以もつてそれが投とう擲てきされた。凄すさまじい速度で飛来する剣。

「春はる亮あきくんっ！」

　このはが動いてそれを叩たたき落とす。正せい確かくには鞘さやを当てて軌道を逸そらしただけだ。弾はじいた手がびりびりと痺しびれる。なんという力か。

　続けてココロは足元にある別の剣を引き抜き、手当たり次第に投げ込んできた。漸音ぜのんが顔色を変えて回かい避ひする。銃音がのんはあの柔らかな動きで──けれど失敗の許されない回避に唇を嚙かみながら、このはと同じようにその剣射の軌道を変えていなす。ココロの投擲は止まらない。

「くっ……これは、近付けませんね……！」

「あかん、手が痛いとうなってきた……長くは保もたへんで」

「はい。弾切れを願ねがうのは愚ぐ策さくでしょう。ここでも地の利が向こうにっ……まずい！」

　唐とう突とつに、ココロが今までとは違う方向に向けて剣を投げた。その先にいるのは、漸音達の参戦に驚おどろいたような表情を見せながらも──血の衝しよう動どうへの抵抗で気力と体力を消費した結果、四肢に力が入らない様よう子すで地面にへたり込んでいたフィアだ。

　彼女は自らの過去に飲み込まれたくないという意志を誇り高く貫つらぬいた。が、それはけっして容た易やすいことではなかったのだ。立ち上がろうという気き概がいはその目に浮かんでいるものの、すぐさま戦いに戻れる状態にはなっていない──ルービックキューブはルービックキューブのまま足元に転がっている。あれを拾い上げて、拷ごう問もん具ぐに変えて、ココロの剣を受け止めることが──今のフィアに、できるか!?

　フィアが顔を上げた。ルービックキューブに手を伸ばす。だが、それがいかなる拷問処刑の形を取るよりも早く、凶きよう悪あくに不ふ揃ぞろいな刃やいばの残ざん骸がい剣けんがその眼前に迫り──

　そして。

　逆方向から飛んできた鉄パイプと一点で接触した。




　地面と平行に飛来していた剣が、一いつ瞬しゆんだけ停止したように見えた。直後、真上にくるくると回って吹き飛ぶ。それは鉄パイプが同じ速度で、同じ力で、しかも残骸剣の最先端に位置する一点に激げき突とつしたという意味に他ほかならない。

　死体達を必死に引きつけていた錐きり霞かと黒くろ絵えが、愕がく然ぜんと呟つぶやくのが聞こえる。

「……どうなっている？」

「これは、なんというか……今日きようはいろいろ驚おどろくことが多いねえ」

　春亮も同感だった。どうなっているのか。今日はおかしい。今まで考えてもいなかったことばかりが起きる。漸音と銃音のことはその筆頭だ。

　ああ、けれど、考えてみればこれも当然のことだったのかもしれない。

「表に出る気はなかったんだけどね……やっぱり、それは虫がよすぎた、ということだろうか。責任はある。間違いなく、責任はある。見過ごすことができないのだとすれば──時じ機きが来た、と考えるしかないね」

　漸音ぜのんと銃音がのんは、目的があって動いていた。

　いつもの二人ふたりの立場のまま、けれど秘めた目的のために動いていた。

　いつもの二人、なのだ。だったら──その目的を知っているのが、彼女達だけとは考えられない。当然、知っていてしかるべき人物が存在するはずだ。それは勿もち論ろん、

「すまない、みんな……僕の我侭で迷惑をかけた。終わった後で全すべて説明しよう。だから、まずは終わらせようじゃないか──竜の《顎あご》を閉じさせてね」

　鉄パイプを投げた男が。

　ガスマスクで顔を隠した男が、今まで聞いたこともないほど真剣な声でそう言った。
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　何が起こっているのか。フィアには理解できなかった。聞き覚えのある男の声、見覚えのある男の姿。なぜここにいる？　何をしている？

　答えはない。どこにもない。

　フィアの頭には、ただ記き憶おくだけが浮かんでくる。初めて会ったときのこと。あまりの怪あやしさに灰皿を投げようとしたこと。幾度となくあの部へ屋やで行われたお茶会。マスク越しの奇怪な笑い声で、しかし楽しそうに自分達の話を聞いていた姿。

　その彼の姿と、今ここに立っている彼の姿が──同じものであるはずなのに、どうしても、繫つながらない。何もかもがわからない。

　わかっているのは、ただ一つ。自分の身に、今何が起こったのかということだけ。

　自分は救われたのだ。あのおぞましくも忌いまわしい過去の記憶に耐えた結果、極限まで疲ひ弊へいした隙すきを突かれた攻こう撃げき。今の投とう擲てきがなければ直撃していただろう。

　だが、と思う。今はまだ、その救いを心から受け入れるわけにはいかない。ただ感かん謝しやを向けるわけにはいかない。

　何よりもまず、確たしかめたかった。最も大事なことの答えを。

　そのために何をすべきか。決まっている──自分の中に答えがないのなら、探しに行くしかない。

　フィアは細く長く息を吐いた。ゆっくりと、四肢に力を取り戻していく。

　彼の真意を。彼がまだ、自分達にとって信頼に足る人物なのかどうかを──

　立ち上がって、前を見み据すえて、見定めるために。




「り、理事長……？」

　間違いようもなかった。近付いてくるのは、奇怪なガスマスク男──世せ界かい橋ばしガブリエル。残ざん骸がい剣けんが弾はじかれたことを警けい戒かいしてか、ココロは眉まゆを顰ひそめてその新たな敵を見やっていた。

　混乱しすぎて台詞せりふが出てこない。そんな春はる亮あきを落ち着かせるように、理事長は軽く手を上げ、

「いや、わかるよ。聞きたいことはいろいろあるだろう。だがこっちにも事情があってね、とても一言で説明できることではない……それでも、あえて今君に知ってほしいことを言うとすれば。僕達は君達の友人であるままの僕達であり、けっして君達の敵ではない、というだけだ。騙だますような形になってしまったのは心苦しいけれどね」

「……はぁ……」

「ふむ、状況が混乱しているようだ。とりあえず一いつ旦たん固まって体勢を立て直そう。漸音ぜのんくん、銃音がのんくん。彼女達を手助けしてあげたまえ」

「了解です」

　漸音の投げナイフが、錐きり霞かと対たい峙じしていた死体の頭に刺さって一いつ瞬しゆんだけその動きを止める。銃音はゆらゆらした足取りで黒くろ絵えの前にいた一体に切りかかり、機き械かいではない腕を断つと同時に蹴けりを入れてその死体を倒した。どちらも死んではいないが、時間稼かせぎにはなる。

　その隙すきに錐霞達が駆かけ寄ってきた。黒絵は力なく倒れているン・イゾイーの身体からだを、ハンモックのように髪で持ち上げて移動させている。

「彼女達は予想以上に深く、呪のろわれた道具に関係していた。ならば貴方あなたも関係していてしかるべき、か。ふん、馬ば鹿かげた真相だ」

「んむー。まあ怪あやしすぎる外見からして、最初から何かヒミツがあるとは思っちょった。うちはすべてお見通し！　……ホントよ？」

「そんなに説得力がない台詞せりふも珍しいですよ。とにかく、二人ふたりとも無事みたいで何よりです」

「そっちのほうが無事じゃなかったみたいじゃね。ふぃっちー、大丈夫？」

「ああ……まずは、確かく認にんさせろ」

　錐霞と黒絵が戻ってきたのに合わせ、フィアがルービックキューブを握って立ち上がる。まだ足取りは覚おぼ束つかなかったが、ぎらりとした目で理事長を睨にらんだ。

「聞きたいのは、一つだ。お前達は──味方なのか？」

「味方だよ」

　理事長は即答した。

「だが、私達を騙していた」

「やむない事情で、ね。その事情の説明は後にさせてもらいたいけれど──結局のところ、それは僕達の過去に関係する話だ。その過去は崩ほ夏なつさんも知っている。君達には言うべきではないと思ったから、今まで言わなかった……何度か迷うタイミングはあったけどね。確たしかに僕達は噓うそつきで、君達を騙していて、隠し事をしていた。それでも神に誓って言おう。僕達は味方だ。君達は大切な友人だし、崩夏さんには大恩がある」

　そのとき、フィアは真正面から理事長の顔を見つめていた。ひどく真剣な、いかなる噓も見み逃のがすまいとするかのような瞳ひとみ。そこには駆かけ引ひきも打算もない。ただひたすら真まっ直すぐに、彼女は理事長を見定める。理事長もガスマスクの下の視し線せんを逸そらさず、正面からその審しん判ぱんを受け止めた。数すう瞬しゆんの無言があり、そして──

「ホナツだけ知っておったというのは、いささか不公平な気がするが……そうか。お前達は、お前達なわけか……そうか。それなら……よかった……」

　ふ、とフィアが息を吐く。それは紛まぎれもない安あん堵どの息。自分達は騙だまされていたが、裏切られてはいないのだ。なんとなく、春はる亮あきもそんなことを考えた。同じ安堵と共ともに。

　それにしてもあの親おや父じ、息子にまで黙だまっているとは何を考えているのか。理事長を初めて紹介されたのは小学生のころで、奇怪なガスマスク男の外見がひたすら恐ろしかったのだけが思い出だ。あれから何年も経たっている……一言くらい「あの人は実はこういう人で」とか言ってくれてもいいではないか。

　親父が帰ってきたら言ってやりたい文句がまた一つ増えたな、と春亮が思っていると、呆あきれの溜ため息いきをついていたこのはが気を取り直したように言った。

「まあ、確たしかに今は詳しい事情を聞ける状況でもありません。戦力を確かく認にんさせてください」

「私は投げナイフ程度です。残りの本数も多いとは言えません。援えん護ごが精せい々ぜいでしょう」

「うちも援護くらいしか役に立てそうにないわ～。ここ数年、剣の鍛たん錬れんとかしてへんかったからな。ちょっと前に変なオール女に頭割られそうになって、こら鈍なまっとるわとまた訓練し始めたんやけど……やっぱダルくてなー」

「あの柔の剣はわたしも興きよう味みがあるんですけど。もしかして理事長が師ですか？」

「いやいや、銃音がのんくんのはほとんど自己流。僕は漸音ぜのんくんのほうをちょっとだけね。昔取った杵きね柄づか、って奴やつでコツを教えた程度さ」

　そう言えば、理事長室でこの人がダーツをえらく上じよう手ずに投げていたのを見た覚えがある。さっきの鉄パイプ投げといい、何かを《投げる》技術をマスターしているのだろうか。だったら理事長も戦力に数えていいのかな、と視線を向けると、

「言いたいことはわかるけど──昔に大怪け我がをしたこともあって、いろいろ身体からだにガタが来ていてね。さっき久しぶりに全力で投げたから、もう手がこんなだ」

　差し出された理事長の手は小さく痙けい攣れんしていた。握力があるとは思えない弱々しさ。

「次は狙ねらったところに飛ぶとは限らない。前にいる君達に当たってしまえば大事だ、悪いが僕のことは戦力に数えないほうがいい」

「そうか──とにかく、さっきのことは感かん謝しやしよう。つまりこちらの戦力は、ここにいる六人ということだな。無む論ろんそこのイナカ女は戦力に数えんぞ。打たれ弱い奴だ」

「あなたもさっきまで同じような感じだったくせに……で、向こうのほうは」

　刀の切っ先が僅わずかに動く。依然として警けい戒かい心しんに満ちた表情で、ココロはじっと理事長の姿を睨にらんでいた。

「……なんだてめーは？　気持ち悪いくらい正せい確かくにあたしの剣を撃うち落としやがって……あんな曲芸、《部位刻みハイ・シングル》の奴やつらでもそうはできねーぞ」

「気にしないでくれ。今のはイレギュラー、ここからの僕は傍ぼう観かん者しやさ。遺い憾かんなことにね」

「何か引っかかるが……まぁいい、細かいことは気にしねぇ。ザコが二、三人増えたからってどうってこたねーな、やることは一いつ緒しよだ」

　ココロが呼び戻したのか、漸音ぜのんのナイフが頭に刺さってがくがくしている死体と、銃音がのんの剣でさらに片腕を切り落とされた死体がそれぞれ彼女に寄ってくる。その二体が、彼女の手て駒ごま。六対三ということになるが、だからと言って油断はできない──

「ちっと壊こわされてんな。じゃ、もう少し、っと！」

　彼女はナイフが刺さった死体の頭に儀ぎ礼れい剣けんを振るった。首が飛ぶ。フィアが再び呻うめくが、彼女は気にも留とめない。剣の力によって、頭部を失った首に付近の機き械かい部品ががちゃがゃとくっついていった。形成されたのは残ざん骸がいで作られた頭部だ。目や鼻はなく、嘴くちばしのように伸びた口だけがある。ご丁てい寧ねいにもその中には歯刃が並んでいた。続いて彼女は腕を失ったほうの死体にも剣を触れさせ、その欠損部位に再び残骸製の腕を作り出す──それは途中で何本も枝分かれした、まるで蜘く蛛もの脚のような異い形ぎよう。それにも蜘蛛嫌いのフィアは顔を顰しかめる。

「言いい訳わけかもしれないが……攫さらわれた人間の居場所を探ることも、味方のふりをしている最中にしておくように言っていたんだけどね。既すでに殺されていたとは、痛つう恨こんの極きわみだよ」

　鳥型の頭部を具そなえた死体と、両腕にそれぞれ蜘蛛足と槍やりのような機械腕を具えた死体。それらを見ながら理事長が沈痛な声で呟つぶやいた。この戦いが始まる前、漸音がココロに「その剣の力を使う必要はない」とか言っていたことを春はる亮あきは思い出す。さりげなく、彼女はココロの蛮ばん行こうを止めようとしていたのだ。けれど──ココロの最悪さは、それを上回っていた。

　負けるわけには、いかない。

「フィア、いけるか？」

「……いくしか、あるまい」

　フィアが立方玩がん具ぐを握り、春亮の前へと一歩を踏み出す。その先に在あるのは、弄もてあそばれる死と、死を弄ぶ嗜し虐ぎやく者しや。

　それは彼女が今までずっと見続けてきて、そして二度と見たくないと願ねがったもの。彼女に近しく、同時に遠いもの。だから彼女の心は不快に揺らぐ。

「そうだ……いくしか、ないのだ。奴は許せんし、私は怒っておるのだし、ゼノン達は味方だとわかったし、恐れることは何もない。何もない──」

　そこで彼女の足が止まった。たった一歩で。

　でも、と彼女は呟つぶやく。銀髪の後ろ姿を春亮に見せたまま、囁ささやくように、

「でも──まだ、力が欲しいと思う。この血塗られた手の怯おびえを消す何かが、勝手にえづこうとするこの喉のどを止める何かが、もしもあるなら……もっとよいと思う。なあ、春亮。何か、ないのか。呪のろわれたこの私が、一いつ時ときでもその呪いを忘れられるような、そんな力は」

　そんなもの、持ってはいなかった。

　ただ、春はる亮あきは気付いただけだった。フィアの片手が、僅わずかに後ろに向けて伸ばされていることに。その掌てのひらを、何かに躊躇ためらうように、握ったり開いたりしていることに。

　だから。

　その手を、握る。

「お前は……大丈夫、だよ」

　口から出た言葉は、そんな曖あい昧まいなもの。フィアは無言だった。ただ、ぎゅっ、ぎゅっ、と。二、三度、その掌に力が込められただけ。

「ふん……全然、ダメだな。ニュースで見たぞ、電車の中で女子高生の手を握っただけで、ハレンチ男はケーサツに逮捕されるのだ。つまりお前のこれもハレンチ小僧らしいハレンチな逮捕級行為なのだ。ああ、いかん。ハレンチすぎて、ムカムカしすぎて──」

　前を向いたままのフィアの髪が、小さく揺れて。

「そのせいで、吐き気やら何やら、引っ込んでしまったわい……仕方ないから、こんなもので我が慢まんしてやる」

　そして、止まっていたフィアの足が再び動き始める。

　迷いなく。ふらつくこともなく。
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　そのための力を、手に入れたように。

「む、むぅぅぅ……春はる亮あきくん！　今まで黙だまってましたが、実はわたしも鞘さやをニギニギしてくれると助かります！　なんというか、その──そう、呼吸が！　春亮くんの鼓こ動どうを強く感じることで呼吸が合わせやすくなってそれつまりパワーアップしたりするかもいや確かく実じつにします！」

「お、おうっ？　そ、そうか？　なら、ぎゅっ、ぎゅっ、と……」

「ふわひゃあっ!?　そ、そこはニギニギされると困るところと言いますか、あん、駄だ目めです、そんな、強くしちゃ……あ……はふぅ。げ、元気、百倍です……！」

　なぜか蕩とろけるような声でこのはは切っ先を上下させ始めた。よくわからないが、本当に元気百倍なら助かった。先さき程ほどのココロの出血でふらついていたのはこのはも同じだったのだ。

「隙すきをついてうちもにぎにぎ。わー、ハルのにおいじゃー……すんすん。む、これはにおいだけでごはん三杯はいける！　シェフを呼べー」

「意味わからんこと言いながら嗅かぐな！　って、痛い!?　なんでいんちょーさんは俺おれの手をぶつのでしょうか!?」

「は、ハイタッチを先取りしたようなものだ。それだけだ。お前に気合いを入れるためだ。自分に気合いを入れるためだ。ば、馬ば鹿かげている……ふん！」

　なぜか黒くろ絵えもちょいちょいと手を握ってから歩き出し、錐きり霞かは通り過ぎざまにこちらの手をぴしゃりと叩たたいていく。

「はっはっは。幸せ者だねえ、春亮くんは」

「なんのことですか、理事長……？」

「秘密秘密。漸音ぜのんくん達もあやかったらどうだい？」

「残念ですが、彼女達に恨うらまれたくありませんので」

「にゃは、右に同じ。教師と生徒のインモラルな関係……バレたら捕まって、ダルいんで～」

　漸音と銃音がのんもフィア達の後を追って前進した。そして戦いが始まる。

　フィアが拷ごう問もん具ぐを構かまえる。ココロが残ざん骸がい剣けんの投とう擲てきを再開させる。黒絵が髪を伸ばし、錐霞が革ベルトを撓しならせる。死体の一つが機き械かいの顎あごを開き、もう一つが両の機械腕を振りかぶる。漸音はナイフを取り出し、銃音はゆらゆらと進む。

　総力戦だ。

　春亮もこのはを構え、その中に飛び込もうとする。が──自分の袖そでを引く何かに、その動きは止められた。振り返って驚おどろく。驚くと共ともに、自分の間違いを悟った。

　総力戦と言うには、まだ足りないピースがあったのだ。

　そのピースが、今、縋すがるような目で春亮を見つめている。
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　ないのか、と声が聞こえた。

　呪のろわれたこの私が、一いつ時ときでもその呪いを忘れられるような、そんな力は──ないのか、と。

　あるはずがない、とン・イゾイーは思った。

　血塗られた手の存在を意い識しきする。呪われた手の存在を意識する。

　それを忘れられるような、力。

　そんなものが、あるはずがない。

　──けれど、もし、もしも、あるなら──

　その未知は。

　知りたい。

　薄うす目めを開く。ぼんやりとした視界に、それが見えた。

　ああ、と思う。

　そんなに単純なことだったのか。毎夜違う形の月が昇る理由と同じように、空が青い理由と同じように、単純だ。自分にとって完全なる未知だったものが、心地ここち好よい既知となる感覚。

　彼のことは知っていた。文化祭のときに、室長が既知にしてくれた。

　だからわかった。単純に、彼女達と同じことをすればいいのだと。

　そうだ──この手は、血塗られて、呪われてしまっているけれど。

　けっして呪われない人間の手ならば、その血と呪いを拭うことができるのかもしれない。

　もはやそれに縋すがるより他ほかはなかった。渾こん身しんの力で、立ち上がる。

　歩いていく。彼は驚おどろいたような目でこちらを見ていた。

「我わが、願がん望ぼう……彼女達と同じことをさせてくださいと、願ねがいます……」

「え……？」

　短い逡しゆん巡じゆんがあった。どうだろう。駄だ目めかもしれない。彼には自分の願いを叶かなえる義理などない。警けい戒かい心しんの強い刀もいる。分ぶの悪い賭かけだ。

　彼は困ったような顔で、手中の刀を見下ろした。刀は何かを囁ささやいたようだった。それに彼は少しだけ驚いたような顔を見せて、それから、仕方ないな、というように溜ため息いきをついて──

「……ちょっとだけだぞ」

　恥ずかしそうに顔を逸そらしつつ、その手を伸ばしてきた。

「我が意……感かん謝しやします」

　物理的に汚れたままではさすがに悪い。白衣で手の汚れを拭ぬぐってから、ン・イゾイーは彼の手を握った。不ふ思し議ぎな感覚だった。

（……ああ）

　温かい。よく考えれば、自分は今まで、誰だれかの手を握るという行為をしたことがあるだろうか。思い出せない。それはつまり意い識しき的てきにしたことがないということなのだろう。初めてだ。これが、初めてだ。じんわりと、その温ぬくもりが指から伝わってくる。

「あの、さ」

「……何でしょうか、という疑問を……問います」

「お前が一人ひとりでここに来たの……自分のせいだって、思ったからか。自分の責任だから、このはを騙だまして、俺おれ達が追ってこないように噓うそをついて、刺し違えてでもあいつを倒そうとか馬ば鹿かなこと考えて、一人で漸音ぜのんさん達を助けようとして──ここに、来たのか」

　無言を保つ。何を言えばいいのかわからなかった。

　彼の顔を見返して、どきりとする。

　呆あきれと、怒りと、それ以外の何かを入り混じらせた、とても不ふ思し議ぎな表情で。

　笑っていた。

「馬鹿だなぁ、お前」

　それは、ひどく不可解な。見たことのない、感じたことのない、《未知》の感覚で。

「お前は研究室長国の人間で、味方じゃなくて、ひょっとしたら敵かもしれないけど……何日か一いつ緒しよに暮らしてれば、わかるよ。お前は悪いやつじゃない。だから、一人で無理しなくてよかったんだ。自分のせいだなんて背負い込まなくてよかったんだ。だって──」

「……だって？」

「だって……ちょっと待て、自分でもわかんなくなってきた。なんていうか、アレだよ。看かん病びよう相手、じゃなくて、居い候そうろうってほどでもなくて、その──そう、バイト仲間、だからな！」

「さっきから黙だまって聞いてれば、春はる亮あきくん……何テンパったこと言ってるんですか。その人と握手して興こう奮ふんしてるんですかねー。わたしのときは、あんなに、乱らん暴ぼうだったのに……」

「いや、興奮なんかしてませんが!?　と、とにかくそんな感じだ！　あいつらほっとけねえから俺おれは行くぞ。お前はどうする？」

　手が放はなされた。温ぬくもりが離された。

　けれど、自分の掌てのひらには。まだそれが残っている。

　血塗られた呪のろいの感触ではない、それが。

　ならば、もう平気だ。先のことはわからないが、今は平気だ。

「……行きます」

　心地ここち好よい既知の感覚を味わいながら、首しゆ肯こうする。彼も頷うなずいて、

「そっか……じゃあ頼む。あてにしてるぞ、バイト仲間さん」

　その言葉で思い出した。自分がしたのはクリスマスのバイトだ。今日きようはクリスマスだ。そしてクリスマスとは何か、ということは以前に箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブが話していた。日本刀や少年が微妙な顔でこちらを眺めていたので、あるいは誇張があるのかもしれない、と思っていたが。

　今の自分は心と身体からだが軽い。あの文化祭の日からずっと続いてきた不ふ調ちようが、ようやく取り戻された。それはつまり、彼女の説明に誇張などなかったということなのかもしれない。

　ああ、彼女が言った通りだ。

　──どうやら本当に、今日きようは願ねがいが叶かなう日だったらしい。
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　蜘く蛛も脚あしと槍やりの機き械かい腕を生やした、歪いびつな案か山か子しのような死体。同じ槍型の機械腕と機械の顎あごを具そなえた、鳥人とでも描写すべき死体。どちらも動きは鈍にぶく、慎重に戦えばさしたる脅きよう威いではない──死体を損そん壊かいする気分的な問題以外は。しかしフィアが鉈なたを構かまえたとき、

「かは！　弱いくせに往おう生じよう際ぎわだけは悪いな！」

「くっ!?」

　ココロが地面に突き刺さっていた残ざん骸がい剣けんをまた引き抜いて投とう擲てきしてくる。鉈を振るって弾はじくが、続けざまに二本目、三本目が飛んできた。その隙すきに死体達が間合いを詰めてくる。死体に抱きつかれて動きが止まったところに、この馬ば鹿か力ぢからの剣が飛んでくれば危険だ。しかし死体のほうをどうにかしようとすれば剣の投擲がその邪じや魔まをする……どうすれば。

　そのとき、身体からだの横を何かが駆かけ抜けていく。獣けもののような速度で、獣のような姿勢の低さで、獣のように迷いなく獲え物ものを狙ねらう、褐かつ色しよくの影かげ。

　影は低い姿勢から一いつ瞬しゆんで案山子死体の足を刈り、その足首を断つ。刹せつ那なに飛来した残骸剣を体たい操そう選手のように身を捻ひねりながら飛び越え──空中で、彼女はフィアと視し線せんを合わせた。

「我わが報告・先に行くと。のんびりしていると手て柄がらは全すべて自分の手柄ですが、という忠告を忠告しておきます」

「な……！」

　ン・イゾイーが白衣を翻ひるがえしてココロに肉にく薄はくする。眉まゆを寄せたココロは、引き抜いていた残骸剣を投とう擲てきではなく彼女の迎げい撃げきのために振り下ろした。足ナイフと残骸剣が交こう錯さくし、

「おいおい、なんだよ、突然いい動きになりやがって！　やりゃあできるじゃねえか」

「その光栄はお褒ほめに与あずりか光栄です──まったく嬉うれしくはありませんが」

　彼女に何があったのかはわからない。先刻後ろのほうで春はる亮あきと彼女の話し声が聞こえていたから、そのせいだろうか。とにかくも、ン・イゾイーの動きはかつて文化祭のときに見たものと同じだった。心技体の全すべてに迷いがあるような、ここ数日に見たものとは違っていた。

　彼女は敵対する組そ織しきの人間だ。敵が強くなってしまったのだ。自分達にとっては不都合なことなのだろう。けれど、どうしてか──心強い、と思ってしまうような自分もいた。

「《黒くろ河かわ可か憐れん》……フィアくん！」

「モード《キリングマシン将まさ門かど》！　お膳ぜん立だて完了ー」

　ン・イゾイーの攻撃により、案山子死体は足首を失って倒れている。立ち上がろうとしているが、さすがに部位が欠損したままでは上う手まくいかないらしい。残った鳥人死体の機械の腕には黒くろ絵えのワイヤーと化した髪が、生身の腕には錐きり霞かの革ベルトが巻きついて動きを止める。

「哀れな死体よ……寝ていろ！」

　ン・イゾイーのやったことがヒントだった。死体が殺せないならば、せめて動けないようにすればいい。フィアは鉈なたを振るい、動きを止めた鳥人死体の片足をぶった切る。死肉を断つ嫌いやな手て応ごたえ。それを忘れるべく、死体の首に乗っている機き械かいの頭部にも鉈を振るった。ぐしゃり、と鉄が潰つぶれる音を立ててそれが吹き飛ぶ。ぐらりと死体がよろめくが、

「ん……わ、まずいー！」

　最後の足あ搔がきで、死体は黒くろ絵えが捕ほ縛ばくしていた機械腕を強引に動かした。その強引な動きのせいか、あるいは自じ壊かいさせたのか。機械腕が中途から折れ、そして死体は折れた腕の先端をそのままこちらに突き入れようとして──

「フィア！」「詰めが甘いですよ！」

　春はる亮あきが持つ日本刀がそれを受け止めた。余計なことを、と思いつつも鉈を三度振るい、機械腕を根元から斬きり飛ばす。無残な姿になった死体はぎこちなく地面で蠢うごめいているだけだ。

「こいつらは戦いの邪じや魔まにならぬ状態にしておけばよいだろう。今いま更さら、新しく機械の部位を追加するような余裕はないはずだ。もう一人ひとりのほうは……歩けなくなっておるとは思うが、這はいずってきていつのまにか後ろにいられても困る。そちらの機械の腕も壊こわしておくか」

　そう思って首を回すが、その必要はなかった。

「一応、うちらがやっといたで」

「あまり気分がいいものではありませんね、やはり……」

　言いながら銃音がのんと漸音ぜのんが寄ってくる。フィアは頷うなずいて、

「では──残るはあいつだけだ。馬ば鹿か力ぢからに、いくらでも作り出せる機械の剣に、傷を治す服……と。はん。それはそれは猛烈に強そうなことだ。しかし」

　フィアはにやりと笑う。先刻、微かすかに聞こえてきたその言葉を思い出しながら。

「しかし、負ける理由は見つからない。我われ々われのチームワークは奴やつの強さなどより遥はるかに上だ。なぜなら、我々は共ともにあの激げき闘とうを戦い抜いた──バイト仲間、らしいからな？」

　聞いてたのか、と春亮がビクリとする。あの女までバイト仲間の中に含める春亮の優やさしさが少しだけ苛いら立だたしく、しかし同時に、だからこそ春亮なのだろうなとも思った。

　勿もち論ろん、全すべてが終わった後は、ハレンチにあの女の掌てのひらをニギニギしていた件について追及してやらねばならないのだが。




　　　　[image: ]




　ココロは喜き悦えつを感じていた。死角から伸び上がる足。凄すさまじい速度で、凄まじい力で疾しつ駆くする予測不能な刃やいば。こんなものは見たことがない。こんな相手と戦ったことはない。ああ。これは、とても、とても──

「かはははは！　楽しい、楽しいぞ！　やっと盛り上がってきたな！」

「その楽しさはミジンコも楽しくありません……我わが些さ細さいな疑問・微み塵じん、でしたか？」

「かは、余裕あるじゃねえか！」

　体勢を低くして足ナイフをかわしつつ、残ざん骸がい剣けんを振るう。だが既すでにン・イゾイーは螺ら旋せんのような動きで身を捻ひねってこちらの横に回り込んでいた。その動作の最中にナイフは左足に持ち替えられており、剣を引き戻していては間に合わない死角からさらなる攻こう撃げきが飛んでくる。

　──抜け目ない！

　ココロは舌を出して唇を舐なめ、剣から片手を放はなす。投げる余裕もなく眼前に刺したままだった別の小剣を引き抜き、それでン・イゾイーの刃を防いだ。彼女は後転して間合いを取り、自分は二刀流の形でスクラップの剣を構かまえる。

「いいぞお。今のてめーなら、ようやく食ってやれる」

「何のことでしょう。人の肉を食うことはさすがに部族でも禁きん忌きです、と言っておきます」

「そのままの意味じゃねぇよ。言ってなかったっけな。この《儀ぎ礼れい剣ネクロマンシー》の呪のろいは、蘇らせた死体と同じ状況に自分がなっちまう、ってことさ。つまりは、他人一人ひとり分の命で一人を生き返らせるのと同じに──あたしは定期的に他人の命を補給しねえと死ぬ。あたしは決めてんだよ、自分と同等以上に強つえぇ奴やつの魂たましいしか食わねえってな。嬉うれしいぜ、てめーは今ようやくあたしの獲え物ものになった！　後は美お味いしく料理させてもらうだけだぜ！」

「獲物の種類に固こ執しつすることは食しよく糧りよう不足に繫つながりますという忠告を忠告します。それに──獣けものは獣の立場を弁わきまえるべきかと。狩人を獲物とした獣は痛い目を見るでしょう」

「かは、よく言った！」

　さて次はどんな技わざを見せてくれる、と再びン・イゾイーに襲おそいかかろうとしたときだった。何かが空くうを裂く音。

「やる気があるのはいいけどよ……今はちっと邪じや魔まだなぁ！」

　小剣でその投げナイフを弾はじく。軌道の始点に見えたのは冷静な表情をした短髪の女の姿だ。先に殺しておこうかと意い識しきをそちらに向けた瞬しゆん間かん、背後からゆるりとした気け配はい。

「ダルいわー。もっとのんびりやらへんか～？」

　奇妙な剣術を使うあの女だった。来ると見せかけて来ず、引くと見せかけて引かない剣──これは虚きよ剣けんだ。言葉通りにのんびりと敵を翻ほん弄ろうする剣技。興きよう味み深くはあるが、今はひたすらに温ぬるい。

　打破する術すべはわかっている。こういう手合いが相手の場合、強引すぎるほど強引にやるくらいで丁ちよう度ど良い。肩を押し当てるようにして肉にく薄はくし、わざと一方の剣を相手に絡め取らせ、自由になった手で拳こぶしを作ってその鳩みぞ尾おちを殴おう打だする。女は苦痛の声を漏らして吹き飛んだ。

　その呆あつ気けなさに違和感を覚えた瞬間、気付く。これは囮おとりだ。女は倒れたまま、こちらを馬ば鹿かにするようにヒラヒラと手を振っていた。そのとき視界に映ったのは、凄すさまじい勢いで突っ込んでくる銀髪の少女の姿。次はこいつか、と思った刹せつ那な、

「《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

「まさかの再登場、《モンゴリアンデスワーム良よし門かど》！　続いて《カオティック忠ただ盛もり》！」

　投げナイフと今の虚きよ剣けん、そして銀髪の少女の突進すらも布ふ石せきか。周囲のスクラップの山に潜もぐり込んでいた革ベルトと髪が、その瞬しゆん間かんに廃品を撒まき散ちらしながら持ち上がった。普通に伸ばしたのでは対処されると見て、時間をかけて隠おん密みつ行動的に伸ばしていたのだろう。距きよ離りが近く、回かい避ひすることはできない。左右からこちらの両手首に絡みついてくる。

　問題はない。いくらでも脱出方法はある。力任せに千ち切ぎるか。腕が折れようが千切れようが構かまわない。どうせ《血塗られたレジネッタ》の力で回復できる──赤い布のストックは多いとは言えないが。突っ込んでくる箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブに対しても同様だ。少しばかり槍やりで貫つらぬかれたり鉈なたで切られたりしたところで自分の動きは止まらない。

　だがフィアはココロに肉にく薄はくする手前で足を止めた。この間合いで何をしようというのか。投とう擲てき用の拷ごう問もん具ぐでも出す気か。愚ぐ策さくだ。そんなものでは威力が絶対的に足りない。

　自分に勝つには、この《血塗られたレジネッタ》の回復力が追いつかなくなるほどに、その源たる赤い布のストックがなくなるほどに、ただひたすらこちらにダメージを与え続けるしかないというのに。

「──お前は悪だ、ココロ・ペンタンジェリ」

「悪？　どうかな、本当はサンタかもしれねーぜ？　あたしは実際に死者の蘇生っていう願ねがいを叶かなえられるんだからな。それを願う奴やつらにとっては救いのサンタさんだろうぜ」

　適当に言葉を返しつつ、ココロは四肢に力を込める。フィアはさらにこちらを睨にらみながら、

「それを願う奴ら、か。ああ、願いは色いろ々いろあって、その願いも、願いを抱く人間も、それを叶えようとする者も、全すべてが悪ではないのだろう。たとえば、妻に会いたい、というのは当然の願いだ。死から蘇よみがえらせてでも、と付け加えられなければな。願い自体は当然だとしても、それは願いを叶える方法を間違っている。間違っていて、それでもなお願っているなら、それは既すでに願いではなくなっているのだ」

「へえ……じゃあ、何、なんだ？」

　油断か。舐なめているのか。力を込め続けていると、ごきり、と腕の中から異音がした。もうすぐこの拘こう束そくから抜け出せる。

「間違った方法であることを厭いとわずに、それでも願いを叶えようとする欲望、妄もう執しゆう、狂気──それは、もはや呪いだ。その願いによって呪われた剣の存在が証左だ。だから私はそれを認めない。誰だれかを生き返らせようという願いが、いかに共感できるものであっても……方法が間違っている以上、認めるわけにはいかない！」

　決意の瞳ひとみは揺るがない。真まっ直すぐこちらを睨にらんだまま、離はなれない。そして──

「そんな間違った方法で、もしも誰かが別の誰かの願いを叶えようとしていたなら。私は、たとえ本物のサンタであろうが止める！　だから貴様も止めるのだ、こうやってな！」

　強く言葉を続けながら、彼女は手中の螺ら旋せん槍そうを投げる。届かない。それはこちらの足元のスクラップに刺さっただけだ。しかし少女はそこに繫つながっている立方の鎖くさりをかちゃりと鳴らし、

「十二番機き構こう・絶式旋刃態《颶風殺人柱"Tornado of souls"》──禍動curse/calling！」

　槍やりが変形したのは、無数の刃やいばを垂直に生やした柱だ。それは鋼はがねの駆く動どう音おんを鳴らし、竜巻のように回転を始め──同時、しぶとくこちらの両腕に絡みついていた革ベルトと髪が僅わずかな前進のベクトルを与えてくる。自然、

「ぐ……がああああああああああっ!?」

　前に引っ張られた身体からだがその殺人柱の刃に触れる。回る刃の先端が幾重にも肉を抉えぐっていく。感覚を共有した服が破れる痛みと身体の痛み。二重の痛苦が脳のう髄ずいを痺しびれさせる。治さざるを得ない。だが治す端からその殺人機構に切り裂かれ、再び傷が開く。さらに治す。かつてない速度で《血塗られたレジネッタ》が面めん積せきを失って消えていく。

　だが、ココロはその痛苦の中に思っていた。

　怒り混じりに。

　敵の弱さに苛立ちながら──甘い、と。

「ああ……甘い、甘い、甘ぇんだよ！　何手加減してやがる、距きよ離り測ってやがる……こいつにもっと押しつけてあたしをバラバラにすれば早はえぇだろうがっ！」

　その怒りと苛いら立だちと糧かてにして、ココロは両腕に力を込める。そして──

　眼前で回転する刃やいばの竜巻の中に、自分から身体を巻き込ませた。さらに深々と自分を切り裂いていく刃。だが即死しなければいい。これが最も簡かん単たんな脱出方法だ。奴やつらの驚きよう愕がくの声を聞きつつ、拘こう束そくされていた腕を前に引ひき摺ずり出し──拷ごう問もん具ぐの回転する刃を利用して髪とベルトを断つ。腕が千ち切ぎれかけているが、これも問題はない。

　拘束を脱し、血ち塗まみれの状態で飛とび退のく。残っていた《血塗られたレジネッタ》の面めん積せきを九割九分使い、その傷を治ち療りよう。ほぼ下着だけの姿になってしまったが、同時に背中の袋から赤い布を引っ張り出して面積を補給する。街で買っていたものに、奪うばったサンタ服、さらには布袋自体。全すべて使ってもまだ足りない。非常時に備えて着用している首の赤いマフラーも消費し、ようやく赤い制服の姿をレジネッタが取り戻す。

「かは。惜おしかったな。お前ら、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがし──」

　言いかけたとき、ココロはまだ彼女らの瞳ひとみから戦意が失われていないのを知る。

　自分達の勝利を信じているかのように。

　それを確かく信しんできるほどの心強い味方が、自分達にはいるのだというように。

　眼前の殺人柱が、新たな拷問具の形を取り始めた。




　殺人柱から脱出されたが、むしろ好こう機きと見た。元々、あの一手でケリが付けられるとは思っていない。そしてあの布袋やマフラーまで服の再生に使ったということは、もう敵の治ち癒ゆ能力は限界である可能性が高かった。今の服の面めん積せきで最後だろう。ならばすべきことは一つ。

「二十一番機き構こう・掛式鉤爪態《スペインの蜘蛛"Spanish Spiders"》禍動curse/calling！」

　立りつ方ぽう鎖さに繫つながった基部から垂れた、こちらは本物の鎖くさりが意志に応じて伸びる。その先端にあるのは何かを挟はさみ込む形になった一対の鉤かぎ爪づめだ。四本の鎖、四対の鉤爪がココロに襲おそいかかり、その上腕部と太ふと股ももをがっちりと挟み込む。本来なら基部に吊つり下げて苦痛を与えるものだが、今は動きを止めるだけの役目で充分だ。なぜなら、

「ち……美お味いしいところをくれてやるのだ。ぬかるなよ！」

「承知しています。部族の掟おきてにもあります──御ご馳ち走そうはけして食べ残してはならない、と」

　灰色髪の女が無表情に肉にく薄はく。地に手をつき、その褐かつ色しよくの足を旋せん回かいさせる。先刻の殺人柱を模もしたかのように、足先で摑つかんだナイフを高速でココロの胸に叩たたきつけていく。何度も何度も。留とどまることなく。

「ぐ、か、はぁっ……て、めぇっ……！」

　ン・イゾイーの攻こう撃げきに手加減はない。深々とナイフで肉を裂く。心しん臓ぞうに突き立てる。一撃一撃が致命傷になってもおかしくないものだ。ココロは《血塗られたレジネッタ》で治ち療りようしていくしかない。だがン・イゾイーは無感動な瞳ひとみで延々と斬ざん撃げきを加え続け、ココロの服を消失させていく──先刻の殺人柱でブラジャーはとうの昔に破れているので、最終的に到達するのは下半身に下着一枚というとんでもない姿だ。ハレンチにも程ほどがある……全すべてが終わったならハレンチ小僧にオシオキをせねばなるまい。

　だが、赤い服の面積がもはや襟えりの一部分を残すのみになったとき。

「な・め・んじゃ……ねぇぇぇぇっ！」

　ココロが《スペインの蜘蛛"Spanish Spiders"》に摑まれていた四肢を無む理り矢や理りに動かした。肉が千ち切ぎれ飛ぶのも構わず、ただ強引にその拘こう束そくから脱する。その傷は治さない。もはや治すことはできない。

　彼女は軽く後方に跳ちよう躍やくして間合いを取り、反はん撃げき準備のための数すう瞬しゆんを得る。勿もち論ろんン・イゾイーは彼女を追って疾しつ駆くした。ココロはその跳躍で得た数瞬を利用し、最も身近にあった武器を引き抜いた。ン・イゾイーの足ナイフを受け止めようとして──

　終わったな、とフィアは思う。本当に美味しい場所を食べるのは、ン・イゾイーではない。

　褐色肌の女は足ナイフの突き込みを停止させ、その場にしゃがみ込む。

　微笑を浮かべて、言った。

「補足として、部族の掟おきてを補足しましょう。御馳走はけして食べ残してはならない。が──信頼できる仲間に分け与えるのは美徳である、と」

　伏せたン・イゾイーを飛び越えたのは、日本刀を携たずさえた少年。その眼前にいるのは勿論、追い詰められてついに儀礼剣を抜いてしまったココロだ。日本刀が呟つぶやく。

「その剣は、もう、視ていますよ──」

　やってしまえ、と思う。それが目的らしかった理事長達も、そうすべきだと言った。

　そう、必要ないのだ。

　たとえ、誰だれかを生き返らせることができるのだとしても。

　祈ってやまない、願ねがいが叶かなうのだとしても。

　それが、誰かの命と引き換えでなければ為なせないというのなら──そんなものは望まない。

　だからそれは、ただの。

　破は壊かいすべき、呪のろわれた剣でしかないのだ。

「──《剣殺交こう叉さ》！」

　音が聞こえた。それはこの場所に、新たなスクラップが加わったことの証明。

　人の死を弄もてあそぶ邪じや剣けんが、悲鳴のような響ひびきで砕くだけ散る音だった。
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　返す刀で、少年は白刃を納めた綱の鞘さやを振るって敵の身体からだを打うち据すえる。吹き飛んだ彼女の身体がスクラップの山に激げき突とつし、そしてぐったりと動かなくなった。

　それを見ながら、ふうと息を吐いて──

　この気分は何だろうか、とン・イゾイーは思った。

　不ふ思し議ぎに心地ここち好よい。どんな狩りでも味わったことのない充実感。むしろこれは、狩りとは対極にあるもののような気がする。一人前の戦士は一人ひとりで狩りを行う。それでどれだけ多くの獲え物ものを捕らえられるかが優ゆう秀しゆうさの評価だった。

（……狩りとは違うからこそ、でしょうか）

　ただ一つの目的のために。仲間達と、一いつ緒しよになって。

　そんなことをしたのは、今までの人生でほとんどなかったように思える。

　これは、なんだか──いいものだ。そう、いいものだ。この気持ちよさは大事なことだったのだな、と思う。一人ではおそらくあの女には勝てなかった。この手に刻まれていた呪いを払ふつ拭しよくすることもできなかった。今までは一人の戦士であることを貫つらぬきすぎていたのかもしれない。それを知れてよかった。未知を既知にできてよかった──

「……ああ」

　思い至った。もう一度、息を吐く。

「知るべきだと仰おつしやっていたのは、ひょっとして……これ、だったのでしょうか。室長……」
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「ふう……やれやれだ。終わった、かな」

「はい。死体も完全に動かなくなってますし……あの剣を破は壊かいしたせいでしょうね」

　このはの言葉に、ようやく春はる亮あきは全身の力を抜く。死者は眠りにつき、剣は破壊した。もう二度と不運な死体達が道具として動かされることはないのだ。ココロにも充分なダメージを与えているし、もう傷を治せるほどの布は残っていない。たとえもう一度立ち上がってきたとしても、フィア達ならば簡かん単たんに対処できるはずだった。

「うえっぷ。安心したら、急に気分が……今日きようは、いっぱい、血を見すぎました……」

「大丈夫か？　ええと、人に戻って横になっても、いや、そのままのほうが楽ならそれでいいけど」

「そう、ですね……じゃあ、そろそろ人の形に戻ることに……」

「ちょっと待った！　私！　見み逃のがさん！　ハレンチ気け配はい！」

「なんでインディアン口く調ちようなんだ、あいたた!?　いきなり目をグリグリは止やめろ、何だよ!?」

「私は気付いた！　ウシチチが刀から人に戻るときが一番キケンだと！　そう何度も何度も同じハレンチを見過ごしてたまるか……！」

「フィアくん、いいところに気付いたな。同意しよう……こうやって、《可か憐れん》で夜や知ちの手首を縛しばっておくとさらにいいのではないかな？」

「うむ。ナイスアイデア」

「いんちょーさんまで！」

「ぴきーん。うちは状況を打開する画期的な策を思いついてしまった！　ハル、ちょっと腕をこっちに……で、こうして引っ掛けて、持ち上げて……」

　フィアに目隠しされ、革ベルトで手首を縛しばられている中、黒くろ絵えの小さな手がこのはを握ったままの腕を何やら誘ゆう導どうする。切っ先で地面の何かを探るようにして、それから刀を縦たてに持ち上げれば……ふぁさ、と柔らかい何かが手の甲に触れる感触。見えないのでよくわからないが、刀身で掬すくい上げた何かが鍔つばのところで引っ掛かっているのだろう。これは一体……？

「どわー！　黒絵、何をさせておる!?」

「発想の転換。戻るときが危険ならば、最初から穿はいちょくのはどうじゃろうかと」

「ううん……はっ。ちょ、待って、何ですかこれ!?　人がフラフラしてる間に、どうしてわたしの、ぱ、ぱん……！　ひぇ、春はる亮あきくん、ダメです不ふ思し議ぎそうに指でサワサワしてはー!?」

「え。これって、ま・さ・か……うわわわ、ごめん！」

　材質を指で確たしかめるのを慌あわてて止め、さらにフィアが目隠しをする力が強くなったのを感じながらこのはを地面に置く。そんなときン・イゾイーと漸音ぜのんの声が聞こえてきて、

「我わが疑問・あれは何をやっているのでしょう」

「見たままです、としか私には答えようがないのですが」

「なるほど。勝利の儀ぎ式しきのようなものだと推測します」

　……違います。




　弛し緩かんしつつあった空気が一気に緊きん張ちようを取り戻したのは、スクラップの山に突っ込んでいたココロがよろよろと身を起こしたときだった。

「ああくそ、いってぇな……負けちまったか、久しぶりだぜ……」

　丁ちよう度ど服を着終わっていたこのはが手刀を構かまえ、他ほかの人間もはっと身構える。だがココロは億おつ劫くうそうにヒラヒラと手を振った。

「心配すんな、もうやる気はねぇよ。ったく、一人ひとり一人ひとりは弱よええくせに集まったら急にいい感じになりやがって……《ネクロマンシー》も壊こわされたのか。ち、勿もつ体たいねぇことしやがる。あれが目的だったんじゃねえのかよ、てめぇら？」

「確たしかにね。だが──あの状況下では仕方がなかった。そう……仕方なかった……」

　答えたのは理事長だ。スーツのポケットに手を突っ込み、ガスマスクの奥からココロを見つめている。ココロは嘲あざけるように唇を歪ゆがめ、

「そう言うにしちゃ、勿体ねーって後悔してるっぽい雰囲気だぜ。はん、てめーらに騙だまされてからちとペースが狂った。よくわかんねー理由で首突っ込まれて、おまけに負けたんじゃスッキリしねぇ。聞かせろよ、てめーらは何だ？　何が狙ねらいで《ネクロマンシー》を……て、これはわかってるか。てめー、誰を生き返らせたかった？」

　春はる亮あき達は息を吞のみ、理事長の顔を見る。そうだ。当然、そういうことになる。漸音ぜのんと銃音がのんは何かを悼いたむように目を細めていた。マスクに包まれた理事長の表情はわからなかった。

「さて。それ以前に、本当に生き返らせることができたのかどうか、という疑問があってね」

「今まで何見てたんだ？　できたさ。白骨死体レベルからでも、人の命を何人分かブッコんだらいけただろうよ。で、女か？　ガキか？　親か？　ダチか？　それとも──」

　錯さつ覚かくかもしれなかったが、そこで春亮は理事長の横顔に迷いを感じた。言うべきか言わざるべきか、という迷い。

「……聞いたところで意味などないのは、わかりきっているけれどね……」

　それでも、聞かざるを得なかったというように。我が慢まんできずに口から滑すべり出てしまったというように。

　ココロの言葉を遮さえぎって、彼は言った。




「──死んだ禍具を生き返らせることは、できたのかな？」




　時間が止まる。春亮達は動かない。誰も、動けない。

　春亮達と同じように、ココロも動きを止めていた。だがその数秒の沈ちん黙もくの間に何かを理解したのか、やがてココロだけがクスクスと笑い始める。

「かは。そっかそっか、そういうことか。残念だが……無理だったぜ。それが目的だったってんなら、最初っからピント外はずれだ。可能性を考えるのはわからんでもねーけどよ。あの剣は人を生き返らせることができるし機き械かいも再さい構こう築ちくできるが、人化した禍具ワースの死に関しては無力さ」

「──本当に？」

「あシあー。あたしが今まで《強つええけど壊こわれちまった禍具ワース》を蘇よみがえらせようとしたことがなかったと思うか？　弱よえぇ人間の死体を操あやつるより効果的だろ。実際にやったから断言できる……そりゃそうだよな。人化した禍具ワースなんてのはイレギュラーな存在なんだよ。本来はこの世界にいねえもんなんだよ。人でもねえし道具でもねえ。んな中途半端な奴やつ、どうしようもねーぜ。《ネクロマンシー》の呪のろいの食しよく糧りようにも使えなかったからな、そもそも命扱いされてねぇってことだろ」

「っ……」

　フィアが唇を嚙かむ。イレギュラー。本来はこの世界にいないもの。中途半端。

　何かを言うより前に、気付けば春はる亮あきは彼女の手を握っていた。先刻と同じように。

　そうしたほうが早いと思ったのだ。たとえそうなのだとしても、いていいのだと。それだけは確たしかなのだと。それを伝えるためには。

　きっと、伝わったのだろうと思う。フィアも、その手をぎゅっと握り返してきたから。

「そうかい。ならば最初から、叶かなわぬ望みだった、ということか。ああ、フィアくんがさっき言っていた通り──間違った方法で願ねがいを叶えようとしたことが、そもそも間違っていたのかもしれないね……」

　呟つぶやきながら、理事長は頷うなずいた。悲しそうに──けれど、どこか、ほっとしたように。

　そこでココロは愉ゆ快かいそうに、さらに大きく肩を震ふるわせる。

「しっかし──それでわかった。思い出したぜ。そういや聞いたことあったっけな。かは、かはは！　だったら納得だ、そいつらが竜創ウーンズ持ってたことも納得だ。なあ、もうわかっちまったからいいだろ？　確かめさせろ──見せてみろよ」

　理事長はしばらく無言を保っていた。が、やがて小さくその肩が揺れる。

「君に見せる義理はないが……彼らには。全すべてが終わったら説明すると、約束したしね」

　そして彼は、春亮が数年前に出会ってから今まで、常に身に着けていた──

　ガスマスクを外した。

　薄うす暗ぐらい月明の中だった。長い前髪が風に揺れ、顔の上半分を隠していた。

　だから顔立ちや表情自体はよく見えなかった。

　それでも、見えたのは。揺れる前髪の隙すき間まに、見えたのは。

　彼の頰ほおの辺あたりに刻まれた──竜の《目》を模した刺青。

「かははっ！　やっぱりな！　先代の《目》！　元の竜階ブレイズ二位！　二つ名は《卑怯者イエロウベリイ》！　あたしが入る前に何かやらかしたんだってな？　噂うわさで聞いてるぜ、使っていた禍具が死んだせいで、師団長に楯突いて竜島／竜頭師団から逃げ出した──裏切り者！」

「ま、そういうことだね。久しぶりすぎて落ち着かない、戻させてもらおう」

　軽く言いながら、嘆たん息そく。彼は再びガスマスクを被かぶった。

　いつも通りの理事長で、いつもとは違う理事長が、気負いなく首を回してこちらを見てくる。

「さて、まだまだ聞きたいことはあるだろうね。しかし正直、こんな寒々しくも面めん倒どう事ごとが転がっている場所ですべき話じゃないと思うよ。全部話すとなると結構な時間がかかりそうだし」

「で、でも……」

「うん、まぁこの状況で言われても納得できないのは当然だ。それでも、もし身勝手な提案が許されるなら──最後に何か一個質問してもらって、それを区切りにさせてもらえないかな。それからいろいろ事後処理をして、仮眠をとって……そうだね、続きはいつもの理事長室でお茶でも飲みながら、ということにしないかい」

　この人がそう言うならそれでもいい、と春はる亮あきは思った。だから言われるがまま、最後に一つだけ、一番気になっていたことを質問してみた。

「理事長は……なんで、その……死んだ呪のろいの道具を、生き返らせようと……？」




　答えは単純で、とても短かった。




「愛していたからだよ」







　エピローグ
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　あの戦せん闘とうから数時間後──十二月二十五日、午前十一時過ぎ。

　春はる亮あき達の姿は理事長室にあった。勿もち論ろん学校は休みなので私服姿だ。あれから家に帰って仮眠を取ったので、疲労は残っているものの眠気はそれなりに取れている。漸音ぜのんは事後処理のために眠っていないはずだったが、欠伸あくびの一つも漏らさずにいつもの顔でお茶を淹いれてくれた。

　事後処理。正せい確かくに何が行われたかは知らない。あの場所には死体が四つあり、それを作り出した犯人が一人ひとりいた。理事長が春亮達に約束したことは三つだ。犠ぎ牲せい者しや達を家族の許もとに返すこと。犯人にしかるべき償つぐないをさせること。マスコミに介入させないこと。理事長はやはり警けい察さつ関係者やマスコミにも知り合いがいるのだろう、その繫つながりを最大限利用してどうにかするつもりらしい。具体的に、ココロがどう裁さばかれるのか。日本の法に則のつとったものなのか、外国の法に則ったものなのか、それとも法に則らないものなのか。被害者の家族にどんな説明が行われるのか。それらは全すべて、わからない。いずれ機き会かいがあれば聞いておかねばならないと思う。

「やあ、お待たせ」

　ソファに座ってお茶を飲んでいると、いつものマスク姿の理事長が部へ屋やに入ってきた。軽く首を巡めぐらせて、部屋にいる人ひと影かげを確認する。春亮、フィア、このは、黒くろ絵え、錐きり霞か。ン・イゾイーはいない。あれから彼女は《理事長に書状を渡す》という当初の目的を果たし、中身を読んだ理事長と何事か会話してから──春亮達に看かん病びようの感かん謝しやを告げて頭を下げ、夜よ闇やみの中へ消えていった。役目を終え、研究室長国の本ほん拠きよ地ちへと帰ったのだろう。

　理事長室には勿論漸音の姿もあったが、彼女を見やって理事長は首を傾かしげる。

「おや、銃音がのんくんは？」

「申もうし訳わけありません、まだ保健室で寝ているようです。起こしてきましょうか」

「いや……まあ、それには及ばないだろう。無理に起こして呼んだところで、立ちながら寝ているだけだと思うし」

「わかりました」

　漸音が理事長のぶんのお茶も淹れ、彼は定位置である自分の机に座る。ふう、と疲れたような息を吐いてから、いつものようにストローでお茶を啜すすった。

　それをフィアが胡う乱ろんな目で眺めつつ、

「あの竜創ウーンズとやらを隠すためにそのマスクをつけておったのなら、もう外はずしてもよいのではないか。無理をすることはあるまい」

「ま、そうなんだけどね。さっきも言ったかもしれないが、もう着けていないと落ち着かなくなってしまってね……元々、人前で外はずすつもりはなかったし」

　さて、と理事長が一度カップを置く。そして、机に両手をつき──

　深々と、頭を下げた。

「まず……君達には心から謝あやまっておかなくてはならない。迷めい惑わくをかけた。そして──身勝手なお願ねがいだとは思うけれど、できれば漸音ぜのんくんや銃音がのんくんを恨うらまないでほしい。二人ふたりに行動を指示したのは僕だ。責任は僕にある」

「今いま更さら、セキニンなぞ追及する気はないわい。私は、ただ……真実を知りたいだけだ」

　腕組みしたフィアの目がこちらに向けられる。春はる亮あきは頷うなずき、このは達も同じ動きを見せる。

「そうだね……ではもう一度、今回の事件について順を追って説明していこう。君達にとっての事の始まりは、ン・イゾイーくんを見つけたときだろうけど……僕達にとっては、それよりもう少し早かった。ココロ・ペンタンジェリが彼女を襲おそう前日くらいのことかな。ある人物から情報提供があった。僕は外国にいたから、実際に電話で話したのは漸音くんだけどね」

「ある人物？」

「闇曲拍明だよ」

「っ……!?」

　錐きり霞かが顔色を変える。春亮達にとってもそれは驚おどろきだった。ン・イゾイーだけでなく、あの男本人も何かに関かかわっていたのか。

　だが理事長は軽く片手を上げるようにしつつ、

「いや、別に擁よう護ごするつもりはないが、彼はこの件に直接は関わっていない。ただ僕に情報を伝え、きっかけを作った、というだけだ。なぜ彼がそうしたか、という理由は──推測はできるけど、今はおいておこう。とにかく彼が言ったことはこうだ。この街に竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの人間が来る。そしてそいつは、僕の願いを叶えられる可能性があるものを持っている、とね」

「それが……あの剣、ですね」

「そう。ついでに言えば、能力を使うためには燃ねん料りようとして他者の命が必要らしいよ、みたいな基本情報もセットで。その剣の情報といい、このマスクをつけて隠し続けていた僕の秘密──僕が竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズからの出しゆつ奔ぽん者しやであることや、僕の目的をどうやって知ったかはわからない。《未知の征服》を掲かかげる組そ織しきの情報力を舐なめてはいけないということかな。ともあれ、彼はその情報を一方的に言ってきただけだった。それを漸音くんから伝えられた僕は、その情報を無視するわけにもいかず──僕が日本に帰るまで、二人に働いてもらうことにした」

「この街に潜もぐり込んでいた彼女の居所を探し出し、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズのメンバーだと名乗って接触しました。《部位刻みハイ・シングル》の戦いを生で見て勉強したいので何かあれば手伝わせてくれ、という建前です。それは彼女がン・イゾイー氏と最初の戦いを終えた直後のことで──そこで我われ々われは、彼女の持つ《剣》が不完全な状態であることを知りました。ほぼ同時に夜や知ち様から連絡があり、ン・イゾイー氏が夜や知ち様に保ほ護ごされていることと、《剣》の部品である箱はこがそこにあることを知ったのです」

「書状を渡したいから、って連絡取ったときですね。そういや言ったような気が」

　漸音ぜのんの言葉に、春はる亮あきは呟つぶやく。このはは眉まゆを寄せて茶を啜すすっていた。

「いろいろ言いたいことはありますが……後にしましょう。続けてください」

「うむー。なんかややこしいことになっちょったんじゃねえ」

　小首を傾かしげる黒くろ絵えに対して首しゆ肯こうし、理事長は続ける。

「そう、ややこしいことになったんだよ。そのとき、僕達の目的は──簡かん単たんに言えば《君達と直接的に敵対することも協力することもなく剣と箱を手に入れる》ということになったわけだ。ココロ・ペンタンジェリは強く、漸音くんと銃音がのんくんだけでまともに戦って剣を奪うばい取れるとは思えなかった。だから結局のところ、彼女の仲間であるフリを続け、君達のところからまず箱を盗み出して、そして元通りになった剣を最終的に隙すきをついて奪う、という方法を僕は選んだ。放っておいても彼女は君達を襲おそって箱を回収しに行っていただろうが、その場合、君達に──というより、このはくんに剣を破は壊かいされてしまう可能性があったからね」

「《交こう叉さ》の情報を相手が知っていたのは、そのせいでしたか……」

「申もうし訳わけありません。伝えたのは私とお姉ねえ様です。やはり、お姉様もここに来て謝しや罪ざいさせるべきですね……他ほかにも私達は色いろ々いろと貴女あなた方の不利益になることをしました。書状を受け取りに行った日、お姉様が夜知様の家を探検したいと言い出したのは、あわよくば箱を見つけられるのではないかと思ったからです。深夜にン・イゾイー氏を襲おそったのも、勿もち論ろん箱を奪うため。さらには──言いましたが、アルバイトを引き受けたのも、更衣を利用して探すためです」

「ふぅ……いいですよ、今は。寝ね惚ぼけ顔がおでフラフラ謝罪されても逆にむかつくだけです」

「重ね重ね、申し訳ありません。時を改めて、いずれ必ず」

「最も謝あやまるべきはやはり僕だよ。すまない、と言う資格すらないのかもしれない……全すべては最低の打算だ。《隙をついて奪う》と言ったけれど、その《隙》自体を見つけるのがそもそも難むずかしいものだった。彼女が君達と全力で戦せん闘とうをしているときが唯一のチャンスかと思って──偽にせの人質作戦を実行してもらった」

「ふん。今にして思えば、あのときすぐ箱とゼノン達の交換を持ちかけてもよかったではないか。なぜわざわざ一日間を空あけた？」

「あれはココロ・ペンタンジェリの要求です。我われ々われとしては早く交換してもらいたかったのですが、こちらの目的が《箱を取り戻して剣を完全にしてから奪うこと》であるのを悟られるわけにはいきませんでしたので……我々を人質にすれば箱も取り返せて相手も強くなって一石二鳥です、と作戦を提案したときに、『一日おいたほうがもっと効果的だろう』と言われれば受け入れざるを得ませんでした。別に箱は敵を倒してからでもいい、というスタンスの彼女にとっては、間を空けてフィア様達の怒りと不安を増大させることこそが重要だったのです」

「で、あとは君達も知っての通りだ。漸音ぜのんくん達が隙すきをつくのに失敗し、僕が急いで日本に戻ってきてあの場に辿たどり着いた、と」

「……私達を守ろうとせねば、あるいは剣を手に入れられておったかもしれんがな」

「僕達はあれを手に入れたかったが、君達の危き機きを見み逃のがしてまでそうするつもりはなかった──言いい訳わけのように聞こえてしまうかもしれないがね。もう終わったことさ」

　かつん、とカップがソーサーに置かれる音。このはが顔を上げ、真剣な目で、

「だいたいの流れはわかりました。けれど、納得できないことがあります」

「……だろうね」

「あなたはさっき、敵対することも協力することもなく、と言いましたが……協力してもいいじゃないですか。最初から、全すべてをわたし達に話してくれれば」

「そうだな。そうすれば他ほかにいくらでもできることはあったはずだ……貴方あなたは馬ば鹿かげた回り道をしたと言わざるをえない。なぜフィアくんや夜や知ちに隠したまま物事を進めようとした？」

　錐きり霞かも腕組みをしたまま、じろりと横目で理事長を睨にらむ。拍ぱく明あきアレルギーの彼女は、先刻その名前を聞いてからずっと不ふ機き嫌げんそうだった。

　理事長は顎あごの下で手を組み、自分に言い聞かせるような声こわ音ねで呟つぶやいた。

「それは、きっと……僕のエゴだね」

「……エゴ？」

　春はる亮あきが聞き返すと、ガスマスクが軽く揺れる。フィア達の顔を順じゆん繰ぐりに見回したようだった。それから彼は豪ごう華かな椅い子すを軋きしませて立ち上がる。

「利己主義エゴイズム、と言うからには、やはり僕のことを知ってもらわなければ始まらない……つまらないかもしれないが、昔話をするとしよう」

　言いながら、理事長は壁かべにかかった無数の謎なぞ物品……木の仮面やら錆さびた鉄片などに近付いていく。春亮はそれらが呪のろわれた道具っぽく見えるだけのアイテムだということを知っていた。何をするつもりなのだろうか、と思って見ていると、理事長は一つの仮面を横にずらした。その後ろの壁を何やらごそごそと探り始める──

「うお……」

　驚おどろくと共ともに、呆あきれた。まさか現実にこんな光景を見ようとは。

　その部分の壁が、まるで扉とびらのように奥へ向かって開いていったのだ。

「か、隠かくし部べ屋や……？」

　春亮の驚きの声に満足したかのように、理事長は肩を震ふるわせながら振り返って言った。

「ふふ、男のロマンというやつさ。まあ入りたまえ──見てもらったほうが早い」




　とりあえずソファーから立ち上がり、理事長の後を追う。

「だいたいはココロ・ペンタンジェリが話していた通りだよ。僕はかつて竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズに所属していて、それなりの地位にいた。漸音ぜのんくんと銃音がのんくんはそのときに知り合っていた部下──というか、まあ、今と同じ上司と秘書のような関係だったのさ。そして僕はとある事情で竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズと袂たもをと分かつことになり、逃げた──そのとき力を借りたのが崩ほ夏なつさんだ。それから僕はこうして顔を隠して暮らすようになった、と」

「その、とある事情、とは何なのだ？」

「それを今から説明するよ、フィアくん」

　隠かくし扉とびらの奥にあったのは、それほど大きな空間ではなかった。細長い小こ部べ屋や。内部は殺風景なものだ。理事長室の混こん沌とんっぷりとは裏うら腹はらに、そこにあったのはただ一つ、空間の中央に置かれたテーブルだけだった。そこにかかっていた白い布を数秒見つめてから、理事長は一つ息を吐く。それから覚悟を決めたように、その布を取り払って──

「一言で言えば、単純だ。彼女が死んだから」

「っ……」

　予想はしていた。

　テーブルの上に並んでいたのは、砕け散った何かの道具。春はる亮あきは割れた壷つぼの姿を幻げん視しする。けれど眼前のこれは、藍あい子こよりもさらに救いようがない、手の施ほどこしようがない状態だ。それがわかってしまった。ほとんど原形を留とどめていない。しかし柄つかのようなものがあり、刃やいばのような輝かがやきがあるのがわかる。全体的に白っぽい装そう飾しよくが為なされた──何かの武器、だろうか。

「リズ……呪のろわれた槍やり《騎士トリ道へーズの大ン・ピ逆者アサー。僕のパートナーで、共ともに強くなろうと誓い合った。別名は《卑ひ怯きよう者ものの槍》……元々は騎き士し槍やり、馬上槍だが、呪いで得た性質はそれとは不釣り合いだった。《敵との距きよ離りが遠ければ遠いほど威力が増す》……馬上槍でありながら、彼女は投げ槍なんだよ。彼女の力を最大限発はつ揮きするために、僕は必死で投とう擲てきのスキルを磨みがいたね」

　懐なつかしむような声こわ音ねで、理事長は語る。春亮達は無言でその言葉を聞いていたが、やがてフィアが小さく息を吸い、

「私達と同じ……人化できる槍、だったのだな」

「そうだね。君達と同じに、可愛かわいらしくて、そして──優やさしかった。優しすぎたんだ」

　理事長の指が、そっと破片の一つを撫なでる。慈いつくしむように。

「彼女は投げた後、いかなる距離からでも自動的に僕のところに戻ってくる性質があった。だから何度でも僕は超長距離投擲を繰くり返せたわけで、そういう戦い方をしてきたが……彼女には勿もち論ろん、呪いがあった。その《戻ってくる》とき──所有者の身体を貫いてしまう可能性がある、というものだ。持ち続けて呪いが強くなればその確かく率りつが高くなり、また致命的な部位を貫つらぬく可能性も高くなる、ということだね。僕は当然、彼女に貫かれて終わる結末を覚悟していた。強くなるためにはそのリスクも受け入れなければならないと思っていた」

「ふざけた呪いです。それ以上にふざけた覚悟です」

　このはが吐き捨てるように言うと、理事長はひっそりと苦笑のようなものを漏らした。

「彼女もそんなことを言っていたかな。でも、それよりも──泣いていたほうが、多かった。彼女と戦い続けるにつれ、心を通じ合わせるにつれ、呪のろいが強まるにつれ……彼女はたまに僕の足を貫つらぬき、たまに僕の腕を貫き、そしてその後でいつも泣いていた。ごめんね、ごめんね、ってさ」

「……」

「そして──ついに、彼女はその呪いで僕の胸を貫いた。その後のことはよく覚えてないけど、看かん病びようしてくれた漸音ぜのんくんと銃音がのんくんが言うには生死の境を彷さ徨まよったらしいね。半はん死し半はん生しようになったそのときの後こう遺い症しようのせいで、今の僕の身体からだはほとんど動かないというわけさ」

「正せい確かくに言えば……もう駄だ目めだと、思いました。半死半生どころではなく、九割方死んでいたのです。私達はそちらに気を取られ──気付けませんでした。後悔しています。彼女を、止められなかったことを」

「止める……？」

　黒くろ絵えが漸音を見つつ首を傾かしげたが、彼女は答えなかった。それを答えるのは自分の役目ではない、というように。

「勿もち論ろん、僕も止められなかった。リズは、優やさしすぎたリズは、僕を本当に殺しかけたことで決意したんだ。もう駄目だ、と……竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの理念を捨て去るほどに。だから彼女は、自ら死を選んだ。それと同時に、僕を竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズから抜けさせようとした。そのために」

　僅わずかな間。

「師団長の命を奪うべく一人で戦いを挑み、そして破壊されたんだ。勝てるはずがないのはわかっていた。それでも──師団長を殺せればよし、殺せなくても僕は自動的に竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズを抜ける、と考えてのことだろうね。当然だよ。いくらなんでも、僕は愛していた女の子を殺した組織にそのまま居座り続けられるほど厚顔無恥じゃない」

　後はさっき言った通りさ、と理事長は補足した。呪われた道具に関する何でも屋、のような位置付けだった夜や知ち崩ほ夏なつという男に連絡を取り、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズを抜け、漸音と銃音もそれについてきてくれて──

「そして……ずっと探し続けていた、というわけか。その女を生き返らせる力を持った、呪われた道具を」

　フィアの言葉を聞きながら、春はる亮あきは思い出していた。理事長室にある数多あまたの物品。何をしているかはわからないが世界各地を飛び回り、そのたびに《呪われた道具っぽいもの》をおみやげとして持って帰ってくる理事長……それには理由があったのだ。金持ちの道楽などではなく、そんな悲しい理由が。

「初めから、教えてくれるわけには……いかなかったんですか」

「勿論、何度か過去を告白しようかと思ったタイミングはあった。体育祭のとき、楯たて岡おか藍あい子こくんが怪け我がを負ったと知ったとき、文化祭のとき、潰かい道どうくんを勉強会に行かせたとき……ああ、潰かい道どうくんは軽く戦せん闘とう法ほうを伝授しているだけで、僕達の詳しい過去は知らないよ。ともあれ、伝えればもっと君達の力になれるのに、と思うときは幾度もあった。それでも口を開かなかったのは、僕の弱さのせいで、迷いのせいで、つまり……ああ、これも同じかな。エゴ、だよ」

　理事長はふうと息を吐きながら言って、再び白い布でテーブルを覆おおった。

「偉ぶったことを言っているとは思うし、その資格もないのは自覚しているけれど……今まで罪を犯してきた君達だからこそ。呪のろいを解くという長い道のりをこれから歩んでいく君達だからこそ、光ひかり輝かがやく未来だけを見ていてほしかった。望みを叶えられなかった僕達がここにいる、ということを知ってほしくなかった。そして、さっきの話に戻るなら──」

　なぜ事情を隠したまま、全すべてを黙だまったまま、ココロ・ペンタンジェリから剣を奪うばうことを望んだのか。その答え。

「身勝手であることは承知で言う。誰かの命を犠牲にして誰かを生き返らせることのできる方法があるなど知ってほしくなかったし、それを知ってなお求めようとした僕という大人の汚さを知ってほしくなかったんだよ」

　このはが目を細めて聞いた。

「もし剣を手に入れられていたら──あなたは、そうしようと？」

「……場合によっては」

　短く答える。理事長は春はる亮あき達に向き直らなかった。白い布で覆われたテーブルを見つめながら、その端をぽんぽんと軽く叩たたいていた。誰だれかの枕まくら元もとでするような、誰かを寝かしつけるかのような──優やさしい、仕し草ぐさ。独り言のような、小さな声が聞こえてくる。

「けれど……元々、無理だったようだね。あの剣では死んだ禍具ワースを生き返らせることはできなかった。それ以前に、誰かの命と引き換えに誰かを生き返らせるなんて方法は──確かく実じつに、間違っている。本当にフィアくんの言う通りだよ。間違った願ねがいの叶かなえ方かたはするな、と最初から言われていたというだけのことかもしれないね」

「……その女に、か」

「さて、どうだろう」

　微かすかに肩を震ふるわせて、理事長がそこでようやく春亮達に向き直る。

「僕が隠していたことはこれで全すべてだ。納得してもらえるとは思っていないが」

「当たり前だ、納得なぞできるものか。私はお前にこう言わざるをえない──」

　腕組みをして、胸を張って。

　フィアはテーブルの白い布を見ながら言った。

「馬鹿にするな、とな」

　理事長は軽く首を縦たてに動かした。フィアはさらに続ける。

「ああ、本っ当に馬鹿にしておる。私は呪いを解いてヒトのようになる。それはもう決定事項で、過去に誰が何をしていようともそれは変わらない。光り輝く未来だと？　当たり前だ、私にはそれしか見えんぞ。誰だれかの命を犠ぎ牲せいにするシステムなぞ、端はなから願ねがい下げだ。知ったところで何をしようとも思わない。で、お前という大人おとなの汚さ？　片腹痛いな！　汚い以前にお前は元々出会ったときから奇怪なヘンタイ。今いま更さら何を知ろうとも評価は変わらん！　だから──」

　のしのし、とフィアは腕組みしたまま理事長に近付いていって。

　ガスマスクをじろりと見上げて。

　そして、どっすん、と彼の腹に頭突きをかます。

「おうっふ！　み……鳩みぞ尾おちに、ジャストで、来たよ……!?」

「こらフィア、いきなりなんつー暴ぼう挙きよを!?」

　ふん、とフィアは春はる亮あきを無視して鼻を鳴らした。銀髪を起き上がらせつつ、

「だから、これで勘かん弁べんしてやる。もう一度言うぞ、私は何も変わらない。お前も何も変わらない。過去を知ったとて、私にとってお前はヘンタイマスク男のままだ。これからは隠し事をするな。ヘンな気の使い方をするな。以上だ──あと、迷めい惑わくをかけられた慰い謝しや料りようとしてさらにお茶とお茶菓子を要求しておかねばならんかな。どうだ？」

　最後の言葉は、ぽかんとそれを見ていた春亮達に向けられたもの。

　その行動に驚おどろきはしたが、フィアの言葉は──妥だ当とうなものに、思えた。

　理事長には過去があり、目的があり、こちらのことを考えてそれらを隠しており、そしてその結果、自分達を騙だますことになった。過去を告白してきたのだから、もうこちらを騙すことはないだろう。噓うそをつくことはないだろう。《過去のわからなかった理事長達》が《過去を持っている理事長達》になった──これはただ、それだけのことなのかもしれない。

「仕方ありませんね。お茶のお代わりでも貰もらって手打ちにしますか」

「そうだな……馬ば鹿かげた秘密主義はこれで終わりにしてもらいたいところだ」

「む、今のふぃっちーの動きで新技わざが見えた気がする。髪で相手の動きを封じたうえで、髪を縮ちぢめる力を利用して頭からダイブする特とつ攻こう攻こう撃げき……《カミカゼダイブ知とも盛もり》と名付けよう！」

　このはは肩を竦すくめ、呆あきれた調ちよう子しで。錐きり霞かは疲れた調子で。黒くろ絵えはいつものマイペースでよくわからないことを言い、それぞれ頷うなずく。

　ダメージを受けた腹を押さえながら、理事長はほっと安あん堵どしたような息を吐いた。ブフォ、と小さな笑い声が聞こえ──

「ありがとう……勿もち論ろん、用意させてもらうよ。しかし今日きようはお茶菓子のストックが切れてしまいそうだ。これはやはり、銃音がのんくんを起こして高級お煎せん餅べいでも買いに行ってもらうべきかもしれないね？」




　それからしばらく。

　理事長室に戻り、春亮達はのんびりと茶を啜すすっていた。理事長達の過去を聞いたことで一段落つき、落ち着いた雰囲気が漂っている。

　だが──そのときにはまだ、春はる亮あきは夢にも思っていなかったのだ。

　この部へ屋やで、最後にもう一つ、とんでもない騒そう動どうが巻き起こることになろうとは。

「お……ガノンだな!?　やっと帰ってきおったか、待ちかねたぞ！」

　こんこん、とノックの音が聞こえ、フィアが喜き色しよく満まん面めんの笑えみで立ち上がる。行ぎよう儀ぎ悪いぞ、と注意する間もなく、ばたばたと出迎えのためにドアへ走っていった。そして、

「……ぎょわー!?」

「ぎょわー、って何だよフィア。そんなに驚おどろきの煎せん餅べいが……って、ぎょわー!?」

　何気なくそちらを見やった瞬しゆん間かん、春亮の腰も浮いてしまう。予想外だった。そこにいたのは銃音がのんではなかった。

「……我わが発言・顔を見るなり悲鳴を上げる失礼は失礼ではないかと思います」

　この学校の制服を着たン・イゾイーだ。何度見てもそうとしか見えない。しかし制服は微妙に改造のようなものが施ほどこされていた。着崩された上半身には当然のように臍へそが出ている。スカートはひどく短く、すらりとした褐かつ色しよくの足をこれでもかとアピールしていた。

「な……お、お前っ……！」

　錐きり霞かが顔色を変えて立ち上がり、《黒くろ河かわ可か憐れん》を巻いている右の手首を押さえる。しかし理事長はそんな彼女の緊きん張ちよう感かんなどどこ吹く風で、




[image: ]




「ああ、君か。持ってきたかい？」

「我わが返答・是ぜ」

　いつもの無感動さでとてとてと室内に入ってきたン・イゾイーが、机に座る理事長に何かプリントのようなものを手渡す。

「ふむふむ。よし、問題はないようだね」

「も、問題大アリですよっ！　なんでこの人がここにいるんですか、しかも制服を着て！　ま、まさか……」

　言葉を途中で止め、ごくりとこのはが唾つばを飲み込む。理事長は平然と首を傾かしげた。

「まさかも何も、制服を着ているんだから。君の考えている通りだと思うよ……彼女は三学期からうちの生徒だ」

「な、なんでっ!?」

「彼女が渡してきた書状はね──闇やみ曲まがり拍ぱく明あきからの《この子には普通の勉強も必要だ。よろしく頼む》という手紙と、入学に必要なもろもろの書類だったのさ。まだ足りないものがあったから、こうして追加で持ってきてもらったんだけど」

「え。あの、渡したがってた書状、が……？」

「そう。さっき言いかけたけど、闇曲拍明の狙ねらいは初めからこれだけだったんだと推測するよ……最初にココロ・ペンタンジェリの情報を伝えてきたのは、少しでも僕に恩を売っておこうとしたのかな、とか。《知るべきことがある》とか言われてたらしいけど、それも実はフィアくん達についてもっとよく知って親しくなっておきなさい、程度のことだったんじゃないかな」

「だ、だとしても、素直すなおに受け入れてやる必要はない！　何を考えてるんですか、貴方あなたは！」

　ばん、と錐きり霞かがテーブルを叩たたく。相当頭に来ているようだ。

「普通のことだよ。教育関係者として、若人に学びの場を提供するのはやぶさかではない。彼女は生まれも育ちも特殊だから、この学校以外に受け入れてくれるところがあるかは疑問だ」

「そういう建前を聞いているのではありません！　こいつは、研究室長国の人間で……！」

「その通りです。が、補足として、これは上うえ野の錐霞・元研究員にも原因があると補足します」

「……私に、原因、だと？」

「自分は代わりです。役目を放棄し、研究室長国を脱した人間の」

　はっと錐霞が目を見開き、それから眉み間けんに皺しわを寄せてン・イゾイーを睨にらむ。

「ああ……そう言えばきりりんは元々、このさんとかハルを一いつ緒しよの学校で観かん察さつするように、っていう役目でここにいたんじゃったね。その代わりの人員ってことかしらん」

「肯定です。自分はそちらに危害を加える気はありません。そちらのいかなる行動も邪じや魔まする気はありません。ただ観察するだけです」

「と、いうことらしいよ。上野くん、聞きたいんだが、君は春はる亮あきくんに正体を知られる前はどんな仕事をしていたんだい？　思い出したくもないことだとは思うが」

「別に……ただ、観かん察さつです。日々、どんな暮らしをしているかとか、今日きようは体たい調ちようが悪そうだとか……そんな、特に意味もない、馬ば鹿かげたことを。いや、しかし、だからと言って──！」

　そこで理事長がすっと片手を伸ばし、錐きり霞かの怒ど気きを制した。

「君が苛いら立だち、不安に思うのもわかる。だが……何も僕は研究室長国に気を許したわけではないし、ましてや同盟を組もうというわけでもない。ここまではいいかい？」

「……当然です」

「で、考えてもらいたいのは……この前潰かい道どうくんを通して君に伝えた通り、僕は最初から君達のことを知っていた。この学校に研究室長国の人間がいることをね。なぜあえて見過ごしていたかというと──研究室長国はけっして味方ではないが、さりとて敵でもない、という相手だと僕は思っているからだ」

「そんなことを言っているから……文化祭のときのように、無用な騒さわぎを許すのです。馬鹿げている！」

　理事長はガスマスクを軽く動かした。ン・イゾイーの顔を見ながら、どことなく彼女に釘くぎを刺すような声こわ音ねで言う。気を許したわけではない、というその発言は真実なのだろう。

「ああ、あれは困った。結局ブラフのようだったがね、爆ばく弾だん騒ぎなんてのは許しがたい。だから勿もち論ろん、こちらに不利益があれば全力で止めるし排除するが……逆に、今回のように、利用できるなら利用する価値がある組そ織しきだとも思う。研究機き関かんだけあって情報力は随ずい一いちだ。利用されたくなければ、闇やみ曲まがり拍ぱく明あきは闇曲拍明でそのように動くだろうけど」

　理事長の顔を視し線せんで射い貫ぬこうとするかのように、錐霞は目を細めた。

「情報力……《完全に破は壊かいされた禍具ワースを再生させる禍具ワース》の情報を得られることを、期待しているんですか」

「その皮算用があるのを否定はしないよ。だがそれはあくまでも、可能性として保持しておきたい、という保険だ。当然、君達の身み柄がらと引き換えにその情報を渡す、などと言われれば断固拒否するし──これは君達にも悪いことではないと思う。慣なれ合うのではなく、同盟を組むのでもなく、ただ近しいところに研究室長国との窓口を作っておくのは。君の持つ《ギメストランテの愛》や《黒くろ河かわ可か憐れん》の呪のろいが変質して僕達の手に負えなくなる可能性はゼロではないし、また……あちらはフィアくんの機き構こうについても情報を持っているかもしれない」

「む。確たしかに、私の知らん私のことを知っておる、などというようなことを言っていたような気がしないでもないな……す、すとーかー？　とかいう奴やつだな、キモチワルイ。ま、奴らから自分の情報を聞きたくなるようなことがあるとは思えんが」

「そうだろうね。今後もし何かあれば、の話さ……あ、そうだ。忘れていた。機構と言えば、あの後漸音ぜのんくんが見つけたんだ。ココロ・ペンタンジェリの剣の残ざん骸がいから」

　そう言って理事長が懐ふところから取り出したのは、もはや驚おどろきもない──免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクだ。

「むう……引き合う性質がある、というのがいよいよ真実味を帯びてきたな。まぁいい、貰もらっておこう」

　その黒いカードをフィアが受け取り、そっとポケットに仕し舞まい込む。さて、と理事長が背筋を伸ばして錐きり霞かを見た。

「少し話が逸それてしまったね。僕の考えとしてはこういうことなんだが……どうだろうか」

　ふぅうー、と錐霞は大きく深呼吸した。それから視し線せんを横に向け、

「お前はどう思うんだ、夜や知ち」

「あー、そうだな……」

　フィアやこのは、黒くろ絵え──理事長達やン・イゾイーも視線を向けてきた。そんなに注目されても困るのだが。自分は理事長のような権限はない。メリットとデメリットを冷静に判断できるような知ち識しきもない。ただ、喋しやべれるのは印象だけだった。ままよ、と思って口を開く。

「えっと、なんとなく……なんだけどさ。別に、いい、ような……」

「どうしてだ？」

「どうしてって言われたって、その……」

　ン・イゾイーは無感動な瞳ひとみでじっとこちらを見ていた。いつもの瞳。パンツ一丁でトイレから出てきたときの。大おお股また開きで朝食を食べていたときの。サンタのバイトをしていたときの。

　不快ではない気持ちで、思い出せるものがある。

　つまりは、それが理由なのだった。

「……うん。研究室長国は信用ならんけど、こいつ個人は、なんか……悪い奴やつじゃないような気がするから、かな。悪い奴だったら、一人ひとりで責任引ひっ被かぶって戦いに行ったりしないだろ」

「ふん、そんなところだと思った。馬ば鹿かげている……」

　錐霞は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せつつ、冷めかけの茶を啜すすった。無言。

「え。あの、いんちょーさん。それで、結けつ論ろんとしては……？」

　じろりとその目が春はる亮あきを向き、

「何を言っているんだ。結論を出すのは私ではない。生徒を入学させるか否いなかに口出しする権利が一般生徒にあると思うか？　理事長が許可を出したのならば仕方ないだろう」

　あっさりとそんなことを言う。「それでも、お前が嫌いやと言うなら徹てつ底てい抗戦するつもりだったが……予想通りだ。仕方ないにしても、ああ、馬鹿げている……」などと呟つぶやきながら、やけくそのようにお茶をガブ飲みしていた。

「そうですよね、そうなりますよね……はぁ。二人ふたりきりの夢の高校生活、だったはずが、なんだかどんどんカオスなことに」

「ええなー。カオスに次ぐカオス、うちは好きよ？　これはまたうちに学校訪問しろという神のお告げじゃろうか」

「ふん。イナカ女はイナカ女だからして、今まで学校になぞ行ったことはないのだろう。学校という場所の楽しさは私も知るところだ。どうしてもと言うなら、まあこの楽しさを分け与えてやらんでもない……学校は生徒達の人目が多いから、おかしなことを企たくらむのも難むずかしいだろうしな。言っておくがこのハレンチ小僧と私、そしてキリカは同じクラスだ。命が惜おしくば妙な動きはしないことだ」

「するつもりはありませんという返答を返答します」

　ン・イゾイーがほっと息を吐いたように思えた。その微かすかな安あん堵どは、闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの指示を達成できたためか──あるいはフィアの言う通り、学校に通うということを楽しみにしていたためか。その判断はできない。

　それならよかった、そんなわけで君達は三学期から学友だ。挨あい拶さつでもしておくといいよ、と理事長が言う。それを聞いたン・イゾイーは改めて一同の顔を見やった。

　それから、大きく身を折って──ぺこり。

「我わが挨拶・今後ともよろしく、です」

　そして彼女は身を起こす。彼女は無表情の中に、本当に微かな微笑を浮かべていた。春はる亮あき達は無表情の中に、自然に出てきた引ひき攣つり笑いを浮かべていた。

　……？　と、ン・イゾイーが首を傾かしげる。

　彼女は彼女らしく制服を着ていた。臍へそを出して着ていた。それはつまり、白衣と同じように胸のボタンの数個だけを留とめていたということ。だから。

　深くお辞じ儀ぎをしたその反動だけで、荷重のかかったボタンは容易たすやくその任を放棄し──

　ぷちん、と。

　弾はじけ飛んでいたのだ。

「ひ、久しぶりの──ふしだらブロッカー（お茶会編へん）！」

「ぐわーっ!?　角砂糖が瞼まぶたに挟はさまったーっ！」

「ふ、ふふふ……角砂糖は立方体だな。ひょっとしたら使えるかもしれん。試してみるか！」

「待てフィア、止めろ、怖ぇこと言うな！」

「むむう、やはりこれは同盟の敵！　ふぃっちー隊長、色違いクリーチャーはこのさんのよりワンパクのようです！」

「……我わが主張・ベルトで胸をぐるぐる巻きにされる趣しゆ味みはありません。これは何ですかという疑問を問います。歓かん待たいの儀ぎ式しきならば我慢しますが」

「う、うるさい！　馬ば鹿かげている！」

　いろんな意味で、前途多た難なんだと思った。




　　　　[image: ]




　それから数時間後──夜や知ち家。

　春はる亮あきは台所で、このはと共ともに普ふ段だんより少しだけ豪ごう勢せいな夕食の準備に取り掛かっていた。皆で取り分けられるものが中心だ。バイトのお礼でたくさんケーキを貰もらったので、これは自分達だけでは食べきれない、と急きゆう遽きよミニパーティーのようなものを開くことにしたのである。昨日きのうのクリスマスイブは散さん々ざんだったし、今日きようも理事長から少しばかり重い話を聞いた。一日遅れではあるが、今夜くらいはクリスマス気分を味わってもいいだろう。イブが終わったし暇ひまかな、と誘ったサヴェレンティと白しら穂ほ、そして一いつ旦たん家に帰った錐きり霞かは後で来る手て筈はずになっている。

「春亮……いるか？」

「ん？　メシならもうちょっと待てよ。今日はいろいろ手間暇かかる御ご馳ち走そう作ってるからな……って、もしかして、さっきの挿さしたせいで何か変なことがあったとかか……？」

　理事長から受け取った免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは先刻フィアに挿入していた。いつものように喘あえぎ声ごえやら恥ずかしそうな声やらくすぐったそうな声やらを聞きまくった結果、《スペインの蜘蛛"Spanish Spiders"》を封印することに成功したらしい。もう何枚目かも忘れたが、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの理屈は今もわかっていないままなのだ。何か不都合が起こらないとも限らない。

　心配に思ってフィアを見る……何やら様よう子すがおかしかった。頰ほおが僅わずかに赤くなっており、足をきゅっと閉じて膝ひざを擦こすり合わせている。いよいよ何かあったのか、と思うが、

「い、いや、違う。あれは、別に、いつも通りだ。よいことだと思う。いろいろ封印しておるからこそ、枷かせがあるからこそ、過去の記き憶おくに耐えやすくなっておる気がしたりしなかったり……ええと、その！　ともかく、話はそれとは別だ！」

　がー、となぜか一気にお怒りモードになって言ってくる。何事だ。

「別、って……じゃあ何の話？」

「それは、ここでは──言えん。ついてこい！」

「ついてこいって言われてもな。って、こら引っ張るな、料理がまだ！」

「ふんふん、お肉、お肉～♪　……はっ!?　お料理に夢中になってる間に、いつのまにか春亮くんが拉ら致ちされようと!?　な、何があったんですか!?」

「悪いこのは、すぐ戻るから後は頼んだ！　その鍋なべは弱火でじっくり、トロトロにー！」

　このはの反応が遅れたのをこれ幸いとして、フィアは春亮の手首を摑つかんで力任せにどこかに引っ張っていく。力では抵抗はできない。さっさと話を済ませてもらって料理に戻ろう、と彼女に導みちびかれるまま歩を進めると──

　辿たどり着いたのは、中庭の離はなれにある倉庫だった。

　春亮をその中に押し込みつつ、ササッ、とフィアは背後を窺うかがう。追っ手が来ないことを確かく認にんし、倉庫のシャッターを下ろした。頼りない電灯の明かりがあるだけの密室が形成される。

　フィアはやたら真剣な目で春亮を睨にらんでいた。先刻からずっと、片手を後ろに回しているが──何を持っているのだろうか。凶器的な何かの臭においがプンプンする。嫌いやな予感を覚えざるをえない。フィアが纏まとっているのは、そんな殺気じみた緊きん張ちよう感かんだった。

「……後ろを向け。けっしてこちらを振り向いてはならんぞ」

　否いなと言えるはずもない言葉の圧力と眼光だった。春はる亮あきは言われるがまま、カクカクとフィアに対して背を向ける。粛しゆく清せい。これは間違いなく粛清だ。心当たりは……ありすぎる。理事長室での褐かつ色しよく胸フルオープン事件か。いや、さっき免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを挿入したときのことをまだ根に持っているのかもしれない。今回は微妙にスムーズには入らず、何回か入れたり出したりをしてしまったのだ。もっと優やさしく入れてやればよかった。

　フィアの呼こ気きが背中に近付く。春亮はごくりと唾つばを飲み込む。

　そして次に感じたのは、ぶわさっ、と何かが首に巻き付く感覚で──

「ぐわー！　こ、絞こう殺さつかッ!?」

「な、何をいきなりコーフンしておるのだお前は」

「悪かった、次は優しくするから、命ばかりは！　……あれ？」

　そのもふもふ感は、ロープや電気コードなどではない。

　温かな、真新しい──マフラーだった。

「え。フィア、これは？」

「……やる」

　春亮が振り向くと、ぷい、とフィアはコンクリートの床ゆかに視し線せんを逸そらした。

「さっき学校から帰る途中、クロエに付き合ってもらって買ったのだ。金は、ケーキ屋のバイト代で……だから、何も不ふ思し議ぎなことはないぞ。そうだ不思議なことは何もないのだゼンゼン。これはただのクリスマスプレゼントだ。私は貴様のハレンチを監かん督とくする立場であって、つまり保ほ護ご者しやのようなものだから、私がお前に保護者らしくクリスマスプレゼントを渡してもおかしなことは何もない当然だ。だがウシチチとかにはなんとなく知られたくないし、あのウシチチも妙な勘かん違ちがいでお前にプレゼントを渡すような気け配はいがしなくもないから何はともあれ先に渡しておかねばと思って」
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　凄すさまじい早口で一気にまくしたてる。確たしかにあの理事長室からの帰り道、食材を買い込む自分達と別れてフィアは黒くろ絵えと一いつ緒しよにどこかに行っていた。ケーキ屋さんはバイト代にイロをつけてくれた。いや、気になるのはそんなところではない。保護者らしくクリスマスプレゼントを、などという台詞せりふが意味するのは、つまり──

「フィア……サンタのこと、知って……？」

「お前、私のことをあほーだと思っておるだろ。私の推理力をもってすればその真実に辿たどり着くのは容た易やすいことだ……なぜならこれを買いにいったとき、近所の子供達が《サンタっていつまで信じてた？》とかいう話をしておったからな！」

　推理力というかモロだな。つーか凄まじくギリギリのタイミングだな！　などというツッコミが頭に浮かんできたが、口には出さなかった。フィアはきっと、いつか話した「俺おれにはサンタが来ないかも」というのを真まに受けたからこそ、自分にもプレゼントを用意しようとしてくれていたのだ。だからバイトの話が来たときにも最初から乗り気だったのだ。

「その……悪かった、な。別に騙だましてからかおうとか、してたんじゃなくて」

「ふん。わかっておるわい。言い出しっぺのクロエも謝あやまってきたし……なんというか、私を楽しませようと思って、そっちのほうが私にとってよいと思ってついた噓うそだったのだろ。騙されていたのはムカつくし、余計なお世話だとも言ってやりたいが……もうよいわい。理事長が私達に対してついた噓と似たようなものだ。今夜出てくるという美う味まい料理、あとクリスマス仕様・枚数制限なしのおせんべで手を打ってやる」

　サンタクロースの存在のように──誰だれかのためについた噓を、隠し事を。余計なお世話かもしれない欺ぎ瞞まんを、いつ告白するか。その難むずかしさを考えていたことを思い出す。理事長達も、そのタイミングに悩んでいたのだろうか。いつかは告げなければならないと思いながらも、ずっと。子供はもう、その真実を知ってもショックを受けない程度には、親の優やさしさを理解できる程度には──強くなっているかもしれないのに。

　フィアが横目でこちらを見てきた。もじもじと肩を縮ちぢめるようにしながら、

「で……その、どうだ」

「ああ。あったかくて、最高だよ。ありがとな、フィア……マジに嬉うれしい」

　意い識しきすることなく、頰ほおが緩ゆるんだ。自分がフィアにプレゼントを貰もらえるなんて、想像もしていなかったのだ。彼女の優しさが、嬉しい。彼女の成長が、嬉しい。

「ん……そ、そうか。お前のそのハレンチ顔が出れば、まあ……うん。よかった……」

　こちらの顔を見て、フィアは安あん堵どしたように肩の力を抜いた。顔を赤くして、しかしそれを隠すように、また視し線せんを逸そらす。しばらく彼女は無言を保っていた。春はる亮あきも無言で、首に巻かれたマフラーの感触を味わっていた。

　やがて、フィアはゆっくりと倉庫の中を歩き出す。天てん井じようを、床ゆかを、壁かべを、物が並んだ棚を──ぼんやりと、どこか穏おだやかな表情で眺めていた。

「ああ……なんとなく、わかったかもしれない」

「何が？」

「クリスマスについて、だ」

　足を止めないまま、彼女はそこで小さな苦笑を混ぜる。それから静かな声こわ音ねで続けた。

「サンタの正体が近しい人間だというのには、正直憤ふん慨がいしたがな。クリスマスは……人は誰だれかを笑え顔がおにしてやってもいいのだ、笑顔にしてやることのできる存在なのだ、ということを再確かく認にんする日なのではないか？　当たり前だが、それはきっと忘れやすく、大切なことなのだ。そんな気がする」

「そう、かもな」

「それは逆に言えば、親が演じるサンタのように──少し金を出しただけのプレゼントでも、誰かを笑顔にしてやることができたなら。それは、人間みたいだ、と言える資格が一つ増えたということ、なのかもしれない……はは。だったらよいな、と私が思っておるだけだが」

　もはや「かも」などという曖あい昧まいな言葉は必要なかった。春亮は頷うなずいて、彼女に与えられたその表情で、

「きっと、そうだよ」

「……本当か？」

「ああ。こんな嬉うれしいサプライズされるなんて、正直お前がここに来たばかりのころは想像もしてなかったぞ。あんときゃ、洗せん濯たく機きが壊こわされそうになったり洗濯物が木に引っ掛かってたり系のサプライズだったしな」

「な！　あ、あのときのことは別にいいではないか、いちいち引き合いに出すな！　いつまでも覚えておるとはなんと細かい男よ！　一刻も早く忘れるのだ、呪のろうぞ！」

　はいはい、と苦にが笑わらいしたとき、春亮はふと大事なことを思い出した。

「あ、そういやお前、俺おれの靴下持ってってるだろ」

「そう言えばそうだったな。クリスマスは過ぎたのだ、もう──」

「いや、まだ返さなくていいよ。今どき靴下の中に入れるサンタはいないけど、気分っつーか……そう、サンタが目印に使うからな。で、いろいろ忙しくて昨日きのう来るのを忘れたサンタが、今日きよう寝てる間に──まぁそれは引っ張りすぎか、お前が風ふ呂ろ入ってるときか飯食ってるときにでも来るかもしれない」

　フィアは一いつ瞬しゆん、言葉の意味がよくわからなかったようにぱちぱちと瞬まばたきをして──そして理解に至るのと同時、ぱっと満面の笑えみを浮かべた。

「ほ、本当か!?　来るのか!?」

「多た分ぶんなー。ま、サンタさんはプレゼントをお前が気にいってくれるかなー、とか不安があったりするんだろうけど」

「馬ば鹿かなことを言うな、呪のろうぞ！　クリスマスプレゼントなのだ、何を貰もらっても嬉うれしいに決まっておる！　ありがとな、はるあ──ではなく、まだ見ぬサンタよ！」

　フィアは本心からそう言っているのだろう。それはわかっていたが、どうしても、彼女が一番欲しがっていたものは何だったのかな、と考えてしまう。もふもふしている動物か。可愛かわいい服か。煎せん餅べいの詰め合わせか。あるいは一日夜や知ち家けの支配者権か。このはあたりが文句を言うに決まっているが、フィアはあれをしろこれをしろと命令を出して楽しみそうな気がする。いや、違う。本当はわかっている。聞いていたのだ。彼女の願ねがい。たくさんある、一番の願い。

「お前が……何を考えているかは、わかるぞ」

　いつのまにか、フィアの表情が──満面の笑みから、優やさしげな微笑へと変化していた。

「まったく、あほーだな。呪いを解くことも、アイコのことも、確たしかにそれは私の願いだ。だがそれをクリスマスだからと望んでどうする。当然の話だ。今すぐには叶かなわぬ願いというものが、確かにこの世にはある。だからこそ、叶えられる願いを大事に思いたいではないか。サンタがくれるプレゼントのようにな……」

　言いながら、フィアはくるりと銀髪を回した。先刻うろうろ歩き回っていたときと同じように、ゆっくりと歩を進め──一つの棚の間で、しゃがみ込む。

「今回は……過ぎた望みが目の前にあったから、誰だれもがそれに振り回されてしまったのだ。今ならはっきり言えるぞ。あの剣は、いらない。誰かの命で誰かを蘇よみがえらせるなど、到とう底てい許容できる所業ではない」

　しかしな、とフィアは呟つぶやいた。棚の一番下から、子供を抱くような手つきで、そっと藍あい色いろの壷つぼを取り出しながら。

「──死んだ道具には使えない、というのを壊こわした後で知って、リジチョーはほっとしておったろ。実はな、私もほっとしておった。心のどこかでは、やっぱりあれを使う可能性を考えておったのだ。勿もち論ろん、そんな方法で蘇ってもアイコが喜ばないであろうことはわかっていたが」

「それは……みんな同じだよ。みんな、信じてはいるけど、同じ不安を持ってた。だから同じことを考えてた」

「同じか。ならばやはり、私は弱かったということなのだろう。私はあの箱はこを手にして初めて、自分の中にその不安があることに気付いた。真の意味で、誤ご魔ま化かしようもないほどに自覚した」

　そこでフィアは一瞬、口を噤つぐんだ。そして、自分の犯した罪を告白するかのように神妙な口く調ちようで、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「……お前達は、強いな。不安がありながらも信じていられるなんて。私は弱いから、今も怖い。気付いてしまってから、ずっと、怖い。だから考えないようにしていた。アイコが死んでおるかもしれないという可能性すら思い浮かべることを忌き避ひして、元の無知な自分に戻ろうとしていた。気を抜くと、本当に、ただその最悪の可能性こそが真実だとしか思えない状態になってしまいそうだったのだ」

　ココロが漸音ぜのん達を連れ去ろうとしたとき、フィアに対して言った言葉を春はる亮あきは思い出していた。自分も疑問には思った。藍子が死んでいると思うこと自体が許されないような言い方をしていたのはなぜか。絶対にそう思ってはいけない、と自分に課かしていたようだったのはなぜか。

　ああ、フィアは──ただ、怖がっていただけだったのだ。その可能性を。それを認めてしまいかねない自分を。

「お前は……きっと、自分が思ってるより強いよ。信じていられる。だから今、そうやって抱いてやってるんだろ」

「そう、かな」

　こちらの様よう子すを窺うかがうような、力のない声。

「当然だ。それに、もし弱くても、不安になっても──俺おれ達がいるだろ。みんな同じように弱くて、不安なんだ。でも、一人ひとりじゃねえからさ。たとえば俺が不安になっても、そのときこのはが藍あい子こを拭ふいてるのを見たら……それで、信じなきゃダメだな、ってまた思える。逆も同じで、それがお前でも同じ。だろ？」

　彼女の目を真正面から見ながら、力強く言ってやる。するとフィアは、ふ、と息を吐いて薄うすく笑った。

「能のう天てん気きな奴やつだ。が……その通り、かもしれんな」

「ああ。不安なときはアテにしてくれ。俺もお前をアテにする」

「ふふ……では、今ここでやっておくか。そこの布を取ってくれ。私の中には不安があるが、それでもまだ信じてアイコを拭く。不安があるかもしれないお前も、それを見て信じろ」

「おう」

　同じ棚にあったタオルをフィアに渡す。丁てい寧ねいに壷つぼを拭き始めたフィアの後頭部を眺めながら、春亮はぼんやりと考えた。

　自分達は同じことを願ねがっている。叶かなうかどうかはわからないけれど、不安もあるけれど、ただ願っている。それくらいは許されていいはずだと思う。許されなければ噓うそだと思う。

　だが、実際は。本当に、わからないのだ。

　藍子は今、どんな状態なのか。呪のろわれた道具が持つ自己修復能力が、微妙にでも働くほどには《生きている》のか。完全に破は壊かいされて、それを無理に繫つなぎ合せているだけで、何もかもが《終わってしまった》のか。わからない。いや、だから願っている。願うことを、信じることを許されている──

　そのとき、壷つぼを拭ふいていたフィアの手がぴたりと止まった。

「にゃっ」

「……猫の鳴なき真ま似ねか？　あんまり上う手まくない」

　返事はなかった。どうしたのだろう。

　身を乗り出し、フィアの顔を覗のぞき込んでみる。彼女は口を半開きにしたまま固まっていた。自分が何をしていたか忘れてしまったかのように、持っていたタオルもその手から床ゆかにふわりと滑すべり落ちている。

　春はる亮あきがさらに首を傾かしげたとき、ガクン！　と唐とう突とつにフィアの真顔がこちらを向いて、

「み……みみみみみみ！」

「うおっ、怖こえぇ!?　なんだそれ、今度はセミか!?　ちょっとしたホラーだぞ！」

「ち、違う違うあほーめ呪のろうぞハレンチ小僧め呪のろうぞ！　大変だ大変だ、指を貸せお前の指を貸せ今すぐ！　ワレメ、ワレメに指を入れるのだ！　入れろ、早く入れてくれ、頼むから！」

「な、なに、何だって!?」

　フィアは聞く耳持たなかった。ヘッドロックのようにして春亮の頭を片腕で引き倒し、自分の胸元に押し込める。さらに春亮の手をがっしりと摑つかみ、言葉通りにその小指を──

　壊れた藍色の壷の表面に存在する割れ目へと、近付けていった。

　春亮は思い出す。一昨日おとといのことだっただろうか。まだ錐きり霞かもン・イゾイーも家に泊まっていたときのことだ。同じように藍あい子こを拭いていて、この割れ目に埃ほこりが溜たまっていたから、自分は小指を入れて軽く拭ぬぐったのだ。そのとき理り不ふ尽じんにもフィアに怒られた記き憶おくがある。しかし今はフィアがそれをさせようとしている。何なのか、何があったのか──

　瞬しゆん間かん、春亮は目を見開く。フィアが壷に押しつけた自分の指を凝ぎよう視しする。

　あのときと同じ小指が、割れ目の中に入らなかったのだ。

　それはつまり、どういうことか。小指が二日で太くなった。ありえない。では、ならば、逆に──割れ目のほうが微妙に小さくなったとしか、考えられない──

　フィアと春亮は無言で顔を見合わせる。同じように眼球を剝むき出だしにして、同じように短く興こう奮ふんの息を吐きながら。

「フ、フィア……これ、これ、これ、って……」

「なんとなく、本当に、なんとなくだ。ぱっと見て、もしや、と思ったのだ。あまりにさりげなさすぎる。でも、これは、確たしかに、確かく実じつに──」

　そうだ。

　いくら微妙なものでも。

　いくら些さ細さいなものでも。

　今ならば、はっきりと言える。

　この壷つぼは、修復されつつあるのだ。

　つまり、藍あい子こは、




　生きている。




「わー！　春はる亮あき、この、ワレメ弄いじりの天才めっ！　でかした！」

「もう何とでも言え、今はいいよ、何でもいい！　マジか、マジだよな！」

　お互いの震ふるえる片手を絡ませ、鼻がくっつきそうになるほどに顔を近付けてさらに驚おどろきの表情を見せ合う。勿もち論ろん、もう片方の手を使って、二人ふたりで抱えているのは──彼女。ただ眠っているだけの、彼女。

　完全に治るまでどれくらいかかるのか。再び意い識しきが生まれて人の形をとれるようになるまでいくらかかるのかはわからない。何ヵ月も何年も何十年もかかるかもしれない。それでも。

　それでも、きっと、いつかは。

「ふ、ふふ、あはは。何ということだ。一個だけ、叶かなってしまったではないか。本当に、叶ってしまったではないか。不安に耐えようと決意しただけで、その不安が消えてしまうなど……素す晴ばらしすぎる。ああ、これはきっと、サンタが来たのだ。優やさしい噓うそつきのサンタだけでなく、トナカイで空を飛ぶ、魔ま法ほう使つかいの──本物の、サンタも来たのだ」

　そうだ。サンタが与えてくれたこれこそが、限度いっぱいの《叶えられる願ねがい》。

　誰だれかを笑え顔がおにするもの。願いが叶う日、枕まくら元もとの靴下の中に入っているもの。

　だからこれは、間違いなく──

「やってくれるぜ、サンタさん」

「うむ。……ん……？　ち、近すぎるわハレンチ小僧め!?　どっせーいっ！」

　顔を突き合わせていたことにフィアは一いつ瞬しゆんで頰ほおを紅こう潮ちようさせ、こちらの身体からだを慌あわてて突き飛ばした。しかしすぐに嬉うれしそうな笑え顔がおに戻り、大事に持っていた壷の縁ふちを撫なでる。それから、

「……早く起きろよ。待っておるからな」

　今まで以上に優しい声こわ音ねでそう囁ささやき、それを棚の中に納めた。

　そしてフィアは立ち上がって、ぱたぱたと倉庫を走り出ていく。どこに行くのかは聞かなかった。聞かなくてもわかった。だから春亮も立ち上がって、軽かろやかに、嬉しそうに揺れるその銀髪を追いかける。

　当然なのだった。みんな、こうするだろう。初めてそれを体たい験けんした子供は、興こう奮ふんして、家族や遊び相手に報告して、自じ慢まんして、そして信じるだろう。

　自分の願いが届いたことを。

　初めて手にする、本物のクリスマスプレゼントは──

　きっと、誰だれにとっても、そういうものだ。







　あとがき




　なんだか久しぶりの長ちよう編へんのような気が。水みな瀬せです。

　フィアサンタの表紙を見ていただければ一いち目もく瞭りよう然ぜんかと思いますが、今回はクリスマスの話となっております。勿もち論ろん、出てくるのはサンタ乳／褐かつ色しよくサンタ乳／サンタっぽい乳／という感じ。褐色サンタさんは再登場ということで少しだけ前回とは違った姿を見せてくれております。お楽しみください～。あとフィア達のサンタ服もバリエーション豊富で素す晴ばらしいことに。またさそりがためさんの素晴らしいオマケラフが巻末についてきそうなので言いますが、黒絵のヒゲがなんというかもう可愛かわいすぎて困る。必見です。

　そしてここらで私のクリスマスの思い出について語ろうかと思ったものの、あんまり感動的だったり美しかったりする記き憶おくがないことに気付いてショック。数年前のクリスマスイブに男四人で十七時間耐久徹夜麻雀やったことは思い出しましたが。眠気に耐え、「へへ……俺達、何やってるんだろうな……？」と疲れた顔を見合わせて戦い続ける（モテない）男達の姿──いや、ある意味感動的ではありますね！　素敵すてきな時間を過ごしたぜ！

　そんな力強い空元気でクリスマスについての思い出を誤ご魔ま化かしつつ今巻の話に戻ります。ネタバレになるので詳しくは言えませんが、だいぶ前に張っていた伏線がようやく回収できました。正直なところ、何巻も跨またいで伏線を張るなど初めてのことだったのでかなり安堵しております。ここまで続けられてよかった……全すべては皆様の応援のおかげです、本当にありがとうございます！　まだまだ[image: ]は続けられそうですので、今後ともよろしくお願いしますー！




　さて、今回もいろいろな方にお世話になりました。担当編集川かわ本もと様、微妙にスケジュールがアレなことになってしまってすみません……！　絵師のさそりがため様、いつも素晴らしいイラストをありがとうございます！　そしてこの本の出版に関わってくださったＡＭＷの関係者様方にも大感かん謝しやを。

　今巻はバトル成分が少し多めだったので、次の巻はわりとまったりな感じにしてみようかと予定していたり。できるだけお待たせせずお届けできるように頑張ります！

　それでは、またⅨ巻でお会いできると幸いです～。
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水みな瀬せ葉は月づき

写真はボードゲームに興じる作者の姿……と言いたいところですが、その実はこの文のことを締切当日の深夜に思い出したため仕方なく一人で駒のフリをして遊んでいる作者の姿。違います、いつも一人でこんなサビシイ遊びをしてるわけじゃないんです。ちゃんと他の人と一緒に遊ぶこともあるんです、ホントですよ？
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さそりがため

今回はサンタ服で表紙もカラーページも真っ赤！

自然と派手になってくれて嬉しいです。

赤い色を見てるとお腹が空きますね、ぐぅ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「水瀬葉月先生」係

「さそりがため先生」係










[image: ] -シーキューブ-Ⅷ








水みな瀬せ葉は月づき





電撃文庫





2013年3月28日　発行





©2009 HAZUKI MINASE／ASCII MEDIA WORKS





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『[image: ] -シーキューブ-Ⅷ』

2009年11月4日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/img-009.jpg
3
CubexCursedxCurious )
s ’; “‘ N |

i






item/image/img-328.jpg
§ § i WY , —— #IS5 |
:7T ) ML L6 0V EV SR NSRS\ — Xasa
fopm ! PETN TR \e LERE
wézmg HINLURIEN NGV UO LN’ R b ﬁ@ﬁﬂm.
(= BIIR BHSRRILONNKEKS” B | | X ErCE
Wr_._A\ m Mit+LEH LR KBGE Nv— = 5 : %WM%W
P SHR Y —ARIEOVSRREUNDeE  \| ; N\ ESEBT |
, =N { 21
SRS oM AT AT @%mm.n__ 6
¥ -t b
AKRRN

/
/

vHhggsEpEEBbOE
BUFDKES T,






item/image/img-327.jpg
SOOI

V& FHVUIEL H&E

L[

OO OO0

HRRICEIT D[R] ZETHNEE

TICERBALRR T D LZBNEL
EHEE<HRERE>DERT.
HEBOST. XFNBHERZRFS.Z
DFHEZEBRICHULED ICEEL

TV FPIFAO0Y—X Ak

ARETIRLARK] ’ESEL\\\VH‘{VF—D"I\“‘/Q
NVYTROIBSB. BICEAERZTIFTL
B TR IEF ICEPELES VR #HELLITND
L ERNEVEESZRLIFOTLS.






item/image/img-249.jpg





item/image/img-326.jpg
x ,
) < - g y / ) N _ _._A o
m I_I_ Mmbmbm,ﬁonﬁ.latln_lo PORRLIFI< DN M.ﬂ M Aﬂ w2 X

= aanammELRArLooromveson: [NEIIRE X &0 R
| o ke FEHOBMI Y KARIBONSHO 0 43R KERVE
1 Rie VU’ Y BRER SN S0EEe QHECIRLLE0 oy 5 ' m..... 2 N
% K HOH DI ENECIRS<IRA Y L2° S | R
0 BmEg— R
/ I {0 # 0P &






item/image/img-325.jpg
PAIKDERELZ S
BOI30F. BS-
BAZBDODTICEIC
B5HEVTNDR Y

ToTDAIAYTIND 2

TEDDEFAEXED |
HOTRIL. EHH |
[CXYFFURELT

BCHEORMEE
BoTLBEE. CO

2Oy TEBDED.

HLZOBEZEBDOE
B—ikEIEOTD,






item/image/img-324.jpg
RIKEIEZSRITRIER” HIHRSOINKSTERIHIVIESN S1Q° HEFIHOHELIIRJE O N SRNF-—N
UMHLIHE D MRSV N VR LI | RSEIE NONVSIREE BRI SV IIRNK M AN HILSIm
BE LSRRI [KADNIRY—th+—] FON [KADIKY] °

AOMVEDL O QIEAI D SREN OGO FIEUONKFIEZIESRRNQN BilNA0ES
SImELL #6 O QIRFIRIVIN DIV Sre°

(A7)
o
B =

»
)
PO << OO OO0

L ES

4
My p
SES
bmﬁ
mtd
o H
pEE
fid-4
e S
2%
TR
VW pH
N3
%mum
RV ©
i e vy 10
YT
3 S #HE 1o
(EW 5






item/image/img-323.jpg





item/image/img-085.jpg





item/image/cover.jpg
e

/7 <
‘ H‘A»—é [//_\\M

| SO Uone sl

3

.’. G .m ¢
° —
o ,.;,7
/’// g S
,// » \

\'\\
A S

Jr

-
\

H
-5t
£





item/image/kuchie-004-005.jpg
i RO TICEEICBHSNT

N nsnLBEEELES O
A\ SRZEEEh. THSEE
UHRTH—ERTITY

= .1‘.;;) 135065 i‘A
N IsE s
TSR A T2OREHED =
AEBETE oo fal ik

DfesIc—HBrEs I v





item/image/img-photo.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/img-329.jpg
OO OO OO0

IA—TA—2*
D—2AN

OO0 > SO

BB EEGE> OBRET. T
SN — BRCIEEL R E D
ERAALDAMEERLTREL. &I

IREHHBATUVE] EBESNB &SI
EIRVNDRL I —Y IRUDFEDER> B
MEUTE, AU TH B[R] 2ERT S

O (i HELE) ZHHUKET B, 4
3 o 7 /
e \; ' :
/ /’ \ \
> / 1A \‘, ~\

ABZEN—TIVDEIBMTEOTVDINC
DHZEHLENDDZEEEICERTH UD Do

wel (H—>X)
BB/ BEGE> (K53=
7UX) DBBATHITEE

TIH. B ERFHDOETH

A\





item/image/img-039.jpg





item/image/img-116.jpg





item/image/img-157.jpg





item/image/kuchie-002-003.jpg
NFEBEDIVARAIC
BBELPEDBEA






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章「飛行する彼は墜落するか」
"Santa Claus is coming to town"



		第二章「彼に届ける願いという未知」
"Jingle Bell Rock"



		第三章「彼と子供達の人数問題」
"Kokoro the Red-Weared hunter"



		第四章「彼の姿はどこにも見えない」
"When The Liars Go Marchin' In"



		第五章「もしも彼が正しくないなら」
"Still, Happy Xmas(War Is Over)"



		エピローグ



		あとがき



		巻末特別企画



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-186.jpg





item/image/img-062.jpg





item/image/img-307.jpg





item/image/img-335.jpg





item/image/img-136.jpg





item/image/img-334.jpg
ZNENDAAR—IEFBICE o1 (1)
YYIROT YA ZERIE D






item/image/img-333.jpg
TLAX

<mfE>

NO IMAGE s e e gugp g
ERELLI SRS AEEEDABT ENEEN
B RERRENTOBHIECE> & <E».

BT OO IO OO OO O OO~

BeLalvonOv> 2 —

PO <O <O <O OO <O <O OO0

FARBEEEESELS h
ELERS BN EH KU ;
EROR. EAREDE &
[CRIDARD&ER A (=10)
BEEADT ETRUMIC
EXESRBTENTES
BE, FEEDZFBRN

/. ,'- | i ‘ Y o i
BIRERICHAORER & S T e
DRAFBUNERATLES] N\ Rt 20] (I
RRICHoTLESTE, o






item/image/img-332.jpg
LSOO OO0 T T—0

i
NYHZITY

LZinniNNK NAIYK

KHEPIE \HPIIS RS SEERIMIY . PRI VERT CIeRIREIE" <>
SRIMWIENVIGO” RMSRMLS MR’ MKE<VUYTADIRLEI—N
R FEONSSHHY VO LPHS SN SEEIRIVIENR BRI
B-KBORVEe° IR OV SIS REMN K EEINCHANN AN

P





item/image/gaiji-1002.png
CB





item/image/img-331.jpg
| Qo m b SV
THHEIANY

. L BLURAGH
oEFErSSE | | |

TEHBBESE |||l
Borer? »

|\
\/'\

|

> HBEB A
RrZoTCTLZE
feblTHE>TA
\J:ﬂbo
Q,/,





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/gaiji-1003.png





item/image/img-330.jpg
ERHIMEIS KNS —° HiIREMNNDR® FHF S LREKSHIR BRUSHEUSLLLOM [KR] Sk
WRO L RBVBRQSERIRE-VS N L° B OHLONELINIEEEEIT O’ #6.EE S T Hh i
EORSHNHERNARDN SR HhvE I RIEK SIS0’ #MEBUSHECH VOV
MO 0 K° Iitpe s [RSE(PE] °

OO OO0

\ \Y
AN 11—

e

P BB TEFREDOT. &
ENLERTHZERT
BAHNIEFEEUTIE,
FA IZHERDEDREICER
ATHIDDI32. ERDH
BEAZLECEDN
LETRERD. BE,

%






item/image/img-295.jpg





item/image/kuchie-008.jpg
@Q Faa—y

@é BRI BT 27
Y

o

"Santa Claus is coming to town"

R PRITIT BEEV) R
"Jingle Bell Rock"

Contents © = wrmrmsosuma

EIEEOBIZEIICH R AT

"When The Liars Go Marchin' In "

BHBE[DHLDHMWATELLLVRS ]
"Still, Happy Xmas (War Is Over)"

Designed by Toru Suzuki





item/image/kuchie-006-007.jpg
y

Scene03:5F L AKII#TL 5

OO0






